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平成１６年第１回平成１６年第１回平成１６年第１回平成１６年第１回

美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録

平成１６年３月２４日（水曜日）平成１６年３月２４日（水曜日）平成１６年３月２４日（水曜日）平成１６年３月２４日（水曜日）

午前１０時２０分 開議午前１０時２０分 開議午前１０時２０分 開議午前１０時２０分 開議

◎議事日程◎議事日程◎議事日程◎議事日程

第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名第１ 会議録署名議員の指名

第２ 委員長報告第２ 委員長報告第２ 委員長報告第２ 委員長報告

1 議案第16号 美唄市体験交流施設条1 議案第16号 美唄市体験交流施設条1 議案第16号 美唄市体験交流施設条1 議案第16号 美唄市体験交流施設条

例制定の件（総務）例制定の件（総務）例制定の件（総務）例制定の件（総務）

2 議案第17号 美唄市部設置条例の一2 議案第17号 美唄市部設置条例の一2 議案第17号 美唄市部設置条例の一2 議案第17号 美唄市部設置条例の一

部改正の件（総務）部改正の件（総務）部改正の件（総務）部改正の件（総務）

3 議案第18号 美唄市給与条例の一部3 議案第18号 美唄市給与条例の一部3 議案第18号 美唄市給与条例の一部3 議案第18号 美唄市給与条例の一部

改正の件（総務）改正の件（総務）改正の件（総務）改正の件（総務）

4 議案第19号 美唄市特別職の職員の4 議案第19号 美唄市特別職の職員の4 議案第19号 美唄市特別職の職員の4 議案第19号 美唄市特別職の職員の

給与に関する条例及び美唄市教育委給与に関する条例及び美唄市教育委給与に関する条例及び美唄市教育委給与に関する条例及び美唄市教育委

員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その

他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正

の件（総務）の件（総務）の件（総務）の件（総務）

5 議案第20号 美唄市企業職員の給与5 議案第20号 美唄市企業職員の給与5 議案第20号 美唄市企業職員の給与5 議案第20号 美唄市企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例及び公の種類及び基準に関する条例及び公の種類及び基準に関する条例及び公の種類及び基準に関する条例及び公

益法人等への美唄市職員の派遣等に益法人等への美唄市職員の派遣等に益法人等への美唄市職員の派遣等に益法人等への美唄市職員の派遣等に

関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）

6 議案第21号 美唄市議会の議員その6 議案第21号 美唄市議会の議員その6 議案第21号 美唄市議会の議員その6 議案第21号 美唄市議会の議員その

他非常勤の職員の公務災害補償等に他非常勤の職員の公務災害補償等に他非常勤の職員の公務災害補償等に他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）関する条例の一部改正の件（総務）

7 議案第22号 美唄市税条例等の一部7 議案第22号 美唄市税条例等の一部7 議案第22号 美唄市税条例等の一部7 議案第22号 美唄市税条例等の一部

改正または廃止の件（総務）改正または廃止の件（総務）改正または廃止の件（総務）改正または廃止の件（総務）

8 議案第23号 美唄市公民館条例の一8 議案第23号 美唄市公民館条例の一8 議案第23号 美唄市公民館条例の一8 議案第23号 美唄市公民館条例の一

部改正の件（総務）部改正の件（総務）部改正の件（総務）部改正の件（総務）

9 議案第24号 美唄市火災予防条例の9 議案第24号 美唄市火災予防条例の9 議案第24号 美唄市火災予防条例の9 議案第24号 美唄市火災予防条例の

一部改正の件（総務）一部改正の件（総務）一部改正の件（総務）一部改正の件（総務）

10 議案第25号 美唄市手数料徴収条例10 議案第25号 美唄市手数料徴収条例10 議案第25号 美唄市手数料徴収条例10 議案第25号 美唄市手数料徴収条例

の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）

11 議案第26号 美唄市廃棄物の処理及11 議案第26号 美唄市廃棄物の処理及11 議案第26号 美唄市廃棄物の処理及11 議案第26号 美唄市廃棄物の処理及

び清掃に関する条例の一部改正の件び清掃に関する条例の一部改正の件び清掃に関する条例の一部改正の件び清掃に関する条例の一部改正の件

（民生）（民生）（民生）（民生）

12 議案第27号 美唄市福祉のまちづく12 議案第27号 美唄市福祉のまちづく12 議案第27号 美唄市福祉のまちづく12 議案第27号 美唄市福祉のまちづく

り条例制定の件（民生）り条例制定の件（民生）り条例制定の件（民生）り条例制定の件（民生）

13 議案第28号 美唄市高齢者等生きが13 議案第28号 美唄市高齢者等生きが13 議案第28号 美唄市高齢者等生きが13 議案第28号 美唄市高齢者等生きが

い活動支援条例の一部改正の件（民い活動支援条例の一部改正の件（民い活動支援条例の一部改正の件（民い活動支援条例の一部改正の件（民

生）生）生）生）

14 議案第29号 美唄市支援費制度条例14 議案第29号 美唄市支援費制度条例14 議案第29号 美唄市支援費制度条例14 議案第29号 美唄市支援費制度条例

の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）の一部改正の件（民生）

15 議案第30号 美唄市老人バス料金助15 議案第30号 美唄市老人バス料金助15 議案第30号 美唄市老人バス料金助15 議案第30号 美唄市老人バス料金助

成条例廃止の件（民生）成条例廃止の件（民生）成条例廃止の件（民生）成条例廃止の件（民生）

16 議案第31号 美唄市災害遺児手当支16 議案第31号 美唄市災害遺児手当支16 議案第31号 美唄市災害遺児手当支16 議案第31号 美唄市災害遺児手当支

給条例廃止の件（民生）給条例廃止の件（民生）給条例廃止の件（民生）給条例廃止の件（民生）

17 議案第32号 美唄市産業振興条例制17 議案第32号 美唄市産業振興条例制17 議案第32号 美唄市産業振興条例制17 議案第32号 美唄市産業振興条例制

定の件（経済建設）定の件（経済建設）定の件（経済建設）定の件（経済建設）

18 議案第33号 美唄体育センター条例18 議案第33号 美唄体育センター条例18 議案第33号 美唄体育センター条例18 議案第33号 美唄体育センター条例

及びサン・スポーツランド美唄条例及びサン・スポーツランド美唄条例及びサン・スポーツランド美唄条例及びサン・スポーツランド美唄条例

の一部改正の件（経済建設）の一部改正の件（経済建設）の一部改正の件（経済建設）の一部改正の件（経済建設）

19 議案第34号 美唄市スキー場条例の19 議案第34号 美唄市スキー場条例の19 議案第34号 美唄市スキー場条例の19 議案第34号 美唄市スキー場条例の

一部改正の件（経済建設）一部改正の件（経済建設）一部改正の件（経済建設）一部改正の件（経済建設）

20 議案第35号 美唄市中小企業等振興20 議案第35号 美唄市中小企業等振興20 議案第35号 美唄市中小企業等振興20 議案第35号 美唄市中小企業等振興

条例の一部改正の件（経済建設）条例の一部改正の件（経済建設）条例の一部改正の件（経済建設）条例の一部改正の件（経済建設）

21 議案第36号 美唄市中小企業研修セ21 議案第36号 美唄市中小企業研修セ21 議案第36号 美唄市中小企業研修セ21 議案第36号 美唄市中小企業研修セ

ンター条例廃止の件（経済建設）ンター条例廃止の件（経済建設）ンター条例廃止の件（経済建設）ンター条例廃止の件（経済建設）

22 議案第37号 市道路線の認定、廃止22 議案第37号 市道路線の認定、廃止22 議案第37号 市道路線の認定、廃止22 議案第37号 市道路線の認定、廃止

及び変更の件（経済建設）及び変更の件（経済建設）及び変更の件（経済建設）及び変更の件（経済建設）

23 議案第38号 平成１５年度美唄市一23 議案第38号 平成１５年度美唄市一23 議案第38号 平成１５年度美唄市一23 議案第38号 平成１５年度美唄市一

般会計補正予算（第７号）（予算審般会計補正予算（第７号）（予算審般会計補正予算（第７号）（予算審般会計補正予算（第７号）（予算審

査特別）査特別）査特別）査特別）

24 議案第39号 平成１５年度美唄市下24 議案第39号 平成１５年度美唄市下24 議案第39号 平成１５年度美唄市下24 議案第39号 平成１５年度美唄市下

水道会計補正予算（第３号）（予算水道会計補正予算（第３号）（予算水道会計補正予算（第３号）（予算水道会計補正予算（第３号）（予算

審査特別）審査特別）審査特別）審査特別）

25 議案第40号 平成１５年度市立美唄25 議案第40号 平成１５年度市立美唄25 議案第40号 平成１５年度市立美唄25 議案第40号 平成１５年度市立美唄
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病院事業会計補正予算（第１号）病院事業会計補正予算（第１号）病院事業会計補正予算（第１号）病院事業会計補正予算（第１号）

（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）

26 議案第４号 平成１６年度美唄市一26 議案第４号 平成１６年度美唄市一26 議案第４号 平成１６年度美唄市一26 議案第４号 平成１６年度美唄市一

般会計予算（予算審査特別）般会計予算（予算審査特別）般会計予算（予算審査特別）般会計予算（予算審査特別）

27 議案第５号 平成１６年度美唄市民27 議案第５号 平成１６年度美唄市民27 議案第５号 平成１６年度美唄市民27 議案第５号 平成１６年度美唄市民

バス会計予算（予算審査特別）バス会計予算（予算審査特別）バス会計予算（予算審査特別）バス会計予算（予算審査特別）

28 議案第６号 平成１６年度美唄市国28 議案第６号 平成１６年度美唄市国28 議案第６号 平成１６年度美唄市国28 議案第６号 平成１６年度美唄市国

民健康保険会計予算（予算審査特民健康保険会計予算（予算審査特民健康保険会計予算（予算審査特民健康保険会計予算（予算審査特

別）別）別）別）

29 議案第７号 平成１６年度美唄市老29 議案第７号 平成１６年度美唄市老29 議案第７号 平成１６年度美唄市老29 議案第７号 平成１６年度美唄市老

人保健会計予算（予算審査特別）人保健会計予算（予算審査特別）人保健会計予算（予算審査特別）人保健会計予算（予算審査特別）

30 議案第８号 平成１６年度美唄市下30 議案第８号 平成１６年度美唄市下30 議案第８号 平成１６年度美唄市下30 議案第８号 平成１６年度美唄市下

水道会計予算（予算審査特別）水道会計予算（予算審査特別）水道会計予算（予算審査特別）水道会計予算（予算審査特別）

31 議案第９号 平成１６年度美唄市土31 議案第９号 平成１６年度美唄市土31 議案第９号 平成１６年度美唄市土31 議案第９号 平成１６年度美唄市土

地区画整理事業会計予算（予算審査地区画整理事業会計予算（予算審査地区画整理事業会計予算（予算審査地区画整理事業会計予算（予算審査

特別）特別）特別）特別）

32 議案第10号 平成１６年度美唄市介32 議案第10号 平成１６年度美唄市介32 議案第10号 平成１６年度美唄市介32 議案第10号 平成１６年度美唄市介

護保険会計予算（予算審査特別）護保険会計予算（予算審査特別）護保険会計予算（予算審査特別）護保険会計予算（予算審査特別）

33 議案第11号 平成１６年度美唄市介33 議案第11号 平成１６年度美唄市介33 議案第11号 平成１６年度美唄市介33 議案第11号 平成１６年度美唄市介

護サービス事業会計予算（予算審査護サービス事業会計予算（予算審査護サービス事業会計予算（予算審査護サービス事業会計予算（予算審査

特別）特別）特別）特別）

34 議案第12号 平成１６年度市立美唄34 議案第12号 平成１６年度市立美唄34 議案第12号 平成１６年度市立美唄34 議案第12号 平成１６年度市立美唄

病院事業会計予算（予算審査特別）病院事業会計予算（予算審査特別）病院事業会計予算（予算審査特別）病院事業会計予算（予算審査特別）

35 議案第13号 平成１６年度美唄市水35 議案第13号 平成１６年度美唄市水35 議案第13号 平成１６年度美唄市水35 議案第13号 平成１６年度美唄市水

道事業会計予算（予算審査特別）道事業会計予算（予算審査特別）道事業会計予算（予算審査特別）道事業会計予算（予算審査特別）

36 議案第14号 平成１６年度美唄市工36 議案第14号 平成１６年度美唄市工36 議案第14号 平成１６年度美唄市工36 議案第14号 平成１６年度美唄市工

業用水道事業会計予算（予算審査特業用水道事業会計予算（予算審査特業用水道事業会計予算（予算審査特業用水道事業会計予算（予算審査特

別）別）別）別）

37 報告第６号 市町村合併問題等調査37 報告第６号 市町村合併問題等調査37 報告第６号 市町村合併問題等調査37 報告第６号 市町村合併問題等調査

特別委員会報告について（市町村合特別委員会報告について（市町村合特別委員会報告について（市町村合特別委員会報告について（市町村合

併問題等調査特別）併問題等調査特別）併問題等調査特別）併問題等調査特別）

第３ 議案第48号 平成１５年度美唄市一第３ 議案第48号 平成１５年度美唄市一第３ 議案第48号 平成１５年度美唄市一第３ 議案第48号 平成１５年度美唄市一

般会計補正予算（第８号）般会計補正予算（第８号）般会計補正予算（第８号）般会計補正予算（第８号）

第４ 議案第41号 財政調整基金使用の件第４ 議案第41号 財政調整基金使用の件第４ 議案第41号 財政調整基金使用の件第４ 議案第41号 財政調整基金使用の件

（平成１５年度使用分）（平成１５年度使用分）（平成１５年度使用分）（平成１５年度使用分）

第５ 議案第42号 財政調整基金使用の件第５ 議案第42号 財政調整基金使用の件第５ 議案第42号 財政調整基金使用の件第５ 議案第42号 財政調整基金使用の件

（平成１６年度使用分）（平成１６年度使用分）（平成１６年度使用分）（平成１６年度使用分）

第６ 議案第43号 財政調整基金の一部積第６ 議案第43号 財政調整基金の一部積第６ 議案第43号 財政調整基金の一部積第６ 議案第43号 財政調整基金の一部積

立て停止の件立て停止の件立て停止の件立て停止の件

第７ 議案第46号 美唄市固定資産評価審第７ 議案第46号 美唄市固定資産評価審第７ 議案第46号 美唄市固定資産評価審第７ 議案第46号 美唄市固定資産評価審

査委員会委員選任の件査委員会委員選任の件査委員会委員選任の件査委員会委員選任の件

第８ 議案第44号 美唄市議会議員の報酬第８ 議案第44号 美唄市議会議員の報酬第８ 議案第44号 美唄市議会議員の報酬第８ 議案第44号 美唄市議会議員の報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部及び費用弁償等に関する条例の一部及び費用弁償等に関する条例の一部及び費用弁償等に関する条例の一部

改正の件改正の件改正の件改正の件

第９ 議案第45号 美唄市議会議員定数条第９ 議案第45号 美唄市議会議員定数条第９ 議案第45号 美唄市議会議員定数条第９ 議案第45号 美唄市議会議員定数条

例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件

第10 議案第47号 美唄市議会委員会条例第10 議案第47号 美唄市議会委員会条例第10 議案第47号 美唄市議会委員会条例第10 議案第47号 美唄市議会委員会条例

の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件

第11 承認第１号 総務委員会所管事務調第11 承認第１号 総務委員会所管事務調第11 承認第１号 総務委員会所管事務調第11 承認第１号 総務委員会所管事務調

査の件査の件査の件査の件

第12 承認第２号 民生委員会所管事務調第12 承認第２号 民生委員会所管事務調第12 承認第２号 民生委員会所管事務調第12 承認第２号 民生委員会所管事務調

査の件査の件査の件査の件

第13 承認第３号 経済建設委員会所管事第13 承認第３号 経済建設委員会所管事第13 承認第３号 経済建設委員会所管事第13 承認第３号 経済建設委員会所管事

務調査の件務調査の件務調査の件務調査の件

第14 承認第４号 議会運営委員会所管事第14 承認第４号 議会運営委員会所管事第14 承認第４号 議会運営委員会所管事第14 承認第４号 議会運営委員会所管事

務調査の件務調査の件務調査の件務調査の件

第15 北海道警察捜査用報償第15 北海道警察捜査用報償第15 北海道警察捜査用報償第15 北海道警察捜査用報償意 見 書 案 第 １ 号意 見 書 案 第 １ 号意 見 書 案 第 １ 号意 見 書 案 第 １ 号

費等不正支出疑惑の徹底究明を求め費等不正支出疑惑の徹底究明を求め費等不正支出疑惑の徹底究明を求め費等不正支出疑惑の徹底究明を求め

る意見書る意見書る意見書る意見書

第16 労災保険制度の国営存第16 労災保険制度の国営存第16 労災保険制度の国営存第16 労災保険制度の国営存意 見 書 案 第 ２ 号意 見 書 案 第 ２ 号意 見 書 案 第 ２ 号意 見 書 案 第 ２ 号

続を求める意見書続を求める意見書続を求める意見書続を求める意見書

第17 ３０人以下学級実現等第17 ３０人以下学級実現等第17 ３０人以下学級実現等第17 ３０人以下学級実現等意 見 書 案 第 ３ 号意 見 書 案 第 ３ 号意 見 書 案 第 ３ 号意 見 書 案 第 ３ 号

教育予算の充実を求め、義務教育費教育予算の充実を求め、義務教育費教育予算の充実を求め、義務教育費教育予算の充実を求め、義務教育費

国庫負担法を守ることを求める意見国庫負担法を守ることを求める意見国庫負担法を守ることを求める意見国庫負担法を守ることを求める意見

書書書書
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●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開

きます。きます。きます。きます。

この場合、説明員の欠席について、次のとこの場合、説明員の欠席について、次のとこの場合、説明員の欠席について、次のとこの場合、説明員の欠席について、次のと

おり通知がありましたので、報告いたします。おり通知がありましたので、報告いたします。おり通知がありましたので、報告いたします。おり通知がありましたので、報告いたします。

収入役伊藤順一君は、公務のため欠席いた収入役伊藤順一君は、公務のため欠席いた収入役伊藤順一君は、公務のため欠席いた収入役伊藤順一君は、公務のため欠席いた

します。します。します。します。

●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。

１１番 古関充康君１１番 古関充康君１１番 古関充康君１１番 古関充康君

１２番 矢部正義君１２番 矢部正義君１２番 矢部正義君１２番 矢部正義君

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。

●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長●議長中西勇夫君 次に日程の第２、委員長

報告に入ります。報告に入ります。報告に入ります。報告に入ります。

順序１、議案第１６号美唄市体験交流施設順序１、議案第１６号美唄市体験交流施設順序１、議案第１６号美唄市体験交流施設順序１、議案第１６号美唄市体験交流施設

条例制定の件ないし順序３７、報告第６号市条例制定の件ないし順序３７、報告第６号市条例制定の件ないし順序３７、報告第６号市条例制定の件ないし順序３７、報告第６号市

町村合併問題等調査特別委員会報告について町村合併問題等調査特別委員会報告について町村合併問題等調査特別委員会報告について町村合併問題等調査特別委員会報告について

の以上３７件を一括議題といたします。の以上３７件を一括議題といたします。の以上３７件を一括議題といたします。の以上３７件を一括議題といたします。

本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求

めます。めます。めます。めます。

まず、議案第１６号ないし議案第２４号のまず、議案第１６号ないし議案第２４号のまず、議案第１６号ないし議案第２４号のまず、議案第１６号ないし議案第２４号の

以上９件について、内馬場総務委員長。以上９件について、内馬場総務委員長。以上９件について、内馬場総務委員長。以上９件について、内馬場総務委員長。

●総務委員会委員長内馬場克康君（登壇）●総務委員会委員長内馬場克康君（登壇）●総務委員会委員長内馬場克康君（登壇）●総務委員会委員長内馬場克康君（登壇）

ただいま議題となりました議案第１６号美唄ただいま議題となりました議案第１６号美唄ただいま議題となりました議案第１６号美唄ただいま議題となりました議案第１６号美唄

市体験交流施設条例制定の件、議案第１７号市体験交流施設条例制定の件、議案第１７号市体験交流施設条例制定の件、議案第１７号市体験交流施設条例制定の件、議案第１７号

美唄市部設置条例の一部改正の件、議案第１美唄市部設置条例の一部改正の件、議案第１美唄市部設置条例の一部改正の件、議案第１美唄市部設置条例の一部改正の件、議案第１

８号美唄市給与条例の一部改正の件、議案第８号美唄市給与条例の一部改正の件、議案第８号美唄市給与条例の一部改正の件、議案第８号美唄市給与条例の一部改正の件、議案第

１９号美唄市特別職の職員の給与に関する条１９号美唄市特別職の職員の給与に関する条１９号美唄市特別職の職員の給与に関する条１９号美唄市特別職の職員の給与に関する条

例及び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤例及び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤例及び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤例及び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤

務時間その他勤務条件に関する条例の一部改務時間その他勤務条件に関する条例の一部改務時間その他勤務条件に関する条例の一部改務時間その他勤務条件に関する条例の一部改

正の件、議案第２０号美唄市企業職員の給与正の件、議案第２０号美唄市企業職員の給与正の件、議案第２０号美唄市企業職員の給与正の件、議案第２０号美唄市企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例及び公益法人等の種類及び基準に関する条例及び公益法人等の種類及び基準に関する条例及び公益法人等の種類及び基準に関する条例及び公益法人等

への美唄市職員の派遣等に関する条例の一部への美唄市職員の派遣等に関する条例の一部への美唄市職員の派遣等に関する条例の一部への美唄市職員の派遣等に関する条例の一部

改正の件、議案第２１号美唄市議会の議員そ改正の件、議案第２１号美唄市議会の議員そ改正の件、議案第２１号美唄市議会の議員そ改正の件、議案第２１号美唄市議会の議員そ

の他非常勤の職員の公務災害補償等に関するの他非常勤の職員の公務災害補償等に関するの他非常勤の職員の公務災害補償等に関するの他非常勤の職員の公務災害補償等に関する

条例の一部改正の件、議案第２２号美唄市税条例の一部改正の件、議案第２２号美唄市税条例の一部改正の件、議案第２２号美唄市税条例の一部改正の件、議案第２２号美唄市税

条例等の一部改正または廃止の件、議案第２条例等の一部改正または廃止の件、議案第２条例等の一部改正または廃止の件、議案第２条例等の一部改正または廃止の件、議案第２

３号美唄市公民館条例の一部改正の件及び議３号美唄市公民館条例の一部改正の件及び議３号美唄市公民館条例の一部改正の件及び議３号美唄市公民館条例の一部改正の件及び議

案第２４号美唄市火災予防条例の一部改正の案第２４号美唄市火災予防条例の一部改正の案第２４号美唄市火災予防条例の一部改正の案第２４号美唄市火災予防条例の一部改正の

件の以上９件について、総務委員会の審査の件の以上９件について、総務委員会の審査の件の以上９件について、総務委員会の審査の件の以上９件について、総務委員会の審査の

経過並びに結果を一括ご報告申し上げます。経過並びに結果を一括ご報告申し上げます。経過並びに結果を一括ご報告申し上げます。経過並びに結果を一括ご報告申し上げます。

経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会

を招集して、審査いたしました。を招集して、審査いたしました。を招集して、審査いたしました。を招集して、審査いたしました。

次に、各議案審査における質疑、答弁の主次に、各議案審査における質疑、答弁の主次に、各議案審査における質疑、答弁の主次に、各議案審査における質疑、答弁の主

なものを申し上げます。なものを申し上げます。なものを申し上げます。なものを申し上げます。

初めに、議案第１６号について、質疑、答初めに、議案第１６号について、質疑、答初めに、議案第１６号について、質疑、答初めに、議案第１６号について、質疑、答

弁の主なものを申し上げます。弁の主なものを申し上げます。弁の主なものを申し上げます。弁の主なものを申し上げます。

条例は５月１０日から施行ということだが、条例は５月１０日から施行ということだが、条例は５月１０日から施行ということだが、条例は５月１０日から施行ということだが、

施設の竣工はいつか。また、登り窯の使用料施設の竣工はいつか。また、登り窯の使用料施設の竣工はいつか。また、登り窯の使用料施設の竣工はいつか。また、登り窯の使用料

２０万円の内容を含めて施設の利活用につい２０万円の内容を含めて施設の利活用につい２０万円の内容を含めて施設の利活用につい２０万円の内容を含めて施設の利活用につい

てどう考えているのかとの質疑に対し、建物てどう考えているのかとの質疑に対し、建物てどう考えているのかとの質疑に対し、建物てどう考えているのかとの質疑に対し、建物

は３月いっぱいで完成するが、登り窯の方はは３月いっぱいで完成するが、登り窯の方はは３月いっぱいで完成するが、登り窯の方はは３月いっぱいで完成するが、登り窯の方は

乾燥に時間を要するので、施行月日を５月１乾燥に時間を要するので、施行月日を５月１乾燥に時間を要するので、施行月日を５月１乾燥に時間を要するので、施行月日を５月１

０日とした。体験交流館は陶芸以外の活用も０日とした。体験交流館は陶芸以外の活用も０日とした。体験交流館は陶芸以外の活用も０日とした。体験交流館は陶芸以外の活用も

可能であり、交流促進のため多目的に活用し可能であり、交流促進のため多目的に活用し可能であり、交流促進のため多目的に活用し可能であり、交流促進のため多目的に活用し

ていきたいと考えている。登り窯の料金は窯ていきたいと考えている。登り窯の料金は窯ていきたいと考えている。登り窯の料金は窯ていきたいと考えている。登り窯の料金は窯

の使用料であって、作品をつくるための原材の使用料であって、作品をつくるための原材の使用料であって、作品をつくるための原材の使用料であって、作品をつくるための原材

料や燃料等は使用者の自己負担で行ってもら料や燃料等は使用者の自己負担で行ってもら料や燃料等は使用者の自己負担で行ってもら料や燃料等は使用者の自己負担で行ってもら

うことと考えているとの答弁がありました。うことと考えているとの答弁がありました。うことと考えているとの答弁がありました。うことと考えているとの答弁がありました。

また、農産物の即売所について、条例中のまた、農産物の即売所について、条例中のまた、農産物の即売所について、条例中のまた、農産物の即売所について、条例中の

地域特産品の普及とあるが、どういうイメー地域特産品の普及とあるが、どういうイメー地域特産品の普及とあるが、どういうイメー地域特産品の普及とあるが、どういうイメー

ジなのか。また、そのスペースの使用料につジなのか。また、そのスペースの使用料につジなのか。また、そのスペースの使用料につジなのか。また、そのスペースの使用料につ
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いてはとの質疑があり、新鮮な農産物をそこいてはとの質疑があり、新鮮な農産物をそこいてはとの質疑があり、新鮮な農産物をそこいてはとの質疑があり、新鮮な農産物をそこ

で販売して、地域特産品の育成につながるもで販売して、地域特産品の育成につながるもで販売して、地域特産品の育成につながるもで販売して、地域特産品の育成につながるも

のにしていきたい。農産物に限らず、市内でのにしていきたい。農産物に限らず、市内でのにしていきたい。農産物に限らず、市内でのにしていきたい。農産物に限らず、市内で

つくられているもの、地場産品を販売するこつくられているもの、地場産品を販売するこつくられているもの、地場産品を販売するこつくられているもの、地場産品を販売するこ

とも考えている。直売スペースの使用についとも考えている。直売スペースの使用についとも考えている。直売スペースの使用についとも考えている。直売スペースの使用につい

ては、地場産業の育成という面から減免するては、地場産業の育成という面から減免するては、地場産業の育成という面から減免するては、地場産業の育成という面から減免する

考えであるとの答弁がありました。考えであるとの答弁がありました。考えであるとの答弁がありました。考えであるとの答弁がありました。

また、日常的な管理はどうするのか。原材また、日常的な管理はどうするのか。原材また、日常的な管理はどうするのか。原材また、日常的な管理はどうするのか。原材

料、燃料の用意はどうするのかとの質疑に対料、燃料の用意はどうするのかとの質疑に対料、燃料の用意はどうするのかとの質疑に対料、燃料の用意はどうするのかとの質疑に対

し、体験交流館は８月オープン予定のパークし、体験交流館は８月オープン予定のパークし、体験交流館は８月オープン予定のパークし、体験交流館は８月オープン予定のパーク

ゴルフ場に臨時職員が常駐して管理することゴルフ場に臨時職員が常駐して管理することゴルフ場に臨時職員が常駐して管理することゴルフ場に臨時職員が常駐して管理すること

になるが、陶芸の材料は使用者の自己負担でになるが、陶芸の材料は使用者の自己負担でになるが、陶芸の材料は使用者の自己負担でになるが、陶芸の材料は使用者の自己負担で

用意していただき、登り窯についても基本的用意していただき、登り窯についても基本的用意していただき、登り窯についても基本的用意していただき、登り窯についても基本的

には燃料であるまきも含めて必要なものは使には燃料であるまきも含めて必要なものは使には燃料であるまきも含めて必要なものは使には燃料であるまきも含めて必要なものは使

用者に持ち込んでいただくことになる。いろ用者に持ち込んでいただくことになる。いろ用者に持ち込んでいただくことになる。いろ用者に持ち込んでいただくことになる。いろ

いろと市が調整する部分もあると思うが、市いろと市が調整する部分もあると思うが、市いろと市が調整する部分もあると思うが、市いろと市が調整する部分もあると思うが、市

内の陶芸の愛好家の方にもご協力をいただい内の陶芸の愛好家の方にもご協力をいただい内の陶芸の愛好家の方にもご協力をいただい内の陶芸の愛好家の方にもご協力をいただい

て、利用者の要望にこたえていきたいと考えて、利用者の要望にこたえていきたいと考えて、利用者の要望にこたえていきたいと考えて、利用者の要望にこたえていきたいと考え

ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。

登り窯は、まき等相当量を使うことになり、登り窯は、まき等相当量を使うことになり、登り窯は、まき等相当量を使うことになり、登り窯は、まき等相当量を使うことになり、

到底利用者が用意できるものではなく、やり到底利用者が用意できるものではなく、やり到底利用者が用意できるものではなく、やり到底利用者が用意できるものではなく、やり

たくてもやれない状況では、収支均衡などをたくてもやれない状況では、収支均衡などをたくてもやれない状況では、収支均衡などをたくてもやれない状況では、収支均衡などを

はかれるものではない。管理運営する部隊がはかれるものではない。管理運営する部隊がはかれるものではない。管理運営する部隊がはかれるものではない。管理運営する部隊が

必要ではないかとの質疑があり、どのように必要ではないかとの質疑があり、どのように必要ではないかとの質疑があり、どのように必要ではないかとの質疑があり、どのように

利用していただくのが一番いいか、指摘のあ利用していただくのが一番いいか、指摘のあ利用していただくのが一番いいか、指摘のあ利用していただくのが一番いいか、指摘のあ

った部分を含めて庁内的に十分打ち合わせをった部分を含めて庁内的に十分打ち合わせをった部分を含めて庁内的に十分打ち合わせをった部分を含めて庁内的に十分打ち合わせを

しながら体制をつくっていきたいとの答弁がしながら体制をつくっていきたいとの答弁がしながら体制をつくっていきたいとの答弁がしながら体制をつくっていきたいとの答弁が

ありました。ありました。ありました。ありました。

また、使用料に関してピパオイの里プラザまた、使用料に関してピパオイの里プラザまた、使用料に関してピパオイの里プラザまた、使用料に関してピパオイの里プラザ

との整合性についての質疑に対し、既存施設との整合性についての質疑に対し、既存施設との整合性についての質疑に対し、既存施設との整合性についての質疑に対し、既存施設

との整合性を図るという視点ではなく、これとの整合性を図るという視点ではなく、これとの整合性を図るという視点ではなく、これとの整合性を図るという視点ではなく、これ

からの公共施設の料金のあり方を考えて設定からの公共施設の料金のあり方を考えて設定からの公共施設の料金のあり方を考えて設定からの公共施設の料金のあり方を考えて設定

をしたとの答弁がありました。をしたとの答弁がありました。をしたとの答弁がありました。をしたとの答弁がありました。

また、農産物の扱いについて、家庭菜園でまた、農産物の扱いについて、家庭菜園でまた、農産物の扱いについて、家庭菜園でまた、農産物の扱いについて、家庭菜園で

とれるような少量のものでも扱うのか、それとれるような少量のものでも扱うのか、それとれるような少量のものでも扱うのか、それとれるような少量のものでも扱うのか、それ

とも特産品を専門的に扱って、市の農産物のとも特産品を専門的に扱って、市の農産物のとも特産品を専門的に扱って、市の農産物のとも特産品を専門的に扱って、市の農産物の

ＰＲと普及を図っていこうという考えなのかＰＲと普及を図っていこうという考えなのかＰＲと普及を図っていこうという考えなのかＰＲと普及を図っていこうという考えなのか

との質疑に対し、現在出品者を公募しており、との質疑に対し、現在出品者を公募しており、との質疑に対し、現在出品者を公募しており、との質疑に対し、現在出品者を公募しており、

その中で協議会のような運営組織をつくってその中で協議会のような運営組織をつくってその中で協議会のような運営組織をつくってその中で協議会のような運営組織をつくって

取り組んでいただく方向である。その中で、取り組んでいただく方向である。その中で、取り組んでいただく方向である。その中で、取り組んでいただく方向である。その中で、

販売するものは時期的なものや量的なものを販売するものは時期的なものや量的なものを販売するものは時期的なものや量的なものを販売するものは時期的なものや量的なものを

含めて検討されると考えているとの答弁があ含めて検討されると考えているとの答弁があ含めて検討されると考えているとの答弁があ含めて検討されると考えているとの答弁があ

りました。りました。りました。りました。

また、直売所に関すること、使用料に関すまた、直売所に関すること、使用料に関すまた、直売所に関すること、使用料に関すまた、直売所に関すること、使用料に関す

ること及び減免に関することなど指摘を受けること及び減免に関することなど指摘を受けること及び減免に関することなど指摘を受けること及び減免に関することなど指摘を受け

たことを十分踏まえて、今後管理運営し、運たことを十分踏まえて、今後管理運営し、運たことを十分踏まえて、今後管理運営し、運たことを十分踏まえて、今後管理運営し、運

営していく中で課題、矛盾を十分把握し、よ営していく中で課題、矛盾を十分把握し、よ営していく中で課題、矛盾を十分把握し、よ営していく中で課題、矛盾を十分把握し、よ

りよい方向で施設が活用されるように努力をりよい方向で施設が活用されるように努力をりよい方向で施設が活用されるように努力をりよい方向で施設が活用されるように努力を

していく。今後必要に応じ、条例改正を含めしていく。今後必要に応じ、条例改正を含めしていく。今後必要に応じ、条例改正を含めしていく。今後必要に応じ、条例改正を含め

検討してまいりたいと考えておりますとの答検討してまいりたいと考えておりますとの答検討してまいりたいと考えておりますとの答検討してまいりたいと考えておりますとの答

弁があわせてありました。弁があわせてありました。弁があわせてありました。弁があわせてありました。

委員会といたしまして、総括的な問題を３委員会といたしまして、総括的な問題を３委員会といたしまして、総括的な問題を３委員会といたしまして、総括的な問題を３

点に絞り、１点目として５月１０日供用開始点に絞り、１点目として５月１０日供用開始点に絞り、１点目として５月１０日供用開始点に絞り、１点目として５月１０日供用開始

を予定されています体験交流館の使用料に関を予定されています体験交流館の使用料に関を予定されています体験交流館の使用料に関を予定されています体験交流館の使用料に関

して、個人使用と団体使用に格差がある。あして、個人使用と団体使用に格差がある。あして、個人使用と団体使用に格差がある。あして、個人使用と団体使用に格差がある。あ

わせて１日５００円の設定。これがその施設わせて１日５００円の設定。これがその施設わせて１日５００円の設定。これがその施設わせて１日５００円の設定。これがその施設

の十分な利用につながっていくのかどうか。の十分な利用につながっていくのかどうか。の十分な利用につながっていくのかどうか。の十分な利用につながっていくのかどうか。

十分陶芸サークルと愛好者、利用予定者との十分陶芸サークルと愛好者、利用予定者との十分陶芸サークルと愛好者、利用予定者との十分陶芸サークルと愛好者、利用予定者との

協議を行っていただきたい。そして、利用者協議を行っていただきたい。そして、利用者協議を行っていただきたい。そして、利用者協議を行っていただきたい。そして、利用者

がいないような状況にだけはしていただきたがいないような状況にだけはしていただきたがいないような状況にだけはしていただきたがいないような状況にだけはしていただきた

くないということ。くないということ。くないということ。くないということ。

第２点目として、体験交流館の地域特産品第２点目として、体験交流館の地域特産品第２点目として、体験交流館の地域特産品第２点目として、体験交流館の地域特産品

の普及を目的とするスペースにつきましては、の普及を目的とするスペースにつきましては、の普及を目的とするスペースにつきましては、の普及を目的とするスペースにつきましては、

農産物の地域特産品の販売拡大、そして意欲農産物の地域特産品の販売拡大、そして意欲農産物の地域特産品の販売拡大、そして意欲農産物の地域特産品の販売拡大、そして意欲

のある人の収入につながっていくような実りのある人の収入につながっていくような実りのある人の収入につながっていくような実りのある人の収入につながっていくような実り

あるものにしていくために、関係者と十分ごあるものにしていくために、関係者と十分ごあるものにしていくために、関係者と十分ごあるものにしていくために、関係者と十分ご

協議をしてもらいたいということ。協議をしてもらいたいということ。協議をしてもらいたいということ。協議をしてもらいたいということ。

３点目といたしまして、地域特産品の普及３点目といたしまして、地域特産品の普及３点目といたしまして、地域特産品の普及３点目といたしまして、地域特産品の普及
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を目的とするスペースについて、その使用をを目的とするスペースについて、その使用をを目的とするスペースについて、その使用をを目的とするスペースについて、その使用を

減免規定によるという部分については、前段減免規定によるという部分については、前段減免規定によるという部分については、前段減免規定によるという部分については、前段

申し上げたようにそこでたくさんもうけてい申し上げたようにそこでたくさんもうけてい申し上げたようにそこでたくさんもうけてい申し上げたようにそこでたくさんもうけてい

ただく、ビジネスチャンスとして収入につなただく、ビジネスチャンスとして収入につなただく、ビジネスチャンスとして収入につなただく、ビジネスチャンスとして収入につな

げていただくという立場からしても、使用料げていただくという立場からしても、使用料げていただくという立場からしても、使用料げていただくという立場からしても、使用料

の扱いについては再考が必要なのではないか。の扱いについては再考が必要なのではないか。の扱いについては再考が必要なのではないか。の扱いについては再考が必要なのではないか。

このことについてもぜひ留意をして、これかこのことについてもぜひ留意をして、これかこのことについてもぜひ留意をして、これかこのことについてもぜひ留意をして、これか

ら進めていただけないかという部分について、ら進めていただけないかという部分について、ら進めていただけないかという部分について、ら進めていただけないかという部分について、

そういった趣旨で朝令暮改でもいいものにしそういった趣旨で朝令暮改でもいいものにしそういった趣旨で朝令暮改でもいいものにしそういった趣旨で朝令暮改でもいいものにし

ていくためには必要だと思いますので、そのていくためには必要だと思いますので、そのていくためには必要だと思いますので、そのていくためには必要だと思いますので、その

ことを踏まえて正すものは正していくということを踏まえて正すものは正していくということを踏まえて正すものは正していくということを踏まえて正すものは正していくという

ことでご検討をいただけないかとの質疑があことでご検討をいただけないかとの質疑があことでご検討をいただけないかとの質疑があことでご検討をいただけないかとの質疑があ

り、答弁としてこの施設が十分に活用されるり、答弁としてこの施設が十分に活用されるり、答弁としてこの施設が十分に活用されるり、答弁としてこの施設が十分に活用される

よう、特に市民の方に施設を愛してもらうとよう、特に市民の方に施設を愛してもらうとよう、特に市民の方に施設を愛してもらうとよう、特に市民の方に施設を愛してもらうと

いうことが大きな前進への道だと思いますのいうことが大きな前進への道だと思いますのいうことが大きな前進への道だと思いますのいうことが大きな前進への道だと思いますの

で、愛好者、サークル等へいま進めようとしで、愛好者、サークル等へいま進めようとしで、愛好者、サークル等へいま進めようとしで、愛好者、サークル等へいま進めようとし

ている考え方を十分説明し、協議させてほしている考え方を十分説明し、協議させてほしている考え方を十分説明し、協議させてほしている考え方を十分説明し、協議させてほし

いと思います。地域特産品ということで、想いと思います。地域特産品ということで、想いと思います。地域特産品ということで、想いと思います。地域特産品ということで、想

定では年間３０万人近くになろうかと思いま定では年間３０万人近くになろうかと思いま定では年間３０万人近くになろうかと思いま定では年間３０万人近くになろうかと思いま

すが、市外からお見えになっている方が多い。すが、市外からお見えになっている方が多い。すが、市外からお見えになっている方が多い。すが、市外からお見えになっている方が多い。

これらの方がリピーターになってくれると思これらの方がリピーターになってくれると思これらの方がリピーターになってくれると思これらの方がリピーターになってくれると思

います。直売所の参加申し込みが現在個人、います。直売所の参加申し込みが現在個人、います。直売所の参加申し込みが現在個人、います。直売所の参加申し込みが現在個人、

法人を含めて７件ある。基本的には、参加者法人を含めて７件ある。基本的には、参加者法人を含めて７件ある。基本的には、参加者法人を含めて７件ある。基本的には、参加者

の方の組織を立ち上げていただいて、その方の方の組織を立ち上げていただいて、その方の方の組織を立ち上げていただいて、その方の方の組織を立ち上げていただいて、その方

々とも十分協議をしながらやっていきたいと々とも十分協議をしながらやっていきたいと々とも十分協議をしながらやっていきたいと々とも十分協議をしながらやっていきたいと

考えております。減免規定については、生産考えております。減免規定については、生産考えております。減免規定については、生産考えております。減免規定については、生産

者と消費者の交流の場的な発想の中でスター者と消費者の交流の場的な発想の中でスター者と消費者の交流の場的な発想の中でスター者と消費者の交流の場的な発想の中でスター

トしておりまして、ビジネスという部分が欠トしておりまして、ビジネスという部分が欠トしておりまして、ビジネスという部分が欠トしておりまして、ビジネスという部分が欠

落していたことについて反省をしております。落していたことについて反省をしております。落していたことについて反省をしております。落していたことについて反省をしております。

今後、直売場を通じてどんなビジネスになり、今後、直売場を通じてどんなビジネスになり、今後、直売場を通じてどんなビジネスになり、今後、直売場を通じてどんなビジネスになり、

生産行為が行われるのかということも重要な生産行為が行われるのかということも重要な生産行為が行われるのかということも重要な生産行為が行われるのかということも重要な

ことでありますし、使用料の扱いについてもことでありますし、使用料の扱いについてもことでありますし、使用料の扱いについてもことでありますし、使用料の扱いについても

十分留意をしながら運営していかなくてはな十分留意をしながら運営していかなくてはな十分留意をしながら運営していかなくてはな十分留意をしながら運営していかなくてはな

らないと考えておりますとの答弁がありましらないと考えておりますとの答弁がありましらないと考えておりますとの答弁がありましらないと考えておりますとの答弁がありまし

た。た。た。た。

次に、議案第１７号について質疑、答弁の次に、議案第１７号について質疑、答弁の次に、議案第１７号について質疑、答弁の次に、議案第１７号について質疑、答弁の

主なものを申し上げます。主なものを申し上げます。主なものを申し上げます。主なものを申し上げます。

部設置条例の意図と、これに伴う課や係な部設置条例の意図と、これに伴う課や係な部設置条例の意図と、これに伴う課や係な部設置条例の意図と、これに伴う課や係な

ど組織全体のイメージについて質疑があり、ど組織全体のイメージについて質疑があり、ど組織全体のイメージについて質疑があり、ど組織全体のイメージについて質疑があり、

基本的には組織の機能はどうあるべきかとい基本的には組織の機能はどうあるべきかとい基本的には組織の機能はどうあるべきかとい基本的には組織の機能はどうあるべきかとい

う視点から整理をし、各部の機能や業務量なう視点から整理をし、各部の機能や業務量なう視点から整理をし、各部の機能や業務量なう視点から整理をし、各部の機能や業務量な

ど、各部門間のバランスも考慮して所管事務ど、各部門間のバランスも考慮して所管事務ど、各部門間のバランスも考慮して所管事務ど、各部門間のバランスも考慮して所管事務

を調整するという基本的な考え方に基づいてを調整するという基本的な考え方に基づいてを調整するという基本的な考え方に基づいてを調整するという基本的な考え方に基づいて

改正をしようとするものである。組織の見直改正をしようとするものである。組織の見直改正をしようとするものである。組織の見直改正をしようとするものである。組織の見直

しについては、自立に向けた推進計画の策定しについては、自立に向けた推進計画の策定しについては、自立に向けた推進計画の策定しについては、自立に向けた推進計画の策定

部門、地域医療体制のあり方について検討中部門、地域医療体制のあり方について検討中部門、地域医療体制のあり方について検討中部門、地域医療体制のあり方について検討中

である。である。である。である。

また、観光交流事業の総合的推進を図るたまた、観光交流事業の総合的推進を図るたまた、観光交流事業の総合的推進を図るたまた、観光交流事業の総合的推進を図るた

め、経済部に観光交流課を、宮島沼の保全、め、経済部に観光交流課を、宮島沼の保全、め、経済部に観光交流課を、宮島沼の保全、め、経済部に観光交流課を、宮島沼の保全、

ＩＳＯなど環境マネジメントの推進を図るたＩＳＯなど環境マネジメントの推進を図るたＩＳＯなど環境マネジメントの推進を図るたＩＳＯなど環境マネジメントの推進を図るた

め、市民部に環境課を設置しようとしている。め、市民部に環境課を設置しようとしている。め、市民部に環境課を設置しようとしている。め、市民部に環境課を設置しようとしている。

また、市税及び税外収納の強化を一体的にまた、市税及び税外収納の強化を一体的にまた、市税及び税外収納の強化を一体的にまた、市税及び税外収納の強化を一体的に

とり行うということから、税務課を市民部にとり行うということから、税務課を市民部にとり行うということから、税務課を市民部にとり行うということから、税務課を市民部に

移管しようとしている。これについては、市移管しようとしている。これについては、市移管しようとしている。これについては、市移管しようとしている。これについては、市

民とのかかわり及び人口規模等の類似市の組民とのかかわり及び人口規模等の類似市の組民とのかかわり及び人口規模等の類似市の組民とのかかわり及び人口規模等の類似市の組

織の状況を参考にしたとの答弁がありました。織の状況を参考にしたとの答弁がありました。織の状況を参考にしたとの答弁がありました。織の状況を参考にしたとの答弁がありました。

また、部設置条例の背景となっているグルまた、部設置条例の背景となっているグルまた、部設置条例の背景となっているグルまた、部設置条例の背景となっているグル

ープ制について、４月から一部試行というこープ制について、４月から一部試行というこープ制について、４月から一部試行というこープ制について、４月から一部試行というこ

とだが、どのようにやっていくのかとの質疑とだが、どのようにやっていくのかとの質疑とだが、どのようにやっていくのかとの質疑とだが、どのようにやっていくのかとの質疑

に対し、グループ制は庁内検討委員会を設けに対し、グループ制は庁内検討委員会を設けに対し、グループ制は庁内検討委員会を設けに対し、グループ制は庁内検討委員会を設け

てきたが、職員に十分考え方が浸透していなてきたが、職員に十分考え方が浸透していなてきたが、職員に十分考え方が浸透していなてきたが、職員に十分考え方が浸透していな

いことから、全庁的でなく一部実施し、課題いことから、全庁的でなく一部実施し、課題いことから、全庁的でなく一部実施し、課題いことから、全庁的でなく一部実施し、課題

があれば修正しながら、本実施に向けてさらがあれば修正しながら、本実施に向けてさらがあれば修正しながら、本実施に向けてさらがあれば修正しながら、本実施に向けてさら

に検討してまいりたいとの答弁がありました。に検討してまいりたいとの答弁がありました。に検討してまいりたいとの答弁がありました。に検討してまいりたいとの答弁がありました。

グループ制の試行については、当面総務部グループ制の試行については、当面総務部グループ制の試行については、当面総務部グループ制の試行については、当面総務部

において試行を考えているとのことであるが、において試行を考えているとのことであるが、において試行を考えているとのことであるが、において試行を考えているとのことであるが、

庁内議論は不十分である。全庁的な議論をし、庁内議論は不十分である。全庁的な議論をし、庁内議論は不十分である。全庁的な議論をし、庁内議論は不十分である。全庁的な議論をし、

組織の改革として議論すべきもので、４月１組織の改革として議論すべきもので、４月１組織の改革として議論すべきもので、４月１組織の改革として議論すべきもので、４月１
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日実施を拘泥すべきではない。実施するとき日実施を拘泥すべきではない。実施するとき日実施を拘泥すべきではない。実施するとき日実施を拘泥すべきではない。実施するとき

は本格実施をすべきだ。は本格実施をすべきだ。は本格実施をすべきだ。は本格実施をすべきだ。

また、試行については係長の主査発令を行また、試行については係長の主査発令を行また、試行については係長の主査発令を行また、試行については係長の主査発令を行

うとのことであるが、これは単に給料表だけうとのことであるが、これは単に給料表だけうとのことであるが、これは単に給料表だけうとのことであるが、これは単に給料表だけ

の問題ではなく、公務員法あるいはいろいろの問題ではなく、公務員法あるいはいろいろの問題ではなく、公務員法あるいはいろいろの問題ではなく、公務員法あるいはいろいろ

な法律規則や職階制を基本に組み立てられてな法律規則や職階制を基本に組み立てられてな法律規則や職階制を基本に組み立てられてな法律規則や職階制を基本に組み立てられて

いるので、根本的なものが問われてくる。容いるので、根本的なものが問われてくる。容いるので、根本的なものが問われてくる。容いるので、根本的なものが問われてくる。容

易に係長職の主査発令で済まされるものでは易に係長職の主査発令で済まされるものでは易に係長職の主査発令で済まされるものでは易に係長職の主査発令で済まされるものでは

ないとの質疑があり、グループ制はセクトにないとの質疑があり、グループ制はセクトにないとの質疑があり、グループ制はセクトにないとの質疑があり、グループ制はセクトに

とらわれない柔軟な組織機構の改編に努めたとらわれない柔軟な組織機構の改編に努めたとらわれない柔軟な組織機構の改編に努めたとらわれない柔軟な組織機構の改編に努めた

いという考え方で行おうとするものであり、いという考え方で行おうとするものであり、いという考え方で行おうとするものであり、いという考え方で行おうとするものであり、

試行に当たっては現行体制の中でグループ制試行に当たっては現行体制の中でグループ制試行に当たっては現行体制の中でグループ制試行に当たっては現行体制の中でグループ制

を意識し、実質的にグループ制が目指していを意識し、実質的にグループ制が目指していを意識し、実質的にグループ制が目指していを意識し、実質的にグループ制が目指してい

る流動性とか、柔軟性が発揮できるような業る流動性とか、柔軟性が発揮できるような業る流動性とか、柔軟性が発揮できるような業る流動性とか、柔軟性が発揮できるような業

務を執行してまいりたい。その中で、小さな務を執行してまいりたい。その中で、小さな務を執行してまいりたい。その中で、小さな務を執行してまいりたい。その中で、小さな

市役所づくりを目指して、グループ制の実施市役所づくりを目指して、グループ制の実施市役所づくりを目指して、グループ制の実施市役所づくりを目指して、グループ制の実施

に向けて職員の共通認識を深めてまいりたいに向けて職員の共通認識を深めてまいりたいに向けて職員の共通認識を深めてまいりたいに向けて職員の共通認識を深めてまいりたい

との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。

また、自主財源である市税は歳入の根幹でまた、自主財源である市税は歳入の根幹でまた、自主財源である市税は歳入の根幹でまた、自主財源である市税は歳入の根幹で

あり、自立の源である税務課を市民部に移すあり、自立の源である税務課を市民部に移すあり、自立の源である税務課を市民部に移すあり、自立の源である税務課を市民部に移す

ことは、市税の占める位置づけ、基本的な物ことは、市税の占める位置づけ、基本的な物ことは、市税の占める位置づけ、基本的な物ことは、市税の占める位置づけ、基本的な物

の考え方がそれぞれの意識の中で薄れていくの考え方がそれぞれの意識の中で薄れていくの考え方がそれぞれの意識の中で薄れていくの考え方がそれぞれの意識の中で薄れていく

のではないかとの質疑に対し、条例の精神にのではないかとの質疑に対し、条例の精神にのではないかとの質疑に対し、条例の精神にのではないかとの質疑に対し、条例の精神に

ついて、職員の能力を高め、自分たちの足元ついて、職員の能力を高め、自分たちの足元ついて、職員の能力を高め、自分たちの足元ついて、職員の能力を高め、自分たちの足元

を見直し、変えるべきものは変えていく、変を見直し、変えるべきものは変えていく、変を見直し、変えるべきものは変えていく、変を見直し、変えるべきものは変えていく、変

わらざる部分を守っていくという体制の中でわらざる部分を守っていくという体制の中でわらざる部分を守っていくという体制の中でわらざる部分を守っていくという体制の中で

いかなければ、小さな市役所ということにもいかなければ、小さな市役所ということにもいかなければ、小さな市役所ということにもいかなければ、小さな市役所ということにも

自立を目指したまちということもかなわなく自立を目指したまちということもかなわなく自立を目指したまちということもかなわなく自立を目指したまちということもかなわなく

なる。指摘されたことについては、今後十分なる。指摘されたことについては、今後十分なる。指摘されたことについては、今後十分なる。指摘されたことについては、今後十分

留意をして、そのことが職員にしっかりと行留意をして、そのことが職員にしっかりと行留意をして、そのことが職員にしっかりと行留意をして、そのことが職員にしっかりと行

き渡る形で仕事をしてまいりたいとの答弁がき渡る形で仕事をしてまいりたいとの答弁がき渡る形で仕事をしてまいりたいとの答弁がき渡る形で仕事をしてまいりたいとの答弁が

ありました。ありました。ありました。ありました。

次に、議案第１８号について、質疑、答弁次に、議案第１８号について、質疑、答弁次に、議案第１８号について、質疑、答弁次に、議案第１８号について、質疑、答弁

の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。

２カ年限定の給与削減だが、全会計合わせ２カ年限定の給与削減だが、全会計合わせ２カ年限定の給与削減だが、全会計合わせ２カ年限定の給与削減だが、全会計合わせ

た職員給与削減額と職員１人に係る削減額にた職員給与削減額と職員１人に係る削減額にた職員給与削減額と職員１人に係る削減額にた職員給与削減額と職員１人に係る削減額に

ついて質疑があり、全会計で１億２,８２８万ついて質疑があり、全会計で１億２,８２８万ついて質疑があり、全会計で１億２,８２８万ついて質疑があり、全会計で１億２,８２８万

５,０００円の削減額で、４.１％の削減率。５,０００円の削減額で、４.１％の削減率。５,０００円の削減額で、４.１％の削減率。５,０００円の削減額で、４.１％の削減率。

個人では給与の削減額が少ない職員で１５万個人では給与の削減額が少ない職員で１５万個人では給与の削減額が少ない職員で１５万個人では給与の削減額が少ない職員で１５万

１,２９３円、最も多い職員で４１万８,４４１,２９３円、最も多い職員で４１万８,４４１,２９３円、最も多い職員で４１万８,４４１,２９３円、最も多い職員で４１万８,４４

２円となり、３.５％から５.１％の削減率と２円となり、３.５％から５.１％の削減率と２円となり、３.５％から５.１％の削減率と２円となり、３.５％から５.１％の削減率と

なるとの答弁がありました。なるとの答弁がありました。なるとの答弁がありました。なるとの答弁がありました。

期末勤勉手当の不支給及び一時差止処分に期末勤勉手当の不支給及び一時差止処分に期末勤勉手当の不支給及び一時差止処分に期末勤勉手当の不支給及び一時差止処分に

ついて、過去にこの条項に該当するようなケついて、過去にこの条項に該当するようなケついて、過去にこの条項に該当するようなケついて、過去にこの条項に該当するようなケ

ースはあったかとの質疑があり、刑事事件でースはあったかとの質疑があり、刑事事件でースはあったかとの質疑があり、刑事事件でースはあったかとの質疑があり、刑事事件で

懲戒免職となった例があるとの答弁がありま懲戒免職となった例があるとの答弁がありま懲戒免職となった例があるとの答弁がありま懲戒免職となった例があるとの答弁がありま

した。した。した。した。

次に、議案第１９号については質疑があり次に、議案第１９号については質疑があり次に、議案第１９号については質疑があり次に、議案第１９号については質疑があり

ませんでした。ませんでした。ませんでした。ませんでした。

次に、議案第２０号について、質疑、答弁次に、議案第２０号について、質疑、答弁次に、議案第２０号について、質疑、答弁次に、議案第２０号について、質疑、答弁

の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。

公益法人等への職員の派遣として、美唄市公益法人等への職員の派遣として、美唄市公益法人等への職員の派遣として、美唄市公益法人等への職員の派遣として、美唄市

で該当しているケースはどういうものかとので該当しているケースはどういうものかとので該当しているケースはどういうものかとので該当しているケースはどういうものかとの

質疑があり、現在は振興公社に派遣する場合質疑があり、現在は振興公社に派遣する場合質疑があり、現在は振興公社に派遣する場合質疑があり、現在は振興公社に派遣する場合

に該当しているとの答弁がありました。に該当しているとの答弁がありました。に該当しているとの答弁がありました。に該当しているとの答弁がありました。

次に、議案第２１号及び議案第２２号につ次に、議案第２１号及び議案第２２号につ次に、議案第２１号及び議案第２２号につ次に、議案第２１号及び議案第２２号につ

いては質疑がありませんでした。いては質疑がありませんでした。いては質疑がありませんでした。いては質疑がありませんでした。

次に、議案第２３号について、質疑、答弁次に、議案第２３号について、質疑、答弁次に、議案第２３号について、質疑、答弁次に、議案第２３号について、質疑、答弁

の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。の主なものを申し上げます。

社会教育団体、サークルなどこれまで無料社会教育団体、サークルなどこれまで無料社会教育団体、サークルなどこれまで無料社会教育団体、サークルなどこれまで無料

で利用していた方もこれからは有料になるとで利用していた方もこれからは有料になるとで利用していた方もこれからは有料になるとで利用していた方もこれからは有料になると

いうことだが、利用団体は幾つあるのか。まいうことだが、利用団体は幾つあるのか。まいうことだが、利用団体は幾つあるのか。まいうことだが、利用団体は幾つあるのか。ま

た、最大でどのくらいの負担になるのかとのた、最大でどのくらいの負担になるのかとのた、最大でどのくらいの負担になるのかとのた、最大でどのくらいの負担になるのかとの

質疑があり、美術、文芸、ダンス、外国語な質疑があり、美術、文芸、ダンス、外国語な質疑があり、美術、文芸、ダンス、外国語な質疑があり、美術、文芸、ダンス、外国語な

ど現在５８のサークルがある。多いところでど現在５８のサークルがある。多いところでど現在５８のサークルがある。多いところでど現在５８のサークルがある。多いところで

年間１１万円前後の負担となるとの答弁があ年間１１万円前後の負担となるとの答弁があ年間１１万円前後の負担となるとの答弁があ年間１１万円前後の負担となるとの答弁があ

りました。りました。りました。りました。

負担増は、サークル運営に支障を来したり、負担増は、サークル運営に支障を来したり、負担増は、サークル運営に支障を来したり、負担増は、サークル運営に支障を来したり、
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会員減少につながるおそれがある。サークル会員減少につながるおそれがある。サークル会員減少につながるおそれがある。サークル会員減少につながるおそれがある。サークル

存続自体が危ぶまれるわけだが、これまでど存続自体が危ぶまれるわけだが、これまでど存続自体が危ぶまれるわけだが、これまでど存続自体が危ぶまれるわけだが、これまでど

のような対応をしたか。また、利用者は納得のような対応をしたか。また、利用者は納得のような対応をしたか。また、利用者は納得のような対応をしたか。また、利用者は納得

しているのかとの質疑があり、有料化についしているのかとの質疑があり、有料化についしているのかとの質疑があり、有料化についしているのかとの質疑があり、有料化につい

て考え方をそれぞれのサークルに個別に説明て考え方をそれぞれのサークルに個別に説明て考え方をそれぞれのサークルに個別に説明て考え方をそれぞれのサークルに個別に説明

をし、ご理解をいただいたとの答弁がありまをし、ご理解をいただいたとの答弁がありまをし、ご理解をいただいたとの答弁がありまをし、ご理解をいただいたとの答弁がありま

した。した。した。した。

公民館活動は、場所を貸すということでは公民館活動は、場所を貸すということでは公民館活動は、場所を貸すということでは公民館活動は、場所を貸すということでは

なく、年間を通じて公民館として活動していなく、年間を通じて公民館として活動していなく、年間を通じて公民館として活動していなく、年間を通じて公民館として活動してい

ると思うが、料金設定についてどんな議論をると思うが、料金設定についてどんな議論をると思うが、料金設定についてどんな議論をると思うが、料金設定についてどんな議論を

したのか。運営審議会で議論をしたのかとのしたのか。運営審議会で議論をしたのかとのしたのか。運営審議会で議論をしたのかとのしたのか。運営審議会で議論をしたのかとの

質疑があり、できるだけ公民館活動が停滞し質疑があり、できるだけ公民館活動が停滞し質疑があり、できるだけ公民館活動が停滞し質疑があり、できるだけ公民館活動が停滞し

ないよう、各サークルの活動に支障を来すこないよう、各サークルの活動に支障を来すこないよう、各サークルの活動に支障を来すこないよう、各サークルの活動に支障を来すこ

とのないように、低い料金に抑えて設定をしとのないように、低い料金に抑えて設定をしとのないように、低い料金に抑えて設定をしとのないように、低い料金に抑えて設定をし

た。他市の例も調べた中で、減免規定を設けた。他市の例も調べた中で、減免規定を設けた。他市の例も調べた中で、減免規定を設けた。他市の例も調べた中で、減免規定を設け

なかった。料金については、公民館運営審議なかった。料金については、公民館運営審議なかった。料金については、公民館運営審議なかった。料金については、公民館運営審議

会にお諮りして審議していただいたとの答弁会にお諮りして審議していただいたとの答弁会にお諮りして審議していただいたとの答弁会にお諮りして審議していただいたとの答弁

がありました。がありました。がありました。がありました。

いままで公民館活動として、市民会館使用いままで公民館活動として、市民会館使用いままで公民館活動として、市民会館使用いままで公民館活動として、市民会館使用

については市民会館管理条例の減免規定によについては市民会館管理条例の減免規定によについては市民会館管理条例の減免規定によについては市民会館管理条例の減免規定によ

り無料としていたと思う。昭和２４年に社会り無料としていたと思う。昭和２４年に社会り無料としていたと思う。昭和２４年に社会り無料としていたと思う。昭和２４年に社会

教育法ができ、社会教育の柱として続いてき教育法ができ、社会教育の柱として続いてき教育法ができ、社会教育の柱として続いてき教育法ができ、社会教育の柱として続いてき

た公民館活動に対し、いまさら受益と負担のた公民館活動に対し、いまさら受益と負担のた公民館活動に対し、いまさら受益と負担のた公民館活動に対し、いまさら受益と負担の

原則ということにはならないと思うがとの質原則ということにはならないと思うがとの質原則ということにはならないと思うがとの質原則ということにはならないと思うがとの質

疑があり、現在趣味のサークルが多いが、そ疑があり、現在趣味のサークルが多いが、そ疑があり、現在趣味のサークルが多いが、そ疑があり、現在趣味のサークルが多いが、そ

れらの方の使用を無料とすることの根拠としれらの方の使用を無料とすることの根拠としれらの方の使用を無料とすることの根拠としれらの方の使用を無料とすることの根拠とし

て弱い部分があった。サークルの方がいつでて弱い部分があった。サークルの方がいつでて弱い部分があった。サークルの方がいつでて弱い部分があった。サークルの方がいつで

も活動できる場として利用することは、１つも活動できる場として利用することは、１つも活動できる場として利用することは、１つも活動できる場として利用することは、１つ

の受益に含まれるという考えから、維持費のの受益に含まれるという考えから、維持費のの受益に含まれるという考えから、維持費のの受益に含まれるという考えから、維持費の

一部をいただくこととしたとの答弁がありま一部をいただくこととしたとの答弁がありま一部をいただくこととしたとの答弁がありま一部をいただくこととしたとの答弁がありま

した。した。した。した。

次に、議案第２４号について、質疑、答弁次に、議案第２４号について、質疑、答弁次に、議案第２４号について、質疑、答弁次に、議案第２４号について、質疑、答弁

の主なものを申し上げます。劇場等とあるが、の主なものを申し上げます。劇場等とあるが、の主なものを申し上げます。劇場等とあるが、の主なものを申し上げます。劇場等とあるが、

市内ではどこを指すのかとの質疑があり、劇市内ではどこを指すのかとの質疑があり、劇市内ではどこを指すのかとの質疑があり、劇市内ではどこを指すのかとの質疑があり、劇

場等とは美唄シネマ、総合体育館、地域福祉場等とは美唄シネマ、総合体育館、地域福祉場等とは美唄シネマ、総合体育館、地域福祉場等とは美唄シネマ、総合体育館、地域福祉

会館などがこれに当たりますとの答弁があり会館などがこれに当たりますとの答弁があり会館などがこれに当たりますとの答弁があり会館などがこれに当たりますとの答弁があり

ました。ました。ました。ました。

改正によって、施設の設置者が何か対策を改正によって、施設の設置者が何か対策を改正によって、施設の設置者が何か対策を改正によって、施設の設置者が何か対策を

講じなければならないことはあるのかとの質講じなければならないことはあるのかとの質講じなければならないことはあるのかとの質講じなければならないことはあるのかとの質

疑があり、社会情勢の変化から喫煙所の設置疑があり、社会情勢の変化から喫煙所の設置疑があり、社会情勢の変化から喫煙所の設置疑があり、社会情勢の変化から喫煙所の設置

については所有者等が選択できることとなっについては所有者等が選択できることとなっについては所有者等が選択できることとなっについては所有者等が選択できることとなっ

たとの答弁がありました。たとの答弁がありました。たとの答弁がありました。たとの答弁がありました。

以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、

議案第１６号ないし議案第２４号の以上９件議案第１６号ないし議案第２４号の以上９件議案第１６号ないし議案第２４号の以上９件議案第１６号ないし議案第２４号の以上９件

は、いずれも原案のとおり可決すべきものとは、いずれも原案のとおり可決すべきものとは、いずれも原案のとおり可決すべきものとは、いずれも原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。決定いたしました。決定いたしました。決定いたしました。

何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき

ますようお願い申し上げまして、報告を終わますようお願い申し上げまして、報告を終わますようお願い申し上げまして、報告を終わますようお願い申し上げまして、報告を終わ

ります。ります。ります。ります。

●議長中西勇夫君 次に、議案第２５号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第２５号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第２５号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第２５号ない

し議案第３１号の以上７件について、広島民し議案第３１号の以上７件について、広島民し議案第３１号の以上７件について、広島民し議案第３１号の以上７件について、広島民

生委員長。生委員長。生委員長。生委員長。

なお、広島議員の委員長報告は自席から行なお、広島議員の委員長報告は自席から行なお、広島議員の委員長報告は自席から行なお、広島議員の委員長報告は自席から行

うことといたします。うことといたします。うことといたします。うことといたします。

●民生委員会委員長広島雄偉君 ただいま議●民生委員会委員長広島雄偉君 ただいま議●民生委員会委員長広島雄偉君 ただいま議●民生委員会委員長広島雄偉君 ただいま議

題となりました議案第２５号美唄市手数料徴題となりました議案第２５号美唄市手数料徴題となりました議案第２５号美唄市手数料徴題となりました議案第２５号美唄市手数料徴

収条例の一部改正の件、議案第２６号美唄市収条例の一部改正の件、議案第２６号美唄市収条例の一部改正の件、議案第２６号美唄市収条例の一部改正の件、議案第２６号美唄市

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改

正の件、議案第２７号美唄市福祉のまちづく正の件、議案第２７号美唄市福祉のまちづく正の件、議案第２７号美唄市福祉のまちづく正の件、議案第２７号美唄市福祉のまちづく

り条例制定の件、議案第２８号美唄市高齢者り条例制定の件、議案第２８号美唄市高齢者り条例制定の件、議案第２８号美唄市高齢者り条例制定の件、議案第２８号美唄市高齢者

等生きがい活動支援条例の一部改正の件、議等生きがい活動支援条例の一部改正の件、議等生きがい活動支援条例の一部改正の件、議等生きがい活動支援条例の一部改正の件、議

案第２９号美唄市支援費制度条例の一部改正案第２９号美唄市支援費制度条例の一部改正案第２９号美唄市支援費制度条例の一部改正案第２９号美唄市支援費制度条例の一部改正

の件、議案第３０号美唄市老人バス料金助成の件、議案第３０号美唄市老人バス料金助成の件、議案第３０号美唄市老人バス料金助成の件、議案第３０号美唄市老人バス料金助成

条例廃止の件及び議案第３１号美唄市災害遺条例廃止の件及び議案第３１号美唄市災害遺条例廃止の件及び議案第３１号美唄市災害遺条例廃止の件及び議案第３１号美唄市災害遺

児手当支給条例廃止の件の以上７件について、児手当支給条例廃止の件の以上７件について、児手当支給条例廃止の件の以上７件について、児手当支給条例廃止の件の以上７件について、

民生委員会の審査の経過並びに結果を一括ご民生委員会の審査の経過並びに結果を一括ご民生委員会の審査の経過並びに結果を一括ご民生委員会の審査の経過並びに結果を一括ご

報告申し上げます。報告申し上げます。報告申し上げます。報告申し上げます。

経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会
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を招集して審査を行いました。を招集して審査を行いました。を招集して審査を行いました。を招集して審査を行いました。

初めに、議案第２５号の審査における質疑初めに、議案第２５号の審査における質疑初めに、議案第２５号の審査における質疑初めに、議案第２５号の審査における質疑

の答弁の主なものを申し上げます。の答弁の主なものを申し上げます。の答弁の主なものを申し上げます。の答弁の主なものを申し上げます。

今回の手数料の引き上げにより、どの程度今回の手数料の引き上げにより、どの程度今回の手数料の引き上げにより、どの程度今回の手数料の引き上げにより、どの程度

の収入増になるのかの質疑に対しては、平成の収入増になるのかの質疑に対しては、平成の収入増になるのかの質疑に対しては、平成の収入増になるのかの質疑に対しては、平成

１５年度と１６年度の予算比較では、住民票１５年度と１６年度の予算比較では、住民票１５年度と１６年度の予算比較では、住民票１５年度と１６年度の予算比較では、住民票

カードの交付手数料が９０万円程度の減額、カードの交付手数料が９０万円程度の減額、カードの交付手数料が９０万円程度の減額、カードの交付手数料が９０万円程度の減額、

住民票の閲覧手数料については、閲覧をかな住民票の閲覧手数料については、閲覧をかな住民票の閲覧手数料については、閲覧をかな住民票の閲覧手数料については、閲覧をかな

り厳しくしているということで件数が減少しり厳しくしているということで件数が減少しり厳しくしているということで件数が減少しり厳しくしているということで件数が減少し

ており３０万円の減額、印鑑証明は３０万円ており３０万円の減額、印鑑証明は３０万円ており３０万円の減額、印鑑証明は３０万円ており３０万円の減額、印鑑証明は３０万円

ほどの減額、住民票の写しは９０万円の増額、ほどの減額、住民票の写しは９０万円の増額、ほどの減額、住民票の写しは９０万円の増額、ほどの減額、住民票の写しは９０万円の増額、

諸証明は７０万円ほど増額としており、手数諸証明は７０万円ほど増額としており、手数諸証明は７０万円ほど増額としており、手数諸証明は７０万円ほど増額としており、手数

料のトータルでは前年度と比較して１７万円料のトータルでは前年度と比較して１７万円料のトータルでは前年度と比較して１７万円料のトータルでは前年度と比較して１７万円

の増となるとの答弁がありました。の増となるとの答弁がありました。の増となるとの答弁がありました。の増となるとの答弁がありました。

次に、議案第２６号の審査における質疑、次に、議案第２６号の審査における質疑、次に、議案第２６号の審査における質疑、次に、議案第２６号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

審議会の目的、内容、性格はどのようなも審議会の目的、内容、性格はどのようなも審議会の目的、内容、性格はどのようなも審議会の目的、内容、性格はどのようなも

のかの質疑に対しては、廃棄物の排出抑制、のかの質疑に対しては、廃棄物の排出抑制、のかの質疑に対しては、廃棄物の排出抑制、のかの質疑に対しては、廃棄物の排出抑制、

分別収集の徹底、資源ごみの再生利用、ごみ分別収集の徹底、資源ごみの再生利用、ごみ分別収集の徹底、資源ごみの再生利用、ごみ分別収集の徹底、資源ごみの再生利用、ごみ

の有料化等について審議していただき、市民の有料化等について審議していただき、市民の有料化等について審議していただき、市民の有料化等について審議していただき、市民

の声を反映するなど、コンセンサスを形成すの声を反映するなど、コンセンサスを形成すの声を反映するなど、コンセンサスを形成すの声を反映するなど、コンセンサスを形成す

る場としていきたいと考えているとの答弁。る場としていきたいと考えているとの答弁。る場としていきたいと考えているとの答弁。る場としていきたいと考えているとの答弁。

審議会は、諮問、答申の形態をとるのかの審議会は、諮問、答申の形態をとるのかの審議会は、諮問、答申の形態をとるのかの審議会は、諮問、答申の形態をとるのかの

質疑に対しては、諮問、答申という従来の形質疑に対しては、諮問、答申という従来の形質疑に対しては、諮問、答申という従来の形質疑に対しては、諮問、答申という従来の形

はとらず、行政側から資料を提供する中で審はとらず、行政側から資料を提供する中で審はとらず、行政側から資料を提供する中で審はとらず、行政側から資料を提供する中で審

議するなどの方式を考えているとの答弁。議するなどの方式を考えているとの答弁。議するなどの方式を考えているとの答弁。議するなどの方式を考えているとの答弁。

審議会委員の費用弁償についてはの質疑に審議会委員の費用弁償についてはの質疑に審議会委員の費用弁償についてはの質疑に審議会委員の費用弁償についてはの質疑に

対しては、委員報酬については美唄市特別職対しては、委員報酬については美唄市特別職対しては、委員報酬については美唄市特別職対しては、委員報酬については美唄市特別職

の非常勤職員に関する報酬及び費用弁償条例の非常勤職員に関する報酬及び費用弁償条例の非常勤職員に関する報酬及び費用弁償条例の非常勤職員に関する報酬及び費用弁償条例

の一部改正により、日額５,０００円とする予の一部改正により、日額５,０００円とする予の一部改正により、日額５,０００円とする予の一部改正により、日額５,０００円とする予

定であるとの答弁。定であるとの答弁。定であるとの答弁。定であるとの答弁。

審議会委員の構成比率はどのようになって審議会委員の構成比率はどのようになって審議会委員の構成比率はどのようになって審議会委員の構成比率はどのようになって

いるか、また女性の登用を考えているかの質いるか、また女性の登用を考えているかの質いるか、また女性の登用を考えているかの質いるか、また女性の登用を考えているかの質

疑に対しては、構成比率は具体的には定まっ疑に対しては、構成比率は具体的には定まっ疑に対しては、構成比率は具体的には定まっ疑に対しては、構成比率は具体的には定まっ

ていないが、第１号の学識経験者と第３号のていないが、第１号の学識経験者と第３号のていないが、第１号の学識経験者と第３号のていないが、第１号の学識経験者と第３号の

市長が必要と認める者で６名以内、第２号の市長が必要と認める者で６名以内、第２号の市長が必要と認める者で６名以内、第２号の市長が必要と認める者で６名以内、第２号の

民間諸団体の代表者で６名程度を予定してい民間諸団体の代表者で６名程度を予定してい民間諸団体の代表者で６名程度を予定してい民間諸団体の代表者で６名程度を予定してい

る。また、女性の登用は３０％以上を考えてる。また、女性の登用は３０％以上を考えてる。また、女性の登用は３０％以上を考えてる。また、女性の登用は３０％以上を考えて

いるとの答弁がありました。いるとの答弁がありました。いるとの答弁がありました。いるとの答弁がありました。

次に、議案第２７号の審査における質疑、次に、議案第２７号の審査における質疑、次に、議案第２７号の審査における質疑、次に、議案第２７号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

条例を制定するに当たっての「福祉」の概条例を制定するに当たっての「福祉」の概条例を制定するに当たっての「福祉」の概条例を制定するに当たっての「福祉」の概

念についてはの質疑に対しては、児童、高齢念についてはの質疑に対しては、児童、高齢念についてはの質疑に対しては、児童、高齢念についてはの質疑に対しては、児童、高齢

者、障がい者など、限られた人の保護、救済者、障がい者など、限られた人の保護、救済者、障がい者など、限られた人の保護、救済者、障がい者など、限られた人の保護、救済

にとどまらず、すべての市民を対象として、にとどまらず、すべての市民を対象として、にとどまらず、すべての市民を対象として、にとどまらず、すべての市民を対象として、

生活上の問題が発生した場合に社会連帯の考生活上の問題が発生した場合に社会連帯の考生活上の問題が発生した場合に社会連帯の考生活上の問題が発生した場合に社会連帯の考

え方に立った支援を行い、市民１人ひとりがえ方に立った支援を行い、市民１人ひとりがえ方に立った支援を行い、市民１人ひとりがえ方に立った支援を行い、市民１人ひとりが

お互いの人格と個性を尊重して、家庭や地域お互いの人格と個性を尊重して、家庭や地域お互いの人格と個性を尊重して、家庭や地域お互いの人格と個性を尊重して、家庭や地域

の中で障害の有無にかかわらず、生涯にわたの中で障害の有無にかかわらず、生涯にわたの中で障害の有無にかかわらず、生涯にわたの中で障害の有無にかかわらず、生涯にわた

りその人らしい安心のある生活が送れるよう、りその人らしい安心のある生活が送れるよう、りその人らしい安心のある生活が送れるよう、りその人らしい安心のある生活が送れるよう、

自立を支援することであるとの答弁。自立を支援することであるとの答弁。自立を支援することであるとの答弁。自立を支援することであるとの答弁。

条例の提案に至った経過についてはの質疑条例の提案に至った経過についてはの質疑条例の提案に至った経過についてはの質疑条例の提案に至った経過についてはの質疑

に対しては、「福祉のまちづくり」を市民参に対しては、「福祉のまちづくり」を市民参に対しては、「福祉のまちづくり」を市民参に対しては、「福祉のまちづくり」を市民参

加でつくろうと、平成９年から市民による加でつくろうと、平成９年から市民による加でつくろうと、平成９年から市民による加でつくろうと、平成９年から市民による

「福祉のまちづくり検討委員会」や「福祉の「福祉のまちづくり検討委員会」や「福祉の「福祉のまちづくり検討委員会」や「福祉の「福祉のまちづくり検討委員会」や「福祉の

まちづくり推進委員会」を設置する一方、市まちづくり推進委員会」を設置する一方、市まちづくり推進委員会」を設置する一方、市まちづくり推進委員会」を設置する一方、市

はこれらの提言を踏まえ、さまざまな施策をはこれらの提言を踏まえ、さまざまな施策をはこれらの提言を踏まえ、さまざまな施策をはこれらの提言を踏まえ、さまざまな施策を

実施したほか、「福祉のまちづくり」を総合実施したほか、「福祉のまちづくり」を総合実施したほか、「福祉のまちづくり」を総合実施したほか、「福祉のまちづくり」を総合

的・計画的に推進するため、平成１４年、１的・計画的に推進するため、平成１４年、１的・計画的に推進するため、平成１４年、１的・計画的に推進するため、平成１４年、１

５年度の２カ年をかけ、市民との協働により５年度の２カ年をかけ、市民との協働により５年度の２カ年をかけ、市民との協働により５年度の２カ年をかけ、市民との協働により

美唄市地域福祉計画の策定に取り組んできた美唄市地域福祉計画の策定に取り組んできた美唄市地域福祉計画の策定に取り組んできた美唄市地域福祉計画の策定に取り組んできた

が、これまでの取り組みを制度的に保障してが、これまでの取り組みを制度的に保障してが、これまでの取り組みを制度的に保障してが、これまでの取り組みを制度的に保障して

いくため、「福祉のまちづくり」の理念、市いくため、「福祉のまちづくり」の理念、市いくため、「福祉のまちづくり」の理念、市いくため、「福祉のまちづくり」の理念、市

民、事業者、行政それぞれの役割り、さらに民、事業者、行政それぞれの役割り、さらに民、事業者、行政それぞれの役割り、さらに民、事業者、行政それぞれの役割り、さらに

は「福祉のまちづくり」を進める上での市民は「福祉のまちづくり」を進める上での市民は「福祉のまちづくり」を進める上での市民は「福祉のまちづくり」を進める上での市民

参加などのルールを条例で定め、市民と行政参加などのルールを条例で定め、市民と行政参加などのルールを条例で定め、市民と行政参加などのルールを条例で定め、市民と行政

が共通認識のもと、一体となって「福祉のまが共通認識のもと、一体となって「福祉のまが共通認識のもと、一体となって「福祉のまが共通認識のもと、一体となって「福祉のま

ちづくり」を進めることが必要であると考え、ちづくり」を進めることが必要であると考え、ちづくり」を進めることが必要であると考え、ちづくり」を進めることが必要であると考え、
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今回の提案に至ったとの答弁。今回の提案に至ったとの答弁。今回の提案に至ったとの答弁。今回の提案に至ったとの答弁。

この条例と、他の所管の施策や計画との関この条例と、他の所管の施策や計画との関この条例と、他の所管の施策や計画との関この条例と、他の所管の施策や計画との関

連性についてはの質疑に対しては、その実施連性についてはの質疑に対しては、その実施連性についてはの質疑に対しては、その実施連性についてはの質疑に対しては、その実施

に当たっては、常に「福祉のまちづくり」のに当たっては、常に「福祉のまちづくり」のに当たっては、常に「福祉のまちづくり」のに当たっては、常に「福祉のまちづくり」の

視点をもって推進するが、具体的には地域福視点をもって推進するが、具体的には地域福視点をもって推進するが、具体的には地域福視点をもって推進するが、具体的には地域福

祉計画の推進体制として、現在、庁内に関係祉計画の推進体制として、現在、庁内に関係祉計画の推進体制として、現在、庁内に関係祉計画の推進体制として、現在、庁内に関係

所管の課長職で組織している「庁内推進会所管の課長職で組織している「庁内推進会所管の課長職で組織している「庁内推進会所管の課長職で組織している「庁内推進会

議」において、「福祉のまちづくり」を進め議」において、「福祉のまちづくり」を進め議」において、「福祉のまちづくり」を進め議」において、「福祉のまちづくり」を進め

る中で明らかとなるさまざまな課題を検討し、る中で明らかとなるさまざまな課題を検討し、る中で明らかとなるさまざまな課題を検討し、る中で明らかとなるさまざまな課題を検討し、

各施策や計画に反映させていくとの答弁。各施策や計画に反映させていくとの答弁。各施策や計画に反映させていくとの答弁。各施策や計画に反映させていくとの答弁。

「市民ささえあい推進委員会」の設置目的「市民ささえあい推進委員会」の設置目的「市民ささえあい推進委員会」の設置目的「市民ささえあい推進委員会」の設置目的

はの質疑に対しては、「福祉のまちづくり」はの質疑に対しては、「福祉のまちづくり」はの質疑に対しては、「福祉のまちづくり」はの質疑に対しては、「福祉のまちづくり」

は市民の参加と行政との協働により進めるこは市民の参加と行政との協働により進めるこは市民の参加と行政との協働により進めるこは市民の参加と行政との協働により進めるこ

ととあわせ、市民みずからが取り組んでいくととあわせ、市民みずからが取り組んでいくととあわせ、市民みずからが取り組んでいくととあわせ、市民みずからが取り組んでいく

ことが大切であるので、「福祉のまちづくことが大切であるので、「福祉のまちづくことが大切であるので、「福祉のまちづくことが大切であるので、「福祉のまちづく

り」に対する市民の皆さんの意見を反映させり」に対する市民の皆さんの意見を反映させり」に対する市民の皆さんの意見を反映させり」に対する市民の皆さんの意見を反映させ

る場と、全市的に福祉のまちづくりを推進しる場と、全市的に福祉のまちづくりを推進しる場と、全市的に福祉のまちづくりを推進しる場と、全市的に福祉のまちづくりを推進し

ていただくための組織として設置するものでていただくための組織として設置するものでていただくための組織として設置するものでていただくための組織として設置するもので

あるとの答弁。あるとの答弁。あるとの答弁。あるとの答弁。

「市民ささえあい推進委員会」の構成はの「市民ささえあい推進委員会」の構成はの「市民ささえあい推進委員会」の構成はの「市民ささえあい推進委員会」の構成はの

質疑に対しては、現在、取り組んでいる地域質疑に対しては、現在、取り組んでいる地域質疑に対しては、現在、取り組んでいる地域質疑に対しては、現在、取り組んでいる地域

福祉計画の策定委員会を予定しており、高齢福祉計画の策定委員会を予定しており、高齢福祉計画の策定委員会を予定しており、高齢福祉計画の策定委員会を予定しており、高齢

者保健福祉計画など福祉の各個別計画の策定者保健福祉計画など福祉の各個別計画の策定者保健福祉計画など福祉の各個別計画の策定者保健福祉計画など福祉の各個別計画の策定

委員や、各関係団体などからの委員、市民公委員や、各関係団体などからの委員、市民公委員や、各関係団体などからの委員、市民公委員や、各関係団体などからの委員、市民公

募委員など２５名以内で構成することとして募委員など２５名以内で構成することとして募委員など２５名以内で構成することとして募委員など２５名以内で構成することとして

いるとの答弁。いるとの答弁。いるとの答弁。いるとの答弁。

第９条の「市民ささあい推進委員会」の意第９条の「市民ささあい推進委員会」の意第９条の「市民ささあい推進委員会」の意第９条の「市民ささあい推進委員会」の意

見を聴くことについてはの質疑に対しては、見を聴くことについてはの質疑に対しては、見を聴くことについてはの質疑に対しては、見を聴くことについてはの質疑に対しては、

「福祉のまちづくり」に対する市民の皆さん「福祉のまちづくり」に対する市民の皆さん「福祉のまちづくり」に対する市民の皆さん「福祉のまちづくり」に対する市民の皆さん

の意見を反映させる場と位置づけており、第の意見を反映させる場と位置づけており、第の意見を反映させる場と位置づけており、第の意見を反映させる場と位置づけており、第

９条の地域福祉計画の策定において、委員会９条の地域福祉計画の策定において、委員会９条の地域福祉計画の策定において、委員会９条の地域福祉計画の策定において、委員会

の意見を聴くことを義務づけたものであるとの意見を聴くことを義務づけたものであるとの意見を聴くことを義務づけたものであるとの意見を聴くことを義務づけたものであると

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。

第１９条の委任事項はどのような内容を考第１９条の委任事項はどのような内容を考第１９条の委任事項はどのような内容を考第１９条の委任事項はどのような内容を考

えているのかの質疑に対しては、「市民ささえているのかの質疑に対しては、「市民ささえているのかの質疑に対しては、「市民ささえているのかの質疑に対しては、「市民ささ

えあい推進委員会」設置のための必要事項をえあい推進委員会」設置のための必要事項をえあい推進委員会」設置のための必要事項をえあい推進委員会」設置のための必要事項を

想定しており、今後の条例の制定を受け、整想定しており、今後の条例の制定を受け、整想定しており、今後の条例の制定を受け、整想定しており、今後の条例の制定を受け、整

備することとしているとの答弁がありました。備することとしているとの答弁がありました。備することとしているとの答弁がありました。備することとしているとの答弁がありました。

次に、議案第２８号の審査における質疑、次に、議案第２８号の審査における質疑、次に、議案第２８号の審査における質疑、次に、議案第２８号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

条例を改正しなければならない理由、生き条例を改正しなければならない理由、生き条例を改正しなければならない理由、生き条例を改正しなければならない理由、生き

がい活動支援通所事業の現在の利用者数、菊がい活動支援通所事業の現在の利用者数、菊がい活動支援通所事業の現在の利用者数、菊がい活動支援通所事業の現在の利用者数、菊

の湯や社会福祉協議会の入浴との整合性、地の湯や社会福祉協議会の入浴との整合性、地の湯や社会福祉協議会の入浴との整合性、地の湯や社会福祉協議会の入浴との整合性、地

元利用者の公衆浴場代替の認識はの質疑に対元利用者の公衆浴場代替の認識はの質疑に対元利用者の公衆浴場代替の認識はの質疑に対元利用者の公衆浴場代替の認識はの質疑に対

しては、今後は介護予防を実施することで重しては、今後は介護予防を実施することで重しては、今後は介護予防を実施することで重しては、今後は介護予防を実施することで重

複することになる通所サービスを見直すこと複することになる通所サービスを見直すこと複することになる通所サービスを見直すこと複することになる通所サービスを見直すこと

とし、条例の改正を行いたい。とし、条例の改正を行いたい。とし、条例の改正を行いたい。とし、条例の改正を行いたい。

生きがい活動支援通所事業の現在の利用者生きがい活動支援通所事業の現在の利用者生きがい活動支援通所事業の現在の利用者生きがい活動支援通所事業の現在の利用者

は２５人である。菊の湯の生き生きサロンもは２５人である。菊の湯の生き生きサロンもは２５人である。菊の湯の生き生きサロンもは２５人である。菊の湯の生き生きサロンも

介護予防への重点化を図り終了する。福祉セ介護予防への重点化を図り終了する。福祉セ介護予防への重点化を図り終了する。福祉セ介護予防への重点化を図り終了する。福祉セ

ンターの入浴は社協独自の事業である。平成ンターの入浴は社協独自の事業である。平成ンターの入浴は社協独自の事業である。平成ンターの入浴は社協独自の事業である。平成

１２年度の公営住宅完成までは、建替えによ１２年度の公営住宅完成までは、建替えによ１２年度の公営住宅完成までは、建替えによ１２年度の公営住宅完成までは、建替えによ

る住民利用があったが、平成１３年度からはる住民利用があったが、平成１３年度からはる住民利用があったが、平成１３年度からはる住民利用があったが、平成１３年度からは

福祉入浴として高齢者、障がい者に限定して福祉入浴として高齢者、障がい者に限定して福祉入浴として高齢者、障がい者に限定して福祉入浴として高齢者、障がい者に限定して

実施しているとの答弁。実施しているとの答弁。実施しているとの答弁。実施しているとの答弁。

新しい介護予防事業がなくなった場合の入新しい介護予防事業がなくなった場合の入新しい介護予防事業がなくなった場合の入新しい介護予防事業がなくなった場合の入

浴事業復活の可能性はの質疑に対しては、入浴事業復活の可能性はの質疑に対しては、入浴事業復活の可能性はの質疑に対しては、入浴事業復活の可能性はの質疑に対しては、入

浴事業の復活の可能性については、基本的に浴事業の復活の可能性については、基本的に浴事業の復活の可能性については、基本的に浴事業の復活の可能性については、基本的に

相手があることなので、１年間経過を見る中相手があることなので、１年間経過を見る中相手があることなので、１年間経過を見る中相手があることなので、１年間経過を見る中

で最終的に判断していきたいとの答弁がありで最終的に判断していきたいとの答弁がありで最終的に判断していきたいとの答弁がありで最終的に判断していきたいとの答弁があり

ました。ました。ました。ました。

次に、議案第２９号の審査における質疑、次に、議案第２９号の審査における質疑、次に、議案第２９号の審査における質疑、次に、議案第２９号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

施設利用者に係る、経過措置の対象者数と施設利用者に係る、経過措置の対象者数と施設利用者に係る、経過措置の対象者数と施設利用者に係る、経過措置の対象者数と

審査・決定状況についてはの質疑に対しては、審査・決定状況についてはの質疑に対しては、審査・決定状況についてはの質疑に対しては、審査・決定状況についてはの質疑に対しては、

身体障がい者１８人、知的障がい者１３３人身体障がい者１８人、知的障がい者１３３人身体障がい者１８人、知的障がい者１３３人身体障がい者１８人、知的障がい者１３３人

で、すでに支援費の審査・決定が終了していで、すでに支援費の審査・決定が終了していで、すでに支援費の審査・決定が終了していで、すでに支援費の審査・決定が終了してい

るとの答弁がありました。るとの答弁がありました。るとの答弁がありました。るとの答弁がありました。
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次に、議案第３０号の審査における質疑、次に、議案第３０号の審査における質疑、次に、議案第３０号の審査における質疑、次に、議案第３０号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

最近５年間の対象者の状況と助成対象とな最近５年間の対象者の状況と助成対象とな最近５年間の対象者の状況と助成対象とな最近５年間の対象者の状況と助成対象とな

る地域、関連して移送サービスの対象人員、る地域、関連して移送サービスの対象人員、る地域、関連して移送サービスの対象人員、る地域、関連して移送サービスの対象人員、

高齢者施策の重点化の内容についてはの質疑高齢者施策の重点化の内容についてはの質疑高齢者施策の重点化の内容についてはの質疑高齢者施策の重点化の内容についてはの質疑

に対しては、平成１０年度から１４年度までに対しては、平成１０年度から１４年度までに対しては、平成１０年度から１４年度までに対しては、平成１０年度から１４年度まで

の助成実人員と延べ人員の推移を見ると、平の助成実人員と延べ人員の推移を見ると、平の助成実人員と延べ人員の推移を見ると、平の助成実人員と延べ人員の推移を見ると、平

成１０年度から１３年度まではともに横ばい成１０年度から１３年度まではともに横ばい成１０年度から１３年度まではともに横ばい成１０年度から１３年度まではともに横ばい

となっていたが、平成１４年度は前年度と比となっていたが、平成１４年度は前年度と比となっていたが、平成１４年度は前年度と比となっていたが、平成１４年度は前年度と比

較し、ともに半減している。助成対象となる較し、ともに半減している。助成対象となる較し、ともに半減している。助成対象となる較し、ともに半減している。助成対象となる

地域は、民生委員の担当では２１地区となっ地域は、民生委員の担当では２１地区となっ地域は、民生委員の担当では２１地区となっ地域は、民生委員の担当では２１地区となっ

ている。移送サービスは平成１５年度開始のている。移送サービスは平成１５年度開始のている。移送サービスは平成１５年度開始のている。移送サービスは平成１５年度開始の

事業であり、対象者が現在６０人を超えた状事業であり、対象者が現在６０人を超えた状事業であり、対象者が現在６０人を超えた状事業であり、対象者が現在６０人を超えた状

況である。高齢者施策は、平成１５年度から況である。高齢者施策は、平成１５年度から況である。高齢者施策は、平成１５年度から況である。高齢者施策は、平成１５年度から

の移送サービスの実施や新年度の介護予防事の移送サービスの実施や新年度の介護予防事の移送サービスの実施や新年度の介護予防事の移送サービスの実施や新年度の介護予防事

業などに重点化を図ることとしているとの答業などに重点化を図ることとしているとの答業などに重点化を図ることとしているとの答業などに重点化を図ることとしているとの答

弁。弁。弁。弁。

バス料金の助成廃止の考え方について、移バス料金の助成廃止の考え方について、移バス料金の助成廃止の考え方について、移バス料金の助成廃止の考え方について、移

送サービスで代替することにはならないので送サービスで代替することにはならないので送サービスで代替することにはならないので送サービスで代替することにはならないので

はないか。移送サービスの内容と料金負担額はないか。移送サービスの内容と料金負担額はないか。移送サービスの内容と料金負担額はないか。移送サービスの内容と料金負担額

についてはの質疑に対しては、条例は昭和５についてはの質疑に対しては、条例は昭和５についてはの質疑に対しては、条例は昭和５についてはの質疑に対しては、条例は昭和５

０年に制定し、当時はバスによる通院者が多０年に制定し、当時はバスによる通院者が多０年に制定し、当時はバスによる通院者が多０年に制定し、当時はバスによる通院者が多

く、料金の負担感を軽減する意味で助成を行く、料金の負担感を軽減する意味で助成を行く、料金の負担感を軽減する意味で助成を行く、料金の負担感を軽減する意味で助成を行

ってきたが、現在は当時の状況と変わってきってきたが、現在は当時の状況と変わってきってきたが、現在は当時の状況と変わってきってきたが、現在は当時の状況と変わってき

ている。移送サービスは、通常の交通機関でている。移送サービスは、通常の交通機関でている。移送サービスは、通常の交通機関でている。移送サービスは、通常の交通機関で

移送できない重度者を対象として新たに行っ移送できない重度者を対象として新たに行っ移送できない重度者を対象として新たに行っ移送できない重度者を対象として新たに行っ

ているもので、対象者は異なっていることかているもので、対象者は異なっていることかているもので、対象者は異なっていることかているもので、対象者は異なっていることか

ら、事業の見直しによりサービスの重点化をら、事業の見直しによりサービスの重点化をら、事業の見直しによりサービスの重点化をら、事業の見直しによりサービスの重点化を

図りたい。移送サービスは、市内ハイヤー会図りたい。移送サービスは、市内ハイヤー会図りたい。移送サービスは、市内ハイヤー会図りたい。移送サービスは、市内ハイヤー会

社のリフトつきワゴン車３台により行われて社のリフトつきワゴン車３台により行われて社のリフトつきワゴン車３台により行われて社のリフトつきワゴン車３台により行われて

おり、１回につき３００円を利用者に負担しおり、１回につき３００円を利用者に負担しおり、１回につき３００円を利用者に負担しおり、１回につき３００円を利用者に負担し

ていただいているとの答弁。ていただいているとの答弁。ていただいているとの答弁。ていただいているとの答弁。

平成１５年度の決算見込みと、平成１４年平成１５年度の決算見込みと、平成１４年平成１５年度の決算見込みと、平成１４年平成１５年度の決算見込みと、平成１４年

度で利用者が大きく減少した理由については度で利用者が大きく減少した理由については度で利用者が大きく減少した理由については度で利用者が大きく減少した理由については

の質疑に対しては、平成１５年度は予算額のの質疑に対しては、平成１５年度は予算額のの質疑に対しては、平成１５年度は予算額のの質疑に対しては、平成１５年度は予算額の

２２０万円以内にとどまる見込みである。平２２０万円以内にとどまる見込みである。平２２０万円以内にとどまる見込みである。平２２０万円以内にとどまる見込みである。平

成１４年度から市民バスの運行が開始され、成１４年度から市民バスの運行が開始され、成１４年度から市民バスの運行が開始され、成１４年度から市民バスの運行が開始され、

運行範囲の拡大と２００円の料金設定により、運行範囲の拡大と２００円の料金設定により、運行範囲の拡大と２００円の料金設定により、運行範囲の拡大と２００円の料金設定により、

遠隔地の方の負担が少なくなったことから、遠隔地の方の負担が少なくなったことから、遠隔地の方の負担が少なくなったことから、遠隔地の方の負担が少なくなったことから、

利用者が半減したとの答弁がありました。利用者が半減したとの答弁がありました。利用者が半減したとの答弁がありました。利用者が半減したとの答弁がありました。

次に、議案第３１号の審査における質疑、次に、議案第３１号の審査における質疑、次に、議案第３１号の審査における質疑、次に、議案第３１号の審査における質疑、

答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。答弁の主なものを申し上げます。

条例を廃止する理由及び廃止後の遺児に対条例を廃止する理由及び廃止後の遺児に対条例を廃止する理由及び廃止後の遺児に対条例を廃止する理由及び廃止後の遺児に対

する対応についてはの質疑に対しては、炭鉱する対応についてはの質疑に対しては、炭鉱する対応についてはの質疑に対しては、炭鉱する対応についてはの質疑に対しては、炭鉱

がなくなり、この災害による遺児が生じなくがなくなり、この災害による遺児が生じなくがなくなり、この災害による遺児が生じなくがなくなり、この災害による遺児が生じなく

なったこと、また交通災害については任意損なったこと、また交通災害については任意損なったこと、また交通災害については任意損なったこと、また交通災害については任意損

害保険や生命保険の普及により、生計支援的害保険や生命保険の普及により、生計支援的害保険や生命保険の普及により、生計支援的害保険や生命保険の普及により、生計支援的

な意義が希薄になってきていることから廃止な意義が希薄になってきていることから廃止な意義が希薄になってきていることから廃止な意義が希薄になってきていることから廃止

することとした。なお、現受給者についてはすることとした。なお、現受給者についてはすることとした。なお、現受給者についてはすることとした。なお、現受給者については

経過措置を設けるとの答弁がありました。経過措置を設けるとの答弁がありました。経過措置を設けるとの答弁がありました。経過措置を設けるとの答弁がありました。

以上の質疑、答弁の後、議案第２５号ない以上の質疑、答弁の後、議案第２５号ない以上の質疑、答弁の後、議案第２５号ない以上の質疑、答弁の後、議案第２５号ない

し議案第２９号及び議案第３１号の以上６件し議案第２９号及び議案第３１号の以上６件し議案第２９号及び議案第３１号の以上６件し議案第２９号及び議案第３１号の以上６件

につきましては、討論、採決の結果、いずれにつきましては、討論、採決の結果、いずれにつきましては、討論、採決の結果、いずれにつきましては、討論、採決の結果、いずれ

も原案のとおり可決すべきものと決定いたしも原案のとおり可決すべきものと決定いたしも原案のとおり可決すべきものと決定いたしも原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。ました。ました。ました。

また、議案第３０号につきましては、ご異また、議案第３０号につきましては、ご異また、議案第３０号につきましては、ご異また、議案第３０号につきましては、ご異

議がありましたので、起立採決の結果、原案議がありましたので、起立採決の結果、原案議がありましたので、起立採決の結果、原案議がありましたので、起立採決の結果、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。のとおり可決すべきものと決定いたしました。のとおり可決すべきものと決定いたしました。のとおり可決すべきものと決定いたしました。

何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終

わります。わります。わります。わります。

●議長中西勇夫君 次に、議案第３２号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３２号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３２号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３２号ない

し議案第３７号の以上６件について、矢部経し議案第３７号の以上６件について、矢部経し議案第３７号の以上６件について、矢部経し議案第３７号の以上６件について、矢部経

済建設委員長。済建設委員長。済建設委員長。済建設委員長。

●経済建設委員会委員長矢部正義君（登壇）●経済建設委員会委員長矢部正義君（登壇）●経済建設委員会委員長矢部正義君（登壇）●経済建設委員会委員長矢部正義君（登壇）

ただいま議題となりました議案第３２号美ただいま議題となりました議案第３２号美ただいま議題となりました議案第３２号美ただいま議題となりました議案第３２号美

唄市産業振興条例制定の件、議案第３３号美唄市産業振興条例制定の件、議案第３３号美唄市産業振興条例制定の件、議案第３３号美唄市産業振興条例制定の件、議案第３３号美

唄体育センター条例及びサン・スポーツラン唄体育センター条例及びサン・スポーツラン唄体育センター条例及びサン・スポーツラン唄体育センター条例及びサン・スポーツラン
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ド美唄条例の一部改正の件、議案第３４号美ド美唄条例の一部改正の件、議案第３４号美ド美唄条例の一部改正の件、議案第３４号美ド美唄条例の一部改正の件、議案第３４号美

唄市スキー場条例の一部改正の件、議案第３唄市スキー場条例の一部改正の件、議案第３唄市スキー場条例の一部改正の件、議案第３唄市スキー場条例の一部改正の件、議案第３

５号美唄市中小企業等振興条例の一部改正の５号美唄市中小企業等振興条例の一部改正の５号美唄市中小企業等振興条例の一部改正の５号美唄市中小企業等振興条例の一部改正の

件、議案第３６号美唄市中小企業研修センタ件、議案第３６号美唄市中小企業研修センタ件、議案第３６号美唄市中小企業研修センタ件、議案第３６号美唄市中小企業研修センタ

ー条例廃止の件及び議案第３７号市道路線のー条例廃止の件及び議案第３７号市道路線のー条例廃止の件及び議案第３７号市道路線のー条例廃止の件及び議案第３７号市道路線の

認定、廃止及び変更の件の以上６件について、認定、廃止及び変更の件の以上６件について、認定、廃止及び変更の件の以上６件について、認定、廃止及び変更の件の以上６件について、

経済建設委員会の審査の経過並びに結果を一経済建設委員会の審査の経過並びに結果を一経済建設委員会の審査の経過並びに結果を一経済建設委員会の審査の経過並びに結果を一

括ご報告申し上げます。括ご報告申し上げます。括ご報告申し上げます。括ご報告申し上げます。

経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会経過といたしまして、３月１１日、委員会

を招集して審査をいたしました。を招集して審査をいたしました。を招集して審査をいたしました。を招集して審査をいたしました。

議案第３２号の審査における質疑、答弁の議案第３２号の審査における質疑、答弁の議案第３２号の審査における質疑、答弁の議案第３２号の審査における質疑、答弁の

主な点を申し上げます。主な点を申し上げます。主な点を申し上げます。主な点を申し上げます。

工場等新設した場合、投資額が５,０００万工場等新設した場合、投資額が５,０００万工場等新設した場合、投資額が５,０００万工場等新設した場合、投資額が５,０００万

円以上の大きな額に対して助成になると思う円以上の大きな額に対して助成になると思う円以上の大きな額に対して助成になると思う円以上の大きな額に対して助成になると思う

が、いまの経済情勢とかけ離れた条例にしかが、いまの経済情勢とかけ離れた条例にしかが、いまの経済情勢とかけ離れた条例にしかが、いまの経済情勢とかけ離れた条例にしか

見えない。もう少し時代の趨勢に合った、小見えない。もう少し時代の趨勢に合った、小見えない。もう少し時代の趨勢に合った、小見えない。もう少し時代の趨勢に合った、小

規模でもいいから来ていただくというような規模でもいいから来ていただくというような規模でもいいから来ていただくというような規模でもいいから来ていただくというような

考え方はないかとの質疑に対し、小規模に対考え方はないかとの質疑に対し、小規模に対考え方はないかとの質疑に対し、小規模に対考え方はないかとの質疑に対し、小規模に対

しても来ていただければ、経済の活性化になしても来ていただければ、経済の活性化になしても来ていただければ、経済の活性化になしても来ていただければ、経済の活性化にな

るが、他の市町村の条例を見ても新設についるが、他の市町村の条例を見ても新設についるが、他の市町村の条例を見ても新設についるが、他の市町村の条例を見ても新設につい

ては最低でも３,０００万円以上、平均で５,ては最低でも３,０００万円以上、平均で５,ては最低でも３,０００万円以上、平均で５,ては最低でも３,０００万円以上、平均で５,

０００万円以上、多いところでは１億円以上０００万円以上、多いところでは１億円以上０００万円以上、多いところでは１億円以上０００万円以上、多いところでは１億円以上

というところもあり、一般的に工場等を新設というところもあり、一般的に工場等を新設というところもあり、一般的に工場等を新設というところもあり、一般的に工場等を新設

すれば設備を併せても５,０００万円ぐらいかすれば設備を併せても５,０００万円ぐらいかすれば設備を併せても５,０００万円ぐらいかすれば設備を併せても５,０００万円ぐらいか

かるのではないかと判断しているとの答弁。かるのではないかと判断しているとの答弁。かるのではないかと判断しているとの答弁。かるのではないかと判断しているとの答弁。

なお、本件については、本委員会の質疑をなお、本件については、本委員会の質疑をなお、本件については、本委員会の質疑をなお、本件については、本委員会の質疑を

通して、この条例は昭和６０年代の重厚長大通して、この条例は昭和６０年代の重厚長大通して、この条例は昭和６０年代の重厚長大通して、この条例は昭和６０年代の重厚長大

型の製造業を誘致、または育成することが基型の製造業を誘致、または育成することが基型の製造業を誘致、または育成することが基型の製造業を誘致、または育成することが基

本主旨であります。本主旨であります。本主旨であります。本主旨であります。

今回の美唄市産業振興条例は工場等コール今回の美唄市産業振興条例は工場等コール今回の美唄市産業振興条例は工場等コール今回の美唄市産業振興条例は工場等コール

センター施設やデータセンター施設、またはセンター施設やデータセンター施設、またはセンター施設やデータセンター施設、またはセンター施設やデータセンター施設、または

リサイクル設備や新エネルギー装置に対するリサイクル設備や新エネルギー装置に対するリサイクル設備や新エネルギー装置に対するリサイクル設備や新エネルギー装置に対する

助成は盛り込んではいるものの、いまの時代助成は盛り込んではいるものの、いまの時代助成は盛り込んではいるものの、いまの時代助成は盛り込んではいるものの、いまの時代

の流れである情報産業を中心とした軽薄短小、の流れである情報産業を中心とした軽薄短小、の流れである情報産業を中心とした軽薄短小、の流れである情報産業を中心とした軽薄短小、

またはハードからソフトへと技術革新が日進またはハードからソフトへと技術革新が日進またはハードからソフトへと技術革新が日進またはハードからソフトへと技術革新が日進

月歩、進んでいること、また個人の起業家を月歩、進んでいること、また個人の起業家を月歩、進んでいること、また個人の起業家を月歩、進んでいること、また個人の起業家を

無数に誕生させて、日本の産業構造の変化に無数に誕生させて、日本の産業構造の変化に無数に誕生させて、日本の産業構造の変化に無数に誕生させて、日本の産業構造の変化に

対応すべきであります。特にベンチャー起業対応すべきであります。特にベンチャー起業対応すべきであります。特にベンチャー起業対応すべきであります。特にベンチャー起業

家に魅力あるものとすること、既存企業に対家に魅力あるものとすること、既存企業に対家に魅力あるものとすること、既存企業に対家に魅力あるものとすること、既存企業に対

しては小規模企業に十分留意すべきであるとしては小規模企業に十分留意すべきであるとしては小規模企業に十分留意すべきであるとしては小規模企業に十分留意すべきであると

の意見が集約されました。の意見が集約されました。の意見が集約されました。の意見が集約されました。

次に、条例改正以前で資金の助成の実績は次に、条例改正以前で資金の助成の実績は次に、条例改正以前で資金の助成の実績は次に、条例改正以前で資金の助成の実績は

いつごろかとの質疑に対し、平成５年に千葉いつごろかとの質疑に対し、平成５年に千葉いつごろかとの質疑に対し、平成５年に千葉いつごろかとの質疑に対し、平成５年に千葉

クリスタル、現在の昭和クリスタルが空知団クリスタル、現在の昭和クリスタルが空知団クリスタル、現在の昭和クリスタルが空知団クリスタル、現在の昭和クリスタルが空知団

地に入ったときに助成しているとの答弁。地に入ったときに助成しているとの答弁。地に入ったときに助成しているとの答弁。地に入ったときに助成しているとの答弁。

次に、議案第３３号については特に質疑は次に、議案第３３号については特に質疑は次に、議案第３３号については特に質疑は次に、議案第３３号については特に質疑は

ありませんでした。ありませんでした。ありませんでした。ありませんでした。

次に、議案第３４号の審査における質疑、次に、議案第３４号の審査における質疑、次に、議案第３４号の審査における質疑、次に、議案第３４号の審査における質疑、

答弁の主な点を申し上げます。答弁の主な点を申し上げます。答弁の主な点を申し上げます。答弁の主な点を申し上げます。

今後のスキー場の管理は、市が継続的にや今後のスキー場の管理は、市が継続的にや今後のスキー場の管理は、市が継続的にや今後のスキー場の管理は、市が継続的にや

るのか、それとも近い将来民営化を想定してるのか、それとも近い将来民営化を想定してるのか、それとも近い将来民営化を想定してるのか、それとも近い将来民営化を想定して

の条例改正かとの質疑に対し、最初は民活もの条例改正かとの質疑に対し、最初は民活もの条例改正かとの質疑に対し、最初は民活もの条例改正かとの質疑に対し、最初は民活も

検討したが、費用対効果の中で見えるものが検討したが、費用対効果の中で見えるものが検討したが、費用対効果の中で見えるものが検討したが、費用対効果の中で見えるものが

なかったので、当面直営でやっていくとの答なかったので、当面直営でやっていくとの答なかったので、当面直営でやっていくとの答なかったので、当面直営でやっていくとの答

弁。弁。弁。弁。

次に、平成１６年度スキー場を管理してい次に、平成１６年度スキー場を管理してい次に、平成１６年度スキー場を管理してい次に、平成１６年度スキー場を管理してい

く中で、運営はどこに任せるのか。また、どく中で、運営はどこに任せるのか。また、どく中で、運営はどこに任せるのか。また、どく中で、運営はどこに任せるのか。また、ど

のくらいの人数を想定しているのかとの質疑のくらいの人数を想定しているのかとの質疑のくらいの人数を想定しているのかとの質疑のくらいの人数を想定しているのかとの質疑

に対し、経済部に職員が配置になり、正職員に対し、経済部に職員が配置になり、正職員に対し、経済部に職員が配置になり、正職員に対し、経済部に職員が配置になり、正職員

が１名、嘱託職員が１名、臨時職員が１１名が１名、嘱託職員が１名、臨時職員が１１名が１名、嘱託職員が１名、臨時職員が１１名が１名、嘱託職員が１名、臨時職員が１１名

の体制であるとの答弁。の体制であるとの答弁。の体制であるとの答弁。の体制であるとの答弁。

次に、料金設定の経緯と考え方について質次に、料金設定の経緯と考え方について質次に、料金設定の経緯と考え方について質次に、料金設定の経緯と考え方について質

疑があり、過去振興公社で運営しており、そ疑があり、過去振興公社で運営しており、そ疑があり、過去振興公社で運営しており、そ疑があり、過去振興公社で運営しており、そ

の料金をできるだけ同じ形で設定していこうの料金をできるだけ同じ形で設定していこうの料金をできるだけ同じ形で設定していこうの料金をできるだけ同じ形で設定していこう

ということで、公社の料金を参考にした。まということで、公社の料金を参考にした。まということで、公社の料金を参考にした。まということで、公社の料金を参考にした。ま

た、最も利用の多い１日券、シーズン券を若た、最も利用の多い１日券、シーズン券を若た、最も利用の多い１日券、シーズン券を若た、最も利用の多い１日券、シーズン券を若

干下げているとの答弁。干下げているとの答弁。干下げているとの答弁。干下げているとの答弁。

次に、平成１６年度収支のバランスはとれ次に、平成１６年度収支のバランスはとれ次に、平成１６年度収支のバランスはとれ次に、平成１６年度収支のバランスはとれ
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ているかの質疑に対し、いままでと同じようているかの質疑に対し、いままでと同じようているかの質疑に対し、いままでと同じようているかの質疑に対し、いままでと同じよう

な赤字を出す考え方では問題であるが、このな赤字を出す考え方では問題であるが、このな赤字を出す考え方では問題であるが、このな赤字を出す考え方では問題であるが、この

点について聞かせてもらいたいとの質疑があ点について聞かせてもらいたいとの質疑があ点について聞かせてもらいたいとの質疑があ点について聞かせてもらいたいとの質疑があ

り、スキー場の管理運営に当たっては、利用り、スキー場の管理運営に当たっては、利用り、スキー場の管理運営に当たっては、利用り、スキー場の管理運営に当たっては、利用

者のサービス、収支バランス、経営を今後も者のサービス、収支バランス、経営を今後も者のサービス、収支バランス、経営を今後も者のサービス、収支バランス、経営を今後も

取り進めてまいりたいとの答弁がありました。取り進めてまいりたいとの答弁がありました。取り進めてまいりたいとの答弁がありました。取り進めてまいりたいとの答弁がありました。

次に、議案第３５号ないし議案第３７号に次に、議案第３５号ないし議案第３７号に次に、議案第３５号ないし議案第３７号に次に、議案第３５号ないし議案第３７号に

ついては特に質疑はありませんでした。ついては特に質疑はありませんでした。ついては特に質疑はありませんでした。ついては特に質疑はありませんでした。

以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、以上、質疑、答弁の後、討論、採決の結果、

議案第３２号ないし議案第３７号の以上６件議案第３２号ないし議案第３７号の以上６件議案第３２号ないし議案第３７号の以上６件議案第３２号ないし議案第３７号の以上６件

は、原案のとおり可決すべきものと決定いたは、原案のとおり可決すべきものと決定いたは、原案のとおり可決すべきものと決定いたは、原案のとおり可決すべきものと決定いた

しました。しました。しました。しました。

何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終きますようお願い申し上げまして、報告を終

わります。わります。わります。わります。

●議長中西勇夫君 次に、議案第３８号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３８号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３８号ない●議長中西勇夫君 次に、議案第３８号ない

し議案第１４号の以上１４件について、林予し議案第１４号の以上１４件について、林予し議案第１４号の以上１４件について、林予し議案第１４号の以上１４件について、林予

算審査特別委員長。算審査特別委員長。算審査特別委員長。算審査特別委員長。

●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登●予算審査特別委員会委員長林 国夫君（登

壇） ただいま議題となりました予算審査特壇） ただいま議題となりました予算審査特壇） ただいま議題となりました予算審査特壇） ただいま議題となりました予算審査特

別委員会の審査の経過並びに結果をご報告申別委員会の審査の経過並びに結果をご報告申別委員会の審査の経過並びに結果をご報告申別委員会の審査の経過並びに結果をご報告申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。

経過といたしまして、３月１５日ないし３経過といたしまして、３月１５日ないし３経過といたしまして、３月１５日ないし３経過といたしまして、３月１５日ないし３

月１９日及び３月２２日の６日間、委員会を月１９日及び３月２２日の６日間、委員会を月１９日及び３月２２日の６日間、委員会を月１９日及び３月２２日の６日間、委員会を

招集し、審査いたしました。招集し、審査いたしました。招集し、審査いたしました。招集し、審査いたしました。

まず初めに、議案第３８号平成１５年度美まず初めに、議案第３８号平成１５年度美まず初めに、議案第３８号平成１５年度美まず初めに、議案第３８号平成１５年度美

唄市一般会計補正予算（第７号）の質疑の主唄市一般会計補正予算（第７号）の質疑の主唄市一般会計補正予算（第７号）の質疑の主唄市一般会計補正予算（第７号）の質疑の主

なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。

一般会計の収支見通しについて、１５年度一般会計の収支見通しについて、１５年度一般会計の収支見通しについて、１５年度一般会計の収支見通しについて、１５年度

末の財政調整基金の見込みについて等の質疑末の財政調整基金の見込みについて等の質疑末の財政調整基金の見込みについて等の質疑末の財政調整基金の見込みについて等の質疑

がありました。答弁といたしまして、一般会がありました。答弁といたしまして、一般会がありました。答弁といたしまして、一般会がありました。答弁といたしまして、一般会

計の収入見通しについては、１月時点におけ計の収入見通しについては、１月時点におけ計の収入見通しについては、１月時点におけ計の収入見通しについては、１月時点におけ

る決算見込み以降の主なものとして、歳入にる決算見込み以降の主なものとして、歳入にる決算見込み以降の主なものとして、歳入にる決算見込み以降の主なものとして、歳入に

おいては特別交付税が８,０００万円程度の増おいては特別交付税が８,０００万円程度の増おいては特別交付税が８,０００万円程度の増おいては特別交付税が８,０００万円程度の増

額、財源対策債が３,５００万円程度の減額。額、財源対策債が３,５００万円程度の減額。額、財源対策債が３,５００万円程度の減額。額、財源対策債が３,５００万円程度の減額。

一方歳出においては、除排雪経費の不用額２,一方歳出においては、除排雪経費の不用額２,一方歳出においては、除排雪経費の不用額２,一方歳出においては、除排雪経費の不用額２,

３００万円がその後の降雪、さらには２月２３００万円がその後の降雪、さらには２月２３００万円がその後の降雪、さらには２月２３００万円がその後の降雪、さらには２月２

３日の暴風雪による影響などにより、期待で３日の暴風雪による影響などにより、期待で３日の暴風雪による影響などにより、期待で３日の暴風雪による影響などにより、期待で

きない状況になったことがあげられるが、特きない状況になったことがあげられるが、特きない状況になったことがあげられるが、特きない状況になったことがあげられるが、特

別交付税の増額により、収支均衡が図られる別交付税の増額により、収支均衡が図られる別交付税の増額により、収支均衡が図られる別交付税の増額により、収支均衡が図られる

ものと見込んでいるものの、今後決定されるものと見込んでいるものの、今後決定されるものと見込んでいるものの、今後決定されるものと見込んでいるものの、今後決定される

財源対策債の額によるので、その確保に全力財源対策債の額によるので、その確保に全力財源対策債の額によるので、その確保に全力財源対策債の額によるので、その確保に全力

をあげていきたい。をあげていきたい。をあげていきたい。をあげていきたい。

１５年度末の財政調整基金の見込みについ１５年度末の財政調整基金の見込みについ１５年度末の財政調整基金の見込みについ１５年度末の財政調整基金の見込みについ

ては、約５,４００万円となるが、１６年度予ては、約５,４００万円となるが、１６年度予ては、約５,４００万円となるが、１６年度予ては、約５,４００万円となるが、１６年度予

算において５,０００万円を取り崩すため、約算において５,０００万円を取り崩すため、約算において５,０００万円を取り崩すため、約算において５,０００万円を取り崩すため、約

４００万円程度の残高になるとの答弁でした。４００万円程度の残高になるとの答弁でした。４００万円程度の残高になるとの答弁でした。４００万円程度の残高になるとの答弁でした。

次に、議案第３９号平成１５年度美唄市下次に、議案第３９号平成１５年度美唄市下次に、議案第３９号平成１５年度美唄市下次に、議案第３９号平成１５年度美唄市下

水道会計補正予算（第３号）については、別水道会計補正予算（第３号）については、別水道会計補正予算（第３号）については、別水道会計補正予算（第３号）については、別

に質疑はございませんでした。に質疑はございませんでした。に質疑はございませんでした。に質疑はございませんでした。

次に、議案第４０号平成１５年度市立美唄次に、議案第４０号平成１５年度市立美唄次に、議案第４０号平成１５年度市立美唄次に、議案第４０号平成１５年度市立美唄

病院事業会計補正予算（第１号）の質疑の主病院事業会計補正予算（第１号）の質疑の主病院事業会計補正予算（第１号）の質疑の主病院事業会計補正予算（第１号）の質疑の主

なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。なものについて申し上げます。

補正の理由について、第５次病院健全化計補正の理由について、第５次病院健全化計補正の理由について、第５次病院健全化計補正の理由について、第５次病院健全化計

画の推移について、健全化計画における国・画の推移について、健全化計画における国・画の推移について、健全化計画における国・画の推移について、健全化計画における国・

道との関係について、年度途中における貸借道との関係について、年度途中における貸借道との関係について、年度途中における貸借道との関係について、年度途中における貸借

対照表について等の質疑があり、答弁といた対照表について等の質疑があり、答弁といた対照表について等の質疑があり、答弁といた対照表について等の質疑があり、答弁といた

しまして、補正の理由につきましては、平成しまして、補正の理由につきましては、平成しまして、補正の理由につきましては、平成しまして、補正の理由につきましては、平成

１５年度における入院患者数の減少により、１５年度における入院患者数の減少により、１５年度における入院患者数の減少により、１５年度における入院患者数の減少により、

収支の見通しが厳しい状況。このまま推移す収支の見通しが厳しい状況。このまま推移す収支の見通しが厳しい状況。このまま推移す収支の見通しが厳しい状況。このまま推移す

ると不良債務の発生が見込まれるということると不良債務の発生が見込まれるということると不良債務の発生が見込まれるということると不良債務の発生が見込まれるということ

から、一般会計と協議し、４,０８０万円繰りから、一般会計と協議し、４,０８０万円繰りから、一般会計と協議し、４,０８０万円繰りから、一般会計と協議し、４,０８０万円繰り

入れという補正を行った。入れという補正を行った。入れという補正を行った。入れという補正を行った。

健全化計画については、決算見通しで入院健全化計画については、決算見通しで入院健全化計画については、決算見通しで入院健全化計画については、決算見通しで入院

患者の減少等によって非常に厳しい経営状況患者の減少等によって非常に厳しい経営状況患者の減少等によって非常に厳しい経営状況患者の減少等によって非常に厳しい経営状況

にあり、今回４,０８０万円の追加補正を行うにあり、今回４,０８０万円の追加補正を行うにあり、今回４,０８０万円の追加補正を行うにあり、今回４,０８０万円の追加補正を行う

わけだが、見通しについては３月に入ってもわけだが、見通しについては３月に入ってもわけだが、見通しについては３月に入ってもわけだが、見通しについては３月に入っても

患者の増加が見込まれない状況もあるが、引患者の増加が見込まれない状況もあるが、引患者の増加が見込まれない状況もあるが、引患者の増加が見込まれない状況もあるが、引
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き続き残された期間、収入の確保に努めながき続き残された期間、収入の確保に努めながき続き残された期間、収入の確保に努めながき続き残された期間、収入の確保に努めなが

ら不良債務を発生させない努力をしていきたら不良債務を発生させない努力をしていきたら不良債務を発生させない努力をしていきたら不良債務を発生させない努力をしていきた

い。い。い。い。

健全化計画における国・道との関係につい健全化計画における国・道との関係につい健全化計画における国・道との関係につい健全化計画における国・道との関係につい

ては、１５年度は国の支援交付金をいただいては、１５年度は国の支援交付金をいただいては、１５年度は国の支援交付金をいただいては、１５年度は国の支援交付金をいただい

ている決算状況であり、１５年度に新たに不ている決算状況であり、１５年度に新たに不ている決算状況であり、１５年度に新たに不ている決算状況であり、１５年度に新たに不

良債務が発生すると計画の継続は難しい。道良債務が発生すると計画の継続は難しい。道良債務が発生すると計画の継続は難しい。道良債務が発生すると計画の継続は難しい。道

との協議の中で計画との乖離がどの程度までとの協議の中で計画との乖離がどの程度までとの協議の中で計画との乖離がどの程度までとの協議の中で計画との乖離がどの程度まで

なのかは明確にされていないが、本年６月になのかは明確にされていないが、本年６月になのかは明確にされていないが、本年６月になのかは明確にされていないが、本年６月に

１５年度実績報告を提出して、道と市との間１５年度実績報告を提出して、道と市との間１５年度実績報告を提出して、道と市との間１５年度実績報告を提出して、道と市との間

で協議することになっている。今後とも国かで協議することになっている。今後とも国かで協議することになっている。今後とも国かで協議することになっている。今後とも国か

らの支援の継続に向けて努力していきたい。らの支援の継続に向けて努力していきたい。らの支援の継続に向けて努力していきたい。らの支援の継続に向けて努力していきたい。

年度途中の貸借対照表については、事務処年度途中の貸借対照表については、事務処年度途中の貸借対照表については、事務処年度途中の貸借対照表については、事務処

理上作成は可能であるとの答弁でありました。理上作成は可能であるとの答弁でありました。理上作成は可能であるとの答弁でありました。理上作成は可能であるとの答弁でありました。

次に、議案第４号平成１６年度美唄市一般次に、議案第４号平成１６年度美唄市一般次に、議案第４号平成１６年度美唄市一般次に、議案第４号平成１６年度美唄市一般

会計予算に対する質疑について、主なものを会計予算に対する質疑について、主なものを会計予算に対する質疑について、主なものを会計予算に対する質疑について、主なものを

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。

まず、第２款総務費については、専修大学まず、第２款総務費については、専修大学まず、第２款総務費については、専修大学まず、第２款総務費については、専修大学

北海道短期大学振興助成事業の増額の理由に北海道短期大学振興助成事業の増額の理由に北海道短期大学振興助成事業の増額の理由に北海道短期大学振興助成事業の増額の理由に

ついて、事務事業評価について、組織機構のついて、事務事業評価について、組織機構のついて、事務事業評価について、組織機構のついて、事務事業評価について、組織機構の

改革と新たな行政課題への対応について等の改革と新たな行政課題への対応について等の改革と新たな行政課題への対応について等の改革と新たな行政課題への対応について等の

質疑があり、答弁といたしまして、専修大学質疑があり、答弁といたしまして、専修大学質疑があり、答弁といたしまして、専修大学質疑があり、答弁といたしまして、専修大学

北海道短期大学振興助成事業の増額理由につ北海道短期大学振興助成事業の増額理由につ北海道短期大学振興助成事業の増額理由につ北海道短期大学振興助成事業の増額理由につ

いては、本市にとって必要な教育機関であり、いては、本市にとって必要な教育機関であり、いては、本市にとって必要な教育機関であり、いては、本市にとって必要な教育機関であり、

留学生が増加すること、学科再編等自己努力留学生が増加すること、学科再編等自己努力留学生が増加すること、学科再編等自己努力留学生が増加すること、学科再編等自己努力

はしているが、少子化により学生確保が難しはしているが、少子化により学生確保が難しはしているが、少子化により学生確保が難しはしているが、少子化により学生確保が難し

く、経営が厳しいことから短期大学に対するく、経営が厳しいことから短期大学に対するく、経営が厳しいことから短期大学に対するく、経営が厳しいことから短期大学に対する

助成であり、具体的な内容は、中国人留学生助成であり、具体的な内容は、中国人留学生助成であり、具体的な内容は、中国人留学生助成であり、具体的な内容は、中国人留学生

２１人の生活費と新入生の生活に必要な物品２１人の生活費と新入生の生活に必要な物品２１人の生活費と新入生の生活に必要な物品２１人の生活費と新入生の生活に必要な物品

購入費など受け入れに対して１,１００万円、購入費など受け入れに対して１,１００万円、購入費など受け入れに対して１,１００万円、購入費など受け入れに対して１,１００万円、

施設整備では野球場周辺の排水路整備と相馬施設整備では野球場周辺の排水路整備と相馬施設整備では野球場周辺の排水路整備と相馬施設整備では野球場周辺の排水路整備と相馬

記念館屋上防水工事に９００万円、合わせて記念館屋上防水工事に９００万円、合わせて記念館屋上防水工事に９００万円、合わせて記念館屋上防水工事に９００万円、合わせて

２,０００万円を支援する。２,０００万円を支援する。２,０００万円を支援する。２,０００万円を支援する。

事務事業評価については、平成１３年度か事務事業評価については、平成１３年度か事務事業評価については、平成１３年度か事務事業評価については、平成１３年度か

ら取り組んでおり、事務事業評価、施策評価、ら取り組んでおり、事務事業評価、施策評価、ら取り組んでおり、事務事業評価、施策評価、ら取り組んでおり、事務事業評価、施策評価、

政策評価と行ってきている。１３年度は約６政策評価と行ってきている。１３年度は約６政策評価と行ってきている。１３年度は約６政策評価と行ってきている。１３年度は約６

００の事務事業評価、１４年度は事務事業評００の事務事業評価、１４年度は事務事業評００の事務事業評価、１４年度は事務事業評００の事務事業評価、１４年度は事務事業評

価と施策評価、１５年度は事務事業・施策・価と施策評価、１５年度は事務事業・施策・価と施策評価、１５年度は事務事業・施策・価と施策評価、１５年度は事務事業・施策・

政策評価を行ってきた。政策評価を行ってきた。政策評価を行ってきた。政策評価を行ってきた。

組織機構の改革と新たな行政課題への対応組織機構の改革と新たな行政課題への対応組織機構の改革と新たな行政課題への対応組織機構の改革と新たな行政課題への対応

については、新年度に当たって総務部と企画については、新年度に当たって総務部と企画については、新年度に当たって総務部と企画については、新年度に当たって総務部と企画

財政部を１つにする等々があるが、新たな部財政部を１つにする等々があるが、新たな部財政部を１つにする等々があるが、新たな部財政部を１つにする等々があるが、新たな部

署をつくる場合、職員との意思の疎通や、職署をつくる場合、職員との意思の疎通や、職署をつくる場合、職員との意思の疎通や、職署をつくる場合、職員との意思の疎通や、職

員同士が同じ共通認識、問題意識を持って取員同士が同じ共通認識、問題意識を持って取員同士が同じ共通認識、問題意識を持って取員同士が同じ共通認識、問題意識を持って取

り組むことが必要と思っており、その辺のこり組むことが必要と思っており、その辺のこり組むことが必要と思っており、その辺のこり組むことが必要と思っており、その辺のこ

とについては十分配慮していかなければならとについては十分配慮していかなければならとについては十分配慮していかなければならとについては十分配慮していかなければなら

ないと考えているとの答弁でありました。ないと考えているとの答弁でありました。ないと考えているとの答弁でありました。ないと考えているとの答弁でありました。

次に、第３款民生費については、児童手当次に、第３款民生費については、児童手当次に、第３款民生費については、児童手当次に、第３款民生費については、児童手当

支給事業と児童措置費の増額の理由について、支給事業と児童措置費の増額の理由について、支給事業と児童措置費の増額の理由について、支給事業と児童措置費の増額の理由について、

「福祉のまちづくり条例」策定のプロセスに「福祉のまちづくり条例」策定のプロセスに「福祉のまちづくり条例」策定のプロセスに「福祉のまちづくり条例」策定のプロセスに

ついて等の質疑があり、答弁といたしまして、ついて等の質疑があり、答弁といたしまして、ついて等の質疑があり、答弁といたしまして、ついて等の質疑があり、答弁といたしまして、

児童手当支給事業と児童措置費の増額の理由児童手当支給事業と児童措置費の増額の理由児童手当支給事業と児童措置費の増額の理由児童手当支給事業と児童措置費の増額の理由

については、児童手当支給事業は対象者が義については、児童手当支給事業は対象者が義については、児童手当支給事業は対象者が義については、児童手当支給事業は対象者が義

務教育前の児童であったが、新年度からは小務教育前の児童であったが、新年度からは小務教育前の児童であったが、新年度からは小務教育前の児童であったが、新年度からは小

学校３年生までの支給対象となったことから、学校３年生までの支給対象となったことから、学校３年生までの支給対象となったことから、学校３年生までの支給対象となったことから、

約４４０名の増加を予定し、大幅に増額とな約４４０名の増加を予定し、大幅に増額とな約４４０名の増加を予定し、大幅に増額とな約４４０名の増加を予定し、大幅に増額とな

った。また、児童措置費については、児童手った。また、児童措置費については、児童手った。また、児童措置費については、児童手った。また、児童措置費については、児童手

当と児童扶養手当のシステム改修による委託当と児童扶養手当のシステム改修による委託当と児童扶養手当のシステム改修による委託当と児童扶養手当のシステム改修による委託

料がそれぞれ１１０万９,０００円ふえたこと料がそれぞれ１１０万９,０００円ふえたこと料がそれぞれ１１０万９,０００円ふえたこと料がそれぞれ１１０万９,０００円ふえたこと

によるものである。によるものである。によるものである。によるものである。

「福祉のまちづくり条例」策定のプロセス「福祉のまちづくり条例」策定のプロセス「福祉のまちづくり条例」策定のプロセス「福祉のまちづくり条例」策定のプロセス

については、本市の福祉風土をいかしながら、については、本市の福祉風土をいかしながら、については、本市の福祉風土をいかしながら、については、本市の福祉風土をいかしながら、

市民参加で「福祉のまちづくり」をつくろう市民参加で「福祉のまちづくり」をつくろう市民参加で「福祉のまちづくり」をつくろう市民参加で「福祉のまちづくり」をつくろう

と、平成９年からの「福祉のまちづくり検討と、平成９年からの「福祉のまちづくり検討と、平成９年からの「福祉のまちづくり検討と、平成９年からの「福祉のまちづくり検討

委員会」や「福祉のまちづくり推進委員会」委員会」や「福祉のまちづくり推進委員会」委員会」や「福祉のまちづくり推進委員会」委員会」や「福祉のまちづくり推進委員会」

を設置する一方、市はこれらの提言を踏まえ、を設置する一方、市はこれらの提言を踏まえ、を設置する一方、市はこれらの提言を踏まえ、を設置する一方、市はこれらの提言を踏まえ、

さまざまな施策を実施したほか、福祉のまちさまざまな施策を実施したほか、福祉のまちさまざまな施策を実施したほか、福祉のまちさまざまな施策を実施したほか、福祉のまち

づくりを総合的・計画的に推進するために平づくりを総合的・計画的に推進するために平づくりを総合的・計画的に推進するために平づくりを総合的・計画的に推進するために平
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成１４年、１５年度２カ年をかけ、市民との成１４年、１５年度２カ年をかけ、市民との成１４年、１５年度２カ年をかけ、市民との成１４年、１５年度２カ年をかけ、市民との

協働により、美唄市地域福祉計画の策定に取協働により、美唄市地域福祉計画の策定に取協働により、美唄市地域福祉計画の策定に取協働により、美唄市地域福祉計画の策定に取

り組んできたが、これまでの取り組みを制度り組んできたが、これまでの取り組みを制度り組んできたが、これまでの取り組みを制度り組んできたが、これまでの取り組みを制度

的に保障していくために、「福祉のまちづく的に保障していくために、「福祉のまちづく的に保障していくために、「福祉のまちづく的に保障していくために、「福祉のまちづく

り」の理念、市民・事業者・行政のそれぞれり」の理念、市民・事業者・行政のそれぞれり」の理念、市民・事業者・行政のそれぞれり」の理念、市民・事業者・行政のそれぞれ

の役割り、さらには「福祉のまちづくり」をの役割り、さらには「福祉のまちづくり」をの役割り、さらには「福祉のまちづくり」をの役割り、さらには「福祉のまちづくり」を

進める上での市民参加などのルールを条例で進める上での市民参加などのルールを条例で進める上での市民参加などのルールを条例で進める上での市民参加などのルールを条例で

定め、市民と行政が共通認識のもと一体とな定め、市民と行政が共通認識のもと一体とな定め、市民と行政が共通認識のもと一体とな定め、市民と行政が共通認識のもと一体とな

って「福祉のまちづくり」を進めることが必って「福祉のまちづくり」を進めることが必って「福祉のまちづくり」を進めることが必って「福祉のまちづくり」を進めることが必

要であると考え、今回の条例提案となったと要であると考え、今回の条例提案となったと要であると考え、今回の条例提案となったと要であると考え、今回の条例提案となったと

の答弁がありました。の答弁がありました。の答弁がありました。の答弁がありました。

次に、第４款衛生費については、最終処分次に、第４款衛生費については、最終処分次に、第４款衛生費については、最終処分次に、第４款衛生費については、最終処分

場整備事業の提案方式について、ごみの有料場整備事業の提案方式について、ごみの有料場整備事業の提案方式について、ごみの有料場整備事業の提案方式について、ごみの有料

化に向けた取り組みについて等の質疑があり、化に向けた取り組みについて等の質疑があり、化に向けた取り組みについて等の質疑があり、化に向けた取り組みについて等の質疑があり、

答弁といたしまして、最終処分場整備事業の答弁といたしまして、最終処分場整備事業の答弁といたしまして、最終処分場整備事業の答弁といたしまして、最終処分場整備事業の

提案方式については、発注者が想定する標準提案方式については、発注者が想定する標準提案方式については、発注者が想定する標準提案方式については、発注者が想定する標準

的な施工方法等を示し、これに基づき施工業的な施工方法等を示し、これに基づき施工業的な施工方法等を示し、これに基づき施工業的な施工方法等を示し、これに基づき施工業

者に技術提案をしていただくなど、民間の技者に技術提案をしていただくなど、民間の技者に技術提案をしていただくなど、民間の技者に技術提案をしていただくなど、民間の技

術力の活用とコスト縮減に反映させたい。術力の活用とコスト縮減に反映させたい。術力の活用とコスト縮減に反映させたい。術力の活用とコスト縮減に反映させたい。

ごみの有料化に向けた取り組みについては、ごみの有料化に向けた取り組みについては、ごみの有料化に向けた取り組みについては、ごみの有料化に向けた取り組みについては、

廃棄物減量等推進審議会において、時間をか廃棄物減量等推進審議会において、時間をか廃棄物減量等推進審議会において、時間をか廃棄物減量等推進審議会において、時間をか

けて排出者責任や汚染者負担の原則、またはけて排出者責任や汚染者負担の原則、またはけて排出者責任や汚染者負担の原則、またはけて排出者責任や汚染者負担の原則、または

負担の公平などを十分審議し、市民の声を反負担の公平などを十分審議し、市民の声を反負担の公平などを十分審議し、市民の声を反負担の公平などを十分審議し、市民の声を反

映した中で検討していく。市民の方々への周映した中で検討していく。市民の方々への周映した中で検討していく。市民の方々への周映した中で検討していく。市民の方々への周

知、理解については、平成１７年度で有料化知、理解については、平成１７年度で有料化知、理解については、平成１７年度で有料化知、理解については、平成１７年度で有料化

の具体的な考え方などを理解していただくよの具体的な考え方などを理解していただくよの具体的な考え方などを理解していただくよの具体的な考え方などを理解していただくよ

う、地域を回って説明していくとの答弁があう、地域を回って説明していくとの答弁があう、地域を回って説明していくとの答弁があう、地域を回って説明していくとの答弁があ

りました。りました。りました。りました。

次に、第５款労働費については、勤労者共次に、第５款労働費については、勤労者共次に、第５款労働費については、勤労者共次に、第５款労働費については、勤労者共

済会と中小企業労働福祉協議会に対する助成済会と中小企業労働福祉協議会に対する助成済会と中小企業労働福祉協議会に対する助成済会と中小企業労働福祉協議会に対する助成

について、北海道中央コンピュータ・カレッについて、北海道中央コンピュータ・カレッについて、北海道中央コンピュータ・カレッについて、北海道中央コンピュータ・カレッ

ジの募集状況について等の質疑があり、答弁ジの募集状況について等の質疑があり、答弁ジの募集状況について等の質疑があり、答弁ジの募集状況について等の質疑があり、答弁

といたしまして、勤労者共済会と中小企業労といたしまして、勤労者共済会と中小企業労といたしまして、勤労者共済会と中小企業労といたしまして、勤労者共済会と中小企業労

働福祉協議会に対する助成については、これ働福祉協議会に対する助成については、これ働福祉協議会に対する助成については、これ働福祉協議会に対する助成については、これ

らの団体は中小企業の福利厚生事業を実施しらの団体は中小企業の福利厚生事業を実施しらの団体は中小企業の福利厚生事業を実施しらの団体は中小企業の福利厚生事業を実施し

ている。勤労者共済会の補助金減少率が他とている。勤労者共済会の補助金減少率が他とている。勤労者共済会の補助金減少率が他とている。勤労者共済会の補助金減少率が他と

比較し少ない理由は、人件費分を含んでいる比較し少ない理由は、人件費分を含んでいる比較し少ない理由は、人件費分を含んでいる比較し少ない理由は、人件費分を含んでいる

ためであり、団体補助から事業補助への見直ためであり、団体補助から事業補助への見直ためであり、団体補助から事業補助への見直ためであり、団体補助から事業補助への見直

しを年次的に実施している。しを年次的に実施している。しを年次的に実施している。しを年次的に実施している。

北海道中央コンピュータ・カレッジの募集北海道中央コンピュータ・カレッジの募集北海道中央コンピュータ・カレッジの募集北海道中央コンピュータ・カレッジの募集

の状況については、入学生の推移としては平の状況については、入学生の推移としては平の状況については、入学生の推移としては平の状況については、入学生の推移としては平

成１２年度３７名、１３年度３０名、１４年成１２年度３７名、１３年度３０名、１４年成１２年度３７名、１３年度３０名、１４年成１２年度３７名、１３年度３０名、１４年

度２８名、１５年度４０名、１６年度は３０度２８名、１５年度４０名、１６年度は３０度２８名、１５年度４０名、１６年度は３０度２８名、１５年度４０名、１６年度は３０

名前後となっており、少子化と若者の大都市名前後となっており、少子化と若者の大都市名前後となっており、少子化と若者の大都市名前後となっており、少子化と若者の大都市

志向、職業選択の多様化、さらには大学の門志向、職業選択の多様化、さらには大学の門志向、職業選択の多様化、さらには大学の門志向、職業選択の多様化、さらには大学の門

戸の広がりにより、情報処理技術者を目指す戸の広がりにより、情報処理技術者を目指す戸の広がりにより、情報処理技術者を目指す戸の広がりにより、情報処理技術者を目指す

学生数は絶対的に少なくなってきている傾向学生数は絶対的に少なくなってきている傾向学生数は絶対的に少なくなってきている傾向学生数は絶対的に少なくなってきている傾向

にあるとの答弁でありました。にあるとの答弁でありました。にあるとの答弁でありました。にあるとの答弁でありました。

次に、第６款農林費について、食料・環境次に、第６款農林費について、食料・環境次に、第６款農林費について、食料・環境次に、第６款農林費について、食料・環境

基盤緊急確立対策事業の事業内容等について、基盤緊急確立対策事業の事業内容等について、基盤緊急確立対策事業の事業内容等について、基盤緊急確立対策事業の事業内容等について、

防風林維持管理事業について等の質疑があり、防風林維持管理事業について等の質疑があり、防風林維持管理事業について等の質疑があり、防風林維持管理事業について等の質疑があり、

答弁といたしまして、食料・環境基盤緊急確答弁といたしまして、食料・環境基盤緊急確答弁といたしまして、食料・環境基盤緊急確答弁といたしまして、食料・環境基盤緊急確

立対策事業の事業内容等については、道営ほ立対策事業の事業内容等については、道営ほ立対策事業の事業内容等については、道営ほ立対策事業の事業内容等については、道営ほ

場整備等に伴う農家負担軽減対策であり、地場整備等に伴う農家負担軽減対策であり、地場整備等に伴う農家負担軽減対策であり、地場整備等に伴う農家負担軽減対策であり、地

元負担１７.５％について受益者負担を５％及元負担１７.５％について受益者負担を５％及元負担１７.５％について受益者負担を５％及元負担１７.５％について受益者負担を５％及

び７.５％に軽減する事業で、北美唄地区ほかび７.５％に軽減する事業で、北美唄地区ほかび７.５％に軽減する事業で、北美唄地区ほかび７.５％に軽減する事業で、北美唄地区ほか

６地区で実施している。６地区で実施している。６地区で実施している。６地区で実施している。

防風林維持管理事業については、計画的に防風林維持管理事業については、計画的に防風林維持管理事業については、計画的に防風林維持管理事業については、計画的に

間伐を実施している。なお、枝払いについて間伐を実施している。なお、枝払いについて間伐を実施している。なお、枝払いについて間伐を実施している。なお、枝払いについて

は、地元で実施してもらうことを検討しておは、地元で実施してもらうことを検討しておは、地元で実施してもらうことを検討しておは、地元で実施してもらうことを検討してお

り、今後、道と協議していくとの答弁がありり、今後、道と協議していくとの答弁がありり、今後、道と協議していくとの答弁がありり、今後、道と協議していくとの答弁があり

ました。ました。ました。ました。

次に、第７款商工費については、スキー場次に、第７款商工費については、スキー場次に、第７款商工費については、スキー場次に、第７款商工費については、スキー場

の入り込み数等について、市から美唄未来開の入り込み数等について、市から美唄未来開の入り込み数等について、市から美唄未来開の入り込み数等について、市から美唄未来開

発センターへの事業の発注状況等について、発センターへの事業の発注状況等について、発センターへの事業の発注状況等について、発センターへの事業の発注状況等について、

産業振興室の活動状況について等の質疑があ産業振興室の活動状況について等の質疑があ産業振興室の活動状況について等の質疑があ産業振興室の活動状況について等の質疑があ

り、答弁といたしまして、スキー場の入り込り、答弁といたしまして、スキー場の入り込り、答弁といたしまして、スキー場の入り込り、答弁といたしまして、スキー場の入り込

み数については平成１３年度２１万７,３８４み数については平成１３年度２１万７,３８４み数については平成１３年度２１万７,３８４み数については平成１３年度２１万７,３８４
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人、１４年度が２１万３,２７１人となってい人、１４年度が２１万３,２７１人となってい人、１４年度が２１万３,２７１人となってい人、１４年度が２１万３,２７１人となってい

るが、いずれの年度も１,０００万円以上の赤るが、いずれの年度も１,０００万円以上の赤るが、いずれの年度も１,０００万円以上の赤るが、いずれの年度も１,０００万円以上の赤

字が出ているので、１６年度中に運営方法等字が出ているので、１６年度中に運営方法等字が出ているので、１６年度中に運営方法等字が出ているので、１６年度中に運営方法等

を検討していきたい。を検討していきたい。を検討していきたい。を検討していきたい。

市から美唄未来開発センターへの事業発注市から美唄未来開発センターへの事業発注市から美唄未来開発センターへの事業発注市から美唄未来開発センターへの事業発注

状況等については、平成１３年、１４年度と状況等については、平成１３年、１４年度と状況等については、平成１３年、１４年度と状況等については、平成１３年、１４年度と

も約４４％程度で、過去には２０％台、３０も約４４％程度で、過去には２０％台、３０も約４４％程度で、過去には２０％台、３０も約４４％程度で、過去には２０％台、３０

％台もあった。取引の割合については、自治％台もあった。取引の割合については、自治％台もあった。取引の割合については、自治％台もあった。取引の割合については、自治

法上５０％を超えてはならないことについて法上５０％を超えてはならないことについて法上５０％を超えてはならないことについて法上５０％を超えてはならないことについて

注意を払っている。また、従業員数について注意を払っている。また、従業員数について注意を払っている。また、従業員数について注意を払っている。また、従業員数について

は男性が２８名、女性が５名、計３３名となは男性が２８名、女性が５名、計３３名となは男性が２８名、女性が５名、計３３名となは男性が２８名、女性が５名、計３３名とな

っている。っている。っている。っている。

次に、産業振興室の活動状況については、次に、産業振興室の活動状況については、次に、産業振興室の活動状況については、次に、産業振興室の活動状況については、

昨年４月に産業振興室ができ、これまで企業昨年４月に産業振興室ができ、これまで企業昨年４月に産業振興室ができ、これまで企業昨年４月に産業振興室ができ、これまで企業

誘致活動、自然エネルギー関係、産業クラス誘致活動、自然エネルギー関係、産業クラス誘致活動、自然エネルギー関係、産業クラス誘致活動、自然エネルギー関係、産業クラス

ターへの取り組みや新産業創出としてはベンターへの取り組みや新産業創出としてはベンターへの取り組みや新産業創出としてはベンターへの取り組みや新産業創出としてはベン

チャー企業などへの支援を行ってきた。そのチャー企業などへの支援を行ってきた。そのチャー企業などへの支援を行ってきた。そのチャー企業などへの支援を行ってきた。その

中でいろんな関係機関、大学、企業などを回中でいろんな関係機関、大学、企業などを回中でいろんな関係機関、大学、企業などを回中でいろんな関係機関、大学、企業などを回

ってきており、チャレンジオフィスについてってきており、チャレンジオフィスについてってきており、チャレンジオフィスについてってきており、チャレンジオフィスについて

は問い合わせがあるが、入居に至ってはいなは問い合わせがあるが、入居に至ってはいなは問い合わせがあるが、入居に至ってはいなは問い合わせがあるが、入居に至ってはいな

い。平成１６年度については、現在、企業誘い。平成１６年度については、現在、企業誘い。平成１６年度については、現在、企業誘い。平成１６年度については、現在、企業誘

致活動において継続中の企業が１件あり、引致活動において継続中の企業が１件あり、引致活動において継続中の企業が１件あり、引致活動において継続中の企業が１件あり、引

き続きフォローしていく。また、チャレンジき続きフォローしていく。また、チャレンジき続きフォローしていく。また、チャレンジき続きフォローしていく。また、チャレンジ

サポートオフィスについては多くの方々と連サポートオフィスについては多くの方々と連サポートオフィスについては多くの方々と連サポートオフィスについては多くの方々と連

携を図りながら１社でも来ていただけるよう携を図りながら１社でも来ていただけるよう携を図りながら１社でも来ていただけるよう携を図りながら１社でも来ていただけるよう

取り組んでいくとの答弁でありました。取り組んでいくとの答弁でありました。取り組んでいくとの答弁でありました。取り組んでいくとの答弁でありました。

次に、第８款土木費については、土木管理次に、第８款土木費については、土木管理次に、第８款土木費については、土木管理次に、第８款土木費については、土木管理

費の電気料について、除雪のブロック化につ費の電気料について、除雪のブロック化につ費の電気料について、除雪のブロック化につ費の電気料について、除雪のブロック化につ

いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、

土木管理費の電気料については、市内街路灯土木管理費の電気料については、市内街路灯土木管理費の電気料については、市内街路灯土木管理費の電気料については、市内街路灯

が約１,０００万円、新設箇所の街路灯が約２が約１,０００万円、新設箇所の街路灯が約２が約１,０００万円、新設箇所の街路灯が約２が約１,０００万円、新設箇所の街路灯が約２

８万円、中央駐車場が約１７万円、コスモス８万円、中央駐車場が約１７万円、コスモス８万円、中央駐車場が約１７万円、コスモス８万円、中央駐車場が約１７万円、コスモス

通が約２００万円、道路のロードヒーティン通が約２００万円、道路のロードヒーティン通が約２００万円、道路のロードヒーティン通が約２００万円、道路のロードヒーティン

グが約６６０万円、駅前広場のロードヒーテグが約６６０万円、駅前広場のロードヒーテグが約６６０万円、駅前広場のロードヒーテグが約６６０万円、駅前広場のロードヒーテ

ィングは２００万円、融雪槽とガードポンプィングは２００万円、融雪槽とガードポンプィングは２００万円、融雪槽とガードポンプィングは２００万円、融雪槽とガードポンプ

で約２５万円など総額２,３４０万円となってで約２５万円など総額２,３４０万円となってで約２５万円など総額２,３４０万円となってで約２５万円など総額２,３４０万円となって

いる。いる。いる。いる。

除雪のブロック化については、暴風雪災害除雪のブロック化については、暴風雪災害除雪のブロック化については、暴風雪災害除雪のブロック化については、暴風雪災害

の時に市からの連絡、業者間の連絡体制がとの時に市からの連絡、業者間の連絡体制がとの時に市からの連絡、業者間の連絡体制がとの時に市からの連絡、業者間の連絡体制がと

れ、ブロック内のバックアップ体制により迅れ、ブロック内のバックアップ体制により迅れ、ブロック内のバックアップ体制により迅れ、ブロック内のバックアップ体制により迅

速に対応できたと考えている。また、ブロッ速に対応できたと考えている。また、ブロッ速に対応できたと考えている。また、ブロッ速に対応できたと考えている。また、ブロッ

クごとで責任を持ち除雪に対応していることクごとで責任を持ち除雪に対応していることクごとで責任を持ち除雪に対応していることクごとで責任を持ち除雪に対応していること

により、前年度と比較して苦情の件数も減っにより、前年度と比較して苦情の件数も減っにより、前年度と比較して苦情の件数も減っにより、前年度と比較して苦情の件数も減っ

ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。ているとの答弁がありました。

次に、第１０款教育費については、図書館次に、第１０款教育費については、図書館次に、第１０款教育費については、図書館次に、第１０款教育費については、図書館

と学校との連携について、生涯学習の推進体と学校との連携について、生涯学習の推進体と学校との連携について、生涯学習の推進体と学校との連携について、生涯学習の推進体

制について等の質疑があり、答弁といたしま制について等の質疑があり、答弁といたしま制について等の質疑があり、答弁といたしま制について等の質疑があり、答弁といたしま

して、図書館と学校の連携については、図書して、図書館と学校の連携については、図書して、図書館と学校の連携については、図書して、図書館と学校の連携については、図書

館は学校図書館のセンター的役割りを担い、館は学校図書館のセンター的役割りを担い、館は学校図書館のセンター的役割りを担い、館は学校図書館のセンター的役割りを担い、

その機能を果たし、補完的役割りを図っていその機能を果たし、補完的役割りを図っていその機能を果たし、補完的役割りを図っていその機能を果たし、補完的役割りを図ってい

くために学校図書館と連携していかなければくために学校図書館と連携していかなければくために学校図書館と連携していかなければくために学校図書館と連携していかなければ

ならない。これまで各小学校に移動図書館車ならない。これまで各小学校に移動図書館車ならない。これまで各小学校に移動図書館車ならない。これまで各小学校に移動図書館車

を巡回させ、資料の提供に努めているところを巡回させ、資料の提供に努めているところを巡回させ、資料の提供に努めているところを巡回させ、資料の提供に努めているところ

であり、小・中学校の図書館を担当する先生であり、小・中学校の図書館を担当する先生であり、小・中学校の図書館を担当する先生であり、小・中学校の図書館を担当する先生

とも年に数回情報交換を行い、選書・総合学とも年に数回情報交換を行い、選書・総合学とも年に数回情報交換を行い、選書・総合学とも年に数回情報交換を行い、選書・総合学

習等にかかわる情報の交換を行っている。平習等にかかわる情報の交換を行っている。平習等にかかわる情報の交換を行っている。平習等にかかわる情報の交換を行っている。平

成１６年度に「子ども読書活動推進計画」を成１６年度に「子ども読書活動推進計画」を成１６年度に「子ども読書活動推進計画」を成１６年度に「子ども読書活動推進計画」を

策定するので、その中で学校図書館との連携策定するので、その中で学校図書館との連携策定するので、その中で学校図書館との連携策定するので、その中で学校図書館との連携

について明らかにしていきたい。について明らかにしていきたい。について明らかにしていきたい。について明らかにしていきたい。

生涯学習の推進体制については、生涯学習生涯学習の推進体制については、生涯学習生涯学習の推進体制については、生涯学習生涯学習の推進体制については、生涯学習

の推進に向けて教育関係では学校教育・社会の推進に向けて教育関係では学校教育・社会の推進に向けて教育関係では学校教育・社会の推進に向けて教育関係では学校教育・社会

教育・社会体育があるが、地域の自立に向け教育・社会体育があるが、地域の自立に向け教育・社会体育があるが、地域の自立に向け教育・社会体育があるが、地域の自立に向け

ての生涯学習推進委員会体制については作動ての生涯学習推進委員会体制については作動ての生涯学習推進委員会体制については作動ての生涯学習推進委員会体制については作動

していないため、早急に体制についてまとめしていないため、早急に体制についてまとめしていないため、早急に体制についてまとめしていないため、早急に体制についてまとめ

ていく。庁内横断的に集約していくことが大ていく。庁内横断的に集約していくことが大ていく。庁内横断的に集約していくことが大ていく。庁内横断的に集約していくことが大

切であるが、いずれにしても市民が主役であ切であるが、いずれにしても市民が主役であ切であるが、いずれにしても市民が主役であ切であるが、いずれにしても市民が主役であ

り、市はコーディネーターとして市民活動をり、市はコーディネーターとして市民活動をり、市はコーディネーターとして市民活動をり、市はコーディネーターとして市民活動を

支援していきたいとの答弁でありました。支援していきたいとの答弁でありました。支援していきたいとの答弁でありました。支援していきたいとの答弁でありました。
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次に、第１２款公債費については、高金利次に、第１２款公債費については、高金利次に、第１２款公債費については、高金利次に、第１２款公債費については、高金利

対策等についての質疑に対し、普通会計にお対策等についての質疑に対し、普通会計にお対策等についての質疑に対し、普通会計にお対策等についての質疑に対し、普通会計にお

ける高利の地方債に対して借り換え措置はなける高利の地方債に対して借り換え措置はなける高利の地方債に対して借り換え措置はなける高利の地方債に対して借り換え措置はな

く、利率７％以上のものについて、５％を超く、利率７％以上のものについて、５％を超く、利率７％以上のものについて、５％を超く、利率７％以上のものについて、５％を超

える部分が特別交付税で措置されている。なえる部分が特別交付税で措置されている。なえる部分が特別交付税で措置されている。なえる部分が特別交付税で措置されている。な

お、下水道については、毎年借り換えを行っお、下水道については、毎年借り換えを行っお、下水道については、毎年借り換えを行っお、下水道については、毎年借り換えを行っ

ている。また、普通会計における元利償還額ている。また、普通会計における元利償還額ている。また、普通会計における元利償還額ている。また、普通会計における元利償還額

のピークは平成１６年度で、残高のピークはのピークは平成１６年度で、残高のピークはのピークは平成１６年度で、残高のピークはのピークは平成１６年度で、残高のピークは

１５年度となっているとの答弁でありました。１５年度となっているとの答弁でありました。１５年度となっているとの答弁でありました。１５年度となっているとの答弁でありました。

次に、第１３款職員費については、退職手次に、第１３款職員費については、退職手次に、第１３款職員費については、退職手次に、第１３款職員費については、退職手

当組合負担金の推移についての質疑に対し、当組合負担金の推移についての質疑に対し、当組合負担金の推移についての質疑に対し、当組合負担金の推移についての質疑に対し、

平成１３年度から１５年度に支払われた退職平成１３年度から１５年度に支払われた退職平成１３年度から１５年度に支払われた退職平成１３年度から１５年度に支払われた退職

手当金の清算にかかる特別負担金を支払うた手当金の清算にかかる特別負担金を支払うた手当金の清算にかかる特別負担金を支払うた手当金の清算にかかる特別負担金を支払うた

め、１６年度増加となった。今後退職者がふめ、１６年度増加となった。今後退職者がふめ、１６年度増加となった。今後退職者がふめ、１６年度増加となった。今後退職者がふ

えるに伴って、負担金の支払いは増加する。えるに伴って、負担金の支払いは増加する。えるに伴って、負担金の支払いは増加する。えるに伴って、負担金の支払いは増加する。

２４年度まで退職者が２けたとなり、その後２４年度まで退職者が２けたとなり、その後２４年度まで退職者が２けたとなり、その後２４年度まで退職者が２けたとなり、その後

若干減少するが、その後また増加する見込み若干減少するが、その後また増加する見込み若干減少するが、その後また増加する見込み若干減少するが、その後また増加する見込み

である。また、勧奨退職制度については、そである。また、勧奨退職制度については、そである。また、勧奨退職制度については、そである。また、勧奨退職制度については、そ

の趣旨に沿って適正に運用していくとの答弁の趣旨に沿って適正に運用していくとの答弁の趣旨に沿って適正に運用していくとの答弁の趣旨に沿って適正に運用していくとの答弁

でありました。でありました。でありました。でありました。

次に、第１４款諸支出金について、国民健次に、第１４款諸支出金について、国民健次に、第１４款諸支出金について、国民健次に、第１４款諸支出金について、国民健

康保険会計、下水道会計、病院事業会計にお康保険会計、下水道会計、病院事業会計にお康保険会計、下水道会計、病院事業会計にお康保険会計、下水道会計、病院事業会計にお

ける交付税算入額についての質疑に対し、平ける交付税算入額についての質疑に対し、平ける交付税算入額についての質疑に対し、平ける交付税算入額についての質疑に対し、平

成１５年度における交付税算入額として、国成１５年度における交付税算入額として、国成１５年度における交付税算入額として、国成１５年度における交付税算入額として、国

民健康保険会計については２億５,７００万円民健康保険会計については２億５,７００万円民健康保険会計については２億５,７００万円民健康保険会計については２億５,７００万円

程度、下水道会計については９億８,５００万程度、下水道会計については９億８,５００万程度、下水道会計については９億８,５００万程度、下水道会計については９億８,５００万

円程度、病院事業会計については普通交付税円程度、病院事業会計については普通交付税円程度、病院事業会計については普通交付税円程度、病院事業会計については普通交付税

として１億６,６００万円、特別交付税としてとして１億６,６００万円、特別交付税としてとして１億６,６００万円、特別交付税としてとして１億６,６００万円、特別交付税として

１億２,８００万円、合わせて２億９,４００１億２,８００万円、合わせて２億９,４００１億２,８００万円、合わせて２億９,４００１億２,８００万円、合わせて２億９,４００

万円程度算入されているものと考えていると万円程度算入されているものと考えていると万円程度算入されているものと考えていると万円程度算入されているものと考えていると

の答弁でありました。の答弁でありました。の答弁でありました。の答弁でありました。

次に、歳入全般についてですが、個人市民次に、歳入全般についてですが、個人市民次に、歳入全般についてですが、個人市民次に、歳入全般についてですが、個人市民

税における所得形態別の内訳についての質疑税における所得形態別の内訳についての質疑税における所得形態別の内訳についての質疑税における所得形態別の内訳についての質疑

に対し、給与所得課税額は６億３,６１３万４,に対し、給与所得課税額は６億３,６１３万４,に対し、給与所得課税額は６億３,６１３万４,に対し、給与所得課税額は６億３,６１３万４,

０００円、営業所得課税額は３,２７８万５,０００円、営業所得課税額は３,２７８万５,０００円、営業所得課税額は３,２７８万５,０００円、営業所得課税額は３,２７８万５,

０００円、農業所得課税額は２,４９４万９,０００円、農業所得課税額は２,４９４万９,０００円、農業所得課税額は２,４９４万９,０００円、農業所得課税額は２,４９４万９,

０００円、その他所得課税額は２,７８１万５,０００円、その他所得課税額は２,７８１万５,０００円、その他所得課税額は２,７８１万５,０００円、その他所得課税額は２,７８１万５,

０００円、譲渡所得課税額は８２５万３,０００００円、譲渡所得課税額は８２５万３,０００００円、譲渡所得課税額は８２５万３,０００００円、譲渡所得課税額は８２５万３,００

０円、退職所得課税額は９１５万６,０００円、０円、退職所得課税額は９１５万６,０００円、０円、退職所得課税額は９１５万６,０００円、０円、退職所得課税額は９１５万６,０００円、

合計課税額７億３,９０９万２,０００円に、合計課税額７億３,９０９万２,０００円に、合計課税額７億３,９０９万２,０００円に、合計課税額７億３,９０９万２,０００円に、

それぞれの収納率を乗じ、それから定率減税それぞれの収納率を乗じ、それから定率減税それぞれの収納率を乗じ、それから定率減税それぞれの収納率を乗じ、それから定率減税

分を除いたものを予算額として計上している分を除いたものを予算額として計上している分を除いたものを予算額として計上している分を除いたものを予算額として計上している

との答弁でありました。との答弁でありました。との答弁でありました。との答弁でありました。

次に、議案第６号平成１６年度美唄市国民次に、議案第６号平成１６年度美唄市国民次に、議案第６号平成１６年度美唄市国民次に、議案第６号平成１６年度美唄市国民

健康保険会計予算について、国保税の引き下健康保険会計予算について、国保税の引き下健康保険会計予算について、国保税の引き下健康保険会計予算について、国保税の引き下

げについて、国保税の負担割合の適正化につげについて、国保税の負担割合の適正化につげについて、国保税の負担割合の適正化につげについて、国保税の負担割合の適正化につ

いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、いて等の質疑があり、答弁といたしまして、

国保税の引き下げについては、平成２０年度国保税の引き下げについては、平成２０年度国保税の引き下げについては、平成２０年度国保税の引き下げについては、平成２０年度

までの国保会計の財政計画を作成した結果、までの国保会計の財政計画を作成した結果、までの国保会計の財政計画を作成した結果、までの国保会計の財政計画を作成した結果、

１６年度以降毎年度欠損金が発生することか１６年度以降毎年度欠損金が発生することか１６年度以降毎年度欠損金が発生することか１６年度以降毎年度欠損金が発生することか

ら、税の引き下げについては難しいと考えてら、税の引き下げについては難しいと考えてら、税の引き下げについては難しいと考えてら、税の引き下げについては難しいと考えて

いるが、国保運営協議会の意見を聴き、判断いるが、国保運営協議会の意見を聴き、判断いるが、国保運営協議会の意見を聴き、判断いるが、国保運営協議会の意見を聴き、判断

していきたい。していきたい。していきたい。していきたい。

国保税の負担割合の適正化については、資国保税の負担割合の適正化については、資国保税の負担割合の適正化については、資国保税の負担割合の適正化については、資

産割は賦課していない。賦課方式については、産割は賦課していない。賦課方式については、産割は賦課していない。賦課方式については、産割は賦課していない。賦課方式については、

３方式、４方式それぞれにおいて、議論があ３方式、４方式それぞれにおいて、議論があ３方式、４方式それぞれにおいて、議論があ３方式、４方式それぞれにおいて、議論があ

るところだが、応益割合・応能割合はほぼ均るところだが、応益割合・応能割合はほぼ均るところだが、応益割合・応能割合はほぼ均るところだが、応益割合・応能割合はほぼ均

衡が図られていると考えている。また、被保衡が図られていると考えている。また、被保衡が図られていると考えている。また、被保衡が図られていると考えている。また、被保

険者及び高齢者が増加する中、財政は厳しい険者及び高齢者が増加する中、財政は厳しい険者及び高齢者が増加する中、財政は厳しい険者及び高齢者が増加する中、財政は厳しい

状況にあるために、今後とも関係部と連携を状況にあるために、今後とも関係部と連携を状況にあるために、今後とも関係部と連携を状況にあるために、今後とも関係部と連携を

図り、保健予防にも留意しながら諸課題の検図り、保健予防にも留意しながら諸課題の検図り、保健予防にも留意しながら諸課題の検図り、保健予防にも留意しながら諸課題の検

討を行ってまいりたいとの答弁でありました。討を行ってまいりたいとの答弁でありました。討を行ってまいりたいとの答弁でありました。討を行ってまいりたいとの答弁でありました。

次に、議案第７号平成１６年度美唄市老人次に、議案第７号平成１６年度美唄市老人次に、議案第７号平成１６年度美唄市老人次に、議案第７号平成１６年度美唄市老人

保健会計予算について、本年度の医療費の見保健会計予算について、本年度の医療費の見保健会計予算について、本年度の医療費の見保健会計予算について、本年度の医療費の見

通しについての質疑に対して、昨年の医療制通しについての質疑に対して、昨年の医療制通しについての質疑に対して、昨年の医療制通しについての質疑に対して、昨年の医療制

度改正に伴い、後期高齢者として７５歳から度改正に伴い、後期高齢者として７５歳から度改正に伴い、後期高齢者として７５歳から度改正に伴い、後期高齢者として７５歳から

老人保健の適用となり、その結果として医療老人保健の適用となり、その結果として医療老人保健の適用となり、その結果として医療老人保健の適用となり、その結果として医療

費が減ったものであるとの答弁でありました。費が減ったものであるとの答弁でありました。費が減ったものであるとの答弁でありました。費が減ったものであるとの答弁でありました。
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次に、議案第８号平成１６年度美唄市下水次に、議案第８号平成１６年度美唄市下水次に、議案第８号平成１６年度美唄市下水次に、議案第８号平成１６年度美唄市下水

道会計予算について、今後の料金制定につい道会計予算について、今後の料金制定につい道会計予算について、今後の料金制定につい道会計予算について、今後の料金制定につい

て、南美唄地区の整備のあり方について等のて、南美唄地区の整備のあり方について等のて、南美唄地区の整備のあり方について等のて、南美唄地区の整備のあり方について等の

質疑があり、答弁といたしまして、今後の料質疑があり、答弁といたしまして、今後の料質疑があり、答弁といたしまして、今後の料質疑があり、答弁といたしまして、今後の料

金改定については、平成１６年度から資本費金改定については、平成１６年度から資本費金改定については、平成１６年度から資本費金改定については、平成１６年度から資本費

平準化債の対象要件の拡大という新しい制度平準化債の対象要件の拡大という新しい制度平準化債の対象要件の拡大という新しい制度平準化債の対象要件の拡大という新しい制度

が導入されることにより、一般会計からの繰が導入されることにより、一般会計からの繰が導入されることにより、一般会計からの繰が導入されることにより、一般会計からの繰

入金が少なくなると考えられ、今後この制度入金が少なくなると考えられ、今後この制度入金が少なくなると考えられ、今後この制度入金が少なくなると考えられ、今後この制度

を活用し、長期財政計画の見直しを行った上を活用し、長期財政計画の見直しを行った上を活用し、長期財政計画の見直しを行った上を活用し、長期財政計画の見直しを行った上

で財政状況等をかんがみながら、料金改定ので財政状況等をかんがみながら、料金改定ので財政状況等をかんがみながら、料金改定ので財政状況等をかんがみながら、料金改定の

時期について判断していきたい。また、今後時期について判断していきたい。また、今後時期について判断していきたい。また、今後時期について判断していきたい。また、今後

においても自主財源の増収、コスト縮減等経においても自主財源の増収、コスト縮減等経においても自主財源の増収、コスト縮減等経においても自主財源の増収、コスト縮減等経

費の節減に努め、経営の安定化を図っていき費の節減に努め、経営の安定化を図っていき費の節減に努め、経営の安定化を図っていき費の節減に努め、経営の安定化を図っていき

たい。たい。たい。たい。

また、南美唄地区の整備のあり方についてまた、南美唄地区の整備のあり方についてまた、南美唄地区の整備のあり方についてまた、南美唄地区の整備のあり方について

は、道との協議により見直した計画に基づき、は、道との協議により見直した計画に基づき、は、道との協議により見直した計画に基づき、は、道との協議により見直した計画に基づき、

各町内会に説明会、さらにはアンケート調査各町内会に説明会、さらにはアンケート調査各町内会に説明会、さらにはアンケート調査各町内会に説明会、さらにはアンケート調査

等を実施し、地域住民の意見も聞きながら今等を実施し、地域住民の意見も聞きながら今等を実施し、地域住民の意見も聞きながら今等を実施し、地域住民の意見も聞きながら今

後検討していきたいとの答弁でありました。後検討していきたいとの答弁でありました。後検討していきたいとの答弁でありました。後検討していきたいとの答弁でありました。

次に、議案第９号平成１６年度美唄市土地次に、議案第９号平成１６年度美唄市土地次に、議案第９号平成１６年度美唄市土地次に、議案第９号平成１６年度美唄市土地

区画整理事業会計予算について、事業の進捗区画整理事業会計予算について、事業の進捗区画整理事業会計予算について、事業の進捗区画整理事業会計予算について、事業の進捗

状況について、事業完了後の会計処理につい状況について、事業完了後の会計処理につい状況について、事業完了後の会計処理につい状況について、事業完了後の会計処理につい

て等の質疑があり、答弁といたしまして、事て等の質疑があり、答弁といたしまして、事て等の質疑があり、答弁といたしまして、事て等の質疑があり、答弁といたしまして、事

業の進捗状況については、工事の状況は地元業の進捗状況については、工事の状況は地元業の進捗状況については、工事の状況は地元業の進捗状況については、工事の状況は地元

説明会等で周知するほか、アンダーパスの完説明会等で周知するほか、アンダーパスの完説明会等で周知するほか、アンダーパスの完説明会等で周知するほか、アンダーパスの完

成予想図の設置などを考えていきたい。また、成予想図の設置などを考えていきたい。また、成予想図の設置などを考えていきたい。また、成予想図の設置などを考えていきたい。また、

工期の短縮については、６カ月にこだわらず工期の短縮については、６カ月にこだわらず工期の短縮については、６カ月にこだわらず工期の短縮については、６カ月にこだわらず

ＪＲに要請していきたい。ＪＲに要請していきたい。ＪＲに要請していきたい。ＪＲに要請していきたい。

事業完了後の会計処理については、他の公事業完了後の会計処理については、他の公事業完了後の会計処理については、他の公事業完了後の会計処理については、他の公

共事業と比較して大規模となることから、市共事業と比較して大規模となることから、市共事業と比較して大規模となることから、市共事業と比較して大規模となることから、市

民及び議会に対し、収支の状況や事業の内容民及び議会に対し、収支の状況や事業の内容民及び議会に対し、収支の状況や事業の内容民及び議会に対し、収支の状況や事業の内容

を明らかにするために、平成５年度から特別を明らかにするために、平成５年度から特別を明らかにするために、平成５年度から特別を明らかにするために、平成５年度から特別

会計とした。この事業の終了後においては、会計とした。この事業の終了後においては、会計とした。この事業の終了後においては、会計とした。この事業の終了後においては、

公債費の元利償還などは、一般会計に引き継公債費の元利償還などは、一般会計に引き継公債費の元利償還などは、一般会計に引き継公債費の元利償還などは、一般会計に引き継

ぐこととしているとの答弁でありました。ぐこととしているとの答弁でありました。ぐこととしているとの答弁でありました。ぐこととしているとの答弁でありました。

次に、議案第１０号平成１６年度美唄市介次に、議案第１０号平成１６年度美唄市介次に、議案第１０号平成１６年度美唄市介次に、議案第１０号平成１６年度美唄市介

護保険会計予算について、特別養護老人ホー護保険会計予算について、特別養護老人ホー護保険会計予算について、特別養護老人ホー護保険会計予算について、特別養護老人ホー

ムの入所状況についての質疑に対して、近郊ムの入所状況についての質疑に対して、近郊ムの入所状況についての質疑に対して、近郊ムの入所状況についての質疑に対して、近郊

の特別養護老人ホームはそれぞれ満床となっの特別養護老人ホームはそれぞれ満床となっの特別養護老人ホームはそれぞれ満床となっの特別養護老人ホームはそれぞれ満床となっ

ており、入所待機者が多いが、重度の希望者ており、入所待機者が多いが、重度の希望者ており、入所待機者が多いが、重度の希望者ており、入所待機者が多いが、重度の希望者

に対する優先入所の措置により緩和されてきに対する優先入所の措置により緩和されてきに対する優先入所の措置により緩和されてきに対する優先入所の措置により緩和されてき

ている。また、特養の施設整備は、北海道のている。また、特養の施設整備は、北海道のている。また、特養の施設整備は、北海道のている。また、特養の施設整備は、北海道の

第２期計画期間の中で３１床を確保し、平成第２期計画期間の中で３１床を確保し、平成第２期計画期間の中で３１床を確保し、平成第２期計画期間の中で３１床を確保し、平成

１９年度までの期間に整備の方向であるが、１９年度までの期間に整備の方向であるが、１９年度までの期間に整備の方向であるが、１９年度までの期間に整備の方向であるが、

今後のサービスのあり方を考慮した場合、個今後のサービスのあり方を考慮した場合、個今後のサービスのあり方を考慮した場合、個今後のサービスのあり方を考慮した場合、個

室、ユニットサービスに転換されていくので、室、ユニットサービスに転換されていくので、室、ユニットサービスに転換されていくので、室、ユニットサービスに転換されていくので、

動向を踏まえ、整備の検討を慎重に進めてい動向を踏まえ、整備の検討を慎重に進めてい動向を踏まえ、整備の検討を慎重に進めてい動向を踏まえ、整備の検討を慎重に進めてい

きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。

次に、議案第１１号平成１６年度美唄市介次に、議案第１１号平成１６年度美唄市介次に、議案第１１号平成１６年度美唄市介次に、議案第１１号平成１６年度美唄市介

護保険サービス事業について、恵祥園の民営護保険サービス事業について、恵祥園の民営護保険サービス事業について、恵祥園の民営護保険サービス事業について、恵祥園の民営

化についての質疑に対し、財政面などから検化についての質疑に対し、財政面などから検化についての質疑に対し、財政面などから検化についての質疑に対し、財政面などから検

討委員会の中でも恵風園・恵祥園をセットで討委員会の中でも恵風園・恵祥園をセットで討委員会の中でも恵風園・恵祥園をセットで討委員会の中でも恵風園・恵祥園をセットで

民営化することを基本的な考え方としている。民営化することを基本的な考え方としている。民営化することを基本的な考え方としている。民営化することを基本的な考え方としている。

また、平成１５年度から１９年度の間が新たまた、平成１５年度から１９年度の間が新たまた、平成１５年度から１９年度の間が新たまた、平成１５年度から１９年度の間が新た

な施設の増床の期限となっており、民営化にな施設の増床の期限となっており、民営化にな施設の増床の期限となっており、民営化にな施設の増床の期限となっており、民営化に

ついて、基本的には今年度内を目標に努力しついて、基本的には今年度内を目標に努力しついて、基本的には今年度内を目標に努力しついて、基本的には今年度内を目標に努力し

ているが、できるだけ早い時期に委員会としているが、できるだけ早い時期に委員会としているが、できるだけ早い時期に委員会としているが、できるだけ早い時期に委員会とし

ての方向性を出すこととしていきたいとの答ての方向性を出すこととしていきたいとの答ての方向性を出すこととしていきたいとの答ての方向性を出すこととしていきたいとの答

弁でありました。弁でありました。弁でありました。弁でありました。

次に、議案第１２号平成１６年度市立美唄次に、議案第１２号平成１６年度市立美唄次に、議案第１２号平成１６年度市立美唄次に、議案第１２号平成１６年度市立美唄

病院事業会計予算について、院長の経営方針病院事業会計予算について、院長の経営方針病院事業会計予算について、院長の経営方針病院事業会計予算について、院長の経営方針

について、患者数等の算定根拠について、医について、患者数等の算定根拠について、医について、患者数等の算定根拠について、医について、患者数等の算定根拠について、医

療体制の構築について等の質疑があり、答弁療体制の構築について等の質疑があり、答弁療体制の構築について等の質疑があり、答弁療体制の構築について等の質疑があり、答弁

といたしまして、院長の経営方針については、といたしまして、院長の経営方針については、といたしまして、院長の経営方針については、といたしまして、院長の経営方針については、

自治体病院として地域医療の確保が使命であ自治体病院として地域医療の確保が使命であ自治体病院として地域医療の確保が使命であ自治体病院として地域医療の確保が使命であ

り、職員一丸体制の中で進めていきたいとのり、職員一丸体制の中で進めていきたいとのり、職員一丸体制の中で進めていきたいとのり、職員一丸体制の中で進めていきたいとの

方針である。方針である。方針である。方針である。

患者数等の算定根拠については、各診療科患者数等の算定根拠については、各診療科患者数等の算定根拠については、各診療科患者数等の算定根拠については、各診療科
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の医師から、目標とする数値の提出を受け、の医師から、目標とする数値の提出を受け、の医師から、目標とする数値の提出を受け、の医師から、目標とする数値の提出を受け、

院長と事務局との協議の中で必要な調整を行院長と事務局との協議の中で必要な調整を行院長と事務局との協議の中で必要な調整を行院長と事務局との協議の中で必要な調整を行

った。った。った。った。

医療体制の構築については、よりよい医療医療体制の構築については、よりよい医療医療体制の構築については、よりよい医療医療体制の構築については、よりよい医療

体制のために院長をはじめ、職員一体となっ体制のために院長をはじめ、職員一体となっ体制のために院長をはじめ、職員一体となっ体制のために院長をはじめ、職員一体となっ

た取り組みが必要と考えられる。また、医師た取り組みが必要と考えられる。また、医師た取り組みが必要と考えられる。また、医師た取り組みが必要と考えられる。また、医師

の確保に向けては、これからも最善の努力をの確保に向けては、これからも最善の努力をの確保に向けては、これからも最善の努力をの確保に向けては、これからも最善の努力を

していきたいとの答弁がありました。していきたいとの答弁がありました。していきたいとの答弁がありました。していきたいとの答弁がありました。

次に、議案第１３号平成１６年度美唄市水次に、議案第１３号平成１６年度美唄市水次に、議案第１３号平成１６年度美唄市水次に、議案第１３号平成１６年度美唄市水

道事業会計予算について、配水管の改良につ道事業会計予算について、配水管の改良につ道事業会計予算について、配水管の改良につ道事業会計予算について、配水管の改良につ

いて、水道料金の改定について等の質疑があいて、水道料金の改定について等の質疑があいて、水道料金の改定について等の質疑があいて、水道料金の改定について等の質疑があ

り、答弁といたしまして、配水管の改良につり、答弁といたしまして、配水管の改良につり、答弁といたしまして、配水管の改良につり、答弁といたしまして、配水管の改良につ

いては、耐用年数の経過とともに石綿セメンいては、耐用年数の経過とともに石綿セメンいては、耐用年数の経過とともに石綿セメンいては、耐用年数の経過とともに石綿セメン

ト管を主体に旧鋳鉄管、塩化ビニール管等をト管を主体に旧鋳鉄管、塩化ビニール管等をト管を主体に旧鋳鉄管、塩化ビニール管等をト管を主体に旧鋳鉄管、塩化ビニール管等を

対象として考え、これらのうちの漏水頻度の対象として考え、これらのうちの漏水頻度の対象として考え、これらのうちの漏水頻度の対象として考え、これらのうちの漏水頻度の

多い路線、赤水の発生・水質に影響のある路多い路線、赤水の発生・水質に影響のある路多い路線、赤水の発生・水質に影響のある路多い路線、赤水の発生・水質に影響のある路

線、農村地区で耕作地内に布設しているもの線、農村地区で耕作地内に布設しているもの線、農村地区で耕作地内に布設しているもの線、農村地区で耕作地内に布設しているもの

等、安定供給を図る重要路線を優先に行って等、安定供給を図る重要路線を優先に行って等、安定供給を図る重要路線を優先に行って等、安定供給を図る重要路線を優先に行って

いる。なお、今後の配水管の改良については、いる。なお、今後の配水管の改良については、いる。なお、今後の配水管の改良については、いる。なお、今後の配水管の改良については、

老朽管を中心に引き続き進めていきたい。老朽管を中心に引き続き進めていきたい。老朽管を中心に引き続き進めていきたい。老朽管を中心に引き続き進めていきたい。

水道料金の改定については、これまで浄水水道料金の改定については、これまで浄水水道料金の改定については、これまで浄水水道料金の改定については、これまで浄水

場の委託等、経費の節減に努めているが、企場の委託等、経費の節減に努めているが、企場の委託等、経費の節減に努めているが、企場の委託等、経費の節減に努めているが、企

業債の償還がふえ、平成２０年には不良債務業債の償還がふえ、平成２０年には不良債務業債の償還がふえ、平成２０年には不良債務業債の償還がふえ、平成２０年には不良債務

の発生が予想されるため、料金改定が必要にの発生が予想されるため、料金改定が必要にの発生が予想されるため、料金改定が必要にの発生が予想されるため、料金改定が必要に

なるとの答弁でありました。なるとの答弁でありました。なるとの答弁でありました。なるとの答弁でありました。

次に、議案第１４号平成１６年度美唄市工次に、議案第１４号平成１６年度美唄市工次に、議案第１４号平成１６年度美唄市工次に、議案第１４号平成１６年度美唄市工

業用水道事業会計予算について、工業用水道業用水道事業会計予算について、工業用水道業用水道事業会計予算について、工業用水道業用水道事業会計予算について、工業用水道

事業の見直しについての質疑に対し、工業用事業の見直しについての質疑に対し、工業用事業の見直しについての質疑に対し、工業用事業の見直しについての質疑に対し、工業用

水道事業の廃止・見直しに当たっては水利権水道事業の廃止・見直しに当たっては水利権水道事業の廃止・見直しに当たっては水利権水道事業の廃止・見直しに当たっては水利権

の問題、工業用水道・上水道で負担をしていの問題、工業用水道・上水道で負担をしていの問題、工業用水道・上水道で負担をしていの問題、工業用水道・上水道で負担をしてい

る費用が全額上水道負担になる、工業用水道る費用が全額上水道負担になる、工業用水道る費用が全額上水道負担になる、工業用水道る費用が全額上水道負担になる、工業用水道

の水源を上水道で使用するにしても、配水池の水源を上水道で使用するにしても、配水池の水源を上水道で使用するにしても、配水池の水源を上水道で使用するにしても、配水池

等の新設が必要になる等、数々の問題があり、等の新設が必要になる等、数々の問題があり、等の新設が必要になる等、数々の問題があり、等の新設が必要になる等、数々の問題があり、

今後、これらの問題について十分検討してい今後、これらの問題について十分検討してい今後、これらの問題について十分検討してい今後、これらの問題について十分検討してい

きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。きたいとの答弁でありました。

次に、一括総括質疑に入り、一般会計に対次に、一括総括質疑に入り、一般会計に対次に、一括総括質疑に入り、一般会計に対次に、一括総括質疑に入り、一般会計に対

して、まちづくりに対する認識についてなどして、まちづくりに対する認識についてなどして、まちづくりに対する認識についてなどして、まちづくりに対する認識についてなど

の質疑があり、答弁といたしまして、行政運の質疑があり、答弁といたしまして、行政運の質疑があり、答弁といたしまして、行政運の質疑があり、答弁といたしまして、行政運

営が特に厳しい今日の情況で自立したまちづ営が特に厳しい今日の情況で自立したまちづ営が特に厳しい今日の情況で自立したまちづ営が特に厳しい今日の情況で自立したまちづ

くりを進めていくことは、これまで経験したくりを進めていくことは、これまで経験したくりを進めていくことは、これまで経験したくりを進めていくことは、これまで経験した

ことのない厳しい選択や決断が迫られていることのない厳しい選択や決断が迫られていることのない厳しい選択や決断が迫られていることのない厳しい選択や決断が迫られている

と考えている。この厳しい状況を打破し、個と考えている。この厳しい状況を打破し、個と考えている。この厳しい状況を打破し、個と考えている。この厳しい状況を打破し、個

性豊かで活力に満ちたまちづくりを進めてい性豊かで活力に満ちたまちづくりを進めてい性豊かで活力に満ちたまちづくりを進めてい性豊かで活力に満ちたまちづくりを進めてい

くためには、市民の皆さんとさまざまな情報くためには、市民の皆さんとさまざまな情報くためには、市民の皆さんとさまざまな情報くためには、市民の皆さんとさまざまな情報

を共有しあい、政策決定過程に参加をしていを共有しあい、政策決定過程に参加をしていを共有しあい、政策決定過程に参加をしていを共有しあい、政策決定過程に参加をしてい

ただくとともに、市役所という組織がフルにただくとともに、市役所という組織がフルにただくとともに、市役所という組織がフルにただくとともに、市役所という組織がフルに

機能し、私と職員が共通の政策目標に向かっ機能し、私と職員が共通の政策目標に向かっ機能し、私と職員が共通の政策目標に向かっ機能し、私と職員が共通の政策目標に向かっ

て最大限の努力をすることが全体の認識を１て最大限の努力をすることが全体の認識を１て最大限の努力をすることが全体の認識を１て最大限の努力をすることが全体の認識を１

つにし、これをなし遂げることで喜びも悲しつにし、これをなし遂げることで喜びも悲しつにし、これをなし遂げることで喜びも悲しつにし、これをなし遂げることで喜びも悲し

みも共有することにつながっていくと確信しみも共有することにつながっていくと確信しみも共有することにつながっていくと確信しみも共有することにつながっていくと確信し

ており、その先頭に立つことが、市民から負ており、その先頭に立つことが、市民から負ており、その先頭に立つことが、市民から負ており、その先頭に立つことが、市民から負

託された私の使命である。この使命を果たす託された私の使命である。この使命を果たす託された私の使命である。この使命を果たす託された私の使命である。この使命を果たす

ために、私と職員が一層信頼し、信頼されるために、私と職員が一層信頼し、信頼されるために、私と職員が一層信頼し、信頼されるために、私と職員が一層信頼し、信頼される

関係を固めながら、共通の目標に向かって心関係を固めながら、共通の目標に向かって心関係を固めながら、共通の目標に向かって心関係を固めながら、共通の目標に向かって心

を１つにして、自立したまちを次の世代に引を１つにして、自立したまちを次の世代に引を１つにして、自立したまちを次の世代に引を１つにして、自立したまちを次の世代に引

き継ぐという強い執念を持って、あらゆる困き継ぐという強い執念を持って、あらゆる困き継ぐという強い執念を持って、あらゆる困き継ぐという強い執念を持って、あらゆる困

難に立ち向かっていく決意であるとの答弁で難に立ち向かっていく決意であるとの答弁で難に立ち向かっていく決意であるとの答弁で難に立ち向かっていく決意であるとの答弁で

ありました。ありました。ありました。ありました。

なお、議案第５号平成１６年度美唄市民バなお、議案第５号平成１６年度美唄市民バなお、議案第５号平成１６年度美唄市民バなお、議案第５号平成１６年度美唄市民バ

ス会計予算については質疑はありませんでしス会計予算については質疑はありませんでしス会計予算については質疑はありませんでしス会計予算については質疑はありませんでし

た。た。た。た。

以上の経過から、議案第４号、議案第６号以上の経過から、議案第４号、議案第６号以上の経過から、議案第４号、議案第６号以上の経過から、議案第４号、議案第６号

及び議案第７号については異議がありました及び議案第７号については異議がありました及び議案第７号については異議がありました及び議案第７号については異議がありました

ので、起立採決の結果、原案のとおり可決すので、起立採決の結果、原案のとおり可決すので、起立採決の結果、原案のとおり可決すので、起立採決の結果、原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。べきものと決定いたしました。べきものと決定いたしました。べきものと決定いたしました。

また、議案第３８号ないし議案第４０号、また、議案第３８号ないし議案第４０号、また、議案第３８号ないし議案第４０号、また、議案第３８号ないし議案第４０号、

議案第５号、議案第８号ないし議案第１４号議案第５号、議案第８号ないし議案第１４号議案第５号、議案第８号ないし議案第１４号議案第５号、議案第８号ないし議案第１４号

については、原案のとおり可決すべきものとについては、原案のとおり可決すべきものとについては、原案のとおり可決すべきものとについては、原案のとおり可決すべきものと
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決定いたしました。決定いたしました。決定いたしました。決定いたしました。

何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき何とぞ本委員会の決定どおり承認いただき

ますようお願い申し上げまして報告を終わりますようお願い申し上げまして報告を終わりますようお願い申し上げまして報告を終わりますようお願い申し上げまして報告を終わり

ます。ます。ます。ます。

●議長中西勇夫君 次に、報告第６号市町村●議長中西勇夫君 次に、報告第６号市町村●議長中西勇夫君 次に、報告第６号市町村●議長中西勇夫君 次に、報告第６号市町村

合併問題等調査特別委員会報告について、紫合併問題等調査特別委員会報告について、紫合併問題等調査特別委員会報告について、紫合併問題等調査特別委員会報告について、紫

藤市町村合併問題等調査特別委員長。藤市町村合併問題等調査特別委員長。藤市町村合併問題等調査特別委員長。藤市町村合併問題等調査特別委員長。

●市町村合併問題等調査特別委員会委員長紫●市町村合併問題等調査特別委員会委員長紫●市町村合併問題等調査特別委員会委員長紫●市町村合併問題等調査特別委員会委員長紫

藤政則君（登壇） ただいま議題となりまし藤政則君（登壇） ただいま議題となりまし藤政則君（登壇） ただいま議題となりまし藤政則君（登壇） ただいま議題となりまし

た報告第６号市町村合併問題等調査特別委員た報告第６号市町村合併問題等調査特別委員た報告第６号市町村合併問題等調査特別委員た報告第６号市町村合併問題等調査特別委員

会報告について申し上げます。会報告について申し上げます。会報告について申し上げます。会報告について申し上げます。

市町村合併問題等調査特別委員会の調査の市町村合併問題等調査特別委員会の調査の市町村合併問題等調査特別委員会の調査の市町村合併問題等調査特別委員会の調査の

経過及び結果について、平成１５年第３回定経過及び結果について、平成１５年第３回定経過及び結果について、平成１５年第３回定経過及び結果について、平成１５年第３回定

例会において中間報告をいたしました以後の例会において中間報告をいたしました以後の例会において中間報告をいたしました以後の例会において中間報告をいたしました以後の

概要をご報告申し上げます。概要をご報告申し上げます。概要をご報告申し上げます。概要をご報告申し上げます。

９月２２日、市町村合併に関する取り組み９月２２日、市町村合併に関する取り組み９月２２日、市町村合併に関する取り組み９月２２日、市町村合併に関する取り組み

経過として、６市町村による空知中央地域任経過として、６市町村による空知中央地域任経過として、６市町村による空知中央地域任経過として、６市町村による空知中央地域任

意合併協議会設立に至る経過、また今後のス意合併協議会設立に至る経過、また今後のス意合併協議会設立に至る経過、また今後のス意合併協議会設立に至る経過、また今後のス

ケジュールについて理事者に説明を求めましケジュールについて理事者に説明を求めましケジュールについて理事者に説明を求めましケジュールについて理事者に説明を求めまし

た。た。た。た。

１０月３日及び１４日、理事会を招集、美１０月３日及び１４日、理事会を招集、美１０月３日及び１４日、理事会を招集、美１０月３日及び１４日、理事会を招集、美

唄市の自立プランが市民に配布されることに唄市の自立プランが市民に配布されることに唄市の自立プランが市民に配布されることに唄市の自立プランが市民に配布されることに

伴い、議会として、議員定数・議員報酬・議伴い、議会として、議員定数・議員報酬・議伴い、議会として、議員定数・議員報酬・議伴い、議会として、議員定数・議員報酬・議

会費のあり方について議論をし、市民に示す会費のあり方について議論をし、市民に示す会費のあり方について議論をし、市民に示す会費のあり方について議論をし、市民に示す

ことが確認され、その方法として議会独自にことが確認され、その方法として議会独自にことが確認され、その方法として議会独自にことが確認され、その方法として議会独自に

よる美唄市議会市町村合併問題等調査特別委よる美唄市議会市町村合併問題等調査特別委よる美唄市議会市町村合併問題等調査特別委よる美唄市議会市町村合併問題等調査特別委

員会報告を発行することになりました。員会報告を発行することになりました。員会報告を発行することになりました。員会報告を発行することになりました。

また、議会報告の配布方法についても市のまた、議会報告の配布方法についても市のまた、議会報告の配布方法についても市のまた、議会報告の配布方法についても市の

自立プランの配布・まちづくり地区懇談会等自立プランの配布・まちづくり地区懇談会等自立プランの配布・まちづくり地区懇談会等自立プランの配布・まちづくり地区懇談会等

の日程に合わせ、それぞれの地域の広報担当の日程に合わせ、それぞれの地域の広報担当の日程に合わせ、それぞれの地域の広報担当の日程に合わせ、それぞれの地域の広報担当

者に各議員から議会報告の配布依頼をするこ者に各議員から議会報告の配布依頼をするこ者に各議員から議会報告の配布依頼をするこ者に各議員から議会報告の配布依頼をするこ

とになりました。とになりました。とになりました。とになりました。

１０月２０日、空知中央地域新市将来構想１０月２０日、空知中央地域新市将来構想１０月２０日、空知中央地域新市将来構想１０月２０日、空知中央地域新市将来構想

ダイジェスト版及び美唄市自立の基本方向にダイジェスト版及び美唄市自立の基本方向にダイジェスト版及び美唄市自立の基本方向にダイジェスト版及び美唄市自立の基本方向に

ついて、理事者から発言がありました。ついて、理事者から発言がありました。ついて、理事者から発言がありました。ついて、理事者から発言がありました。

さらに、市長からは、現時点で美唄市としさらに、市長からは、現時点で美唄市としさらに、市長からは、現時点で美唄市としさらに、市長からは、現時点で美唄市とし

て自立の道を選択する判断をした発言があり、て自立の道を選択する判断をした発言があり、て自立の道を選択する判断をした発言があり、て自立の道を選択する判断をした発言があり、

また最終的にはあくまでも市民の皆さんに空また最終的にはあくまでも市民の皆さんに空また最終的にはあくまでも市民の皆さんに空また最終的にはあくまでも市民の皆さんに空

知中央地域新市将来構想ダイジェスト版と美知中央地域新市将来構想ダイジェスト版と美知中央地域新市将来構想ダイジェスト版と美知中央地域新市将来構想ダイジェスト版と美

唄市の自立プランを示して判断していただく唄市の自立プランを示して判断していただく唄市の自立プランを示して判断していただく唄市の自立プランを示して判断していただく

という発言もあわせてありました。という発言もあわせてありました。という発言もあわせてありました。という発言もあわせてありました。

１０月３１日、空知中央地域新市将来構想１０月３１日、空知中央地域新市将来構想１０月３１日、空知中央地域新市将来構想１０月３１日、空知中央地域新市将来構想

ダイジェスト版・美唄市自立のシナリオ（市ダイジェスト版・美唄市自立のシナリオ（市ダイジェスト版・美唄市自立のシナリオ（市ダイジェスト版・美唄市自立のシナリオ（市

町村合併に関する取り組みの経過・今後のス町村合併に関する取り組みの経過・今後のス町村合併に関する取り組みの経過・今後のス町村合併に関する取り組みの経過・今後のス

ケジュール・市町村合併に関するアンケートケジュール・市町村合併に関するアンケートケジュール・市町村合併に関するアンケートケジュール・市町村合併に関するアンケート

調査資料）について理事者に説明を求めまし調査資料）について理事者に説明を求めまし調査資料）について理事者に説明を求めまし調査資料）について理事者に説明を求めまし

た。た。た。た。

次に、議会報告配付の割り振り・日程につ次に、議会報告配付の割り振り・日程につ次に、議会報告配付の割り振り・日程につ次に、議会報告配付の割り振り・日程につ

いて、編集委員会で協議することに確認されいて、編集委員会で協議することに確認されいて、編集委員会で協議することに確認されいて、編集委員会で協議することに確認され

ました。ました。ました。ました。

１１月４日、議会報告の記載内容等につい１１月４日、議会報告の記載内容等につい１１月４日、議会報告の記載内容等につい１１月４日、議会報告の記載内容等につい

て編集委員長から説明、また全戸配布・配布て編集委員長から説明、また全戸配布・配布て編集委員長から説明、また全戸配布・配布て編集委員長から説明、また全戸配布・配布

日程等について確認、了承されました。日程等について確認、了承されました。日程等について確認、了承されました。日程等について確認、了承されました。

１２月１１日、１１月１４日から２２日ま１２月１１日、１１月１４日から２２日ま１２月１１日、１１月１４日から２２日ま１２月１１日、１１月１４日から２２日ま

でまちづくり地区懇談会が開催され、そのまでまちづくり地区懇談会が開催され、そのまでまちづくり地区懇談会が開催され、そのまでまちづくり地区懇談会が開催され、そのま

ちづくり懇談会に議長・市町村合併問題等調ちづくり懇談会に議長・市町村合併問題等調ちづくり懇談会に議長・市町村合併問題等調ちづくり懇談会に議長・市町村合併問題等調

査特別委員長が出席。査特別委員長が出席。査特別委員長が出席。査特別委員長が出席。

また、まちづくり懇談会の質疑応答が市のまた、まちづくり懇談会の質疑応答が市のまた、まちづくり懇談会の質疑応答が市のまた、まちづくり懇談会の質疑応答が市の

ホームページに掲載された資料、市町村合併ホームページに掲載された資料、市町村合併ホームページに掲載された資料、市町村合併ホームページに掲載された資料、市町村合併

に関するアンケート調査結果報告書がそれぞに関するアンケート調査結果報告書がそれぞに関するアンケート調査結果報告書がそれぞに関するアンケート調査結果報告書がそれぞ

れ資料として提出、１１月４日以降の市町村れ資料として提出、１１月４日以降の市町村れ資料として提出、１１月４日以降の市町村れ資料として提出、１１月４日以降の市町村

合併の取り組み経過について理事者から説明合併の取り組み経過について理事者から説明合併の取り組み経過について理事者から説明合併の取り組み経過について理事者から説明

を受けました。を受けました。を受けました。を受けました。

次に、議会として懸案であった議員定数に次に、議会として懸案であった議員定数に次に、議会として懸案であった議員定数に次に、議会として懸案であった議員定数に

ついては、次期改選期から１６名。議員の年ついては、次期改選期から１６名。議員の年ついては、次期改選期から１６名。議員の年ついては、次期改選期から１６名。議員の年

報酬については平成１６年度から今任期中４報酬については平成１６年度から今任期中４報酬については平成１６年度から今任期中４報酬については平成１６年度から今任期中４

％引き下げる。％引き下げる。％引き下げる。％引き下げる。

なお、政務調査費、選挙費用の公費負担になお、政務調査費、選挙費用の公費負担になお、政務調査費、選挙費用の公費負担になお、政務調査費、選挙費用の公費負担に
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ついて、今後引き続き検討する。ついて、今後引き続き検討する。ついて、今後引き続き検討する。ついて、今後引き続き検討する。

以上の点について、全委員から異議なく了以上の点について、全委員から異議なく了以上の点について、全委員から異議なく了以上の点について、全委員から異議なく了

承されました。承されました。承されました。承されました。

３月１２日、美唄市として自立に向かう自３月１２日、美唄市として自立に向かう自３月１２日、美唄市として自立に向かう自３月１２日、美唄市として自立に向かう自

立推進計画、財政状況等について、理事者に立推進計画、財政状況等について、理事者に立推進計画、財政状況等について、理事者に立推進計画、財政状況等について、理事者に

説明を求めました。説明を求めました。説明を求めました。説明を求めました。

以上の結果から、本特別委員会の所期の目以上の結果から、本特別委員会の所期の目以上の結果から、本特別委員会の所期の目以上の結果から、本特別委員会の所期の目

的が達成されたものと判断し、平成１６年第的が達成されたものと判断し、平成１６年第的が達成されたものと判断し、平成１６年第的が達成されたものと判断し、平成１６年第

１回定例会をもって、その調査活動を終了す１回定例会をもって、その調査活動を終了す１回定例会をもって、その調査活動を終了す１回定例会をもって、その調査活動を終了す

ることに決定した次第であります。ることに決定した次第であります。ることに決定した次第であります。ることに決定した次第であります。

何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ何とぞ本委員会の決定どおりご承認いただ

きますようお願い申し上げます。きますようお願い申し上げます。きますようお願い申し上げます。きますようお願い申し上げます。

●議長中西勇夫君 これより議案第１６号な●議長中西勇夫君 これより議案第１６号な●議長中西勇夫君 これより議案第１６号な●議長中西勇夫君 これより議案第１６号な

いし議案第２４号の以上９件について一括質いし議案第２４号の以上９件について一括質いし議案第２４号の以上９件について一括質いし議案第２４号の以上９件について一括質

疑を行います。疑を行います。疑を行います。疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第１６号美唄市体験交流施設議案第１６号美唄市体験交流施設議案第１６号美唄市体験交流施設議案第１６号美唄市体験交流施設よって、よって、よって、よって、

条例制定の件 議案第２４号美唄市火災条例制定の件 議案第２４号美唄市火災条例制定の件 議案第２４号美唄市火災条例制定の件 議案第２４号美唄市火災ないしないしないしないし

の以上９件についての以上９件についての以上９件についての以上９件について予防条例の一部改正の件予防条例の一部改正の件予防条例の一部改正の件予防条例の一部改正の件

は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。

これより議案第２５号ないし議案第２９号これより議案第２５号ないし議案第２９号これより議案第２５号ないし議案第２９号これより議案第２５号ないし議案第２９号

の以上５件について一括質疑を行います。の以上５件について一括質疑を行います。の以上５件について一括質疑を行います。の以上５件について一括質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第２５号美唄市手数料徴収条議案第２５号美唄市手数料徴収条議案第２５号美唄市手数料徴収条議案第２５号美唄市手数料徴収条よって、よって、よって、よって、

例の一部改正の件 議案第２９号美唄市例の一部改正の件 議案第２９号美唄市例の一部改正の件 議案第２９号美唄市例の一部改正の件 議案第２９号美唄市ないしないしないしないし

の以上５件にの以上５件にの以上５件にの以上５件に支援費制度条例の一部改正の件支援費制度条例の一部改正の件支援費制度条例の一部改正の件支援費制度条例の一部改正の件

ついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されまし

た。た。た。た。

これより議案第３０号について質疑を行いこれより議案第３０号について質疑を行いこれより議案第３０号について質疑を行いこれより議案第３０号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

１番吉岡文子君。１番吉岡文子君。１番吉岡文子君。１番吉岡文子君。

●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と

なりました議案第３０号美唄市老人バス料金なりました議案第３０号美唄市老人バス料金なりました議案第３０号美唄市老人バス料金なりました議案第３０号美唄市老人バス料金

助成条例廃止の件について、日本共産党議員助成条例廃止の件について、日本共産党議員助成条例廃止の件について、日本共産党議員助成条例廃止の件について、日本共産党議員

団を代表して討論に参加いたします。団を代表して討論に参加いたします。団を代表して討論に参加いたします。団を代表して討論に参加いたします。

まず、結論から申し上げまして、私の立場まず、結論から申し上げまして、私の立場まず、結論から申し上げまして、私の立場まず、結論から申し上げまして、私の立場

は老人バス料金助成条例廃止に反対でありまは老人バス料金助成条例廃止に反対でありまは老人バス料金助成条例廃止に反対でありまは老人バス料金助成条例廃止に反対でありま

す。す。す。す。

以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。

今日、小泉内閣の国民生活破壊の政治姿勢今日、小泉内閣の国民生活破壊の政治姿勢今日、小泉内閣の国民生活破壊の政治姿勢今日、小泉内閣の国民生活破壊の政治姿勢

のもとで、あらゆる年代の国民が生活の苦しのもとで、あらゆる年代の国民が生活の苦しのもとで、あらゆる年代の国民が生活の苦しのもとで、あらゆる年代の国民が生活の苦し

さを感じています。年金給付額の引き下げ、さを感じています。年金給付額の引き下げ、さを感じています。年金給付額の引き下げ、さを感じています。年金給付額の引き下げ、

医療費、年金保険料、介護保険料、国保料の医療費、年金保険料、介護保険料、国保料の医療費、年金保険料、介護保険料、国保料の医療費、年金保険料、介護保険料、国保料の

引き上げなど、枚挙に暇がないほどです。引き上げなど、枚挙に暇がないほどです。引き上げなど、枚挙に暇がないほどです。引き上げなど、枚挙に暇がないほどです。

美唄市においても、平成１６年度予算は地美唄市においても、平成１６年度予算は地美唄市においても、平成１６年度予算は地美唄市においても、平成１６年度予算は地

方交付税の大幅削減や国庫負担金の見直しな方交付税の大幅削減や国庫負担金の見直しな方交付税の大幅削減や国庫負担金の見直しな方交付税の大幅削減や国庫負担金の見直しな
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どで非常に厳しい予算編成を余儀なくされてどで非常に厳しい予算編成を余儀なくされてどで非常に厳しい予算編成を余儀なくされてどで非常に厳しい予算編成を余儀なくされて

います。います。います。います。

こういった状況の中で、今回議案第３０号こういった状況の中で、今回議案第３０号こういった状況の中で、今回議案第３０号こういった状況の中で、今回議案第３０号

となっている美唄市老人バス料金助成条例ととなっている美唄市老人バス料金助成条例ととなっている美唄市老人バス料金助成条例ととなっている美唄市老人バス料金助成条例と

は、その目的に、本市に居住する老人で市内は、その目的に、本市に居住する老人で市内は、その目的に、本市に居住する老人で市内は、その目的に、本市に居住する老人で市内

の医療機関等へバスで通院するものに対し、の医療機関等へバスで通院するものに対し、の医療機関等へバスで通院するものに対し、の医療機関等へバスで通院するものに対し、

その料金の一部を助成し、老人福祉に寄与すその料金の一部を助成し、老人福祉に寄与すその料金の一部を助成し、老人福祉に寄与すその料金の一部を助成し、老人福祉に寄与す

ることを目的とするとしています。ることを目的とするとしています。ることを目的とするとしています。ることを目的とするとしています。

現在この条例の利用者は、平成１５年度決現在この条例の利用者は、平成１５年度決現在この条例の利用者は、平成１５年度決現在この条例の利用者は、平成１５年度決

算見込みで延べ助成人員２,９１０人、実績見算見込みで延べ助成人員２,９１０人、実績見算見込みで延べ助成人員２,９１０人、実績見算見込みで延べ助成人員２,９１０人、実績見

込み２１９万１,０００円と聞いてます。助成込み２１９万１,０００円と聞いてます。助成込み２１９万１,０００円と聞いてます。助成込み２１９万１,０００円と聞いてます。助成

対象が片道２００円以上、市民バス１路線の対象が片道２００円以上、市民バス１路線の対象が片道２００円以上、市民バス１路線の対象が片道２００円以上、市民バス１路線の

みの方は対象外となるということで、この条みの方は対象外となるということで、この条みの方は対象外となるということで、この条みの方は対象外となるということで、この条

例の利用者は市内の郊外に居住している高齢例の利用者は市内の郊外に居住している高齢例の利用者は市内の郊外に居住している高齢例の利用者は市内の郊外に居住している高齢

者の方ということができるはずです。郊外か者の方ということができるはずです。郊外か者の方ということができるはずです。郊外か者の方ということができるはずです。郊外か

ら自分でバスに乗って医療機関に通うことのら自分でバスに乗って医療機関に通うことのら自分でバスに乗って医療機関に通うことのら自分でバスに乗って医療機関に通うことの

できる、いわばお達者高齢者です。峰延方面できる、いわばお達者高齢者です。峰延方面できる、いわばお達者高齢者です。峰延方面できる、いわばお達者高齢者です。峰延方面

から中央バス、市民バスと乗り継いで労災病から中央バス、市民バスと乗り継いで労災病から中央バス、市民バスと乗り継いで労災病から中央バス、市民バスと乗り継いで労災病

院へ通院するとすると片道５３０円で、週２院へ通院するとすると片道５３０円で、週２院へ通院するとすると片道５３０円で、週２院へ通院するとすると片道５３０円で、週２

回通院したとして、月にして自己負担は８,４回通院したとして、月にして自己負担は８,４回通院したとして、月にして自己負担は８,４回通院したとして、月にして自己負担は８,４

８０円、これに対して月額１,３２０円の助成８０円、これに対して月額１,３２０円の助成８０円、これに対して月額１,３２０円の助成８０円、これに対して月額１,３２０円の助成

金となります。西美唄方面から労災病院に通金となります。西美唄方面から労災病院に通金となります。西美唄方面から労災病院に通金となります。西美唄方面から労災病院に通

院すると、市民バスを乗り継いで片道４００院すると、市民バスを乗り継いで片道４００院すると、市民バスを乗り継いで片道４００院すると、市民バスを乗り継いで片道４００

円、週２回通院したとして、自己負担は６,４円、週２回通院したとして、自己負担は６,４円、週２回通院したとして、自己負担は６,４円、週２回通院したとして、自己負担は６,４

００円、これに対して月額８００円の助成と００円、これに対して月額８００円の助成と００円、これに対して月額８００円の助成と００円、これに対して月額８００円の助成と

なります。達者に通院できる自分へのご褒美なります。達者に通院できる自分へのご褒美なります。達者に通院できる自分へのご褒美なります。達者に通院できる自分へのご褒美

として、感謝している方も多いと聞いていまとして、感謝している方も多いと聞いていまとして、感謝している方も多いと聞いていまとして、感謝している方も多いと聞いていま

す。す。す。す。

また、この助成は３カ月に１度、地域の民また、この助成は３カ月に１度、地域の民また、この助成は３カ月に１度、地域の民また、この助成は３カ月に１度、地域の民

生委員の手を通して渡されると聞いています。生委員の手を通して渡されると聞いています。生委員の手を通して渡されると聞いています。生委員の手を通して渡されると聞いています。

民生委員の中には、広い地域で大変だという民生委員の中には、広い地域で大変だという民生委員の中には、広い地域で大変だという民生委員の中には、広い地域で大変だという

声もあるそうですが、人と触れ合って顔の見声もあるそうですが、人と触れ合って顔の見声もあるそうですが、人と触れ合って顔の見声もあるそうですが、人と触れ合って顔の見

える援助が行われる。まさにこれこそが今回える援助が行われる。まさにこれこそが今回える援助が行われる。まさにこれこそが今回える援助が行われる。まさにこれこそが今回

議案第２７号で制定しようとしている美唄市議案第２７号で制定しようとしている美唄市議案第２７号で制定しようとしている美唄市議案第２７号で制定しようとしている美唄市

福祉のまちづくり条例の精神そのものではな福祉のまちづくり条例の精神そのものではな福祉のまちづくり条例の精神そのものではな福祉のまちづくり条例の精神そのものではな

いでしょうか。１度も飛行履歴のない農道空いでしょうか。１度も飛行履歴のない農道空いでしょうか。１度も飛行履歴のない農道空いでしょうか。１度も飛行履歴のない農道空

港に平成１６年度４００万円強の予算がつい港に平成１６年度４００万円強の予算がつい港に平成１６年度４００万円強の予算がつい港に平成１６年度４００万円強の予算がつい

て、通院バス助成金２１９万１,０００円を廃て、通院バス助成金２１９万１,０００円を廃て、通院バス助成金２１９万１,０００円を廃て、通院バス助成金２１９万１,０００円を廃

止に持っていく。これが「やさしさと健康の止に持っていく。これが「やさしさと健康の止に持っていく。これが「やさしさと健康の止に持っていく。これが「やさしさと健康の

まちづくり」を目指す市長のとるべき態度でまちづくり」を目指す市長のとるべき態度でまちづくり」を目指す市長のとるべき態度でまちづくり」を目指す市長のとるべき態度で

しょうか。しょうか。しょうか。しょうか。

市長、また議員各位にあっては、高齢化の市長、また議員各位にあっては、高齢化の市長、また議員各位にあっては、高齢化の市長、また議員各位にあっては、高齢化の

進む中、必死に生活を営んでいる市民のささ進む中、必死に生活を営んでいる市民のささ進む中、必死に生活を営んでいる市民のささ進む中、必死に生活を営んでいる市民のささ

やかな喜びというべき老人バス助成の意義をやかな喜びというべき老人バス助成の意義をやかな喜びというべき老人バス助成の意義をやかな喜びというべき老人バス助成の意義を

もう１度見詰め直し、条例廃止を撤回するよもう１度見詰め直し、条例廃止を撤回するよもう１度見詰め直し、条例廃止を撤回するよもう１度見詰め直し、条例廃止を撤回するよ

う強く要望し、討論を終わります。う強く要望し、討論を終わります。う強く要望し、討論を終わります。う強く要望し、討論を終わります。

●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

ご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決い

たします。たします。たします。たします。

この場合、広島議員のこの後の採決についこの場合、広島議員のこの後の採決についこの場合、広島議員のこの後の採決についこの場合、広島議員のこの後の採決につい

ては、挙手をもって起立にかえることにいたては、挙手をもって起立にかえることにいたては、挙手をもって起立にかえることにいたては、挙手をもって起立にかえることにいた

します。します。します。します。

本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。ります。ります。ります。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）

起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。

議案第３０号美唄市老人バス料金議案第３０号美唄市老人バス料金議案第３０号美唄市老人バス料金議案第３０号美唄市老人バス料金よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決助成条例廃止の件助成条例廃止の件助成条例廃止の件助成条例廃止の件

定されました。定されました。定されました。定されました。

これより議案第３１号について質疑を行いこれより議案第３１号について質疑を行いこれより議案第３１号について質疑を行いこれより議案第３１号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。
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［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第３１号美唄市災害遺児手当議案第３１号美唄市災害遺児手当議案第３１号美唄市災害遺児手当議案第３１号美唄市災害遺児手当よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決は、委員長報告のとおり決支給条例廃止の件支給条例廃止の件支給条例廃止の件支給条例廃止の件

定されました。定されました。定されました。定されました。

これより議案第３２号ないし議案第３７号これより議案第３２号ないし議案第３７号これより議案第３２号ないし議案第３７号これより議案第３２号ないし議案第３７号

の以上６件について一括質疑を行います。の以上６件について一括質疑を行います。の以上６件について一括質疑を行います。の以上６件について一括質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第３２号美唄市産業振興条例議案第３２号美唄市産業振興条例議案第３２号美唄市産業振興条例議案第３２号美唄市産業振興条例よって、よって、よって、よって、

制定の件 議案第３７号市道路線の認定、制定の件 議案第３７号市道路線の認定、制定の件 議案第３７号市道路線の認定、制定の件 議案第３７号市道路線の認定、ないしないしないしないし

の以上６件については、委の以上６件については、委の以上６件については、委の以上６件については、委廃止及び変更の件廃止及び変更の件廃止及び変更の件廃止及び変更の件

員長報告のとおり決定されました。員長報告のとおり決定されました。員長報告のとおり決定されました。員長報告のとおり決定されました。

これより議案第３８号ないし議案第４０号これより議案第３８号ないし議案第４０号これより議案第３８号ないし議案第４０号これより議案第３８号ないし議案第４０号

の以上３件について一括質疑を行います。の以上３件について一括質疑を行います。の以上３件について一括質疑を行います。の以上３件について一括質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第３８号平成１５年度美唄市議案第３８号平成１５年度美唄市議案第３８号平成１５年度美唄市議案第３８号平成１５年度美唄市よって、よって、よって、よって、

一般会計補正予算（第７号） 議案第４一般会計補正予算（第７号） 議案第４一般会計補正予算（第７号） 議案第４一般会計補正予算（第７号） 議案第４ないしないしないしないし

０号平成１５年度市立美唄病院事業会計補正０号平成１５年度市立美唄病院事業会計補正０号平成１５年度市立美唄病院事業会計補正０号平成１５年度市立美唄病院事業会計補正

の以上３件については、委員の以上３件については、委員の以上３件については、委員の以上３件については、委員予算（第１号）予算（第１号）予算（第１号）予算（第１号）

長報告のとおり決定されました。長報告のとおり決定されました。長報告のとおり決定されました。長報告のとおり決定されました。

これより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いま

す。す。す。す。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。

●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題

となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市

一般会計予算につきまして、日本共産党議員一般会計予算につきまして、日本共産党議員一般会計予算につきまして、日本共産党議員一般会計予算につきまして、日本共産党議員

団を代表いたしまして討論に参加いたします。団を代表いたしまして討論に参加いたします。団を代表いたしまして討論に参加いたします。団を代表いたしまして討論に参加いたします。

結論から申し上げまして、私の立場は原案結論から申し上げまして、私の立場は原案結論から申し上げまして、私の立場は原案結論から申し上げまして、私の立場は原案

に反対であります。に反対であります。に反対であります。に反対であります。

以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま

す。す。す。す。

いま日本経済は、かつて経験したことのないま日本経済は、かつて経験したことのないま日本経済は、かつて経験したことのないま日本経済は、かつて経験したことのな

い深刻な経済危機にさらされています。現在い深刻な経済危機にさらされています。現在い深刻な経済危機にさらされています。現在い深刻な経済危機にさらされています。現在

国会で審議されている２００４年度政府予算国会で審議されている２００４年度政府予算国会で審議されている２００４年度政府予算国会で審議されている２００４年度政府予算

案は、大規模な国民負担の増加と給付削減へ案は、大規模な国民負担の増加と給付削減へ案は、大規模な国民負担の増加と給付削減へ案は、大規模な国民負担の増加と給付削減へ

のスタートを切るとともに、ミサイル防衛ののスタートを切るとともに、ミサイル防衛ののスタートを切るとともに、ミサイル防衛ののスタートを切るとともに、ミサイル防衛の

導入で新たな軍備拡張に踏み出す中身となっ導入で新たな軍備拡張に踏み出す中身となっ導入で新たな軍備拡張に踏み出す中身となっ導入で新たな軍備拡張に踏み出す中身となっ

ており、他方では小泉改革による景気悪化とており、他方では小泉改革による景気悪化とており、他方では小泉改革による景気悪化とており、他方では小泉改革による景気悪化と

大企業減税で税収が低迷し、国債の新規発行大企業減税で税収が低迷し、国債の新規発行大企業減税で税収が低迷し、国債の新規発行大企業減税で税収が低迷し、国債の新規発行

が過去最高の３６兆５,９００億円に達するなが過去最高の３６兆５,９００億円に達するなが過去最高の３６兆５,９００億円に達するなが過去最高の３６兆５,９００億円に達するな

ど、財政破たんは一段と深刻になっています。ど、財政破たんは一段と深刻になっています。ど、財政破たんは一段と深刻になっています。ど、財政破たんは一段と深刻になっています。

小泉内閣は、改革断行予算と呼んでいますが、小泉内閣は、改革断行予算と呼んでいますが、小泉内閣は、改革断行予算と呼んでいますが、小泉内閣は、改革断行予算と呼んでいますが、
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暮らしと経済、アジアと日本の平和にとって暮らしと経済、アジアと日本の平和にとって暮らしと経済、アジアと日本の平和にとって暮らしと経済、アジアと日本の平和にとって

最悪の予算案というほかありません。最悪の予算案というほかありません。最悪の予算案というほかありません。最悪の予算案というほかありません。

社会保障費では、今年度に続いて年金の物社会保障費では、今年度に続いて年金の物社会保障費では、今年度に続いて年金の物社会保障費では、今年度に続いて年金の物

価スライドを実施し、約３,０００万人が受給価スライドを実施し、約３,０００万人が受給価スライドを実施し、約３,０００万人が受給価スライドを実施し、約３,０００万人が受給

している公的年金を０.２％から０.３％引きしている公的年金を０.２％から０.３％引きしている公的年金を０.２％から０.３％引きしている公的年金を０.２％から０.３％引き

下げ、また約８００億円ないし１,２００億円下げ、また約８００億円ないし１,２００億円下げ、また約８００億円ないし１,２００億円下げ、また約８００億円ないし１,２００億円

の給付のカットとなります。すでに今年度は、の給付のカットとなります。すでに今年度は、の給付のカットとなります。すでに今年度は、の給付のカットとなります。すでに今年度は、

０.９％、約３,７００億円の給付が削減され０.９％、約３,７００億円の給付が削減され０.９％、約３,７００億円の給付が削減され０.９％、約３,７００億円の給付が削減され

ています。年金受給者は、わずか２年で５,０ています。年金受給者は、わずか２年で５,０ています。年金受給者は、わずか２年で５,０ています。年金受給者は、わずか２年で５,０

００億円近い給付を吸い上げられることにな００億円近い給付を吸い上げられることにな００億円近い給付を吸い上げられることにな００億円近い給付を吸い上げられることにな

ります。何より、基礎年金の国庫負担２分のります。何より、基礎年金の国庫負担２分のります。何より、基礎年金の国庫負担２分のります。何より、基礎年金の国庫負担２分の

１への引き上げを先送りにする一方、年金改１への引き上げを先送りにする一方、年金改１への引き上げを先送りにする一方、年金改１への引き上げを先送りにする一方、年金改

革と称して２０１７年度まで毎年続く保険料革と称して２０１７年度まで毎年続く保険料革と称して２０１７年度まで毎年続く保険料革と称して２０１７年度まで毎年続く保険料

引き上げを開始することは重大です。年度の引き上げを開始することは重大です。年度の引き上げを開始することは重大です。年度の引き上げを開始することは重大です。年度の

半ばから実施の来年度は４,０００億円、その半ばから実施の来年度は４,０００億円、その半ばから実施の来年度は４,０００億円、その半ばから実施の来年度は４,０００億円、その

後は１兆円近い負担増を継続するなどの内容後は１兆円近い負担増を継続するなどの内容後は１兆円近い負担増を継続するなどの内容後は１兆円近い負担増を継続するなどの内容

になっています。になっています。になっています。になっています。

地方自治体への国庫補助負担金は、福祉と地方自治体への国庫補助負担金は、福祉と地方自治体への国庫補助負担金は、福祉と地方自治体への国庫補助負担金は、福祉と

教育を標的に１兆円の削減を盛り込んでいま教育を標的に１兆円の削減を盛り込んでいま教育を標的に１兆円の削減を盛り込んでいま教育を標的に１兆円の削減を盛り込んでいま

す。小泉内閣は、３年間で４兆円を削減するす。小泉内閣は、３年間で４兆円を削減するす。小泉内閣は、３年間で４兆円を削減するす。小泉内閣は、３年間で４兆円を削減する

としており、その大きなステップを刻もうととしており、その大きなステップを刻もうととしており、その大きなステップを刻もうととしており、その大きなステップを刻もうと

いうものです。いうものです。いうものです。いうものです。

税金では、来年度の年金課税の強化などを税金では、来年度の年金課税の強化などを税金では、来年度の年金課税の強化などを税金では、来年度の年金課税の強化などを

皮切りに、政府与党は２００５年から２００皮切りに、政府与党は２００５年から２００皮切りに、政府与党は２００５年から２００皮切りに、政府与党は２００５年から２００

７年度にかけて定率減税の縮小、廃止、さら７年度にかけて定率減税の縮小、廃止、さら７年度にかけて定率減税の縮小、廃止、さら７年度にかけて定率減税の縮小、廃止、さら

には消費税率の引き上げを打ち出しています。には消費税率の引き上げを打ち出しています。には消費税率の引き上げを打ち出しています。には消費税率の引き上げを打ち出しています。

政府与党は、こうした国民への負担増を社政府与党は、こうした国民への負担増を社政府与党は、こうした国民への負担増を社政府与党は、こうした国民への負担増を社

会保障を賄うために仕方がないと説明してい会保障を賄うために仕方がないと説明してい会保障を賄うために仕方がないと説明してい会保障を賄うために仕方がないと説明してい

ますが、これこそまさに国家的なごまかしでますが、これこそまさに国家的なごまかしでますが、これこそまさに国家的なごまかしでますが、これこそまさに国家的なごまかしで

あります。基礎年金の国庫負担を２分の１にあります。基礎年金の国庫負担を２分の１にあります。基礎年金の国庫負担を２分の１にあります。基礎年金の国庫負担を２分の１に

引き上げる財源は、道路特定財源の一般財源引き上げる財源は、道路特定財源の一般財源引き上げる財源は、道路特定財源の一般財源引き上げる財源は、道路特定財源の一般財源

化などで十分手当てすることができます。国化などで十分手当てすることができます。国化などで十分手当てすることができます。国化などで十分手当てすることができます。国

と地方で４０兆円以上に上る公共事業に抜本と地方で４０兆円以上に上る公共事業に抜本と地方で４０兆円以上に上る公共事業に抜本と地方で４０兆円以上に上る公共事業に抜本

的なメスを入れ、大幅軍縮をすれば、１０兆的なメスを入れ、大幅軍縮をすれば、１０兆的なメスを入れ、大幅軍縮をすれば、１０兆的なメスを入れ、大幅軍縮をすれば、１０兆

円を超える新たな財源を生み出すことが可能円を超える新たな財源を生み出すことが可能円を超える新たな財源を生み出すことが可能円を超える新たな財源を生み出すことが可能

です。です。です。です。

こうして国民の暮らしと社会保障を名実とこうして国民の暮らしと社会保障を名実とこうして国民の暮らしと社会保障を名実とこうして国民の暮らしと社会保障を名実と

もに予算の主役に据えることこそ、いま求めもに予算の主役に据えることこそ、いま求めもに予算の主役に据えることこそ、いま求めもに予算の主役に据えることこそ、いま求め

られている国民本位の歳出の改革にほかなりられている国民本位の歳出の改革にほかなりられている国民本位の歳出の改革にほかなりられている国民本位の歳出の改革にほかなり

ません。その意思も能力もない政権がひたすません。その意思も能力もない政権がひたすません。その意思も能力もない政権がひたすません。その意思も能力もない政権がひたす

ら国民が負担するしかないかのように描いて、ら国民が負担するしかないかのように描いて、ら国民が負担するしかないかのように描いて、ら国民が負担するしかないかのように描いて、

国民を押し切ろうとしています。それどころ国民を押し切ろうとしています。それどころ国民を押し切ろうとしています。それどころ国民を押し切ろうとしています。それどころ

か、政府は国民から吸い上げたお金をアメリか、政府は国民から吸い上げたお金をアメリか、政府は国民から吸い上げたお金をアメリか、政府は国民から吸い上げたお金をアメリ

カ追従の軍拡予算につぎ込んでいこうとしてカ追従の軍拡予算につぎ込んでいこうとしてカ追従の軍拡予算につぎ込んでいこうとしてカ追従の軍拡予算につぎ込んでいこうとして

います。軍事費に盛り込まれた弾道ミサイルいます。軍事費に盛り込まれた弾道ミサイルいます。軍事費に盛り込まれた弾道ミサイルいます。軍事費に盛り込まれた弾道ミサイル

防衛システムの導入です。報復の心配なく、防衛システムの導入です。報復の心配なく、防衛システムの導入です。報復の心配なく、防衛システムの導入です。報復の心配なく、

先制攻撃を仕掛けられる体制を固めようとい先制攻撃を仕掛けられる体制を固めようとい先制攻撃を仕掛けられる体制を固めようとい先制攻撃を仕掛けられる体制を固めようとい

うアメリカのブッシュ政権の戦略に日本を組うアメリカのブッシュ政権の戦略に日本を組うアメリカのブッシュ政権の戦略に日本を組うアメリカのブッシュ政権の戦略に日本を組

み込む危険はきわまりない計画です。来年度み込む危険はきわまりない計画です。来年度み込む危険はきわまりない計画です。来年度み込む危険はきわまりない計画です。来年度

は１,０００億円、最終的には数兆円規模の巨は１,０００億円、最終的には数兆円規模の巨は１,０００億円、最終的には数兆円規模の巨は１,０００億円、最終的には数兆円規模の巨

費を投じるとされており、予算の上でも大き費を投じるとされており、予算の上でも大き費を投じるとされており、予算の上でも大き費を投じるとされており、予算の上でも大き

な負担になるものです。財政破たんを深めるな負担になるものです。財政破たんを深めるな負担になるものです。財政破たんを深めるな負担になるものです。財政破たんを深める

もとで、アメリカの要求に従って大軍拡を進もとで、アメリカの要求に従って大軍拡を進もとで、アメリカの要求に従って大軍拡を進もとで、アメリカの要求に従って大軍拡を進

める財源の保障、これが国民の大負担増の内める財源の保障、これが国民の大負担増の内める財源の保障、これが国民の大負担増の内める財源の保障、これが国民の大負担増の内

容です。こうした政府の財政政策が地方自治容です。こうした政府の財政政策が地方自治容です。こうした政府の財政政策が地方自治容です。こうした政府の財政政策が地方自治

体への地方交付税臨時財政対策債の大幅な削体への地方交付税臨時財政対策債の大幅な削体への地方交付税臨時財政対策債の大幅な削体への地方交付税臨時財政対策債の大幅な削

減となってあらわれ、地方財政の破たんの危減となってあらわれ、地方財政の破たんの危減となってあらわれ、地方財政の破たんの危減となってあらわれ、地方財政の破たんの危

機にさらされる最大の原因となっています。機にさらされる最大の原因となっています。機にさらされる最大の原因となっています。機にさらされる最大の原因となっています。

こうした政治的状況の中で編成された平成こうした政治的状況の中で編成された平成こうした政治的状況の中で編成された平成こうした政治的状況の中で編成された平成

１６年度美唄市一般会計予算でありますが、１６年度美唄市一般会計予算でありますが、１６年度美唄市一般会計予算でありますが、１６年度美唄市一般会計予算でありますが、

かつてない厳しい財政状況の中で自立に向けかつてない厳しい財政状況の中で自立に向けかつてない厳しい財政状況の中で自立に向けかつてない厳しい財政状況の中で自立に向け

ての予算編成に携わった理事者及び関係職員ての予算編成に携わった理事者及び関係職員ての予算編成に携わった理事者及び関係職員ての予算編成に携わった理事者及び関係職員

の筆舌に尽くせぬ労苦に対し、心から敬意をの筆舌に尽くせぬ労苦に対し、心から敬意をの筆舌に尽くせぬ労苦に対し、心から敬意をの筆舌に尽くせぬ労苦に対し、心から敬意を

表するものであります。表するものであります。表するものであります。表するものであります。

一般会計の歳入歳出の予算の総額は１７４一般会計の歳入歳出の予算の総額は１７４一般会計の歳入歳出の予算の総額は１７４一般会計の歳入歳出の予算の総額は１７４

億１,２６５万７,０００円で、前年比で１０.億１,２６５万７,０００円で、前年比で１０.億１,２６５万７,０００円で、前年比で１０.億１,２６５万７,０００円で、前年比で１０.

１％の削減という国による財政制約がまとも１％の削減という国による財政制約がまとも１％の削減という国による財政制約がまとも１％の削減という国による財政制約がまとも

に出ている予算となっています。に出ている予算となっています。に出ている予算となっています。に出ている予算となっています。
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歳入では、市税は２２億７,０６７万８,０歳入では、市税は２２億７,０６７万８,０歳入では、市税は２２億７,０６７万８,０歳入では、市税は２２億７,０６７万８,０

００円で、前年比で６,７８７万５,０００円００円で、前年比で６,７８７万５,０００円００円で、前年比で６,７８７万５,０００円００円で、前年比で６,７８７万５,０００円

のマイナスとなり、本市においても不況の波のマイナスとなり、本市においても不況の波のマイナスとなり、本市においても不況の波のマイナスとなり、本市においても不況の波

をまともに受け、本市の自主財源の脆弱さををまともに受け、本市の自主財源の脆弱さををまともに受け、本市の自主財源の脆弱さををまともに受け、本市の自主財源の脆弱さを

あらわし、また地方交付税は７１億９,１００あらわし、また地方交付税は７１億９,１００あらわし、また地方交付税は７１億９,１００あらわし、また地方交付税は７１億９,１００

万円で前年比で１億４,９００万円のマイナス、万円で前年比で１億４,９００万円のマイナス、万円で前年比で１億４,９００万円のマイナス、万円で前年比で１億４,９００万円のマイナス、

臨時財政対策債は５億３,０００万円で２億２,臨時財政対策債は５億３,０００万円で２億２,臨時財政対策債は５億３,０００万円で２億２,臨時財政対策債は５億３,０００万円で２億２,

０００万円のマイナスとなり、頼らなければ０００万円のマイナスとなり、頼らなければ０００万円のマイナスとなり、頼らなければ０００万円のマイナスとなり、頼らなければ

ならない依存財源においても予想以上の厳しならない依存財源においても予想以上の厳しならない依存財源においても予想以上の厳しならない依存財源においても予想以上の厳し

いものになっています。いものになっています。いものになっています。いものになっています。

歳出の厳しい財政状況を反映して、全体と歳出の厳しい財政状況を反映して、全体と歳出の厳しい財政状況を反映して、全体と歳出の厳しい財政状況を反映して、全体と

して大幅な減額をしていますが、主なものでして大幅な減額をしていますが、主なものでして大幅な減額をしていますが、主なものでして大幅な減額をしていますが、主なもので

福祉の面では介護予防事業をはじめ、一定の福祉の面では介護予防事業をはじめ、一定の福祉の面では介護予防事業をはじめ、一定の福祉の面では介護予防事業をはじめ、一定の

改善・見直しがされているものの、全体とし改善・見直しがされているものの、全体とし改善・見直しがされているものの、全体とし改善・見直しがされているものの、全体とし

てみれば国の制度による予算の増額以外ではてみれば国の制度による予算の増額以外ではてみれば国の制度による予算の増額以外ではてみれば国の制度による予算の増額以外では

大きな後退となっています。大きな後退となっています。大きな後退となっています。大きな後退となっています。

また、土木費では道路側溝整備や市営住宅また、土木費では道路側溝整備や市営住宅また、土木費では道路側溝整備や市営住宅また、土木費では道路側溝整備や市営住宅

の改築など、意を用いられていることは評価の改築など、意を用いられていることは評価の改築など、意を用いられていることは評価の改築など、意を用いられていることは評価

できるものがあるものの、全体では約２０％できるものがあるものの、全体では約２０％できるものがあるものの、全体では約２０％できるものがあるものの、全体では約２０％

という大きな減額となり、本市の基幹産業でという大きな減額となり、本市の基幹産業でという大きな減額となり、本市の基幹産業でという大きな減額となり、本市の基幹産業で

ある農業にも明るい展望の持てるものにはなある農業にも明るい展望の持てるものにはなある農業にも明るい展望の持てるものにはなある農業にも明るい展望の持てるものにはな

っておりません。っておりません。っておりません。っておりません。

いま緊急に改善を要するものに、市立美唄いま緊急に改善を要するものに、市立美唄いま緊急に改善を要するものに、市立美唄いま緊急に改善を要するものに、市立美唄

病院の財政健全化があります。この健全化を病院の財政健全化があります。この健全化を病院の財政健全化があります。この健全化を病院の財政健全化があります。この健全化を

なくして一般会計の健全化もあり得ません。なくして一般会計の健全化もあり得ません。なくして一般会計の健全化もあり得ません。なくして一般会計の健全化もあり得ません。

健全化の最大の障害になっている部分を大胆健全化の最大の障害になっている部分を大胆健全化の最大の障害になっている部分を大胆健全化の最大の障害になっている部分を大胆

に改善することなしには、この解決はありまに改善することなしには、この解決はありまに改善することなしには、この解決はありまに改善することなしには、この解決はありま

せん。厳しい財政状況を反映した予算ではあせん。厳しい財政状況を反映した予算ではあせん。厳しい財政状況を反映した予算ではあせん。厳しい財政状況を反映した予算ではあ

りますが、基本的には国の進める路線に沿っりますが、基本的には国の進める路線に沿っりますが、基本的には国の進める路線に沿っりますが、基本的には国の進める路線に沿っ

た予算の内容になっています。ことしは、自た予算の内容になっています。ことしは、自た予算の内容になっています。ことしは、自た予算の内容になっています。ことしは、自

立に向けての大きな第一歩となる年でありま立に向けての大きな第一歩となる年でありま立に向けての大きな第一歩となる年でありま立に向けての大きな第一歩となる年でありま

す。それだけに、市政執行の原点である市民す。それだけに、市政執行の原点である市民す。それだけに、市政執行の原点である市民す。それだけに、市政執行の原点である市民

の生活をどう守るか、市民の本意が政治の中の生活をどう守るか、市民の本意が政治の中の生活をどう守るか、市民の本意が政治の中の生活をどう守るか、市民の本意が政治の中

にどういかされるのかが重要だと思います。にどういかされるのかが重要だと思います。にどういかされるのかが重要だと思います。にどういかされるのかが重要だと思います。

ことしは市長選挙の年でもあり、この８年ことしは市長選挙の年でもあり、この８年ことしは市長選挙の年でもあり、この８年ことしは市長選挙の年でもあり、この８年

間、市政を担当してきた井坂市長にあっては、間、市政を担当してきた井坂市長にあっては、間、市政を担当してきた井坂市長にあっては、間、市政を担当してきた井坂市長にあっては、

掲げた公約の重要な柱である福祉のまちづく掲げた公約の重要な柱である福祉のまちづく掲げた公約の重要な柱である福祉のまちづく掲げた公約の重要な柱である福祉のまちづく

りに大きな市民の期待が寄せられたわけでありに大きな市民の期待が寄せられたわけでありに大きな市民の期待が寄せられたわけでありに大きな市民の期待が寄せられたわけであ

りますが、市民の目から見るならば、それはりますが、市民の目から見るならば、それはりますが、市民の目から見るならば、それはりますが、市民の目から見るならば、それは

残念ながら期待外れだったわけであります。残念ながら期待外れだったわけであります。残念ながら期待外れだったわけであります。残念ながら期待外れだったわけであります。

市政執行に当たっては、なかんずく厳しい状市政執行に当たっては、なかんずく厳しい状市政執行に当たっては、なかんずく厳しい状市政執行に当たっては、なかんずく厳しい状

況の中で自立に向けて進むとすれば、職員１況の中で自立に向けて進むとすれば、職員１況の中で自立に向けて進むとすれば、職員１況の中で自立に向けて進むとすれば、職員１

人ひとりの心に灯をともすような情熱と信頼人ひとりの心に灯をともすような情熱と信頼人ひとりの心に灯をともすような情熱と信頼人ひとりの心に灯をともすような情熱と信頼

関係をつくり上げ、人間として温かい血の通関係をつくり上げ、人間として温かい血の通関係をつくり上げ、人間として温かい血の通関係をつくり上げ、人間として温かい血の通

った行政執行が必要であります。本市の財政った行政執行が必要であります。本市の財政った行政執行が必要であります。本市の財政った行政執行が必要であります。本市の財政

環境の厳しさは、今後の国の財政政策により環境の厳しさは、今後の国の財政政策により環境の厳しさは、今後の国の財政政策により環境の厳しさは、今後の国の財政政策により

一層の財政悪化が予想されますが、市長は地一層の財政悪化が予想されますが、市長は地一層の財政悪化が予想されますが、市長は地一層の財政悪化が予想されますが、市長は地

方自治の本旨を守り、市民の生活を守るため方自治の本旨を守り、市民の生活を守るため方自治の本旨を守り、市民の生活を守るため方自治の本旨を守り、市民の生活を守るため

にも国や道に対して並々ならない決意を持っにも国や道に対して並々ならない決意を持っにも国や道に対して並々ならない決意を持っにも国や道に対して並々ならない決意を持っ

て言うべきことははっきりと主張する、そのて言うべきことははっきりと主張する、そのて言うべきことははっきりと主張する、そのて言うべきことははっきりと主張する、その

ことが市民本位の市政の進展こそ市民の願いことが市民本位の市政の進展こそ市民の願いことが市民本位の市政の進展こそ市民の願いことが市民本位の市政の進展こそ市民の願い

を実現し、住みよい美唄になると思います。を実現し、住みよい美唄になると思います。を実現し、住みよい美唄になると思います。を実現し、住みよい美唄になると思います。

そのことを心から期待するものであります。そのことを心から期待するものであります。そのことを心から期待するものであります。そのことを心から期待するものであります。

以上申し上げまして、反対討論を終わりま以上申し上げまして、反対討論を終わりま以上申し上げまして、反対討論を終わりま以上申し上げまして、反対討論を終わりま

す。す。す。す。

●議長中西勇夫君 １８番紫藤政則君。●議長中西勇夫君 １８番紫藤政則君。●議長中西勇夫君 １８番紫藤政則君。●議長中西勇夫君 １８番紫藤政則君。

●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題

となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市となりました議案第４号平成１６年度美唄市

一般会計予算について、私は原案に賛成の立一般会計予算について、私は原案に賛成の立一般会計予算について、私は原案に賛成の立一般会計予算について、私は原案に賛成の立

場で討論に参加いたします。場で討論に参加いたします。場で討論に参加いたします。場で討論に参加いたします。

最初に、討論に入る前提として、私の一般最初に、討論に入る前提として、私の一般最初に、討論に入る前提として、私の一般最初に、討論に入る前提として、私の一般

質問に対する市長答弁等で明らかになった予質問に対する市長答弁等で明らかになった予質問に対する市長答弁等で明らかになった予質問に対する市長答弁等で明らかになった予

算編成作業における特徴的なポイントについ算編成作業における特徴的なポイントについ算編成作業における特徴的なポイントについ算編成作業における特徴的なポイントについ

て触れてみたいと思います。て触れてみたいと思います。て触れてみたいと思います。て触れてみたいと思います。

一般会計の予算総額は、１７４億１,３００一般会計の予算総額は、１７４億１,３００一般会計の予算総額は、１７４億１,３００一般会計の予算総額は、１７４億１,３００

万円の規模で、対前年比１０.１％減、５年連万円の規模で、対前年比１０.１％減、５年連万円の規模で、対前年比１０.１％減、５年連万円の規模で、対前年比１０.１％減、５年連

続マイナスとなる大幅な緊縮予算となりまし続マイナスとなる大幅な緊縮予算となりまし続マイナスとなる大幅な緊縮予算となりまし続マイナスとなる大幅な緊縮予算となりまし

た。た。た。た。
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ポイントの１つは、国の言う三位一体改革ポイントの１つは、国の言う三位一体改革ポイントの１つは、国の言う三位一体改革ポイントの１つは、国の言う三位一体改革

があります。地方交付税では、臨時財政対策があります。地方交付税では、臨時財政対策があります。地方交付税では、臨時財政対策があります。地方交付税では、臨時財政対策

債を含めて３億７,０００万円、４.５６％の債を含めて３億７,０００万円、４.５６％の債を含めて３億７,０００万円、４.５６％の債を含めて３億７,０００万円、４.５６％の

減、補助金負担金では保育所運営費、児童扶減、補助金負担金では保育所運営費、児童扶減、補助金負担金では保育所運営費、児童扶減、補助金負担金では保育所運営費、児童扶

養手当等で１億円の減、税源移譲では所得譲養手当等で１億円の減、税源移譲では所得譲養手当等で１億円の減、税源移譲では所得譲養手当等で１億円の減、税源移譲では所得譲

与税で５,０００万円の増、つまり三位一体で与税で５,０００万円の増、つまり三位一体で与税で５,０００万円の増、つまり三位一体で与税で５,０００万円の増、つまり三位一体で

４億２,０００万円の減額となったこと。４億２,０００万円の減額となったこと。４億２,０００万円の減額となったこと。４億２,０００万円の減額となったこと。

ポイントの２つは、道の財政立て直しプラポイントの２つは、道の財政立て直しプラポイントの２つは、道の財政立て直しプラポイントの２つは、道の財政立て直しプラ

ンがあります。これは、医療費助成制度としンがあります。これは、医療費助成制度としンがあります。これは、医療費助成制度としンがあります。これは、医療費助成制度とし

て９００万円の減額となったこと。て９００万円の減額となったこと。て９００万円の減額となったこと。て９００万円の減額となったこと。

ポイントの３つは、歳入の大幅な落ち込みポイントの３つは、歳入の大幅な落ち込みポイントの３つは、歳入の大幅な落ち込みポイントの３つは、歳入の大幅な落ち込み

をカバーする対策として、職員や議員の人件をカバーする対策として、職員や議員の人件をカバーする対策として、職員や議員の人件をカバーする対策として、職員や議員の人件

費をはじめ、歳出の経費節減で６億円を捻出費をはじめ、歳出の経費節減で６億円を捻出費をはじめ、歳出の経費節減で６億円を捻出費をはじめ、歳出の経費節減で６億円を捻出

したこと。したこと。したこと。したこと。

ポイントの４つは、６億円の経費節減でもポイントの４つは、６億円の経費節減でもポイントの４つは、６億円の経費節減でもポイントの４つは、６億円の経費節減でも

なお不足することから、財源対策として財政なお不足することから、財源対策として財政なお不足することから、財源対策として財政なお不足することから、財源対策として財政

調整基金取り崩し５,０００万円、特定目的基調整基金取り崩し５,０００万円、特定目的基調整基金取り崩し５,０００万円、特定目的基調整基金取り崩し５,０００万円、特定目的基

金借り入れ２億２,０００万円、債務負担行為金借り入れ２億２,０００万円、債務負担行為金借り入れ２億２,０００万円、債務負担行為金借り入れ２億２,０００万円、債務負担行為

年次割額の支払い繰り延べ１億２,０００万円、年次割額の支払い繰り延べ１億２,０００万円、年次割額の支払い繰り延べ１億２,０００万円、年次割額の支払い繰り延べ１億２,０００万円、

合わせて３億９,３００万円の財源操作をして、合わせて３億９,３００万円の財源操作をして、合わせて３億９,３００万円の財源操作をして、合わせて３億９,３００万円の財源操作をして、

ようやく収支のつじつまを合わせたこと。ようやく収支のつじつまを合わせたこと。ようやく収支のつじつまを合わせたこと。ようやく収支のつじつまを合わせたこと。

ポイントの５つは、受益者負担や行政サーポイントの５つは、受益者負担や行政サーポイントの５つは、受益者負担や行政サーポイントの５つは、受益者負担や行政サー

ビスの見直しにより、市民の暮らしに影響がビスの見直しにより、市民の暮らしに影響がビスの見直しにより、市民の暮らしに影響がビスの見直しにより、市民の暮らしに影響が

あること。あること。あること。あること。

ポイントの６つは、平成１７年度では仮にポイントの６つは、平成１７年度では仮にポイントの６つは、平成１７年度では仮にポイントの６つは、平成１７年度では仮に

三位一体改革が拡大し、国の地方財政対策に三位一体改革が拡大し、国の地方財政対策に三位一体改革が拡大し、国の地方財政対策に三位一体改革が拡大し、国の地方財政対策に

特別な手だてが講じられなければ、財政調整特別な手だてが講じられなければ、財政調整特別な手だてが講じられなければ、財政調整特別な手だてが講じられなければ、財政調整

基金の積み立てが枯渇することになり、財源基金の積み立てが枯渇することになり、財源基金の積み立てが枯渇することになり、財源基金の積み立てが枯渇することになり、財源

操作もできず、赤字転落は必定となることと操作もできず、赤字転落は必定となることと操作もできず、赤字転落は必定となることと操作もできず、赤字転落は必定となることと

言えます。言えます。言えます。言えます。

国の地方財政対策は、旧産炭地や過疎地を国の地方財政対策は、旧産炭地や過疎地を国の地方財政対策は、旧産炭地や過疎地を国の地方財政対策は、旧産炭地や過疎地を

直撃し、甚大な影響を及ぼしました。いまこ直撃し、甚大な影響を及ぼしました。いまこ直撃し、甚大な影響を及ぼしました。いまこ直撃し、甚大な影響を及ぼしました。いまこ

そ、むしろ旗を立て、地方の実情を怒りをもそ、むしろ旗を立て、地方の実情を怒りをもそ、むしろ旗を立て、地方の実情を怒りをもそ、むしろ旗を立て、地方の実情を怒りをも

って訴えるべきとの思いは決して私だけではって訴えるべきとの思いは決して私だけではって訴えるべきとの思いは決して私だけではって訴えるべきとの思いは決して私だけでは

ないはずです。このようないまだかつて経験ないはずです。このようないまだかつて経験ないはずです。このようないまだかつて経験ないはずです。このようないまだかつて経験

したことのない財政環境下で苦悩の予算編成したことのない財政環境下で苦悩の予算編成したことのない財政環境下で苦悩の予算編成したことのない財政環境下で苦悩の予算編成

を強いられた、市長はじめ関係者のご苦労はを強いられた、市長はじめ関係者のご苦労はを強いられた、市長はじめ関係者のご苦労はを強いられた、市長はじめ関係者のご苦労は

大変なものだと深く敬意を表したいと思いま大変なものだと深く敬意を表したいと思いま大変なものだと深く敬意を表したいと思いま大変なものだと深く敬意を表したいと思いま

す。す。す。す。

さて、本論に入ります。最初に原案に賛成さて、本論に入ります。最初に原案に賛成さて、本論に入ります。最初に原案に賛成さて、本論に入ります。最初に原案に賛成

する理由を３点申し上げます。する理由を３点申し上げます。する理由を３点申し上げます。する理由を３点申し上げます。

第１に、６億円に上る巨額の経費節減への第１に、６億円に上る巨額の経費節減への第１に、６億円に上る巨額の経費節減への第１に、６億円に上る巨額の経費節減への

評価についてであります。経費節減対策とし評価についてであります。経費節減対策とし評価についてであります。経費節減対策とし評価についてであります。経費節減対策とし

て、人件費、事務事業費、内部管理費、補助て、人件費、事務事業費、内部管理費、補助て、人件費、事務事業費、内部管理費、補助て、人件費、事務事業費、内部管理費、補助

費等を見直しました。特に人件費については、費等を見直しました。特に人件費については、費等を見直しました。特に人件費については、費等を見直しました。特に人件費については、

市職員、市議会議員とも率で４％強、総額で市職員、市議会議員とも率で４％強、総額で市職員、市議会議員とも率で４％強、総額で市職員、市議会議員とも率で４％強、総額で

１億４,４００万円に上りました。特に職員給１億４,４００万円に上りました。特に職員給１億４,４００万円に上りました。特に職員給１億４,４００万円に上りました。特に職員給

与は基本給や期末手当に及ぶというつらい選与は基本給や期末手当に及ぶというつらい選与は基本給や期末手当に及ぶというつらい選与は基本給や期末手当に及ぶというつらい選

択を強いられました。この間の労使の真摯な択を強いられました。この間の労使の真摯な択を強いられました。この間の労使の真摯な択を強いられました。この間の労使の真摯な

努力について、その労を多といたしたいと思努力について、その労を多といたしたいと思努力について、その労を多といたしたいと思努力について、その労を多といたしたいと思

います。います。います。います。

第２に、市民への痛み、暮らしへの影響を第２に、市民への痛み、暮らしへの影響を第２に、市民への痛み、暮らしへの影響を第２に、市民への痛み、暮らしへの影響を

最小限に抑えたことへの評価についてであり最小限に抑えたことへの評価についてであり最小限に抑えたことへの評価についてであり最小限に抑えたことへの評価についてであり

ます。ます。ます。ます。

その１つは、受益者負担の考え方についてその１つは、受益者負担の考え方についてその１つは、受益者負担の考え方についてその１つは、受益者負担の考え方について

ですが、戸籍住民登録事務手数料の増額につですが、戸籍住民登録事務手数料の増額につですが、戸籍住民登録事務手数料の増額につですが、戸籍住民登録事務手数料の増額につ

いては、近隣市町村との均衡に考慮したこと。いては、近隣市町村との均衡に考慮したこと。いては、近隣市町村との均衡に考慮したこと。いては、近隣市町村との均衡に考慮したこと。

市立保育所運営保育料１.５％増については、市立保育所運営保育料１.５％増については、市立保育所運営保育料１.５％増については、市立保育所運営保育料１.５％増については、

国の基準に段階的に合わせるという計画性と国の基準に段階的に合わせるという計画性と国の基準に段階的に合わせるという計画性と国の基準に段階的に合わせるという計画性と

延長保育サービスの充実が伴っていること。延長保育サービスの充実が伴っていること。延長保育サービスの充実が伴っていること。延長保育サービスの充実が伴っていること。

公民館や市民会館の使用料については、それ公民館や市民会館の使用料については、それ公民館や市民会館の使用料については、それ公民館や市民会館の使用料については、それ

ぞれ受益者負担の原則に沿った内容であるこぞれ受益者負担の原則に沿った内容であるこぞれ受益者負担の原則に沿った内容であるこぞれ受益者負担の原則に沿った内容であるこ

と。と。と。と。

その２つは行政サービスの面ですが、通院その２つは行政サービスの面ですが、通院その２つは行政サービスの面ですが、通院その２つは行政サービスの面ですが、通院

バス料金助成の終了は新たに重度障害者を対バス料金助成の終了は新たに重度障害者を対バス料金助成の終了は新たに重度障害者を対バス料金助成の終了は新たに重度障害者を対

象にした移送サービスの開始を伴うこと。生象にした移送サービスの開始を伴うこと。生象にした移送サービスの開始を伴うこと。生象にした移送サービスの開始を伴うこと。生

きがい活動支援通所事業としての入浴サービきがい活動支援通所事業としての入浴サービきがい活動支援通所事業としての入浴サービきがい活動支援通所事業としての入浴サービ

ス等の終了は、新たに介護予防事業の対象者ス等の終了は、新たに介護予防事業の対象者ス等の終了は、新たに介護予防事業の対象者ス等の終了は、新たに介護予防事業の対象者
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としたこと。高齢者インフルエンザ予防接種としたこと。高齢者インフルエンザ予防接種としたこと。高齢者インフルエンザ予防接種としたこと。高齢者インフルエンザ予防接種

事業は、市助成額の減額幅を最小限度とした事業は、市助成額の減額幅を最小限度とした事業は、市助成額の減額幅を最小限度とした事業は、市助成額の減額幅を最小限度とした

こと。就学援助事業としての給食費助成範囲こと。就学援助事業としての給食費助成範囲こと。就学援助事業としての給食費助成範囲こと。就学援助事業としての給食費助成範囲

の縮小は、各種の基準を考慮し、縮小幅を抑の縮小は、各種の基準を考慮し、縮小幅を抑の縮小は、各種の基準を考慮し、縮小幅を抑の縮小は、各種の基準を考慮し、縮小幅を抑

えたこと。えたこと。えたこと。えたこと。

その３つは、公共施設の利用制限につながその３つは、公共施設の利用制限につながその３つは、公共施設の利用制限につながその３つは、公共施設の利用制限につなが

る開館時間の見直しについてですが、図書館、る開館時間の見直しについてですが、図書館、る開館時間の見直しについてですが、図書館、る開館時間の見直しについてですが、図書館、

公民館桜井邸、勤労青少年ホーム、アルテピ公民館桜井邸、勤労青少年ホーム、アルテピ公民館桜井邸、勤労青少年ホーム、アルテピ公民館桜井邸、勤労青少年ホーム、アルテピ

アッツァ、温水プールの利用時間の縮小等は、アッツァ、温水プールの利用時間の縮小等は、アッツァ、温水プールの利用時間の縮小等は、アッツァ、温水プールの利用時間の縮小等は、

利用実態を考慮した結果と言えると考えます。利用実態を考慮した結果と言えると考えます。利用実態を考慮した結果と言えると考えます。利用実態を考慮した結果と言えると考えます。

やむを得ないと考えます。つまり受益者負担、やむを得ないと考えます。つまり受益者負担、やむを得ないと考えます。つまり受益者負担、やむを得ないと考えます。つまり受益者負担、

行政サービス、公共施設の利用についての市行政サービス、公共施設の利用についての市行政サービス、公共施設の利用についての市行政サービス、公共施設の利用についての市

民生活の影響は現下の財政状況を考えると、民生活の影響は現下の財政状況を考えると、民生活の影響は現下の財政状況を考えると、民生活の影響は現下の財政状況を考えると、

さらに市民理解を深めることを前提にやむをさらに市民理解を深めることを前提にやむをさらに市民理解を深めることを前提にやむをさらに市民理解を深めることを前提にやむを

得ざるものであると考えます。得ざるものであると考えます。得ざるものであると考えます。得ざるものであると考えます。

しかし、通院バス料金の助成終了に対して、しかし、通院バス料金の助成終了に対して、しかし、通院バス料金の助成終了に対して、しかし、通院バス料金の助成終了に対して、

地域福祉の視点で支え合う、思いやる、そう地域福祉の視点で支え合う、思いやる、そう地域福祉の視点で支え合う、思いやる、そう地域福祉の視点で支え合う、思いやる、そう

いった心をまさに実現に実行できるかどうか。いった心をまさに実現に実行できるかどうか。いった心をまさに実現に実行できるかどうか。いった心をまさに実現に実行できるかどうか。

市長の掲げる地域福祉ネットワーク事業、福市長の掲げる地域福祉ネットワーク事業、福市長の掲げる地域福祉ネットワーク事業、福市長の掲げる地域福祉ネットワーク事業、福

祉のまちづくり事業、このことがこのテーマ祉のまちづくり事業、このことがこのテーマ祉のまちづくり事業、このことがこのテーマ祉のまちづくり事業、このことがこのテーマ

を具体的に補完できるのか、検討を要するもを具体的に補完できるのか、検討を要するもを具体的に補完できるのか、検討を要するもを具体的に補完できるのか、検討を要するも

のだと考えます。のだと考えます。のだと考えます。のだと考えます。

第３に美唄市が取り組む主要事業のうち、第３に美唄市が取り組む主要事業のうち、第３に美唄市が取り組む主要事業のうち、第３に美唄市が取り組む主要事業のうち、

「自立元年」にふさわしい施策への評価につ「自立元年」にふさわしい施策への評価につ「自立元年」にふさわしい施策への評価につ「自立元年」にふさわしい施策への評価につ

いてであります。以下、目指すまちづくりのいてであります。以下、目指すまちづくりのいてであります。以下、目指すまちづくりのいてであります。以下、目指すまちづくりの

ジャンルごとに１事業に絞って申し上げます。ジャンルごとに１事業に絞って申し上げます。ジャンルごとに１事業に絞って申し上げます。ジャンルごとに１事業に絞って申し上げます。

１つ、「やさしさと健康のまちづくり」に１つ、「やさしさと健康のまちづくり」に１つ、「やさしさと健康のまちづくり」に１つ、「やさしさと健康のまちづくり」に

ついては、地域福祉ネットワーク事業の２０ついては、地域福祉ネットワーク事業の２０ついては、地域福祉ネットワーク事業の２０ついては、地域福祉ネットワーク事業の２０

０万円を挙げます。その理由は、井坂市政誕０万円を挙げます。その理由は、井坂市政誕０万円を挙げます。その理由は、井坂市政誕０万円を挙げます。その理由は、井坂市政誕

生以来構想を温め、平成９年度から６年の期生以来構想を温め、平成９年度から６年の期生以来構想を温め、平成９年度から６年の期生以来構想を温め、平成９年度から６年の期

間、地道に積み上げてつくり上げた福祉のま間、地道に積み上げてつくり上げた福祉のま間、地道に積み上げてつくり上げた福祉のま間、地道に積み上げてつくり上げた福祉のま

ちづくり条例に基づく地域福祉の推進と位置ちづくり条例に基づく地域福祉の推進と位置ちづくり条例に基づく地域福祉の推進と位置ちづくり条例に基づく地域福祉の推進と位置

づけられているからであります。私は、予算づけられているからであります。私は、予算づけられているからであります。私は、予算づけられているからであります。私は、予算

審査特別委員会でこの条例ができるまでの取審査特別委員会でこの条例ができるまでの取審査特別委員会でこの条例ができるまでの取審査特別委員会でこの条例ができるまでの取

り組みの残した軌跡とこの条例をどのようにり組みの残した軌跡とこの条例をどのようにり組みの残した軌跡とこの条例をどのようにり組みの残した軌跡とこの条例をどのように

いかしていくのか、まさに美唄発信全国展開いかしていくのか、まさに美唄発信全国展開いかしていくのか、まさに美唄発信全国展開いかしていくのか、まさに美唄発信全国展開

のきらりと光る自信作として、書物にすべきのきらりと光る自信作として、書物にすべきのきらりと光る自信作として、書物にすべきのきらりと光る自信作として、書物にすべき

と提言しました。人と人がお互い支え合い暮と提言しました。人と人がお互い支え合い暮と提言しました。人と人がお互い支え合い暮と提言しました。人と人がお互い支え合い暮

らすことができる地域社会を住む人みずかららすことができる地域社会を住む人みずかららすことができる地域社会を住む人みずかららすことができる地域社会を住む人みずから

トライする事業の地道な継続の成果を期待し、トライする事業の地道な継続の成果を期待し、トライする事業の地道な継続の成果を期待し、トライする事業の地道な継続の成果を期待し、

高く評価するものです。高く評価するものです。高く評価するものです。高く評価するものです。

２つ、「快適な暮らしを実現するまちづく２つ、「快適な暮らしを実現するまちづく２つ、「快適な暮らしを実現するまちづく２つ、「快適な暮らしを実現するまちづく

り」については、高規格救急自動車整備事業り」については、高規格救急自動車整備事業り」については、高規格救急自動車整備事業り」については、高規格救急自動車整備事業

の２,７１０万円を挙げます。病院の一部診療の２,７１０万円を挙げます。病院の一部診療の２,７１０万円を挙げます。病院の一部診療の２,７１０万円を挙げます。病院の一部診療

科目においてセンター化やサテライト化が避科目においてセンター化やサテライト化が避科目においてセンター化やサテライト化が避科目においてセンター化やサテライト化が避

けられないと言われている今日、患者搬送のけられないと言われている今日、患者搬送のけられないと言われている今日、患者搬送のけられないと言われている今日、患者搬送の

１分１秒が生死を決める事態に備えて、既存１分１秒が生死を決める事態に備えて、既存１分１秒が生死を決める事態に備えて、既存１分１秒が生死を決める事態に備えて、既存

の１台に加えて高規格救急自動車１台の新たの１台に加えて高規格救急自動車１台の新たの１台に加えて高規格救急自動車１台の新たの１台に加えて高規格救急自動車１台の新た

な購入は、市民の救命率向上を図るための時な購入は、市民の救命率向上を図るための時な購入は、市民の救命率向上を図るための時な購入は、市民の救命率向上を図るための時

期を得た対策であり、行政本来の仕事として期を得た対策であり、行政本来の仕事として期を得た対策であり、行政本来の仕事として期を得た対策であり、行政本来の仕事として

評価するものです。評価するものです。評価するものです。評価するものです。

３つ、「人と自然が調和したまちづくり」３つ、「人と自然が調和したまちづくり」３つ、「人と自然が調和したまちづくり」３つ、「人と自然が調和したまちづくり」

については、廃棄物減量等推進事業３６万円については、廃棄物減量等推進事業３６万円については、廃棄物減量等推進事業３６万円については、廃棄物減量等推進事業３６万円

の新規事業を挙げます。美唄市においては、の新規事業を挙げます。美唄市においては、の新規事業を挙げます。美唄市においては、の新規事業を挙げます。美唄市においては、

ごみ処理基本計画に基づき、家庭用一般廃棄ごみ処理基本計画に基づき、家庭用一般廃棄ごみ処理基本計画に基づき、家庭用一般廃棄ごみ処理基本計画に基づき、家庭用一般廃棄

物の有料化と事業所用一般廃棄物の有料化の物の有料化と事業所用一般廃棄物の有料化の物の有料化と事業所用一般廃棄物の有料化の物の有料化と事業所用一般廃棄物の有料化の

見直しが平成１８年度から実施されます。あ見直しが平成１８年度から実施されます。あ見直しが平成１８年度から実施されます。あ見直しが平成１８年度から実施されます。あ

わせてごみの最終処分場の建設、さらにはそわせてごみの最終処分場の建設、さらにはそわせてごみの最終処分場の建設、さらにはそわせてごみの最終処分場の建設、さらにはそ

の先に焼却場や生ごみの処理施設の広域化事の先に焼却場や生ごみの処理施設の広域化事の先に焼却場や生ごみの処理施設の広域化事の先に焼却場や生ごみの処理施設の広域化事

業の方向について方針決定されています。こ業の方向について方針決定されています。こ業の方向について方針決定されています。こ業の方向について方針決定されています。こ

のたび計上された予算は、市民参加による体のたび計上された予算は、市民参加による体のたび計上された予算は、市民参加による体のたび計上された予算は、市民参加による体

系的なごみ処理の将来の姿について、より具系的なごみ処理の将来の姿について、より具系的なごみ処理の将来の姿について、より具系的なごみ処理の将来の姿について、より具

体的な原案づくりをするための組織として推体的な原案づくりをするための組織として推体的な原案づくりをするための組織として推体的な原案づくりをするための組織として推

進協議会を立ち上げるもので、市民との協働進協議会を立ち上げるもので、市民との協働進協議会を立ち上げるもので、市民との協働進協議会を立ち上げるもので、市民との協働

によるごみ処理行政推進と他自治体との差別によるごみ処理行政推進と他自治体との差別によるごみ処理行政推進と他自治体との差別によるごみ処理行政推進と他自治体との差別

化を図れるよう期待しています。化を図れるよう期待しています。化を図れるよう期待しています。化を図れるよう期待しています。

４つ、「豊かで活力のある産業が広がるま４つ、「豊かで活力のある産業が広がるま４つ、「豊かで活力のある産業が広がるま４つ、「豊かで活力のある産業が広がるま

ちづくり」については、美唄市観光物産協会ちづくり」については、美唄市観光物産協会ちづくり」については、美唄市観光物産協会ちづくり」については、美唄市観光物産協会
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補助事業１,３００万円を挙げます。観光物産補助事業１,３００万円を挙げます。観光物産補助事業１,３００万円を挙げます。観光物産補助事業１,３００万円を挙げます。観光物産

協会の事務局が市から商工会議所に移行する協会の事務局が市から商工会議所に移行する協会の事務局が市から商工会議所に移行する協会の事務局が市から商工会議所に移行する

ことを契機に、市長がスタートから手がけてことを契機に、市長がスタートから手がけてことを契機に、市長がスタートから手がけてことを契機に、市長がスタートから手がけて

現在好調な経営を展開しているゆ～りん館や現在好調な経営を展開しているゆ～りん館や現在好調な経営を展開しているゆ～りん館や現在好調な経営を展開しているゆ～りん館や

その付属施設を柱にして、美唄の地域資源がその付属施設を柱にして、美唄の地域資源がその付属施設を柱にして、美唄の地域資源がその付属施設を柱にして、美唄の地域資源が

いかされ、新たな観光産業の転換に結びつくいかされ、新たな観光産業の転換に結びつくいかされ、新たな観光産業の転換に結びつくいかされ、新たな観光産業の転換に結びつく

ことにより、美唄の元気を取り戻すことがでことにより、美唄の元気を取り戻すことがでことにより、美唄の元気を取り戻すことがでことにより、美唄の元気を取り戻すことがで

きるよう、事務局の専任職員にはそのプロがきるよう、事務局の専任職員にはそのプロがきるよう、事務局の専任職員にはそのプロがきるよう、事務局の専任職員にはそのプロが

任に当たることが望ましいと思います。市と任に当たることが望ましいと思います。市と任に当たることが望ましいと思います。市と任に当たることが望ましいと思います。市と

しての役割りを果たすことを期待しています。しての役割りを果たすことを期待しています。しての役割りを果たすことを期待しています。しての役割りを果たすことを期待しています。

５つ、「文化と交流のまちづくり」につい５つ、「文化と交流のまちづくり」につい５つ、「文化と交流のまちづくり」につい５つ、「文化と交流のまちづくり」につい

ては、専修大学北海道短期大学振興助成事業ては、専修大学北海道短期大学振興助成事業ては、専修大学北海道短期大学振興助成事業ては、専修大学北海道短期大学振興助成事業

２,０００万円を挙げます。中国留学生の受け２,０００万円を挙げます。中国留学生の受け２,０００万円を挙げます。中国留学生の受け２,０００万円を挙げます。中国留学生の受け

入れが８人から２１人に大幅増になることや、入れが８人から２１人に大幅増になることや、入れが８人から２１人に大幅増になることや、入れが８人から２１人に大幅増になることや、

体育施設整備のため前年度より倍増予算計上体育施設整備のため前年度より倍増予算計上体育施設整備のため前年度より倍増予算計上体育施設整備のため前年度より倍増予算計上

となりました。しかし、留学生支援は１人当となりました。しかし、留学生支援は１人当となりました。しかし、留学生支援は１人当となりました。しかし、留学生支援は１人当

たりは減額となり、佳木斯会等市民の支援体たりは減額となり、佳木斯会等市民の支援体たりは減額となり、佳木斯会等市民の支援体たりは減額となり、佳木斯会等市民の支援体

制の強化が望まれます。美唄にとって、絶対制の強化が望まれます。美唄にとって、絶対制の強化が望まれます。美唄にとって、絶対制の強化が望まれます。美唄にとって、絶対

必要な専修大学の存続は、産・学・公・民の必要な専修大学の存続は、産・学・公・民の必要な専修大学の存続は、産・学・公・民の必要な専修大学の存続は、産・学・公・民の

連携によるまちづくりのためにも極めて重要連携によるまちづくりのためにも極めて重要連携によるまちづくりのためにも極めて重要連携によるまちづくりのためにも極めて重要

です。市として役割りを果たすことを期待しです。市として役割りを果たすことを期待しです。市として役割りを果たすことを期待しです。市として役割りを果たすことを期待し

ています。ています。ています。ています。

次に、今後の行財政執行等について、私の次に、今後の行財政執行等について、私の次に、今後の行財政執行等について、私の次に、今後の行財政執行等について、私の

若干の意見を申し上げます。若干の意見を申し上げます。若干の意見を申し上げます。若干の意見を申し上げます。

その１つは、しつこくしつこくお話申し上その１つは、しつこくしつこくお話申し上その１つは、しつこくしつこくお話申し上その１つは、しつこくしつこくお話申し上

げる行政組織のグループ制と職員担当制の導げる行政組織のグループ制と職員担当制の導げる行政組織のグループ制と職員担当制の導げる行政組織のグループ制と職員担当制の導

入に当たっての考え方であります。このこと入に当たっての考え方であります。このこと入に当たっての考え方であります。このこと入に当たっての考え方であります。このこと

については、職員間、市民間との双方向の議については、職員間、市民間との双方向の議については、職員間、市民間との双方向の議については、職員間、市民間との双方向の議

論を重ねること、せいては事をし損ずるとい論を重ねること、せいては事をし損ずるとい論を重ねること、せいては事をし損ずるとい論を重ねること、せいては事をし損ずるとい

うことを肝に銘じていただきたいと思います。うことを肝に銘じていただきたいと思います。うことを肝に銘じていただきたいと思います。うことを肝に銘じていただきたいと思います。

その２つは、職員の退職勧奨制度のあり方その２つは、職員の退職勧奨制度のあり方その２つは、職員の退職勧奨制度のあり方その２つは、職員の退職勧奨制度のあり方

について申し上げます。３月１８日の北海道について申し上げます。３月１８日の北海道について申し上げます。３月１８日の北海道について申し上げます。３月１８日の北海道

新聞に次のような記事が載っていましたので新聞に次のような記事が載っていましたので新聞に次のような記事が載っていましたので新聞に次のような記事が載っていましたので

読み上げます。「期末手当の不受給、町長み読み上げます。「期末手当の不受給、町長み読み上げます。「期末手当の不受給、町長み読み上げます。「期末手当の不受給、町長み

ずから議案提出。後志管内岩内町の町長は、ずから議案提出。後志管内岩内町の町長は、ずから議案提出。後志管内岩内町の町長は、ずから議案提出。後志管内岩内町の町長は、

１７日の町議会でみずからに対し、２００７１７日の町議会でみずからに対し、２００７１７日の町議会でみずからに対し、２００７１７日の町議会でみずからに対し、２００７

年１０月までの任期中、年２回の期末手当を年１０月までの任期中、年２回の期末手当を年１０月までの任期中、年２回の期末手当を年１０月までの任期中、年２回の期末手当を

支給しないとする特別職給与条例改正案を提支給しないとする特別職給与条例改正案を提支給しないとする特別職給与条例改正案を提支給しないとする特別職給与条例改正案を提

出した。１９日の町議会で可決の見通し。町出した。１９日の町議会で可決の見通し。町出した。１９日の町議会で可決の見通し。町出した。１９日の町議会で可決の見通し。町

長は、初当選の１０カ月前、勧奨扱いで同町長は、初当選の１０カ月前、勧奨扱いで同町長は、初当選の１０カ月前、勧奨扱いで同町長は、初当選の１０カ月前、勧奨扱いで同町

を退職した際に受け取った退職金の割り増しを退職した際に受け取った退職金の割り増しを退職した際に受け取った退職金の割り増しを退職した際に受け取った退職金の割り増し

分について町民の一部から批判を受けており、分について町民の一部から批判を受けており、分について町民の一部から批判を受けており、分について町民の一部から批判を受けており、

これを考慮した措置という」、道地方課のコこれを考慮した措置という」、道地方課のコこれを考慮した措置という」、道地方課のコこれを考慮した措置という」、道地方課のコ

メントは省略しますが、「同町の期末手当のメントは省略しますが、「同町の期末手当のメントは省略しますが、「同町の期末手当のメントは省略しますが、「同町の期末手当の

年間支給額は月給給料の４.４カ月分で、同町年間支給額は月給給料の４.４カ月分で、同町年間支給額は月給給料の４.４カ月分で、同町年間支給額は月給給料の４.４カ月分で、同町

長に今後支給されるはずだった同手当の総額長に今後支給されるはずだった同手当の総額長に今後支給されるはずだった同手当の総額長に今後支給されるはずだった同手当の総額

は約１,１００万円、同町長は０２年１２月には約１,１００万円、同町長は０２年１２月には約１,１００万円、同町長は０２年１２月には約１,１００万円、同町長は０２年１２月に

同町一般職を退職した際、公職選挙の立候補同町一般職を退職した際、公職選挙の立候補同町一般職を退職した際、公職選挙の立候補同町一般職を退職した際、公職選挙の立候補

予定者には適用をされない勧奨扱いで退職し、予定者には適用をされない勧奨扱いで退職し、予定者には適用をされない勧奨扱いで退職し、予定者には適用をされない勧奨扱いで退職し、

本来の退職金のほか、割り増し分９９５万６,本来の退職金のほか、割り増し分９９５万６,本来の退職金のほか、割り増し分９９５万６,本来の退職金のほか、割り増し分９９５万６,

０００円の支給を受けた」という内容であり０００円の支給を受けた」という内容であり０００円の支給を受けた」という内容であり０００円の支給を受けた」という内容であり

ます。ます。ます。ます。

美唄市にもこの記事に一部類似した直近の美唄市にもこの記事に一部類似した直近の美唄市にもこの記事に一部類似した直近の美唄市にもこの記事に一部類似した直近の

例があると承知をしています。本年１月末で例があると承知をしています。本年１月末で例があると承知をしています。本年１月末で例があると承知をしています。本年１月末で

退職した一般職最高幹部職員は、２月１５日退職した一般職最高幹部職員は、２月１５日退職した一般職最高幹部職員は、２月１５日退職した一般職最高幹部職員は、２月１５日

に記者会見を開き、９月に実施予定の美唄市に記者会見を開き、９月に実施予定の美唄市に記者会見を開き、９月に実施予定の美唄市に記者会見を開き、９月に実施予定の美唄市

長に出馬することを表明しました。美唄市職長に出馬することを表明しました。美唄市職長に出馬することを表明しました。美唄市職長に出馬することを表明しました。美唄市職

員の退職金の支給に当たっては、加入してい員の退職金の支給に当たっては、加入してい員の退職金の支給に当たっては、加入してい員の退職金の支給に当たっては、加入してい

る市町村退職手当組合条例や美唄市の勧奨退る市町村退職手当組合条例や美唄市の勧奨退る市町村退職手当組合条例や美唄市の勧奨退る市町村退職手当組合条例や美唄市の勧奨退

職要綱がルールにあります。さらに、そのル職要綱がルールにあります。さらに、そのル職要綱がルールにあります。さらに、そのル職要綱がルールにあります。さらに、そのル

ールの前提に国家公務員の支給ルールが法律ールの前提に国家公務員の支給ルールが法律ールの前提に国家公務員の支給ルールが法律ールの前提に国家公務員の支給ルールが法律

等で定められています。その法律の運用方針等で定められています。その法律の運用方針等で定められています。その法律の運用方針等で定められています。その法律の運用方針

には、次のような定めがあります。国家公務には、次のような定めがあります。国家公務には、次のような定めがあります。国家公務には、次のような定めがあります。国家公務

員退職手当法の運用方針第３条関係の４、退員退職手当法の運用方針第３条関係の４、退員退職手当法の運用方針第３条関係の４、退員退職手当法の運用方針第３条関係の４、退

職の主たる理由が選挙に立候補するためのも職の主たる理由が選挙に立候補するためのも職の主たる理由が選挙に立候補するためのも職の主たる理由が選挙に立候補するためのも

のであることが明らかである場合には、勧奨のであることが明らかである場合には、勧奨のであることが明らかである場合には、勧奨のであることが明らかである場合には、勧奨

退職としては取り扱わないものとすると規定退職としては取り扱わないものとすると規定退職としては取り扱わないものとすると規定退職としては取り扱わないものとすると規定

であります。仮に１月末で退職した職員が勧であります。仮に１月末で退職した職員が勧であります。仮に１月末で退職した職員が勧であります。仮に１月末で退職した職員が勧
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奨扱いで多額の加算額が支給されたとすれば、奨扱いで多額の加算額が支給されたとすれば、奨扱いで多額の加算額が支給されたとすれば、奨扱いで多額の加算額が支給されたとすれば、

返還義務は生じないのでしょうか。私には、返還義務は生じないのでしょうか。私には、返還義務は生じないのでしょうか。私には、返還義務は生じないのでしょうか。私には、

返還義務が生じると考えます。どのようにお返還義務が生じると考えます。どのようにお返還義務が生じると考えます。どのようにお返還義務が生じると考えます。どのようにお

考えでしょうか。これは、質問ではございま考えでしょうか。これは、質問ではございま考えでしょうか。これは、質問ではございま考えでしょうか。これは、質問ではございま

せんので、討論ですので、答弁がいただけなせんので、討論ですので、答弁がいただけなせんので、討論ですので、答弁がいただけなせんので、討論ですので、答弁がいただけな

いことが残念でありますが、ぜひ適切な対応いことが残念でありますが、ぜひ適切な対応いことが残念でありますが、ぜひ適切な対応いことが残念でありますが、ぜひ適切な対応

を求めることを強く要望したいと思います。を求めることを強く要望したいと思います。を求めることを強く要望したいと思います。を求めることを強く要望したいと思います。

その３つは、わかりやすい予算書の作成にその３つは、わかりやすい予算書の作成にその３つは、わかりやすい予算書の作成にその３つは、わかりやすい予算書の作成に

ついてであります。このことも何度も何度もついてであります。このことも何度も何度もついてであります。このことも何度も何度もついてであります。このことも何度も何度も

お話をしてきたことでありますが、あえて申お話をしてきたことでありますが、あえて申お話をしてきたことでありますが、あえて申お話をしてきたことでありますが、あえて申

し上げたいと思います。予算書の作成は、地し上げたいと思います。予算書の作成は、地し上げたいと思います。予算書の作成は、地し上げたいと思います。予算書の作成は、地

方自治法施行令、施行規則、さらには細かく方自治法施行令、施行規則、さらには細かく方自治法施行令、施行規則、さらには細かく方自治法施行令、施行規則、さらには細かく

規定をされています。議決科目の款、項につ規定をされています。議決科目の款、項につ規定をされています。議決科目の款、項につ規定をされています。議決科目の款、項につ

いては一定の書式がありますが、執行科目のいては一定の書式がありますが、執行科目のいては一定の書式がありますが、執行科目のいては一定の書式がありますが、執行科目の

目、節についてはそれぞれ自治体がオリジナ目、節についてはそれぞれ自治体がオリジナ目、節についてはそれぞれ自治体がオリジナ目、節についてはそれぞれ自治体がオリジナ

ルな考えで記載できるというふうに承知をしルな考えで記載できるというふうに承知をしルな考えで記載できるというふうに承知をしルな考えで記載できるというふうに承知をし

ています。美唄市の予算は、その事業がどうています。美唄市の予算は、その事業がどうています。美唄市の予算は、その事業がどうています。美唄市の予算は、その事業がどう

なっているのか、政策がどうなっているのか、なっているのか、政策がどうなっているのか、なっているのか、政策がどうなっているのか、なっているのか、政策がどうなっているのか、

施策がどうか、あわせて事務事業が具体的に施策がどうか、あわせて事務事業が具体的に施策がどうか、あわせて事務事業が具体的に施策がどうか、あわせて事務事業が具体的に

どのような内容になっているのか、対前年比どのような内容になっているのか、対前年比どのような内容になっているのか、対前年比どのような内容になっているのか、対前年比

がどうなのか、非常に見づらい内容でありまがどうなのか、非常に見づらい内容でありまがどうなのか、非常に見づらい内容でありまがどうなのか、非常に見づらい内容でありま

す。このことは、市長が掲げる、よりわかりす。このことは、市長が掲げる、よりわかりす。このことは、市長が掲げる、よりわかりす。このことは、市長が掲げる、よりわかり

やすく、そして具体的に予算を通じて何をしやすく、そして具体的に予算を通じて何をしやすく、そして具体的に予算を通じて何をしやすく、そして具体的に予算を通じて何をし

たいかということを示していくという姿勢にたいかということを示していくという姿勢にたいかということを示していくという姿勢にたいかということを示していくという姿勢に

私は合わない内容だろうというふうに考えて私は合わない内容だろうというふうに考えて私は合わない内容だろうというふうに考えて私は合わない内容だろうというふうに考えて

います。ことしは、まさに危機的な財政状況います。ことしは、まさに危機的な財政状況います。ことしは、まさに危機的な財政状況います。ことしは、まさに危機的な財政状況

と三位一体改革の大変な状況があり、予算書と三位一体改革の大変な状況があり、予算書と三位一体改革の大変な状況があり、予算書と三位一体改革の大変な状況があり、予算書

の様式の手直しという難しい環境があったかの様式の手直しという難しい環境があったかの様式の手直しという難しい環境があったかの様式の手直しという難しい環境があったか

と思います。このように、この予算書そのもと思います。このように、この予算書そのもと思います。このように、この予算書そのもと思います。このように、この予算書そのも

のをわかりやすくするものとあわせて、市民のをわかりやすくするものとあわせて、市民のをわかりやすくするものとあわせて、市民のをわかりやすくするものとあわせて、市民

向けにもっとわかりやすい、市民が身近に感向けにもっとわかりやすい、市民が身近に感向けにもっとわかりやすい、市民が身近に感向けにもっとわかりやすい、市民が身近に感

じるわかりやすい予算書の作成についてもあじるわかりやすい予算書の作成についてもあじるわかりやすい予算書の作成についてもあじるわかりやすい予算書の作成についてもあ

わせてお取り組みいただけますようにご要望わせてお取り組みいただけますようにご要望わせてお取り組みいただけますようにご要望わせてお取り組みいただけますようにご要望

を申し上げる次第であります。を申し上げる次第であります。を申し上げる次第であります。を申し上げる次第であります。

最後になりましたが、いまだかつて経験し最後になりましたが、いまだかつて経験し最後になりましたが、いまだかつて経験し最後になりましたが、いまだかつて経験し

たことのない難問山積の美唄の現状でありまたことのない難問山積の美唄の現状でありまたことのない難問山積の美唄の現状でありまたことのない難問山積の美唄の現状でありま

す。しかし、市長がみずから選択し、議会もす。しかし、市長がみずから選択し、議会もす。しかし、市長がみずから選択し、議会もす。しかし、市長がみずから選択し、議会も

市民の皆さんも同意した自立へのスタートの市民の皆さんも同意した自立へのスタートの市民の皆さんも同意した自立へのスタートの市民の皆さんも同意した自立へのスタートの

年、すなわち自立元年に当たり、その道筋を年、すなわち自立元年に当たり、その道筋を年、すなわち自立元年に当たり、その道筋を年、すなわち自立元年に当たり、その道筋を

市長みずから、職員、そして市民と心を１つ市長みずから、職員、そして市民と心を１つ市長みずから、職員、そして市民と心を１つ市長みずから、職員、そして市民と心を１つ

にして先頭に立っていることが市長の責務でにして先頭に立っていることが市長の責務でにして先頭に立っていることが市長の責務でにして先頭に立っていることが市長の責務で

あり、またそのことが市民の負託にこたえるあり、またそのことが市民の負託にこたえるあり、またそのことが市民の負託にこたえるあり、またそのことが市民の負託にこたえる

ことだと私はかたく信じています。公平、公ことだと私はかたく信じています。公平、公ことだと私はかたく信じています。公平、公ことだと私はかたく信じています。公平、公

正、そして清潔な政治姿勢でどこにも妥協し正、そして清潔な政治姿勢でどこにも妥協し正、そして清潔な政治姿勢でどこにも妥協し正、そして清潔な政治姿勢でどこにも妥協し

ない頑固さを堅持されて、ぜひ健闘されますない頑固さを堅持されて、ぜひ健闘されますない頑固さを堅持されて、ぜひ健闘されますない頑固さを堅持されて、ぜひ健闘されます

よう大いに期待をするところであります。よう大いに期待をするところであります。よう大いに期待をするところであります。よう大いに期待をするところであります。

議員各位におかれましては、議案第４号平議員各位におかれましては、議案第４号平議員各位におかれましては、議案第４号平議員各位におかれましては、議案第４号平

成１６年度美唄市一般会計予算にご賛同くだ成１６年度美唄市一般会計予算にご賛同くだ成１６年度美唄市一般会計予算にご賛同くだ成１６年度美唄市一般会計予算にご賛同くだ

さいますことをあわせてお願いし、私の賛成さいますことをあわせてお願いし、私の賛成さいますことをあわせてお願いし、私の賛成さいますことをあわせてお願いし、私の賛成

討論を終わります。討論を終わります。討論を終わります。討論を終わります。

●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

ご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決い

たします。たします。たします。たします。

本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。ります。ります。ります。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）

起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。

議案第４号平成１６年度美唄市一議案第４号平成１６年度美唄市一議案第４号平成１６年度美唄市一議案第４号平成１６年度美唄市一よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定され般会計予算般会計予算般会計予算般会計予算

ました。ました。ました。ました。

次に、議案第５号について質疑を行います。次に、議案第５号について質疑を行います。次に、議案第５号について質疑を行います。次に、議案第５号について質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。
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［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第５号平成１６年度美唄市民議案第５号平成１６年度美唄市民議案第５号平成１６年度美唄市民議案第５号平成１６年度美唄市民よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおり決定さは、委員長報告のとおり決定さは、委員長報告のとおり決定さは、委員長報告のとおり決定さバス会計予算バス会計予算バス会計予算バス会計予算

れました。れました。れました。れました。

次に、議案第６号について質疑を行います。次に、議案第６号について質疑を行います。次に、議案第６号について質疑を行います。次に、議案第６号について質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。

●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題

となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市

国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に

参加いたします。参加いたします。参加いたします。参加いたします。

結論から先に申し上げまして、私の立場は結論から先に申し上げまして、私の立場は結論から先に申し上げまして、私の立場は結論から先に申し上げまして、私の立場は

原案に反対であります。原案に反対であります。原案に反対であります。原案に反対であります。

以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま以下、その理由と若干の意見を申し述べま

す。す。す。す。

昨年４月からの健康保険本人窓口負担３割昨年４月からの健康保険本人窓口負担３割昨年４月からの健康保険本人窓口負担３割昨年４月からの健康保険本人窓口負担３割

への値上げ、一昨年１０月からの高齢者の窓への値上げ、一昨年１０月からの高齢者の窓への値上げ、一昨年１０月からの高齢者の窓への値上げ、一昨年１０月からの高齢者の窓

口負担の引き上げで、いま深刻な受診抑制、口負担の引き上げで、いま深刻な受診抑制、口負担の引き上げで、いま深刻な受診抑制、口負担の引き上げで、いま深刻な受診抑制、

治療中断が広がっています。国民健康保険の治療中断が広がっています。国民健康保険の治療中断が広がっています。国民健康保険の治療中断が広がっています。国民健康保険の

滞納者は、昨年６月の時点で約４１１万７,０滞納者は、昨年６月の時点で約４１１万７,０滞納者は、昨年６月の時点で約４１１万７,０滞納者は、昨年６月の時点で約４１１万７,０

００世帯、資格証明書の交付は約２２万５,０００世帯、資格証明書の交付は約２２万５,０００世帯、資格証明書の交付は約２２万５,０００世帯、資格証明書の交付は約２２万５,０

００世帯、短期被保険者証は約７７万８,００００世帯、短期被保険者証は約７７万８,００００世帯、短期被保険者証は約７７万８,００００世帯、短期被保険者証は約７７万８,００

０世帯となり、医療を受ける権利、生存権が０世帯となり、医療を受ける権利、生存権が０世帯となり、医療を受ける権利、生存権が０世帯となり、医療を受ける権利、生存権が

じゅうりんされている事態が広がっています。じゅうりんされている事態が広がっています。じゅうりんされている事態が広がっています。じゅうりんされている事態が広がっています。

政府は、この深刻な事態を国保保険者の都道政府は、この深刻な事態を国保保険者の都道政府は、この深刻な事態を国保保険者の都道政府は、この深刻な事態を国保保険者の都道

府県別への統合再編、保険料の引き上げなど、府県別への統合再編、保険料の引き上げなど、府県別への統合再編、保険料の引き上げなど、府県別への統合再編、保険料の引き上げなど、

国民負担を増加で解決する方向を打ち出して国民負担を増加で解決する方向を打ち出して国民負担を増加で解決する方向を打ち出して国民負担を増加で解決する方向を打ち出して

います。こうした医療制度の改悪は、小泉内います。こうした医療制度の改悪は、小泉内います。こうした医療制度の改悪は、小泉内います。こうした医療制度の改悪は、小泉内

閣の国民の生活、国民の健康に無責任な態度閣の国民の生活、国民の健康に無責任な態度閣の国民の生活、国民の健康に無責任な態度閣の国民の生活、国民の健康に無責任な態度

のあらわれであります。こうした政治的状況のあらわれであります。こうした政治的状況のあらわれであります。こうした政治的状況のあらわれであります。こうした政治的状況

の中で編成された本会計予算は、編成に当たの中で編成された本会計予算は、編成に当たの中で編成された本会計予算は、編成に当たの中で編成された本会計予算は、編成に当た

った関係職員には大変ご苦労されたことと思った関係職員には大変ご苦労されたことと思った関係職員には大変ご苦労されたことと思った関係職員には大変ご苦労されたことと思

い、その労苦に対し敬意を表するものでありい、その労苦に対し敬意を表するものでありい、その労苦に対し敬意を表するものでありい、その労苦に対し敬意を表するものであり

ます。ます。ます。ます。

本会計の歳入歳出の予算総額は、３２億９,本会計の歳入歳出の予算総額は、３２億９,本会計の歳入歳出の予算総額は、３２億９,本会計の歳入歳出の予算総額は、３２億９,

５１４万９,０００円で、前年比でマイナス１５１４万９,０００円で、前年比でマイナス１５１４万９,０００円で、前年比でマイナス１５１４万９,０００円で、前年比でマイナス１

億１,７１３万６,０００円となっています。億１,７１３万６,０００円となっています。億１,７１３万６,０００円となっています。億１,７１３万６,０００円となっています。

本市においては、市民の４９.９％の世帯が、本市においては、市民の４９.９％の世帯が、本市においては、市民の４９.９％の世帯が、本市においては、市民の４９.９％の世帯が、

また全人口の４１％が国民健康保険に加入しまた全人口の４１％が国民健康保険に加入しまた全人口の４１％が国民健康保険に加入しまた全人口の４１％が国民健康保険に加入し

ていますが、その圧倒的に多くの人が低所得ていますが、その圧倒的に多くの人が低所得ていますが、その圧倒的に多くの人が低所得ていますが、その圧倒的に多くの人が低所得

世帯であります。長引く不況の中でのリスト世帯であります。長引く不況の中でのリスト世帯であります。長引く不況の中でのリスト世帯であります。長引く不況の中でのリスト

ラや倒産などによる失業者の増加などで、国ラや倒産などによる失業者の増加などで、国ラや倒産などによる失業者の増加などで、国ラや倒産などによる失業者の増加などで、国

保税を払いたくても払えない人たちがふえて保税を払いたくても払えない人たちがふえて保税を払いたくても払えない人たちがふえて保税を払いたくても払えない人たちがふえて

います。こうした中で、本市ではそうした滞います。こうした中で、本市ではそうした滞います。こうした中で、本市ではそうした滞います。こうした中で、本市ではそうした滞

納者に対して発行している資格証明書が８９納者に対して発行している資格証明書が８９納者に対して発行している資格証明書が８９納者に対して発行している資格証明書が８９

世帯、短期被保険者証が２３９世帯に上って世帯、短期被保険者証が２３９世帯に上って世帯、短期被保険者証が２３９世帯に上って世帯、短期被保険者証が２３９世帯に上って

います。国保会計での基金積立金は、現在５います。国保会計での基金積立金は、現在５います。国保会計での基金積立金は、現在５います。国保会計での基金積立金は、現在５

億０,８００万円余になっており、これは国保億０,８００万円余になっており、これは国保億０,８００万円余になっており、これは国保億０,８００万円余になっており、これは国保

加入世帯の１世帯当たり７万６,０００円にな加入世帯の１世帯当たり７万６,０００円にな加入世帯の１世帯当たり７万６,０００円にな加入世帯の１世帯当たり７万６,０００円にな

ります。これは、１世帯当たりの国保税の平ります。これは、１世帯当たりの国保税の平ります。これは、１世帯当たりの国保税の平ります。これは、１世帯当たりの国保税の平

均納入額が１２万７,０００円であることから均納入額が１２万７,０００円であることから均納入額が１２万７,０００円であることから均納入額が１２万７,０００円であることから

見て大きなものであります。国が進めてきた見て大きなものであります。国が進めてきた見て大きなものであります。国が進めてきた見て大きなものであります。国が進めてきた

医療費の値上げを含む健康保険制度の改悪に医療費の値上げを含む健康保険制度の改悪に医療費の値上げを含む健康保険制度の改悪に医療費の値上げを含む健康保険制度の改悪に

より、市民生活が一層圧迫されてきました。より、市民生活が一層圧迫されてきました。より、市民生活が一層圧迫されてきました。より、市民生活が一層圧迫されてきました。

このことからも、基金積立金を取り崩し、国このことからも、基金積立金を取り崩し、国このことからも、基金積立金を取り崩し、国このことからも、基金積立金を取り崩し、国

保税の引き下げを行うべきであります。保税の引き下げを行うべきであります。保税の引き下げを行うべきであります。保税の引き下げを行うべきであります。

本会計の予算執行は、結果として国の社会本会計の予算執行は、結果として国の社会本会計の予算執行は、結果として国の社会本会計の予算執行は、結果として国の社会

保障切り詰めの路線であり、到底容認できな保障切り詰めの路線であり、到底容認できな保障切り詰めの路線であり、到底容認できな保障切り詰めの路線であり、到底容認できな

いものです。市長は、苦しい中で懸命に生活いものです。市長は、苦しい中で懸命に生活いものです。市長は、苦しい中で懸命に生活いものです。市長は、苦しい中で懸命に生活

している市民の命と健康を守るため、国に対している市民の命と健康を守るため、国に対している市民の命と健康を守るため、国に対している市民の命と健康を守るため、国に対
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しては国庫負担率をもとの４５％に戻すこと。しては国庫負担率をもとの４５％に戻すこと。しては国庫負担率をもとの４５％に戻すこと。しては国庫負担率をもとの４５％に戻すこと。

収納率低下に対し、ペナルティーによる国庫収納率低下に対し、ペナルティーによる国庫収納率低下に対し、ペナルティーによる国庫収納率低下に対し、ペナルティーによる国庫

支出金の削減をやめさせることを強く働きか支出金の削減をやめさせることを強く働きか支出金の削減をやめさせることを強く働きか支出金の削減をやめさせることを強く働きか

け、市民の生活を守るための先頭に立たれるけ、市民の生活を守るための先頭に立たれるけ、市民の生活を守るための先頭に立たれるけ、市民の生活を守るための先頭に立たれる

ことを期待して討論を終わります。ことを期待して討論を終わります。ことを期待して討論を終わります。ことを期待して討論を終わります。

●議長中西勇夫君 １３番谷村孝一君。●議長中西勇夫君 １３番谷村孝一君。●議長中西勇夫君 １３番谷村孝一君。●議長中西勇夫君 １３番谷村孝一君。

●１３番谷村孝一君（登壇） ただいま議題●１３番谷村孝一君（登壇） ただいま議題●１３番谷村孝一君（登壇） ただいま議題●１３番谷村孝一君（登壇） ただいま議題

となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市となりました議案第６号平成１６年度美唄市

国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に国民健康保険会計予算につきまして、討論に

参加いたします。参加いたします。参加いたします。参加いたします。

結論から申し上げまして、原案に賛成であ結論から申し上げまして、原案に賛成であ結論から申し上げまして、原案に賛成であ結論から申し上げまして、原案に賛成であ

ります。ります。ります。ります。

以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。

予算は３２億９,５１４万９,０００円で、予算は３２億９,５１４万９,０００円で、予算は３２億９,５１４万９,０００円で、予算は３２億９,５１４万９,０００円で、

対前年比３.４％の減となっております。国民対前年比３.４％の減となっております。国民対前年比３.４％の減となっております。国民対前年比３.４％の減となっております。国民

健康保険制度は、創設以来我が国の医療保険健康保険制度は、創設以来我が国の医療保険健康保険制度は、創設以来我が国の医療保険健康保険制度は、創設以来我が国の医療保険

制度の中核として重要な役割りを担い、地域制度の中核として重要な役割りを担い、地域制度の中核として重要な役割りを担い、地域制度の中核として重要な役割りを担い、地域

医療保険として地域住民の健康と生活を支え医療保険として地域住民の健康と生活を支え医療保険として地域住民の健康と生活を支え医療保険として地域住民の健康と生活を支え

てきましたが、長引く景気の低迷や制度改正てきましたが、長引く景気の低迷や制度改正てきましたが、長引く景気の低迷や制度改正てきましたが、長引く景気の低迷や制度改正

に伴う前期高齢者の増加から医療費の増嵩とに伴う前期高齢者の増加から医療費の増嵩とに伴う前期高齢者の増加から医療費の増嵩とに伴う前期高齢者の増加から医療費の増嵩と

国民健康保険制度を取り巻く環境は厳しい状国民健康保険制度を取り巻く環境は厳しい状国民健康保険制度を取り巻く環境は厳しい状国民健康保険制度を取り巻く環境は厳しい状

況が続いております。こうしたことから、現況が続いております。こうしたことから、現況が続いております。こうしたことから、現況が続いております。こうしたことから、現

在国において少子高齢化においてもすべての在国において少子高齢化においてもすべての在国において少子高齢化においてもすべての在国において少子高齢化においてもすべての

国民が安心して良質な医療サービスを受ける国民が安心して良質な医療サービスを受ける国民が安心して良質な医療サービスを受ける国民が安心して良質な医療サービスを受ける

ことができるような医療制度を堅持するため、ことができるような医療制度を堅持するため、ことができるような医療制度を堅持するため、ことができるような医療制度を堅持するため、

医療供給体制や医療費の適正化を含め、制度医療供給体制や医療費の適正化を含め、制度医療供給体制や医療費の適正化を含め、制度医療供給体制や医療費の適正化を含め、制度

全般にわたり抜本的な改革が進められており全般にわたり抜本的な改革が進められており全般にわたり抜本的な改革が進められており全般にわたり抜本的な改革が進められており

ます。ます。ます。ます。

このように、医療保険制度が運営していくこのように、医療保険制度が運営していくこのように、医療保険制度が運営していくこのように、医療保険制度が運営していく

ためにさまざまな改革が図られ、大きな転換ためにさまざまな改革が図られ、大きな転換ためにさまざまな改革が図られ、大きな転換ためにさまざまな改革が図られ、大きな転換

期を迎えた中で、高齢者や所得の低い方の加期を迎えた中で、高齢者や所得の低い方の加期を迎えた中で、高齢者や所得の低い方の加期を迎えた中で、高齢者や所得の低い方の加

入が多い中、本市の国民健康保険の適正かつ入が多い中、本市の国民健康保険の適正かつ入が多い中、本市の国民健康保険の適正かつ入が多い中、本市の国民健康保険の適正かつ

安定的な事業運営の確保を図っていくため、安定的な事業運営の確保を図っていくため、安定的な事業運営の確保を図っていくため、安定的な事業運営の確保を図っていくため、

制度改正に適切に対処し、国民健康保険税の制度改正に適切に対処し、国民健康保険税の制度改正に適切に対処し、国民健康保険税の制度改正に適切に対処し、国民健康保険税の

収納確保を図り、医療費適正化を推進してい収納確保を図り、医療費適正化を推進してい収納確保を図り、医療費適正化を推進してい収納確保を図り、医療費適正化を推進してい

くとともに、中長期的な観点に立ち、保険者くとともに、中長期的な観点に立ち、保険者くとともに、中長期的な観点に立ち、保険者くとともに、中長期的な観点に立ち、保険者

の財政運営面における経営努力について今後の財政運営面における経営努力について今後の財政運営面における経営努力について今後の財政運営面における経営努力について今後

とも強く要請されてくるものと考えます。本とも強く要請されてくるものと考えます。本とも強く要請されてくるものと考えます。本とも強く要請されてくるものと考えます。本

予算を通じて、今後の国民健康保険の運営に予算を通じて、今後の国民健康保険の運営に予算を通じて、今後の国民健康保険の運営に予算を通じて、今後の国民健康保険の運営に

当たって、より一層の努力を傾注していただ当たって、より一層の努力を傾注していただ当たって、より一層の努力を傾注していただ当たって、より一層の努力を傾注していただ

くことを要望し、私の討論を終わります。くことを要望し、私の討論を終わります。くことを要望し、私の討論を終わります。くことを要望し、私の討論を終わります。

●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

ご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決い

たします。たします。たします。たします。

本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。ります。ります。ります。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）

起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。

議案第６号平成１６年度美唄市国議案第６号平成１６年度美唄市国議案第６号平成１６年度美唄市国議案第６号平成１６年度美唄市国よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおり民健康保険会計予算民健康保険会計予算民健康保険会計予算民健康保険会計予算

決定されました。決定されました。決定されました。決定されました。

午後１時３０分まで休憩いたします。午後１時３０分まで休憩いたします。午後１時３０分まで休憩いたします。午後１時３０分まで休憩いたします。

午後０時２４分 休憩午後０時２４分 休憩午後０時２４分 休憩午後０時２４分 休憩

午後１時３０分 開議午後１時３０分 開議午後１時３０分 開議午後１時３０分 開議

●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。

これより議案第７号について質疑を行いまこれより議案第７号について質疑を行いまこれより議案第７号について質疑を行いまこれより議案第７号について質疑を行いま

す。す。す。す。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。９番長谷川吉春君。
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●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題

となりました議案第７号平成１６年度美唄市となりました議案第７号平成１６年度美唄市となりました議案第７号平成１６年度美唄市となりました議案第７号平成１６年度美唄市

老人保健会計予算につきまして、討論に参加老人保健会計予算につきまして、討論に参加老人保健会計予算につきまして、討論に参加老人保健会計予算につきまして、討論に参加

いたします。いたします。いたします。いたします。

結論を先に申し上げますと、私は原案に反結論を先に申し上げますと、私は原案に反結論を先に申し上げますと、私は原案に反結論を先に申し上げますと、私は原案に反

対の立場であります。対の立場であります。対の立場であります。対の立場であります。

以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。

本会計の歳入歳出の予算総額は、４４億０,本会計の歳入歳出の予算総額は、４４億０,本会計の歳入歳出の予算総額は、４４億０,本会計の歳入歳出の予算総額は、４４億０,

１９３万７,０００円でありますが、これは数１９３万７,０００円でありますが、これは数１９３万７,０００円でありますが、これは数１９３万７,０００円でありますが、これは数

字的なものではなく、この予算の執行によっ字的なものではなく、この予算の執行によっ字的なものではなく、この予算の執行によっ字的なものではなく、この予算の執行によっ

て結果として基本的には小泉内閣による医療て結果として基本的には小泉内閣による医療て結果として基本的には小泉内閣による医療て結果として基本的には小泉内閣による医療

改革の路線に沿ったものであり、お年寄りの改革の路線に沿ったものであり、お年寄りの改革の路線に沿ったものであり、お年寄りの改革の路線に沿ったものであり、お年寄りの

負担が一層重くなる内容を持っています。自負担が一層重くなる内容を持っています。自負担が一層重くなる内容を持っています。自負担が一層重くなる内容を持っています。自

民党政府は、連続して毎年のように老人医療民党政府は、連続して毎年のように老人医療民党政府は、連続して毎年のように老人医療民党政府は、連続して毎年のように老人医療

制度を改悪し、高齢者の医療不安を増加させ制度を改悪し、高齢者の医療不安を増加させ制度を改悪し、高齢者の医療不安を増加させ制度を改悪し、高齢者の医療不安を増加させ

てきました。いま高齢者の人たちは、相次ぐてきました。いま高齢者の人たちは、相次ぐてきました。いま高齢者の人たちは、相次ぐてきました。いま高齢者の人たちは、相次ぐ

医療費の値上げによる負担を少しでも軽くす医療費の値上げによる負担を少しでも軽くす医療費の値上げによる負担を少しでも軽くす医療費の値上げによる負担を少しでも軽くす

るために、少しぐらい体調が悪くても病院にるために、少しぐらい体調が悪くても病院にるために、少しぐらい体調が悪くても病院にるために、少しぐらい体調が悪くても病院に

行かないとか、病院からもらった薬を飲む回行かないとか、病院からもらった薬を飲む回行かないとか、病院からもらった薬を飲む回行かないとか、病院からもらった薬を飲む回

数を減らして長もちさせ、薬代を節約するな数を減らして長もちさせ、薬代を節約するな数を減らして長もちさせ、薬代を節約するな数を減らして長もちさせ、薬代を節約するな

どという極めて深刻な事態が生まれており、どという極めて深刻な事態が生まれており、どという極めて深刻な事態が生まれており、どという極めて深刻な事態が生まれており、

病気の早期発見、早期治療を困難にしていま病気の早期発見、早期治療を困難にしていま病気の早期発見、早期治療を困難にしていま病気の早期発見、早期治療を困難にしていま

す。す。す。す。

市長は、医療制度の改悪をやめさせ、老人市長は、医療制度の改悪をやめさせ、老人市長は、医療制度の改悪をやめさせ、老人市長は、医療制度の改悪をやめさせ、老人

医療費の無料化、病気の早期発見、早期治療医療費の無料化、病気の早期発見、早期治療医療費の無料化、病気の早期発見、早期治療医療費の無料化、病気の早期発見、早期治療

のための制度の確立などを国に対して強く働のための制度の確立などを国に対して強く働のための制度の確立などを国に対して強く働のための制度の確立などを国に対して強く働

きかけ、高齢者の命と健康を守るため努力さきかけ、高齢者の命と健康を守るため努力さきかけ、高齢者の命と健康を守るため努力さきかけ、高齢者の命と健康を守るため努力さ

れることを期待して討論を終わります。れることを期待して討論を終わります。れることを期待して討論を終わります。れることを期待して討論を終わります。

●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結●議長中西勇夫君 これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

ご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決い

たします。たします。たします。たします。

本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ本件に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。ります。ります。ります。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）

起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。

議案第７号平成１６年度美唄市老議案第７号平成１６年度美唄市老議案第７号平成１６年度美唄市老議案第７号平成１６年度美唄市老よって、よって、よって、よって、

は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定人保健会計予算人保健会計予算人保健会計予算人保健会計予算

されました。されました。されました。されました。

これより議案第８号ないし議案第１４号のこれより議案第８号ないし議案第１４号のこれより議案第８号ないし議案第１４号のこれより議案第８号ないし議案第１４号の

以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

１９番荘司光雄君。１９番荘司光雄君。１９番荘司光雄君。１９番荘司光雄君。

●１９番荘司光雄君（登壇） ただいま一括●１９番荘司光雄君（登壇） ただいま一括●１９番荘司光雄君（登壇） ただいま一括●１９番荘司光雄君（登壇） ただいま一括

議題となりました７案件のうち、私は議案第議題となりました７案件のうち、私は議案第議題となりました７案件のうち、私は議案第議題となりました７案件のうち、私は議案第

１２号平成１６年度市立美唄病院事業会計予１２号平成１６年度市立美唄病院事業会計予１２号平成１６年度市立美唄病院事業会計予１２号平成１６年度市立美唄病院事業会計予

算について、原案賛成の立場で討論に参加を算について、原案賛成の立場で討論に参加を算について、原案賛成の立場で討論に参加を算について、原案賛成の立場で討論に参加を

いたします。いたします。いたします。いたします。

以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。

まず、その理由の第１は平成１６年度、１まず、その理由の第１は平成１６年度、１まず、その理由の第１は平成１６年度、１まず、その理由の第１は平成１６年度、１

５年度の予定貸借対照表では、ほぼ同額の不５年度の予定貸借対照表では、ほぼ同額の不５年度の予定貸借対照表では、ほぼ同額の不５年度の予定貸借対照表では、ほぼ同額の不

良債務１４億４,２００万円となっています。良債務１４億４,２００万円となっています。良債務１４億４,２００万円となっています。良債務１４億４,２００万円となっています。

このことは、第５次病院健全化計画の達成はこのことは、第５次病院健全化計画の達成はこのことは、第５次病院健全化計画の達成はこのことは、第５次病院健全化計画の達成は

市立美唄病院の存立の課題であり、その中心市立美唄病院の存立の課題であり、その中心市立美唄病院の存立の課題であり、その中心市立美唄病院の存立の課題であり、その中心

は単年度新たな不良債務は絶対出さないといは単年度新たな不良債務は絶対出さないといは単年度新たな不良債務は絶対出さないといは単年度新たな不良債務は絶対出さないとい

う必死の予算であると判断できるからでありう必死の予算であると判断できるからでありう必死の予算であると判断できるからでありう必死の予算であると判断できるからであり

ます。確かに、業務の予定量を見るとき、病ます。確かに、業務の予定量を見るとき、病ます。確かに、業務の予定量を見るとき、病ます。確かに、業務の予定量を見るとき、病

床数は前年度と同じであります。予定患者数床数は前年度と同じであります。予定患者数床数は前年度と同じであります。予定患者数床数は前年度と同じであります。予定患者数

は、入院、外来とも平成１５年度を下回っては、入院、外来とも平成１５年度を下回っては、入院、外来とも平成１５年度を下回っては、入院、外来とも平成１５年度を下回って

おります。しかし、内科あるいは産婦人科等おります。しかし、内科あるいは産婦人科等おります。しかし、内科あるいは産婦人科等おります。しかし、内科あるいは産婦人科等

の固定医の確保などに市長、院長はじめ関係の固定医の確保などに市長、院長はじめ関係の固定医の確保などに市長、院長はじめ関係の固定医の確保などに市長、院長はじめ関係
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者が懸命に努力を続けられ、一定の見通しが者が懸命に努力を続けられ、一定の見通しが者が懸命に努力を続けられ、一定の見通しが者が懸命に努力を続けられ、一定の見通しが

立ったことが一般質問や議案審査の過程で明立ったことが一般質問や議案審査の過程で明立ったことが一般質問や議案審査の過程で明立ったことが一般質問や議案審査の過程で明

らかになりました。すなわち、業務量の完全らかになりました。すなわち、業務量の完全らかになりました。すなわち、業務量の完全らかになりました。すなわち、業務量の完全

遂行、そして予算に見込んだ医業収益確保の遂行、そして予算に見込んだ医業収益確保の遂行、そして予算に見込んだ医業収益確保の遂行、そして予算に見込んだ医業収益確保の

担保に責任を持ったものと考えられます。担保に責任を持ったものと考えられます。担保に責任を持ったものと考えられます。担保に責任を持ったものと考えられます。

その２は、病院関係職員が一丸となって職その２は、病院関係職員が一丸となって職その２は、病院関係職員が一丸となって職その２は、病院関係職員が一丸となって職

員費１億４,０００万円を身銭を切って市立病員費１億４,０００万円を身銭を切って市立病員費１億４,０００万円を身銭を切って市立病員費１億４,０００万円を身銭を切って市立病

院の使命を全うするという強い決意が費用の院の使命を全うするという強い決意が費用の院の使命を全うするという強い決意が費用の院の使命を全うするという強い決意が費用の

面で表現されていることであります。このこ面で表現されていることであります。このこ面で表現されていることであります。このこ面で表現されていることであります。このこ

とは、各会計も同じ努力されていますが、市とは、各会計も同じ努力されていますが、市とは、各会計も同じ努力されていますが、市とは、各会計も同じ努力されていますが、市

立病院は労災病院の存亡とあわせて、一層進立病院は労災病院の存亡とあわせて、一層進立病院は労災病院の存亡とあわせて、一層進立病院は労災病院の存亡とあわせて、一層進

む高齢社会のかなめである医療機能の維持こむ高齢社会のかなめである医療機能の維持こむ高齢社会のかなめである医療機能の維持こむ高齢社会のかなめである医療機能の維持こ

そ美唄自立の大きな地域資源であることにつそ美唄自立の大きな地域資源であることにつそ美唄自立の大きな地域資源であることにつそ美唄自立の大きな地域資源であることにつ

いて、自覚的な行動に入っていると考えたいいて、自覚的な行動に入っていると考えたいいて、自覚的な行動に入っていると考えたいいて、自覚的な行動に入っていると考えたい

のであります。のであります。のであります。のであります。

その３は、病院経営と運営の最大キーパーその３は、病院経営と運営の最大キーパーその３は、病院経営と運営の最大キーパーその３は、病院経営と運営の最大キーパー

ソンである医師が内科を中心に数が減っても、ソンである医師が内科を中心に数が減っても、ソンである医師が内科を中心に数が減っても、ソンである医師が内科を中心に数が減っても、

みずからに課した業務量を誠実にこなしながみずからに課した業務量を誠実にこなしながみずからに課した業務量を誠実にこなしながみずからに課した業務量を誠実にこなしなが

ら、総合医療相談所の設置など、苦しい中にら、総合医療相談所の設置など、苦しい中にら、総合医療相談所の設置など、苦しい中にら、総合医療相談所の設置など、苦しい中に

も目線は市民や患者、家族に向いていることも目線は市民や患者、家族に向いていることも目線は市民や患者、家族に向いていることも目線は市民や患者、家族に向いていること

が確認されることであります。が確認されることであります。が確認されることであります。が確認されることであります。

その４は、特別利益１億５,０００万円をはその４は、特別利益１億５,０００万円をはその４は、特別利益１億５,０００万円をはその４は、特別利益１億５,０００万円をは

じめ、出資金など三位一体改革の被害を総かじめ、出資金など三位一体改革の被害を総かじめ、出資金など三位一体改革の被害を総かじめ、出資金など三位一体改革の被害を総か

ぶっている一般会計もその役割りをぎりぎりぶっている一般会計もその役割りをぎりぎりぶっている一般会計もその役割りをぎりぎりぶっている一般会計もその役割りをぎりぎり

果たしていることが理解できるのであります。果たしていることが理解できるのであります。果たしていることが理解できるのであります。果たしていることが理解できるのであります。

次に、若干意見を申し上げます。美唄市の次に、若干意見を申し上げます。美唄市の次に、若干意見を申し上げます。美唄市の次に、若干意見を申し上げます。美唄市の

社会機能の中で、医療面の充実さは道内屈指社会機能の中で、医療面の充実さは道内屈指社会機能の中で、医療面の充実さは道内屈指社会機能の中で、医療面の充実さは道内屈指

のものであります。経営環境はその分厳しさのものであります。経営環境はその分厳しさのものであります。経営環境はその分厳しさのものであります。経営環境はその分厳しさ

は増しますが、今日の２１世紀は、２０世紀は増しますが、今日の２１世紀は、２０世紀は増しますが、今日の２１世紀は、２０世紀は増しますが、今日の２１世紀は、２０世紀

の発想では物理的に不可能なことも可能にすの発想では物理的に不可能なことも可能にすの発想では物理的に不可能なことも可能にすの発想では物理的に不可能なことも可能にす

る時代となりました。情報関連の技術革新は、る時代となりました。情報関連の技術革新は、る時代となりました。情報関連の技術革新は、る時代となりました。情報関連の技術革新は、

地域の遠近性を排除したと考えるべきであり地域の遠近性を排除したと考えるべきであり地域の遠近性を排除したと考えるべきであり地域の遠近性を排除したと考えるべきであり

ます。したがって、市立病院を先頭に労災病ます。したがって、市立病院を先頭に労災病ます。したがって、市立病院を先頭に労災病ます。したがって、市立病院を先頭に労災病

院、そして市内全病院が、すべては患者と家院、そして市内全病院が、すべては患者と家院、そして市内全病院が、すべては患者と家院、そして市内全病院が、すべては患者と家

族に貢献、奉仕するという理念を１つにする族に貢献、奉仕するという理念を１つにする族に貢献、奉仕するという理念を１つにする族に貢献、奉仕するという理念を１つにする

ことは、美唄自立の大きな戦略柱であると私ことは、美唄自立の大きな戦略柱であると私ことは、美唄自立の大きな戦略柱であると私ことは、美唄自立の大きな戦略柱であると私

は事あるたびにこの議会で訴えてきました。は事あるたびにこの議会で訴えてきました。は事あるたびにこの議会で訴えてきました。は事あるたびにこの議会で訴えてきました。

市立病院がその先頭に立つことは、設置主体市立病院がその先頭に立つことは、設置主体市立病院がその先頭に立つことは、設置主体市立病院がその先頭に立つことは、設置主体

が市民自身であることからして自明の理であが市民自身であることからして自明の理であが市民自身であることからして自明の理であが市民自身であることからして自明の理であ

ります。ります。ります。ります。

したがって、最も古く、伝統ある市立病院したがって、最も古く、伝統ある市立病院したがって、最も古く、伝統ある市立病院したがって、最も古く、伝統ある市立病院

はいまこそ、はいまこそ、はいまこそ、はいまこそ、

１つに、新しい夢に挑戦すること。１つに、新しい夢に挑戦すること。１つに、新しい夢に挑戦すること。１つに、新しい夢に挑戦すること。

２つに、人の心をつかめない運営や改革は２つに、人の心をつかめない運営や改革は２つに、人の心をつかめない運営や改革は２つに、人の心をつかめない運営や改革は

市民や患者の信頼を得ることなく、必ず失敗市民や患者の信頼を得ることなく、必ず失敗市民や患者の信頼を得ることなく、必ず失敗市民や患者の信頼を得ることなく、必ず失敗

することの認識を持つこと。することの認識を持つこと。することの認識を持つこと。することの認識を持つこと。

３つに、よもや市立病院がつぶれることは３つに、よもや市立病院がつぶれることは３つに、よもや市立病院がつぶれることは３つに、よもや市立病院がつぶれることは

ないといった大企業病的あるいは公務員病的ないといった大企業病的あるいは公務員病的ないといった大企業病的あるいは公務員病的ないといった大企業病的あるいは公務員病的

な考え方は捨て去ることであります。な考え方は捨て去ることであります。な考え方は捨て去ることであります。な考え方は捨て去ることであります。

４つには、全職員が自分たちの立場と役割４つには、全職員が自分たちの立場と役割４つには、全職員が自分たちの立場と役割４つには、全職員が自分たちの立場と役割

りを改めて再認識し合うこと。りを改めて再認識し合うこと。りを改めて再認識し合うこと。りを改めて再認識し合うこと。

５つに、職員１人ひとりが市立病院の創業５つに、職員１人ひとりが市立病院の創業５つに、職員１人ひとりが市立病院の創業５つに、職員１人ひとりが市立病院の創業

者である市民感覚を持つこと。そして、目的者である市民感覚を持つこと。そして、目的者である市民感覚を持つこと。そして、目的者である市民感覚を持つこと。そして、目的

と心を１つにすること。と心を１つにすること。と心を１つにすること。と心を１つにすること。

以上、美唄における医療機能に対する認識以上、美唄における医療機能に対する認識以上、美唄における医療機能に対する認識以上、美唄における医療機能に対する認識

と意見を申し上げ、私の討論といたします。と意見を申し上げ、私の討論といたします。と意見を申し上げ、私の討論といたします。と意見を申し上げ、私の討論といたします。

●議長中西勇夫君 これをもって一括討論を●議長中西勇夫君 これをもって一括討論を●議長中西勇夫君 これをもって一括討論を●議長中西勇夫君 これをもって一括討論を

終結いたします。終結いたします。終結いたします。終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第８号平成１６年度美唄市下議案第８号平成１６年度美唄市下議案第８号平成１６年度美唄市下議案第８号平成１６年度美唄市下よって、よって、よって、よって、

水道会計予算 議案第１４号平成１６年水道会計予算 議案第１４号平成１６年水道会計予算 議案第１４号平成１６年水道会計予算 議案第１４号平成１６年ないしないしないしないし

の以上７件の以上７件の以上７件の以上７件度美唄市工業用水道事業会計予算度美唄市工業用水道事業会計予算度美唄市工業用水道事業会計予算度美唄市工業用水道事業会計予算

は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。は、委員長報告のとおり決定されました。

これより報告第６号について質疑を行いまこれより報告第６号について質疑を行いまこれより報告第６号について質疑を行いまこれより報告第６号について質疑を行いま
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す。す。す。す。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

報告第６号市町村合併問題等調査報告第６号市町村合併問題等調査報告第６号市町村合併問題等調査報告第６号市町村合併問題等調査よって、よって、よって、よって、

については、委員長報告のとについては、委員長報告のとについては、委員長報告のとについては、委員長報告のと特別委員会報告特別委員会報告特別委員会報告特別委員会報告

おり決定されました。おり決定されました。おり決定されました。おり決定されました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第３、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第３、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第３、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第３、議案第

４８号平成１５年度美唄市一般会計補正予算４８号平成１５年度美唄市一般会計補正予算４８号平成１５年度美唄市一般会計補正予算４８号平成１５年度美唄市一般会計補正予算

（第８号）を議題といたします。（第８号）を議題といたします。（第８号）を議題といたします。（第８号）を議題といたします。

本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。

市長。市長。市長。市長。

●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程

されました議案第４８号平成１５年度美唄市されました議案第４８号平成１５年度美唄市されました議案第４８号平成１５年度美唄市されました議案第４８号平成１５年度美唄市

一般会計補正予算（第８号）について、提案一般会計補正予算（第８号）について、提案一般会計補正予算（第８号）について、提案一般会計補正予算（第８号）について、提案

理由をご説明申し上げます。理由をご説明申し上げます。理由をご説明申し上げます。理由をご説明申し上げます。

本件は、地方債について補正しようとする本件は、地方債について補正しようとする本件は、地方債について補正しようとする本件は、地方債について補正しようとする

もので、交流拠点施設整備に伴う財源としてもので、交流拠点施設整備に伴う財源としてもので、交流拠点施設整備に伴う財源としてもので、交流拠点施設整備に伴う財源として

追加しようとするものであります。追加しようとするものであります。追加しようとするものであります。追加しようとするものであります。

よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。

●議長中西勇夫君 これより議案第４８号に●議長中西勇夫君 これより議案第４８号に●議長中西勇夫君 これより議案第４８号に●議長中西勇夫君 これより議案第４８号に

ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４８号平成１５年度美唄市議案第４８号平成１５年度美唄市議案第４８号平成１５年度美唄市議案第４８号平成１５年度美唄市よって、よって、よって、よって、

は、原案のとおは、原案のとおは、原案のとおは、原案のとお一般会計補正予算（第８号）一般会計補正予算（第８号）一般会計補正予算（第８号）一般会計補正予算（第８号）

り決定されました。り決定されました。り決定されました。り決定されました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第４、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第４、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第４、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第４、議案第

４１号財政調整基金使用の件ないし日程の第４１号財政調整基金使用の件ないし日程の第４１号財政調整基金使用の件ないし日程の第４１号財政調整基金使用の件ないし日程の第

６、議案第４３号財政調整基金の一部積立て６、議案第４３号財政調整基金の一部積立て６、議案第４３号財政調整基金の一部積立て６、議案第４３号財政調整基金の一部積立て

停止の件の以上３件を一括議題といたします。停止の件の以上３件を一括議題といたします。停止の件の以上３件を一括議題といたします。停止の件の以上３件を一括議題といたします。

本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求

めます。めます。めます。めます。

市長。市長。市長。市長。

●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程

されました各案件について、提案理由をご説されました各案件について、提案理由をご説されました各案件について、提案理由をご説されました各案件について、提案理由をご説

明申し上げます。明申し上げます。明申し上げます。明申し上げます。

まず、議案第４１号財政調整基金使用の件まず、議案第４１号財政調整基金使用の件まず、議案第４１号財政調整基金使用の件まず、議案第４１号財政調整基金使用の件

であります。であります。であります。であります。

本件は、病院会計の健全化支援の費用に対本件は、病院会計の健全化支援の費用に対本件は、病院会計の健全化支援の費用に対本件は、病院会計の健全化支援の費用に対

応するため、議案記載のとおり基金を使用す応するため、議案記載のとおり基金を使用す応するため、議案記載のとおり基金を使用す応するため、議案記載のとおり基金を使用す

ることについて、美唄市財政調整基金条例のることについて、美唄市財政調整基金条例のることについて、美唄市財政調整基金条例のることについて、美唄市財政調整基金条例の

規定により、議会の議決を求めるものでござ規定により、議会の議決を求めるものでござ規定により、議会の議決を求めるものでござ規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。います。います。います。

次は、議案第４２号財政調整基金使用の件次は、議案第４２号財政調整基金使用の件次は、議案第４２号財政調整基金使用の件次は、議案第４２号財政調整基金使用の件

であります。であります。であります。であります。

本件は、地方交付税の著しい減少による歳本件は、地方交付税の著しい減少による歳本件は、地方交付税の著しい減少による歳本件は、地方交付税の著しい減少による歳

入不足に対応するため、議案記載のとおり基入不足に対応するため、議案記載のとおり基入不足に対応するため、議案記載のとおり基入不足に対応するため、議案記載のとおり基

金を使用することについて、美唄市財政調整金を使用することについて、美唄市財政調整金を使用することについて、美唄市財政調整金を使用することについて、美唄市財政調整

基金条例の規定により、議会の議決を求める基金条例の規定により、議会の議決を求める基金条例の規定により、議会の議決を求める基金条例の規定により、議会の議決を求める

ものでございます。ものでございます。ものでございます。ものでございます。
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次は、議案第４３号財政調整基金の一部積次は、議案第４３号財政調整基金の一部積次は、議案第４３号財政調整基金の一部積次は、議案第４３号財政調整基金の一部積

立て停止の件であります。立て停止の件であります。立て停止の件であります。立て停止の件であります。

本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す

る積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応する

積立金については、財政事情により平成１５積立金については、財政事情により平成１５積立金については、財政事情により平成１５積立金については、財政事情により平成１５

年度においてその積立てを停止しようとする年度においてその積立てを停止しようとする年度においてその積立てを停止しようとする年度においてその積立てを停止しようとする

ものでございます。ものでございます。ものでございます。ものでございます。

以上、各案件について提案理由をご説明申以上、各案件について提案理由をご説明申以上、各案件について提案理由をご説明申以上、各案件について提案理由をご説明申

し上げましたが、よろしくご審議をお願いいし上げましたが、よろしくご審議をお願いいし上げましたが、よろしくご審議をお願いいし上げましたが、よろしくご審議をお願いい

たします。たします。たします。たします。

●議長中西勇夫君 これより議案第４１号な●議長中西勇夫君 これより議案第４１号な●議長中西勇夫君 これより議案第４１号な●議長中西勇夫君 これより議案第４１号な

いし議案第４３号の以上３件について一括質いし議案第４３号の以上３件について一括質いし議案第４３号の以上３件について一括質いし議案第４３号の以上３件について一括質

疑を行います。疑を行います。疑を行います。疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。

これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。これより一括討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。

これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４１号財政調整基金使用の議案第４１号財政調整基金使用の議案第４１号財政調整基金使用の議案第４１号財政調整基金使用のよって、よって、よって、よって、

件 議案第４３号財政調整基金の一部積件 議案第４３号財政調整基金の一部積件 議案第４３号財政調整基金の一部積件 議案第４３号財政調整基金の一部積ないしないしないしないし

の以上３件は、原案のとおり決の以上３件は、原案のとおり決の以上３件は、原案のとおり決の以上３件は、原案のとおり決立て停止の件立て停止の件立て停止の件立て停止の件

定されました。定されました。定されました。定されました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第７、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第７、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第７、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第７、議案第

４６号美唄市固定資産評価審査委員会委員選４６号美唄市固定資産評価審査委員会委員選４６号美唄市固定資産評価審査委員会委員選４６号美唄市固定資産評価審査委員会委員選

任の件を議題といたします。任の件を議題といたします。任の件を議題といたします。任の件を議題といたします。

本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。

市長。市長。市長。市長。

●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程●市長井坂紘一郎君（登壇） ただいま上程

されました議案第４６号美唄市固定資産評価されました議案第４６号美唄市固定資産評価されました議案第４６号美唄市固定資産評価されました議案第４６号美唄市固定資産評価

審査委員会委員選任の件について、提案理由審査委員会委員選任の件について、提案理由審査委員会委員選任の件について、提案理由審査委員会委員選任の件について、提案理由

をご説明申し上げます。をご説明申し上げます。をご説明申し上げます。をご説明申し上げます。

本件は、中川晃一委員が３月１日に逝去さ本件は、中川晃一委員が３月１日に逝去さ本件は、中川晃一委員が３月１日に逝去さ本件は、中川晃一委員が３月１日に逝去さ

れましたので、本市固定資産評価審査委員会れましたので、本市固定資産評価審査委員会れましたので、本市固定資産評価審査委員会れましたので、本市固定資産評価審査委員会

委員として新たに三宅雅登氏を選任いたした委員として新たに三宅雅登氏を選任いたした委員として新たに三宅雅登氏を選任いたした委員として新たに三宅雅登氏を選任いたした

く、地方税法の規定により議会の同意を求めく、地方税法の規定により議会の同意を求めく、地方税法の規定により議会の同意を求めく、地方税法の規定により議会の同意を求め

るものでございます。るものでございます。るものでございます。るものでございます。

よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。

●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。

ただいま提案理由のありました議案第４６ただいま提案理由のありました議案第４６ただいま提案理由のありました議案第４６ただいま提案理由のありました議案第４６

号については、原案のとおりこれに同意する号については、原案のとおりこれに同意する号については、原案のとおりこれに同意する号については、原案のとおりこれに同意する

ことにご異議ありませんか。ことにご異議ありませんか。ことにご異議ありませんか。ことにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４６号美唄市固定資産評価議案第４６号美唄市固定資産評価議案第４６号美唄市固定資産評価議案第４６号美唄市固定資産評価よって、よって、よって、よって、

は、原案のとおり決は、原案のとおり決は、原案のとおり決は、原案のとおり決審査委員会委員選任の件審査委員会委員選任の件審査委員会委員選任の件審査委員会委員選任の件

定されました。定されました。定されました。定されました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第８、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第８、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第８、議案第●議長中西勇夫君 次に日程の第８、議案第

４４号美唄市議会議員の報酬及び費用弁償等４４号美唄市議会議員の報酬及び費用弁償等４４号美唄市議会議員の報酬及び費用弁償等４４号美唄市議会議員の報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正の件及び日程の第９、に関する条例の一部改正の件及び日程の第９、に関する条例の一部改正の件及び日程の第９、に関する条例の一部改正の件及び日程の第９、

議案第４５号美唄市議会議員定数条例の一部議案第４５号美唄市議会議員定数条例の一部議案第４５号美唄市議会議員定数条例の一部議案第４５号美唄市議会議員定数条例の一部

改正の件の以上２件を一括議題といたします。改正の件の以上２件を一括議題といたします。改正の件の以上２件を一括議題といたします。改正の件の以上２件を一括議題といたします。

本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。

１８番紫藤政則君。１８番紫藤政則君。１８番紫藤政則君。１８番紫藤政則君。

●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題●１８番紫藤政則君（登壇） ただいま議題

となりました議案第４４号美唄市議会議員のとなりました議案第４４号美唄市議会議員のとなりました議案第４４号美唄市議会議員のとなりました議案第４４号美唄市議会議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

の件及び議案第４５号美唄市議会議員定数条の件及び議案第４５号美唄市議会議員定数条の件及び議案第４５号美唄市議会議員定数条の件及び議案第４５号美唄市議会議員定数条

例の一部改正の件の以上２件について、一括例の一部改正の件の以上２件について、一括例の一部改正の件の以上２件について、一括例の一部改正の件の以上２件について、一括

提案理由をご説明申し上げます。提案理由をご説明申し上げます。提案理由をご説明申し上げます。提案理由をご説明申し上げます。

まず、議案第４４号についてであります。まず、議案第４４号についてであります。まず、議案第４４号についてであります。まず、議案第４４号についてであります。

本件は、美唄市議会議員の報酬及び費用弁本件は、美唄市議会議員の報酬及び費用弁本件は、美唄市議会議員の報酬及び費用弁本件は、美唄市議会議員の報酬及び費用弁
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償等に関する条例の一部を次のように改正し償等に関する条例の一部を次のように改正し償等に関する条例の一部を次のように改正し償等に関する条例の一部を次のように改正し

ようとするもので、付則を付則第１項とし、ようとするもので、付則を付則第１項とし、ようとするもので、付則を付則第１項とし、ようとするもので、付則を付則第１項とし、

付則に次の１項として、付則第２項、期末手付則に次の１項として、付則第２項、期末手付則に次の１項として、付則第２項、期末手付則に次の１項として、付則第２項、期末手

当の額については平成１６年４月１日から平当の額については平成１６年４月１日から平当の額については平成１６年４月１日から平当の額については平成１６年４月１日から平

成１９年４月３０日までの間に限り、第５条成１９年４月３０日までの間に限り、第５条成１９年４月３０日までの間に限り、第５条成１９年４月３０日までの間に限り、第５条

第２項の規定にかかわらず、基準日において第２項の規定にかかわらず、基準日において第２項の規定にかかわらず、基準日において第２項の規定にかかわらず、基準日において

第２項の規定により受けるべき報酬月額に、第２項の規定により受けるべき報酬月額に、第２項の規定により受けるべき報酬月額に、第２項の規定により受けるべき報酬月額に、

６月支給の場合は１００分の２１０を、１２６月支給の場合は１００分の２１０を、１２６月支給の場合は１００分の２１０を、１２６月支給の場合は１００分の２１０を、１２

月支給の場合は１００分の２３０をそれぞれ月支給の場合は１００分の２３０をそれぞれ月支給の場合は１００分の２３０をそれぞれ月支給の場合は１００分の２３０をそれぞれ

乗じて得た額とすることについて加えようと乗じて得た額とすることについて加えようと乗じて得た額とすることについて加えようと乗じて得た額とすることについて加えようと

するものであります。するものであります。するものであります。するものであります。

なお、付則にこの条例の施行日を平成１６なお、付則にこの条例の施行日を平成１６なお、付則にこの条例の施行日を平成１６なお、付則にこの条例の施行日を平成１６

年４月１日といたしました。年４月１日といたしました。年４月１日といたしました。年４月１日といたしました。

このことについては、条例第５条第２項のこのことについては、条例第５条第２項のこのことについては、条例第５条第２項のこのことについては、条例第５条第２項の

規定にある報酬月額に加算する、いわゆる役規定にある報酬月額に加算する、いわゆる役規定にある報酬月額に加算する、いわゆる役規定にある報酬月額に加算する、いわゆる役

職加算１００分の１５について、平成１６年職加算１００分の１５について、平成１６年職加算１００分の１５について、平成１６年職加算１００分の１５について、平成１６年

４月１日から私たち現職市議会議員の任期内４月１日から私たち現職市議会議員の任期内４月１日から私たち現職市議会議員の任期内４月１日から私たち現職市議会議員の任期内

である平成１９年４月３０日までの間に限りである平成１９年４月３０日までの間に限りである平成１９年４月３０日までの間に限りである平成１９年４月３０日までの間に限り

廃止することにより、市議会議員の年報酬に廃止することにより、市議会議員の年報酬に廃止することにより、市議会議員の年報酬に廃止することにより、市議会議員の年報酬に

ついて、おおむね４％程度の削減をしようとついて、おおむね４％程度の削減をしようとついて、おおむね４％程度の削減をしようとついて、おおむね４％程度の削減をしようと

する内容であります。する内容であります。する内容であります。する内容であります。

次に、議案第４５号についてであります。次に、議案第４５号についてであります。次に、議案第４５号についてであります。次に、議案第４５号についてであります。

本件は、美唄市議会議員定数条例の一部を本件は、美唄市議会議員定数条例の一部を本件は、美唄市議会議員定数条例の一部を本件は、美唄市議会議員定数条例の一部を

次のように改正し、本則中２２人を１６人に次のように改正し、本則中２２人を１６人に次のように改正し、本則中２２人を１６人に次のように改正し、本則中２２人を１６人に

改めようとするものです。改めようとするものです。改めようとするものです。改めようとするものです。

なお、付則において、この条例の施行日をなお、付則において、この条例の施行日をなお、付則において、この条例の施行日をなお、付則において、この条例の施行日を

公布の日とし、同日以後初めてその期日を告公布の日とし、同日以後初めてその期日を告公布の日とし、同日以後初めてその期日を告公布の日とし、同日以後初めてその期日を告

示される一般選挙から適用することといたし示される一般選挙から適用することといたし示される一般選挙から適用することといたし示される一般選挙から適用することといたし

ました。ました。ました。ました。

このことについては、美唄市議会議員の定このことについては、美唄市議会議員の定このことについては、美唄市議会議員の定このことについては、美唄市議会議員の定

数について次の一般選挙から現行の２２人か数について次の一般選挙から現行の２２人か数について次の一般選挙から現行の２２人か数について次の一般選挙から現行の２２人か

ら１６人に改め、６人の減員をしようとするら１６人に改め、６人の減員をしようとするら１６人に改め、６人の減員をしようとするら１６人に改め、６人の減員をしようとする

内容であります。内容であります。内容であります。内容であります。

次に、議案第４４号及び議案第４５号の以次に、議案第４４号及び議案第４５号の以次に、議案第４４号及び議案第４５号の以次に、議案第４４号及び議案第４５号の以

上２件について、提案に至る経過について一上２件について、提案に至る経過について一上２件について、提案に至る経過について一上２件について、提案に至る経過について一

括してご説明申し上げます。括してご説明申し上げます。括してご説明申し上げます。括してご説明申し上げます。

昨年６月１７日に設置された美唄市議会市昨年６月１７日に設置された美唄市議会市昨年６月１７日に設置された美唄市議会市昨年６月１７日に設置された美唄市議会市

町村合併問題等調査特別委員会（以下委員町村合併問題等調査特別委員会（以下委員町村合併問題等調査特別委員会（以下委員町村合併問題等調査特別委員会（以下委員

会）において美唄市の自立に当たり、議会の会）において美唄市の自立に当たり、議会の会）において美唄市の自立に当たり、議会の会）において美唄市の自立に当たり、議会の

責任と権限を果たしつつ議会関係支出をどう責任と権限を果たしつつ議会関係支出をどう責任と権限を果たしつつ議会関係支出をどう責任と権限を果たしつつ議会関係支出をどう

削減できるのかを協議し、先例にとらわれず、削減できるのかを協議し、先例にとらわれず、削減できるのかを協議し、先例にとらわれず、削減できるのかを協議し、先例にとらわれず、

常に市民の目線に立って議論を進めていく方常に市民の目線に立って議論を進めていく方常に市民の目線に立って議論を進めていく方常に市民の目線に立って議論を進めていく方

針を確認いたしました。その後、同年１１月針を確認いたしました。その後、同年１１月針を確認いたしました。その後、同年１１月針を確認いたしました。その後、同年１１月

４日以降議論を深め、あるべき議会の議論と４日以降議論を深め、あるべき議会の議論と４日以降議論を深め、あるべき議会の議論と４日以降議論を深め、あるべき議会の議論と

ともに１、議員定数、２、議員報酬、３、政ともに１、議員定数、２、議員報酬、３、政ともに１、議員定数、２、議員報酬、３、政ともに１、議員定数、２、議員報酬、３、政

務調査費、４、選挙費用の公費負担について、務調査費、４、選挙費用の公費負担について、務調査費、４、選挙費用の公費負担について、務調査費、４、選挙費用の公費負担について、

素案づくりを各派代表者会議にゆだねること素案づくりを各派代表者会議にゆだねること素案づくりを各派代表者会議にゆだねること素案づくりを各派代表者会議にゆだねること

になりました。その後、代表者会議で協議をになりました。その後、代表者会議で協議をになりました。その後、代表者会議で協議をになりました。その後、代表者会議で協議を

重ね、全代表者が一致した素案をまとめ、１重ね、全代表者が一致した素案をまとめ、１重ね、全代表者が一致した素案をまとめ、１重ね、全代表者が一致した素案をまとめ、１

２月１１日の委員会において２２人全会一致２月１１日の委員会において２２人全会一致２月１１日の委員会において２２人全会一致２月１１日の委員会において２２人全会一致

で成案を得ることができました。経過は以上で成案を得ることができました。経過は以上で成案を得ることができました。経過は以上で成案を得ることができました。経過は以上

でございます。でございます。でございます。でございます。

以上、提案理由のご説明を申し上げました以上、提案理由のご説明を申し上げました以上、提案理由のご説明を申し上げました以上、提案理由のご説明を申し上げました

が、よろしくご審議のほどお願い申し上げまが、よろしくご審議のほどお願い申し上げまが、よろしくご審議のほどお願い申し上げまが、よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。す。す。す。

●議長中西勇夫君 これより議案第４４号に●議長中西勇夫君 これより議案第４４号に●議長中西勇夫君 これより議案第４４号に●議長中西勇夫君 これより議案第４４号に

ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４４号美唄市議会議員の報議案第４４号美唄市議会議員の報議案第４４号美唄市議会議員の報議案第４４号美唄市議会議員の報よって、よって、よって、よって、
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酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の

は、原案のとおり可決されました。は、原案のとおり可決されました。は、原案のとおり可決されました。は、原案のとおり可決されました。件件件件

これより議案第４５号について質疑を行いこれより議案第４５号について質疑を行いこれより議案第４５号について質疑を行いこれより議案第４５号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４５号美唄市議会議員定数議案第４５号美唄市議会議員定数議案第４５号美唄市議会議員定数議案第４５号美唄市議会議員定数よって、よって、よって、よって、

は、原案のとおり可決さは、原案のとおり可決さは、原案のとおり可決さは、原案のとおり可決さ条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件

れました。れました。れました。れました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第１０、議案●議長中西勇夫君 次に日程の第１０、議案●議長中西勇夫君 次に日程の第１０、議案●議長中西勇夫君 次に日程の第１０、議案

第４７号美唄市議会委員会条例の一部改正の第４７号美唄市議会委員会条例の一部改正の第４７号美唄市議会委員会条例の一部改正の第４７号美唄市議会委員会条例の一部改正の

件を議題といたします。件を議題といたします。件を議題といたします。件を議題といたします。

本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。本件に関し、提案理由の説明を求めます。

２０番林 国夫君。２０番林 国夫君。２０番林 国夫君。２０番林 国夫君。

●２０番林 国夫君（登壇） ただいま議題●２０番林 国夫君（登壇） ただいま議題●２０番林 国夫君（登壇） ただいま議題●２０番林 国夫君（登壇） ただいま議題

となりました議案第４７号美唄市議会委員会となりました議案第４７号美唄市議会委員会となりました議案第４７号美唄市議会委員会となりました議案第４７号美唄市議会委員会

条例の一部改正の件について、提案理由をご条例の一部改正の件について、提案理由をご条例の一部改正の件について、提案理由をご条例の一部改正の件について、提案理由をご

説明申し上げます。説明申し上げます。説明申し上げます。説明申し上げます。

今回改正しようとするのは、美唄市部設置今回改正しようとするのは、美唄市部設置今回改正しようとするのは、美唄市部設置今回改正しようとするのは、美唄市部設置

条例の一部改正に伴い、委員会条例第２条第条例の一部改正に伴い、委員会条例第２条第条例の一部改正に伴い、委員会条例第２条第条例の一部改正に伴い、委員会条例第２条第

１号中「企画財政部の所管に属する事項 総１号中「企画財政部の所管に属する事項 総１号中「企画財政部の所管に属する事項 総１号中「企画財政部の所管に属する事項 総

務部の所管に属する事項」を「総務部の所管務部の所管に属する事項」を「総務部の所管務部の所管に属する事項」を「総務部の所管務部の所管に属する事項」を「総務部の所管

に属する事項」に改め、付則において施行期に属する事項」に改め、付則において施行期に属する事項」に改め、付則において施行期に属する事項」に改め、付則において施行期

日を平成１６年４月１日としようとするもの日を平成１６年４月１日としようとするもの日を平成１６年４月１日としようとするもの日を平成１６年４月１日としようとするもの

であります。であります。であります。であります。

以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

●議長中西勇夫君 これより議案第４７号に●議長中西勇夫君 これより議案第４７号に●議長中西勇夫君 これより議案第４７号に●議長中西勇夫君 これより議案第４７号に

ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

議案第４７号美唄市議会委員会条議案第４７号美唄市議会委員会条議案第４７号美唄市議会委員会条議案第４７号美唄市議会委員会条よって、よって、よって、よって、

は、原案のとおり可決されは、原案のとおり可決されは、原案のとおり可決されは、原案のとおり可決され例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件

ました。ました。ました。ました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第１１、承認●議長中西勇夫君 次に日程の第１１、承認●議長中西勇夫君 次に日程の第１１、承認●議長中西勇夫君 次に日程の第１１、承認

第１号総務委員会所管事務調査の件ないし日第１号総務委員会所管事務調査の件ないし日第１号総務委員会所管事務調査の件ないし日第１号総務委員会所管事務調査の件ないし日

程の第１４、承認第４号議会運営委員会所管程の第１４、承認第４号議会運営委員会所管程の第１４、承認第４号議会運営委員会所管程の第１４、承認第４号議会運営委員会所管

事務調査の件の以上４件を一括議題といたし事務調査の件の以上４件を一括議題といたし事務調査の件の以上４件を一括議題といたし事務調査の件の以上４件を一括議題といたし

ます。ます。ます。ます。

お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。

本件については、お手元に配付いたしまし本件については、お手元に配付いたしまし本件については、お手元に配付いたしまし本件については、お手元に配付いたしまし

た承認書のとおり閉会中も調査を認めることた承認書のとおり閉会中も調査を認めることた承認書のとおり閉会中も調査を認めることた承認書のとおり閉会中も調査を認めること

にご異議ありませんか。にご異議ありませんか。にご異議ありませんか。にご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

よって、閉会中も調査を認めることに決定よって、閉会中も調査を認めることに決定よって、閉会中も調査を認めることに決定よって、閉会中も調査を認めることに決定

いたしました。いたしました。いたしました。いたしました。

●議長中西勇夫君 次に日程の第１５、意見●議長中西勇夫君 次に日程の第１５、意見●議長中西勇夫君 次に日程の第１５、意見●議長中西勇夫君 次に日程の第１５、意見

書案第１号北海道警察捜査用報償費等不正支書案第１号北海道警察捜査用報償費等不正支書案第１号北海道警察捜査用報償費等不正支書案第１号北海道警察捜査用報償費等不正支
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出疑惑の徹底究明を求める意見書ないし日程出疑惑の徹底究明を求める意見書ないし日程出疑惑の徹底究明を求める意見書ないし日程出疑惑の徹底究明を求める意見書ないし日程

の第２３、意見書案第９号６５歳まで働けるの第２３、意見書案第９号６５歳まで働けるの第２３、意見書案第９号６５歳まで働けるの第２３、意見書案第９号６５歳まで働ける

雇用環境の整備を求める意見書の以上９件を雇用環境の整備を求める意見書の以上９件を雇用環境の整備を求める意見書の以上９件を雇用環境の整備を求める意見書の以上９件を

一括議題といたします。一括議題といたします。一括議題といたします。一括議題といたします。

本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求本件に関し、それぞれ提案理由の説明を求

めます。めます。めます。めます。

まず、意見書案第１号ないし意見書案第３まず、意見書案第１号ないし意見書案第３まず、意見書案第１号ないし意見書案第３まず、意見書案第１号ないし意見書案第３

号の以上３件について、１０番米田良克君。号の以上３件について、１０番米田良克君。号の以上３件について、１０番米田良克君。号の以上３件について、１０番米田良克君。

●１０番米田良克君（登壇） ただいま議題●１０番米田良克君（登壇） ただいま議題●１０番米田良克君（登壇） ただいま議題●１０番米田良克君（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第１号ないし意見書案となりました意見書案第１号ないし意見書案となりました意見書案第１号ないし意見書案となりました意見書案第１号ないし意見書案

第３号につきまして、一括案文を朗読し、提第３号につきまして、一括案文を朗読し、提第３号につきまして、一括案文を朗読し、提第３号につきまして、一括案文を朗読し、提

案理由の説明にかえさせていただきます。案理由の説明にかえさせていただきます。案理由の説明にかえさせていただきます。案理由の説明にかえさせていただきます。

北海道警察捜査用報償北海道警察捜査用報償北海道警察捜査用報償北海道警察捜査用報償

費等不正支出疑惑の徹費等不正支出疑惑の徹費等不正支出疑惑の徹費等不正支出疑惑の徹

底究明を求める意見書底究明を求める意見書底究明を求める意見書底究明を求める意見書

テレビ朝日の報道番組「ザ・スクープ」はテレビ朝日の報道番組「ザ・スクープ」はテレビ朝日の報道番組「ザ・スクープ」はテレビ朝日の報道番組「ザ・スクープ」は

昨年１１月下旬、北海道警察（道警）旭川中昨年１１月下旬、北海道警察（道警）旭川中昨年１１月下旬、北海道警察（道警）旭川中昨年１１月下旬、北海道警察（道警）旭川中

央署の捜査用報償費不正支出疑惑を報道しま央署の捜査用報償費不正支出疑惑を報道しま央署の捜査用報償費不正支出疑惑を報道しま央署の捜査用報償費不正支出疑惑を報道しま

した。また、北海道新聞は旭川中央署の疑惑した。また、北海道新聞は旭川中央署の疑惑した。また、北海道新聞は旭川中央署の疑惑した。また、北海道新聞は旭川中央署の疑惑

にとどまらず道警全体で広く裏金づくりが行にとどまらず道警全体で広く裏金づくりが行にとどまらず道警全体で広く裏金づくりが行にとどまらず道警全体で広く裏金づくりが行

われていた疑いが濃厚だという記事を連日のわれていた疑いが濃厚だという記事を連日のわれていた疑いが濃厚だという記事を連日のわれていた疑いが濃厚だという記事を連日の

ように掲載しています。２月１１日には札幌ように掲載しています。２月１１日には札幌ように掲載しています。２月１１日には札幌ように掲載しています。２月１１日には札幌

弁護士会の一室で、原田宏二元警視長が弁護弁護士会の一室で、原田宏二元警視長が弁護弁護士会の一室で、原田宏二元警視長が弁護弁護士会の一室で、原田宏二元警視長が弁護

士同席で組織的裏金づくりの実態について記士同席で組織的裏金づくりの実態について記士同席で組織的裏金づくりの実態について記士同席で組織的裏金づくりの実態について記

者会見で内部告発し、最近では釧路管内弟子者会見で内部告発し、最近では釧路管内弟子者会見で内部告発し、最近では釧路管内弟子者会見で内部告発し、最近では釧路管内弟子

屈署の元署員が、裏帳簿づくりがシステム化屈署の元署員が、裏帳簿づくりがシステム化屈署の元署員が、裏帳簿づくりがシステム化屈署の元署員が、裏帳簿づくりがシステム化

されている実態を生々しく証言しました。されている実態を生々しく証言しました。されている実態を生々しく証言しました。されている実態を生々しく証言しました。

北海道議会は、３月に入り原田宏二氏の参北海道議会は、３月に入り原田宏二氏の参北海道議会は、３月に入り原田宏二氏の参北海道議会は、３月に入り原田宏二氏の参

考人招致や委員会質疑を行い、実態の究明に考人招致や委員会質疑を行い、実態の究明に考人招致や委員会質疑を行い、実態の究明に考人招致や委員会質疑を行い、実態の究明に

のり出しました。のり出しました。のり出しました。のり出しました。

これらの一連の動きに対し、道警、警察庁これらの一連の動きに対し、道警、警察庁これらの一連の動きに対し、道警、警察庁これらの一連の動きに対し、道警、警察庁

は内部検討を進めることを明らかにしました。は内部検討を進めることを明らかにしました。は内部検討を進めることを明らかにしました。は内部検討を進めることを明らかにしました。

しかし、身内の調査には限界があります。道しかし、身内の調査には限界があります。道しかし、身内の調査には限界があります。道しかし、身内の調査には限界があります。道

警ＯＢの証言や今日までの報道がすべて事実警ＯＢの証言や今日までの報道がすべて事実警ＯＢの証言や今日までの報道がすべて事実警ＯＢの証言や今日までの報道がすべて事実

とすれば、道警自らが組織的に、詐欺、横領、とすれば、道警自らが組織的に、詐欺、横領、とすれば、道警自らが組織的に、詐欺、横領、とすれば、道警自らが組織的に、詐欺、横領、

公文書偽造・同行使等の罪を犯していたこと公文書偽造・同行使等の罪を犯していたこと公文書偽造・同行使等の罪を犯していたこと公文書偽造・同行使等の罪を犯していたこと

となります。となります。となります。となります。

関係機関は、道民の信頼を取り戻すために関係機関は、道民の信頼を取り戻すために関係機関は、道民の信頼を取り戻すために関係機関は、道民の信頼を取り戻すために

も、第三者による調査委員会の設置など、すも、第三者による調査委員会の設置など、すも、第三者による調査委員会の設置など、すも、第三者による調査委員会の設置など、す

べての警察の不正支出疑惑について徹底究明べての警察の不正支出疑惑について徹底究明べての警察の不正支出疑惑について徹底究明べての警察の不正支出疑惑について徹底究明

を行うことを強く求めます。を行うことを強く求めます。を行うことを強く求めます。を行うことを強く求めます。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

労災保険制度の国営労災保険制度の国営労災保険制度の国営労災保険制度の国営

存続を求める意見書存続を求める意見書存続を求める意見書存続を求める意見書

北海道における労働災害は、平成１４年度北海道における労働災害は、平成１４年度北海道における労働災害は、平成１４年度北海道における労働災害は、平成１４年度

でででではははは休休休休業業業業４４４４日日日日以以以以上上上上のののの労労労労働働働働災災災災害害害害発発発発生生生生件件件件数数数数がががが・・・・６６６６

９１件と１日平均２１件もの労災事故が発生９１件と１日平均２１件もの労災事故が発生９１件と１日平均２１件もの労災事故が発生９１件と１日平均２１件もの労災事故が発生

しています。また、道内の労災死亡者数は１しています。また、道内の労災死亡者数は１しています。また、道内の労災死亡者数は１しています。また、道内の労災死亡者数は１

３６人と全国で最悪の状況が続いているなど、３６人と全国で最悪の状況が続いているなど、３６人と全国で最悪の状況が続いているなど、３６人と全国で最悪の状況が続いているなど、

勤労者が健康で安全に生活するためにも、労勤労者が健康で安全に生活するためにも、労勤労者が健康で安全に生活するためにも、労勤労者が健康で安全に生活するためにも、労

働災害の未然防止対策の確立等が強く求めら働災害の未然防止対策の確立等が強く求めら働災害の未然防止対策の確立等が強く求めら働災害の未然防止対策の確立等が強く求めら

れています。れています。れています。れています。

こうした中、国の総合規制改革会議は、労こうした中、国の総合規制改革会議は、労こうした中、国の総合規制改革会議は、労こうした中、国の総合規制改革会議は、労

災保険制度の民営化に向けた検討を行い、昨災保険制度の民営化に向けた検討を行い、昨災保険制度の民営化に向けた検討を行い、昨災保険制度の民営化に向けた検討を行い、昨

年１２月には第３次答申が示されました。年１２月には第３次答申が示されました。年１２月には第３次答申が示されました。年１２月には第３次答申が示されました。

現行の労災保険制度は、多くの労災犠牲者現行の労災保険制度は、多くの労災犠牲者現行の労災保険制度は、多くの労災犠牲者現行の労災保険制度は、多くの労災犠牲者

の上に積み上げられてきた労働者保護のための上に積み上げられてきた労働者保護のための上に積み上げられてきた労働者保護のための上に積み上げられてきた労働者保護のため

の制度であり、国の不可欠な施策として存続の制度であり、国の不可欠な施策として存続の制度であり、国の不可欠な施策として存続の制度であり、国の不可欠な施策として存続

してきた制度です。しかるに、これが民営化してきた制度です。しかるに、これが民営化してきた制度です。しかるに、これが民営化してきた制度です。しかるに、これが民営化

されることになれば、労災補償の実効性・担されることになれば、労災補償の実効性・担されることになれば、労災補償の実効性・担されることになれば、労災補償の実効性・担

保や公正な認定基準などの問題が指摘されて保や公正な認定基準などの問題が指摘されて保や公正な認定基準などの問題が指摘されて保や公正な認定基準などの問題が指摘されて

いることに加え、企業倒産時の労働者への未いることに加え、企業倒産時の労働者への未いることに加え、企業倒産時の労働者への未いることに加え、企業倒産時の労働者への未

払い賃金の立て替え払い制度の廃止をも検討払い賃金の立て替え払い制度の廃止をも検討払い賃金の立て替え払い制度の廃止をも検討払い賃金の立て替え払い制度の廃止をも検討

される恐れがあります。される恐れがあります。される恐れがあります。される恐れがあります。
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よって、国においては労働者保護を担ってよって、国においては労働者保護を担ってよって、国においては労働者保護を担ってよって、国においては労働者保護を担って

きた本制度を引き続き国の直轄制度として存きた本制度を引き続き国の直轄制度として存きた本制度を引き続き国の直轄制度として存きた本制度を引き続き国の直轄制度として存

続するよう強く要望します。続するよう強く要望します。続するよう強く要望します。続するよう強く要望します。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

３０人以下学級実現等３０人以下学級実現等３０人以下学級実現等３０人以下学級実現等

教育予算の充実を求め、教育予算の充実を求め、教育予算の充実を求め、教育予算の充実を求め、

義務教育費国庫負担法を義務教育費国庫負担法を義務教育費国庫負担法を義務教育費国庫負担法を

守ることを求める意見書守ることを求める意見書守ることを求める意見書守ることを求める意見書

教育の機会均等と義務教育無償の原則は、教育の機会均等と義務教育無償の原則は、教育の機会均等と義務教育無償の原則は、教育の機会均等と義務教育無償の原則は、

憲法第２６条で定め、それを義務教育費国庫憲法第２６条で定め、それを義務教育費国庫憲法第２６条で定め、それを義務教育費国庫憲法第２６条で定め、それを義務教育費国庫

負担法で具体的に定め、長らく機能してきま負担法で具体的に定め、長らく機能してきま負担法で具体的に定め、長らく機能してきま負担法で具体的に定め、長らく機能してきま

した。また、教育基本法第１０条は「教育行した。また、教育基本法第１０条は「教育行した。また、教育基本法第１０条は「教育行した。また、教育基本法第１０条は「教育行

政は必要な諸条件の整備確立を行うこと」を政は必要な諸条件の整備確立を行うこと」を政は必要な諸条件の整備確立を行うこと」を政は必要な諸条件の整備確立を行うこと」を

定めており、この理念・精神が十分に達成さ定めており、この理念・精神が十分に達成さ定めており、この理念・精神が十分に達成さ定めており、この理念・精神が十分に達成さ

れるよう教育行政の不断の努力が求められまれるよう教育行政の不断の努力が求められまれるよう教育行政の不断の努力が求められまれるよう教育行政の不断の努力が求められま

す。す。す。す。

政府は１９８５年以降、教職員の旅費と教政府は１９８５年以降、教職員の旅費と教政府は１９８５年以降、教職員の旅費と教政府は１９８５年以降、教職員の旅費と教

材費、恩給費、共済費を義務教育費国庫負担材費、恩給費、共済費を義務教育費国庫負担材費、恩給費、共済費を義務教育費国庫負担材費、恩給費、共済費を義務教育費国庫負担

法の適用除外とし、地方自治体へ負担転嫁し法の適用除外とし、地方自治体へ負担転嫁し法の適用除外とし、地方自治体へ負担転嫁し法の適用除外とし、地方自治体へ負担転嫁し

てきました。さらに財務省は学校事務職員・てきました。さらに財務省は学校事務職員・てきました。さらに財務省は学校事務職員・てきました。さらに財務省は学校事務職員・

栄養職員の給与費を適用除外する意向を示し栄養職員の給与費を適用除外する意向を示し栄養職員の給与費を適用除外する意向を示し栄養職員の給与費を適用除外する意向を示し

ていましたが、地方の強い抵抗でこれを断念ていましたが、地方の強い抵抗でこれを断念ていましたが、地方の強い抵抗でこれを断念ていましたが、地方の強い抵抗でこれを断念

させてきました。しかし、０４年度の予算編させてきました。しかし、０４年度の予算編させてきました。しかし、０４年度の予算編させてきました。しかし、０４年度の予算編

成では、平成１８年度までに国庫負担金全額成では、平成１８年度までに国庫負担金全額成では、平成１８年度までに国庫負担金全額成では、平成１８年度までに国庫負担金全額

の一般財源化の検討を決めました。事務職員の一般財源化の検討を決めました。事務職員の一般財源化の検討を決めました。事務職員の一般財源化の検討を決めました。事務職員

給与もこの中で結論を出すとしています。給与もこの中で結論を出すとしています。給与もこの中で結論を出すとしています。給与もこの中で結論を出すとしています。

また、「三位一体」の議論は、数値目標でまた、「三位一体」の議論は、数値目標でまた、「三位一体」の議論は、数値目標でまた、「三位一体」の議論は、数値目標で

の削減、負担金などの国・地方のあるべき分の削減、負担金などの国・地方のあるべき分の削減、負担金などの国・地方のあるべき分の削減、負担金などの国・地方のあるべき分

担議論がない、知事会議論でも義務教育費国担議論がない、知事会議論でも義務教育費国担議論がない、知事会議論でも義務教育費国担議論がない、知事会議論でも義務教育費国

庫負担制度の意義・役割に触れていない、な庫負担制度の意義・役割に触れていない、な庫負担制度の意義・役割に触れていない、な庫負担制度の意義・役割に触れていない、な

ど大きな問題を含んでいます。そして、「骨ど大きな問題を含んでいます。そして、「骨ど大きな問題を含んでいます。そして、「骨ど大きな問題を含んでいます。そして、「骨

太方針２００４」を６月初旬にまとめるため、太方針２００４」を６月初旬にまとめるため、太方針２００４」を６月初旬にまとめるため、太方針２００４」を６月初旬にまとめるため、

４～５月に検討することが決定されました。４～５月に検討することが決定されました。４～５月に検討することが決定されました。４～５月に検討することが決定されました。

義務教育費国庫負担法が実質を失うように義務教育費国庫負担法が実質を失うように義務教育費国庫負担法が実質を失うように義務教育費国庫負担法が実質を失うように

なれば、わが国の義務教育を支える国と地方なれば、わが国の義務教育を支える国と地方なれば、わが国の義務教育を支える国と地方なれば、わが国の義務教育を支える国と地方

の負担割合を損ね、地方の財政を一層逼迫さの負担割合を損ね、地方の財政を一層逼迫さの負担割合を損ね、地方の財政を一層逼迫さの負担割合を損ね、地方の財政を一層逼迫さ

せることになります。また、深刻な雇用情勢せることになります。また、深刻な雇用情勢せることになります。また、深刻な雇用情勢せることになります。また、深刻な雇用情勢

から、修学援助受給者や奨学金希望者が増大から、修学援助受給者や奨学金希望者が増大から、修学援助受給者や奨学金希望者が増大から、修学援助受給者や奨学金希望者が増大

し、教育費の公費負担が一層求められているし、教育費の公費負担が一層求められているし、教育費の公費負担が一層求められているし、教育費の公費負担が一層求められている

にもかかわらず、地方財政の圧迫は保護者負にもかかわらず、地方財政の圧迫は保護者負にもかかわらず、地方財政の圧迫は保護者負にもかかわらず、地方財政の圧迫は保護者負

担の増大につながります。担の増大につながります。担の増大につながります。担の増大につながります。

以上のことから、次の事項の実現を図られ以上のことから、次の事項の実現を図られ以上のことから、次の事項の実現を図られ以上のことから、次の事項の実現を図られ

るよう強く要望します。るよう強く要望します。るよう強く要望します。るよう強く要望します。

記記記記

１．国の責務である教育水準の最低保障を担１．国の責務である教育水準の最低保障を担１．国の責務である教育水準の最低保障を担１．国の責務である教育水準の最低保障を担

保するために必要不可欠な、義務教育費国保するために必要不可欠な、義務教育費国保するために必要不可欠な、義務教育費国保するために必要不可欠な、義務教育費国

庫負担制度を堅持し、「交付金化」や「一庫負担制度を堅持し、「交付金化」や「一庫負担制度を堅持し、「交付金化」や「一庫負担制度を堅持し、「交付金化」や「一

般財源化」を行わないこと。般財源化」を行わないこと。般財源化」を行わないこと。般財源化」を行わないこと。

２．学校事務職員・栄養職員を義務教育費国２．学校事務職員・栄養職員を義務教育費国２．学校事務職員・栄養職員を義務教育費国２．学校事務職員・栄養職員を義務教育費国

庫負担制度の対象職員として引き続き堅持庫負担制度の対象職員として引き続き堅持庫負担制度の対象職員として引き続き堅持庫負担制度の対象職員として引き続き堅持

すること。すること。すること。すること。

３．３０人以下学級を早期に実現すること。３．３０人以下学級を早期に実現すること。３．３０人以下学級を早期に実現すること。３．３０人以下学級を早期に実現すること。

４．教科書の無償制度を継続すること。４．教科書の無償制度を継続すること。４．教科書の無償制度を継続すること。４．教科書の無償制度を継続すること。

５．私学助成の確保・大幅な増額を図ること。５．私学助成の確保・大幅な増額を図ること。５．私学助成の確保・大幅な増額を図ること。５．私学助成の確保・大幅な増額を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

なお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとお

りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承

認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、

提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。

●議長中西勇夫君 次に、意見書案第４号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第４号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第４号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第４号に

ついて、９番長谷川吉春君。ついて、９番長谷川吉春君。ついて、９番長谷川吉春君。ついて、９番長谷川吉春君。
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●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題●９番長谷川吉春君（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第４号につきまして、となりました意見書案第４号につきまして、となりました意見書案第４号につきまして、となりました意見書案第４号につきまして、

案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。

年金「改正」法案の年金「改正」法案の年金「改正」法案の年金「改正」法案の

撤回を求める意見書撤回を求める意見書撤回を求める意見書撤回を求める意見書

政府が国会に提出した年金「改正」法案は、政府が国会に提出した年金「改正」法案は、政府が国会に提出した年金「改正」法案は、政府が国会に提出した年金「改正」法案は、

制度の存続安定のためにとして、厚生年金の制度の存続安定のためにとして、厚生年金の制度の存続安定のためにとして、厚生年金の制度の存続安定のためにとして、厚生年金の

保険料の連続値上げと給付水準を国会の審議保険料の連続値上げと給付水準を国会の審議保険料の連続値上げと給付水準を国会の審議保険料の連続値上げと給付水準を国会の審議

なしに経済状況や少子化の動向に講じて自動なしに経済状況や少子化の動向に講じて自動なしに経済状況や少子化の動向に講じて自動なしに経済状況や少子化の動向に講じて自動

的に引き下げるという内容です。厚生年金の的に引き下げるという内容です。厚生年金の的に引き下げるという内容です。厚生年金の的に引き下げるという内容です。厚生年金の

保険料を現行の１３.５８％から１８.３０％保険料を現行の１３.５８％から１８.３０％保険料を現行の１３.５８％から１８.３０％保険料を現行の１３.５８％から１８.３０％

に、国民年金の保険料を月１万３,３００円かに、国民年金の保険料を月１万３,３００円かに、国民年金の保険料を月１万３,３００円かに、国民年金の保険料を月１万３,３００円か

ら１万６,９００円に上げる案です。一方、給ら１万６,９００円に上げる案です。一方、給ら１万６,９００円に上げる案です。一方、給ら１万６,９００円に上げる案です。一方、給

付水準は、厚生労働省の試算でも１５％も削付水準は、厚生労働省の試算でも１５％も削付水準は、厚生労働省の試算でも１５％も削付水準は、厚生労働省の試算でも１５％も削

減され、年間２ヶ月分のカットです。減され、年間２ヶ月分のカットです。減され、年間２ヶ月分のカットです。減され、年間２ヶ月分のカットです。

政府は、保険料の上限と給付水準の下限を政府は、保険料の上限と給付水準の下限を政府は、保険料の上限と給付水準の下限を政府は、保険料の上限と給付水準の下限を

決めたので「安心」を確保できたと強調して決めたので「安心」を確保できたと強調して決めたので「安心」を確保できたと強調して決めたので「安心」を確保できたと強調して

いますが、住民の間には「安心」どころか、いますが、住民の間には「安心」どころか、いますが、住民の間には「安心」どころか、いますが、住民の間には「安心」どころか、

不安と不信が渦巻いています。不安と不信が渦巻いています。不安と不信が渦巻いています。不安と不信が渦巻いています。

マスコミの世論調査では、今回の見直しでマスコミの世論調査では、今回の見直しでマスコミの世論調査では、今回の見直しでマスコミの世論調査では、今回の見直しで

「国の年金制度に対する不満や不安」が「解「国の年金制度に対する不満や不安」が「解「国の年金制度に対する不満や不安」が「解「国の年金制度に対する不満や不安」が「解

消される」はわずか９％、「解消されない」消される」はわずか９％、「解消されない」消される」はわずか９％、「解消されない」消される」はわずか９％、「解消されない」

が８８％と圧倒的多数です。保険料引き上げが８８％と圧倒的多数です。保険料引き上げが８８％と圧倒的多数です。保険料引き上げが８８％と圧倒的多数です。保険料引き上げ

と給付水準引き下げに７６％が反対していまと給付水準引き下げに７６％が反対していまと給付水準引き下げに７６％が反対していまと給付水準引き下げに７６％が反対していま

す。（「読売」１月２９日）。す。（「読売」１月２９日）。す。（「読売」１月２９日）。す。（「読売」１月２９日）。

また、政府は、給付水準は下がるが「受けまた、政府は、給付水準は下がるが「受けまた、政府は、給付水準は下がるが「受けまた、政府は、給付水準は下がるが「受け

取る年金額は下げない」といいますが、物価取る年金額は下げない」といいますが、物価取る年金額は下げない」といいますが、物価取る年金額は下げない」といいますが、物価

下落を理由にした年金額の引き下げは、０３下落を理由にした年金額の引き下げは、０３下落を理由にした年金額の引き下げは、０３下落を理由にした年金額の引き下げは、０３

年度実施され、０４年度予算案に盛り込まれ年度実施され、０４年度予算案に盛り込まれ年度実施され、０４年度予算案に盛り込まれ年度実施され、０４年度予算案に盛り込まれ

ています。今回の法案は、物価下落の場合にています。今回の法案は、物価下落の場合にています。今回の法案は、物価下落の場合にています。今回の法案は、物価下落の場合に

は年金額を自動的に引き下げる内容です。下は年金額を自動的に引き下げる内容です。下は年金額を自動的に引き下げる内容です。下は年金額を自動的に引き下げる内容です。下

げないなどというのは偽りです。しかも、年げないなどというのは偽りです。しかも、年げないなどというのは偽りです。しかも、年げないなどというのは偽りです。しかも、年

金から介護保険料が天引きされるので、介護金から介護保険料が天引きされるので、介護金から介護保険料が天引きされるので、介護金から介護保険料が天引きされるので、介護

保険料が上がれば、実際に受け取る年金は下保険料が上がれば、実際に受け取る年金は下保険料が上がれば、実際に受け取る年金は下保険料が上がれば、実際に受け取る年金は下

がります。がります。がります。がります。

さらに政府は、基礎年金の国庫負担割合をさらに政府は、基礎年金の国庫負担割合をさらに政府は、基礎年金の国庫負担割合をさらに政府は、基礎年金の国庫負担割合を

現行の３分の１から２分の１に引き上げる現行の３分の１から２分の１に引き上げる現行の３分の１から２分の１に引き上げる現行の３分の１から２分の１に引き上げる

「道筋」をつけたとしていますが、これは法「道筋」をつけたとしていますが、これは法「道筋」をつけたとしていますが、これは法「道筋」をつけたとしていますが、これは法

律の附則に０４年度から実施するとしていた律の附則に０４年度から実施するとしていた律の附則に０４年度から実施するとしていた律の附則に０４年度から実施するとしていた

ものを反故にして「０９年度までに完了」とものを反故にして「０９年度までに完了」とものを反故にして「０９年度までに完了」とものを反故にして「０９年度までに完了」と

５年も先送りしたのが実際です。しかも、そ５年も先送りしたのが実際です。しかも、そ５年も先送りしたのが実際です。しかも、そ５年も先送りしたのが実際です。しかも、そ

れを、「消費税を含む抜本的税制改革を実れを、「消費税を含む抜本的税制改革を実れを、「消費税を含む抜本的税制改革を実れを、「消費税を含む抜本的税制改革を実

現」したうえで国庫負担の２分の１への引き現」したうえで国庫負担の２分の１への引き現」したうえで国庫負担の２分の１への引き現」したうえで国庫負担の２分の１への引き

上げを完了させるとしているのです。すでに上げを完了させるとしているのです。すでに上げを完了させるとしているのです。すでに上げを完了させるとしているのです。すでに

国民世論も撤回を求めています。国民世論も撤回を求めています。国民世論も撤回を求めています。国民世論も撤回を求めています。

よって政府は、今回の年金「改革」法案はよって政府は、今回の年金「改革」法案はよって政府は、今回の年金「改革」法案はよって政府は、今回の年金「改革」法案は

撤回し、国民の願いに答える「改革」案を提撤回し、国民の願いに答える「改革」案を提撤回し、国民の願いに答える「改革」案を提撤回し、国民の願いに答える「改革」案を提

出すべきです。出すべきです。出すべきです。出すべきです。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

なお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由

の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。

●議長中西勇夫君 次に、意見書案第５号な●議長中西勇夫君 次に、意見書案第５号な●議長中西勇夫君 次に、意見書案第５号な●議長中西勇夫君 次に、意見書案第５号な

いし意見書案第８号の以上４件について、１いし意見書案第８号の以上４件について、１いし意見書案第８号の以上４件について、１いし意見書案第８号の以上４件について、１

番吉岡文子君。番吉岡文子君。番吉岡文子君。番吉岡文子君。

●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と●１番吉岡文子君（登壇） ただいま議題と

なりました意見書案第５号ないし意見書案第なりました意見書案第５号ないし意見書案第なりました意見書案第５号ないし意見書案第なりました意見書案第５号ないし意見書案第

８号につきまして、一括案文を朗読し、提案８号につきまして、一括案文を朗読し、提案８号につきまして、一括案文を朗読し、提案８号につきまして、一括案文を朗読し、提案

理由の説明にかえさせていただきます。理由の説明にかえさせていただきます。理由の説明にかえさせていただきます。理由の説明にかえさせていただきます。

ＢＳＥ、鳥インフルエンザなＢＳＥ、鳥インフルエンザなＢＳＥ、鳥インフルエンザなＢＳＥ、鳥インフルエンザな

ど、食の安全に関する意見書ど、食の安全に関する意見書ど、食の安全に関する意見書ど、食の安全に関する意見書

昨年１２月に米国でＢＳＥが発生したのに昨年１２月に米国でＢＳＥが発生したのに昨年１２月に米国でＢＳＥが発生したのに昨年１２月に米国でＢＳＥが発生したのに

続いて、今年に入ってアジア各国で高病原性続いて、今年に入ってアジア各国で高病原性続いて、今年に入ってアジア各国で高病原性続いて、今年に入ってアジア各国で高病原性
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鳥インフルエンザが猛威をふるい、米国から鳥インフルエンザが猛威をふるい、米国から鳥インフルエンザが猛威をふるい、米国から鳥インフルエンザが猛威をふるい、米国から

の牛肉の輸入停止に続いて、タイや中国からの牛肉の輸入停止に続いて、タイや中国からの牛肉の輸入停止に続いて、タイや中国からの牛肉の輸入停止に続いて、タイや中国から

の鶏肉輸入も停止し、外食産業や国民の食卓の鶏肉輸入も停止し、外食産業や国民の食卓の鶏肉輸入も停止し、外食産業や国民の食卓の鶏肉輸入も停止し、外食産業や国民の食卓

にも大きい影響を及ぼしつつあります。にも大きい影響を及ぼしつつあります。にも大きい影響を及ぼしつつあります。にも大きい影響を及ぼしつつあります。

ＢＳＥや高病原性鳥インフルエンザは、とＢＳＥや高病原性鳥インフルエンザは、とＢＳＥや高病原性鳥インフルエンザは、とＢＳＥや高病原性鳥インフルエンザは、と

もに人畜共通感染症で、動物のみならずヒトもに人畜共通感染症で、動物のみならずヒトもに人畜共通感染症で、動物のみならずヒトもに人畜共通感染症で、動物のみならずヒト

にも発症し、抗体を持たない人類は大きな被にも発症し、抗体を持たない人類は大きな被にも発症し、抗体を持たない人類は大きな被にも発症し、抗体を持たない人類は大きな被

害を受けることが現実化しつつあります。特害を受けることが現実化しつつあります。特害を受けることが現実化しつつあります。特害を受けることが現実化しつつあります。特

に国の農畜産物輸入自由化の推進によって、に国の農畜産物輸入自由化の推進によって、に国の農畜産物輸入自由化の推進によって、に国の農畜産物輸入自由化の推進によって、

世界有数の輸入食料依存国となっている日本世界有数の輸入食料依存国となっている日本世界有数の輸入食料依存国となっている日本世界有数の輸入食料依存国となっている日本

では、その危険性が高いことを直視し、万全では、その危険性が高いことを直視し、万全では、その危険性が高いことを直視し、万全では、その危険性が高いことを直視し、万全

の対策を講ずる必要があります。の対策を講ずる必要があります。の対策を講ずる必要があります。の対策を講ずる必要があります。

したがって、政府は、食の安全と国民の健したがって、政府は、食の安全と国民の健したがって、政府は、食の安全と国民の健したがって、政府は、食の安全と国民の健

康確保のために、以下のような対策を講じる康確保のために、以下のような対策を講じる康確保のために、以下のような対策を講じる康確保のために、以下のような対策を講じる

ように求めます。ように求めます。ように求めます。ように求めます。

記記記記

１．アメリカで発生したＢＳＥ対策について１．アメリカで発生したＢＳＥ対策について１．アメリカで発生したＢＳＥ対策について１．アメリカで発生したＢＳＥ対策について

（１）米国産牛肉にも全頭検査を求めるこ（１）米国産牛肉にも全頭検査を求めるこ（１）米国産牛肉にも全頭検査を求めるこ（１）米国産牛肉にも全頭検査を求めるこ

と。と。と。と。

（２）昨年米国から輸入された危険部位を（２）昨年米国から輸入された危険部位を（２）昨年米国から輸入された危険部位を（２）昨年米国から輸入された危険部位を

含む牛肉製品の回収を徹底して行うこ含む牛肉製品の回収を徹底して行うこ含む牛肉製品の回収を徹底して行うこ含む牛肉製品の回収を徹底して行うこ

と。と。と。と。

（３）便乗値上げや不当表示が起きないよ（３）便乗値上げや不当表示が起きないよ（３）便乗値上げや不当表示が起きないよ（３）便乗値上げや不当表示が起きないよ

う牛肉価格の監視、指導を強めること。う牛肉価格の監視、指導を強めること。う牛肉価格の監視、指導を強めること。う牛肉価格の監視、指導を強めること。

（４）輸入中止により打撃を受けた流通・（４）輸入中止により打撃を受けた流通・（４）輸入中止により打撃を受けた流通・（４）輸入中止により打撃を受けた流通・

外食関係中小企業に対する経営支援に外食関係中小企業に対する経営支援に外食関係中小企業に対する経営支援に外食関係中小企業に対する経営支援に

万全を尽くすこと。万全を尽くすこと。万全を尽くすこと。万全を尽くすこと。

２．高病原性鳥インフルエンザ対策について２．高病原性鳥インフルエンザ対策について２．高病原性鳥インフルエンザ対策について２．高病原性鳥インフルエンザ対策について

（１）３０キロメートル圏内の病死鶏に対（１）３０キロメートル圏内の病死鶏に対（１）３０キロメートル圏内の病死鶏に対（１）３０キロメートル圏内の病死鶏に対

する検査は、完全に行うこと。する検査は、完全に行うこと。する検査は、完全に行うこと。する検査は、完全に行うこと。

（２）全国規模でのモニタリング検査を完（２）全国規模でのモニタリング検査を完（２）全国規模でのモニタリング検査を完（２）全国規模でのモニタリング検査を完

全に実施すること。全に実施すること。全に実施すること。全に実施すること。

（３）感染ルートの解明、予防ワクチンな（３）感染ルートの解明、予防ワクチンな（３）感染ルートの解明、予防ワクチンな（３）感染ルートの解明、予防ワクチンな

どの研究開発を強めること。どの研究開発を強めること。どの研究開発を強めること。どの研究開発を強めること。

（４）周辺養鶏農家と、風評被害にあった（４）周辺養鶏農家と、風評被害にあった（４）周辺養鶏農家と、風評被害にあった（４）周辺養鶏農家と、風評被害にあった

養鶏農家に対する被害への補償・支援養鶏農家に対する被害への補償・支援養鶏農家に対する被害への補償・支援養鶏農家に対する被害への補償・支援

措置をとること感染ルートの解明、予措置をとること感染ルートの解明、予措置をとること感染ルートの解明、予措置をとること感染ルートの解明、予

防ワクチンなどの研究開発を強めるこ防ワクチンなどの研究開発を強めるこ防ワクチンなどの研究開発を強めるこ防ワクチンなどの研究開発を強めるこ

と。と。と。と。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

教育基本法の「改教育基本法の「改教育基本法の「改教育基本法の「改

正」に関する意見書正」に関する意見書正」に関する意見書正」に関する意見書

小泉首相は、教育基本法の「改正」につい小泉首相は、教育基本法の「改正」につい小泉首相は、教育基本法の「改正」につい小泉首相は、教育基本法の「改正」につい

て、「国民的な議論を踏まえ、精力的に取りて、「国民的な議論を踏まえ、精力的に取りて、「国民的な議論を踏まえ、精力的に取りて、「国民的な議論を踏まえ、精力的に取り

組む」と、国会での施政方針演説で述べまし組む」と、国会での施政方針演説で述べまし組む」と、国会での施政方針演説で述べまし組む」と、国会での施政方針演説で述べまし

た。た。た。た。

現在の教育基本法は、教育の目的に「人格現在の教育基本法は、教育の目的に「人格現在の教育基本法は、教育の目的に「人格現在の教育基本法は、教育の目的に「人格

の完成」をおき、「平和的な国家及び社会のの完成」をおき、「平和的な国家及び社会のの完成」をおき、「平和的な国家及び社会のの完成」をおき、「平和的な国家及び社会の

形成者」の育成を掲げています。また、国家形成者」の育成を掲げています。また、国家形成者」の育成を掲げています。また、国家形成者」の育成を掲げています。また、国家

権力による「不当な支配」を排除しています。権力による「不当な支配」を排除しています。権力による「不当な支配」を排除しています。権力による「不当な支配」を排除しています。

これらの民主的な理念や原則は、戦前の教育これらの民主的な理念や原則は、戦前の教育これらの民主的な理念や原則は、戦前の教育これらの民主的な理念や原則は、戦前の教育

が、侵略戦争を支える「人づくり」「兵士づが、侵略戦争を支える「人づくり」「兵士づが、侵略戦争を支える「人づくり」「兵士づが、侵略戦争を支える「人づくり」「兵士づ

くり」の場となったことへの反省から生まれくり」の場となったことへの反省から生まれくり」の場となったことへの反省から生まれくり」の場となったことへの反省から生まれ

たものです。たものです。たものです。たものです。

教育基本法の「改正」は、憲法にもとづく教育基本法の「改正」は、憲法にもとづく教育基本法の「改正」は、憲法にもとづく教育基本法の「改正」は、憲法にもとづく

民主的教育の理念や原則の改変を意味します。民主的教育の理念や原則の改変を意味します。民主的教育の理念や原則の改変を意味します。民主的教育の理念や原則の改変を意味します。

その中身は、国が「教育振興基本計画」をつその中身は、国が「教育振興基本計画」をつその中身は、国が「教育振興基本計画」をつその中身は、国が「教育振興基本計画」をつ

くり、教育内容にまで踏み込んで統制するこくり、教育内容にまで踏み込んで統制するこくり、教育内容にまで踏み込んで統制するこくり、教育内容にまで踏み込んで統制するこ

とをねらうものです。このことは、国家権力とをねらうものです。このことは、国家権力とをねらうものです。このことは、国家権力とをねらうものです。このことは、国家権力

による「不当な支配」の排除という教育基本による「不当な支配」の排除という教育基本による「不当な支配」の排除という教育基本による「不当な支配」の排除という教育基本

法の原則への挑戦です。法の原則への挑戦です。法の原則への挑戦です。法の原則への挑戦です。

政府は教育をめぐる矛盾や困難の原因が教政府は教育をめぐる矛盾や困難の原因が教政府は教育をめぐる矛盾や困難の原因が教政府は教育をめぐる矛盾や困難の原因が教

育基本法にあるかのように言って「改正」・育基本法にあるかのように言って「改正」・育基本法にあるかのように言って「改正」・育基本法にあるかのように言って「改正」・

見直しを進めようとしています。こうした見見直しを進めようとしています。こうした見見直しを進めようとしています。こうした見見直しを進めようとしています。こうした見
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直しには道理も根拠もありません。むしろ、直しには道理も根拠もありません。むしろ、直しには道理も根拠もありません。むしろ、直しには道理も根拠もありません。むしろ、

政府が民主的教育の理念を踏みにじってきた政府が民主的教育の理念を踏みにじってきた政府が民主的教育の理念を踏みにじってきた政府が民主的教育の理念を踏みにじってきた

ことこそが重大です。ことこそが重大です。ことこそが重大です。ことこそが重大です。

「人格の完成」を教育の基本目的におくと「人格の完成」を教育の基本目的におくと「人格の完成」を教育の基本目的におくと「人格の完成」を教育の基本目的におくと

いうのは、子どもの成長と発達を何よりも大いうのは、子どもの成長と発達を何よりも大いうのは、子どもの成長と発達を何よりも大いうのは、子どもの成長と発達を何よりも大

事にするということです。ところが、政府が事にするということです。ところが、政府が事にするということです。ところが、政府が事にするということです。ところが、政府が

長年続けてきた世界でも異常な競争主義の教長年続けてきた世界でも異常な競争主義の教長年続けてきた世界でも異常な競争主義の教長年続けてきた世界でも異常な競争主義の教

育、管理主義の教育は、子どもの心と成長を育、管理主義の教育は、子どもの心と成長を育、管理主義の教育は、子どもの心と成長を育、管理主義の教育は、子どもの心と成長を

深刻に傷つけています。１月末に、国連・子深刻に傷つけています。１月末に、国連・子深刻に傷つけています。１月末に、国連・子深刻に傷つけています。１月末に、国連・子

どもの権利委員会が日本政府に対して行ったどもの権利委員会が日本政府に対して行ったどもの権利委員会が日本政府に対して行ったどもの権利委員会が日本政府に対して行った

勧告でも、「過度に競争的な教育制度によっ勧告でも、「過度に競争的な教育制度によっ勧告でも、「過度に競争的な教育制度によっ勧告でも、「過度に競争的な教育制度によっ

て、子どもの身体及び精神的な健康に悪影響て、子どもの身体及び精神的な健康に悪影響て、子どもの身体及び精神的な健康に悪影響て、子どもの身体及び精神的な健康に悪影響

が生じている」と厳しく批判しています。が生じている」と厳しく批判しています。が生じている」と厳しく批判しています。が生じている」と厳しく批判しています。

家計の教育費負担が重いことも見過ごせま家計の教育費負担が重いことも見過ごせま家計の教育費負担が重いことも見過ごせま家計の教育費負担が重いことも見過ごせま

せん。日本は国と地方の学校教育への支出がせん。日本は国と地方の学校教育への支出がせん。日本は国と地方の学校教育への支出がせん。日本は国と地方の学校教育への支出が

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）３０カ国のうＯＥＣＤ（経済協力開発機構）３０カ国のうＯＥＣＤ（経済協力開発機構）３０カ国のうＯＥＣＤ（経済協力開発機構）３０カ国のう

ち、ＧＤＰ比で最低である一方、家計の教育ち、ＧＤＰ比で最低である一方、家計の教育ち、ＧＤＰ比で最低である一方、家計の教育ち、ＧＤＰ比で最低である一方、家計の教育

費は４番目に高く、国立大学の学費は一番高費は４番目に高く、国立大学の学費は一番高費は４番目に高く、国立大学の学費は一番高費は４番目に高く、国立大学の学費は一番高

くなっています。これでは、「教育の機会均くなっています。これでは、「教育の機会均くなっています。これでは、「教育の機会均くなっています。これでは、「教育の機会均

等」が保障されているとはいえません。等」が保障されているとはいえません。等」が保障されているとはいえません。等」が保障されているとはいえません。

教育基本法は行政の任務として第１０条で、教育基本法は行政の任務として第１０条で、教育基本法は行政の任務として第１０条で、教育基本法は行政の任務として第１０条で、

国による「不当な支配」の排除とともに、国による「不当な支配」の排除とともに、国による「不当な支配」の排除とともに、国による「不当な支配」の排除とともに、

「教育の目的を遂行するに必要な諸条件の整「教育の目的を遂行するに必要な諸条件の整「教育の目的を遂行するに必要な諸条件の整「教育の目的を遂行するに必要な諸条件の整

備」を明記しています。いま、政府が行うべ備」を明記しています。いま、政府が行うべ備」を明記しています。いま、政府が行うべ備」を明記しています。いま、政府が行うべ

きは、教育の中身に口を出すことではなく、きは、教育の中身に口を出すことではなく、きは、教育の中身に口を出すことではなく、きは、教育の中身に口を出すことではなく、

「必要な諸条件の整備」をすすめることです。「必要な諸条件の整備」をすすめることです。「必要な諸条件の整備」をすすめることです。「必要な諸条件の整備」をすすめることです。

よって、次の事項について強く要望します。よって、次の事項について強く要望します。よって、次の事項について強く要望します。よって、次の事項について強く要望します。

記記記記

１．政府は、教育基本法の民主的理念や原則１．政府は、教育基本法の民主的理念や原則１．政府は、教育基本法の民主的理念や原則１．政府は、教育基本法の民主的理念や原則

を改変する「改正」を行わないこと。を改変する「改正」を行わないこと。を改変する「改正」を行わないこと。を改変する「改正」を行わないこと。

２．政府は、教育基本法の理念や原則を生か２．政府は、教育基本法の理念や原則を生か２．政府は、教育基本法の理念や原則を生か２．政府は、教育基本法の理念や原則を生か

し、義務教育国庫負担金制度の堅持や国のし、義務教育国庫負担金制度の堅持や国のし、義務教育国庫負担金制度の堅持や国のし、義務教育国庫負担金制度の堅持や国の

責任による３０人学級の実現など、教育条責任による３０人学級の実現など、教育条責任による３０人学級の実現など、教育条責任による３０人学級の実現など、教育条

件の整備充実をはかる行政をすすめること。件の整備充実をはかる行政をすすめること。件の整備充実をはかる行政をすすめること。件の整備充実をはかる行政をすすめること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

国連子どもの権利委員国連子どもの権利委員国連子どもの権利委員国連子どもの権利委員

会の勧告を尊重し教育政会の勧告を尊重し教育政会の勧告を尊重し教育政会の勧告を尊重し教育政

策の改善を求める意見書策の改善を求める意見書策の改善を求める意見書策の改善を求める意見書

国連・子どもの権利委員会による日本政府国連・子どもの権利委員会による日本政府国連・子どもの権利委員会による日本政府国連・子どもの権利委員会による日本政府

への２回目の勧告が１月末に出されました。への２回目の勧告が１月末に出されました。への２回目の勧告が１月末に出されました。への２回目の勧告が１月末に出されました。

５年前の１回目の勧告は、「高度に競争的な５年前の１回目の勧告は、「高度に競争的な５年前の１回目の勧告は、「高度に競争的な５年前の１回目の勧告は、「高度に競争的な

教育制度により子どもが発達障害にさらされ教育制度により子どもが発達障害にさらされ教育制度により子どもが発達障害にさらされ教育制度により子どもが発達障害にさらされ

ている」という厳しいものでした。ている」という厳しいものでした。ている」という厳しいものでした。ている」という厳しいものでした。

これに対し、今回、日本政府は、国連の委これに対し、今回、日本政府は、国連の委これに対し、今回、日本政府は、国連の委これに対し、今回、日本政府は、国連の委

員会に「１５歳未満の減少などで教育の競争員会に「１５歳未満の減少などで教育の競争員会に「１５歳未満の減少などで教育の競争員会に「１５歳未満の減少などで教育の競争

的な性格は緩和されている」「高校入試も改的な性格は緩和されている」「高校入試も改的な性格は緩和されている」「高校入試も改的な性格は緩和されている」「高校入試も改

善されている」と、この間の教育改革の「成善されている」と、この間の教育改革の「成善されている」と、この間の教育改革の「成善されている」と、この間の教育改革の「成

果」をアピールしました。果」をアピールしました。果」をアピールしました。果」をアピールしました。

しかし国連の同委員会は、子どもに影響をしかし国連の同委員会は、子どもに影響をしかし国連の同委員会は、子どもに影響をしかし国連の同委員会は、子どもに影響を

与えることについて、①子どもの意見の尊重与えることについて、①子どもの意見の尊重与えることについて、①子どもの意見の尊重与えることについて、①子どもの意見の尊重

と参加をすすめ、子どもがこの権利を理解でと参加をすすめ、子どもがこの権利を理解でと参加をすすめ、子どもがこの権利を理解でと参加をすすめ、子どもがこの権利を理解で

きるようにする、②社会全体に子どもの権利きるようにする、②社会全体に子どもの権利きるようにする、②社会全体に子どもの権利きるようにする、②社会全体に子どもの権利

の周知徹底をはかる、③子どもの意見がどれの周知徹底をはかる、③子どもの意見がどれの周知徹底をはかる、③子どもの意見がどれの周知徹底をはかる、③子どもの意見がどれ

だけ考慮されたかを定期的に吟味する、④学だけ考慮されたかを定期的に吟味する、④学だけ考慮されたかを定期的に吟味する、④学だけ考慮されたかを定期的に吟味する、④学

校や子どものかかわる施策で方針を決める会校や子どものかかわる施策で方針を決める会校や子どものかかわる施策で方針を決める会校や子どものかかわる施策で方針を決める会

合などに子どもが参加できるようにすること合などに子どもが参加できるようにすること合などに子どもが参加できるようにすること合などに子どもが参加できるようにすること

などを勧告しました。ほかにも、①子どものなどを勧告しました。ほかにも、①子どものなどを勧告しました。ほかにも、①子どものなどを勧告しました。ほかにも、①子どもの

政治活動への制限や体罰・持ち物検査などの政治活動への制限や体罰・持ち物検査などの政治活動への制限や体罰・持ち物検査などの政治活動への制限や体罰・持ち物検査などの

見直し、②学校の施設で不服申し立ての仕組見直し、②学校の施設で不服申し立ての仕組見直し、②学校の施設で不服申し立ての仕組見直し、②学校の施設で不服申し立ての仕組

みづくり、③障害のある子どもの教育やサーみづくり、③障害のある子どもの教育やサーみづくり、③障害のある子どもの教育やサーみづくり、③障害のある子どもの教育やサー

ビスの向上、④児童養護施設最低基準の改正、ビスの向上、④児童養護施設最低基準の改正、ビスの向上、④児童養護施設最低基準の改正、ビスの向上、④児童養護施設最低基準の改正、

⑤少年法の刑罰年齢の引き下げの見直しなど、⑤少年法の刑罰年齢の引き下げの見直しなど、⑤少年法の刑罰年齢の引き下げの見直しなど、⑤少年法の刑罰年齢の引き下げの見直しなど、

多岐にわたる勧告が行われました。多岐にわたる勧告が行われました。多岐にわたる勧告が行われました。多岐にわたる勧告が行われました。

よって政府は、自らの教育政策を根本からよって政府は、自らの教育政策を根本からよって政府は、自らの教育政策を根本からよって政府は、自らの教育政策を根本から
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反省し、子どもを含む国民の意見を聞き、勧反省し、子どもを含む国民の意見を聞き、勧反省し、子どもを含む国民の意見を聞き、勧反省し、子どもを含む国民の意見を聞き、勧

告に沿った改革に真剣に取り組むべきです。告に沿った改革に真剣に取り組むべきです。告に沿った改革に真剣に取り組むべきです。告に沿った改革に真剣に取り組むべきです。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

地方交付税の制度堅持と地方交付税の制度堅持と地方交付税の制度堅持と地方交付税の制度堅持と

総枠確保に関する意見書総枠確保に関する意見書総枠確保に関する意見書総枠確保に関する意見書

平成１６年度の政府予算案で、「三位一体平成１６年度の政府予算案で、「三位一体平成１６年度の政府予算案で、「三位一体平成１６年度の政府予算案で、「三位一体

改革」の具体化がされました。その地方財政改革」の具体化がされました。その地方財政改革」の具体化がされました。その地方財政改革」の具体化がされました。その地方財政

対策では、地方交付税と臨時財政対策債を加対策では、地方交付税と臨時財政対策債を加対策では、地方交付税と臨時財政対策債を加対策では、地方交付税と臨時財政対策債を加

えた総額が、前年度に比べて２兆８,６００億えた総額が、前年度に比べて２兆８,６００億えた総額が、前年度に比べて２兆８,６００億えた総額が、前年度に比べて２兆８,６００億

円、１２％もの減少となることが突然発表さ円、１２％もの減少となることが突然発表さ円、１２％もの減少となることが突然発表さ円、１２％もの減少となることが突然発表さ

れました。れました。れました。れました。

これは、新年度の自治体の予算編成に重大これは、新年度の自治体の予算編成に重大これは、新年度の自治体の予算編成に重大これは、新年度の自治体の予算編成に重大

な支障をきたしています。な支障をきたしています。な支障をきたしています。な支障をきたしています。

地方財政法第２条第２項は「国は、地方財地方財政法第２条第２項は「国は、地方財地方財政法第２条第２項は「国は、地方財地方財政法第２条第２項は「国は、地方財

政の自主的な且つ健全な運営を助長すること政の自主的な且つ健全な運営を助長すること政の自主的な且つ健全な運営を助長すること政の自主的な且つ健全な運営を助長すること

に努め、いやしくもその自立性をそこなうよに努め、いやしくもその自立性をそこなうよに努め、いやしくもその自立性をそこなうよに努め、いやしくもその自立性をそこなうよ

うな施策を行ってはならない」と定めていまうな施策を行ってはならない」と定めていまうな施策を行ってはならない」と定めていまうな施策を行ってはならない」と定めていま

す。す。す。す。

そもそも地方交付税の目的には財源調整機そもそも地方交付税の目的には財源調整機そもそも地方交付税の目的には財源調整機そもそも地方交付税の目的には財源調整機

能と、財源保障機能が明確に規定されていま能と、財源保障機能が明確に規定されていま能と、財源保障機能が明確に規定されていま能と、財源保障機能が明確に規定されていま

す。政府には、交付税制度の根幹を堅持するす。政府には、交付税制度の根幹を堅持するす。政府には、交付税制度の根幹を堅持するす。政府には、交付税制度の根幹を堅持する

責務があります。人口規模の少ない町村の財責務があります。人口規模の少ない町村の財責務があります。人口規模の少ない町村の財責務があります。人口規模の少ない町村の財

政を不当に圧迫する段階補正の見直し（縮政を不当に圧迫する段階補正の見直し（縮政を不当に圧迫する段階補正の見直し（縮政を不当に圧迫する段階補正の見直し（縮

小）を一方的に行うべきではありません。小）を一方的に行うべきではありません。小）を一方的に行うべきではありません。小）を一方的に行うべきではありません。

よって政府においては、地方交付税の財源よって政府においては、地方交付税の財源よって政府においては、地方交付税の財源よって政府においては、地方交付税の財源

保障機能等を堅持し、総枠の維持をはかられ保障機能等を堅持し、総枠の維持をはかられ保障機能等を堅持し、総枠の維持をはかられ保障機能等を堅持し、総枠の維持をはかられ

るよう要望するものです。るよう要望するものです。るよう要望するものです。るよう要望するものです。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

なお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとおなお、提出先は、それぞれ案文記載のとお

りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承りでありますので、何とぞ原案のとおりご承

認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、認いただきますようお願い申し上げまして、

提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。提案理由の説明を終わらせていただきます。

●議長中西勇夫君 次に、意見書案第９号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第９号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第９号に●議長中西勇夫君 次に、意見書案第９号に

ついて、８番谷内八重子君。ついて、８番谷内八重子君。ついて、８番谷内八重子君。ついて、８番谷内八重子君。

●８番谷内八重子君（登壇） ただいま議題●８番谷内八重子君（登壇） ただいま議題●８番谷内八重子君（登壇） ただいま議題●８番谷内八重子君（登壇） ただいま議題

となりました意見書案第９号につきまして、となりました意見書案第９号につきまして、となりました意見書案第９号につきまして、となりました意見書案第９号につきまして、

案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて案文を朗読し、提案理由の説明にかえさせて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。

６５歳まで働ける雇用環６５歳まで働ける雇用環６５歳まで働ける雇用環６５歳まで働ける雇用環

境の整備を求める意見書境の整備を求める意見書境の整備を求める意見書境の整備を求める意見書

日本は、２００７年には総人口の約３人に日本は、２００７年には総人口の約３人に日本は、２００７年には総人口の約３人に日本は、２００７年には総人口の約３人に

１人が、６０歳以上の高齢者となることが見１人が、６０歳以上の高齢者となることが見１人が、６０歳以上の高齢者となることが見１人が、６０歳以上の高齢者となることが見

込まれています。わが国の経済社会の活力を込まれています。わが国の経済社会の活力を込まれています。わが国の経済社会の活力を込まれています。わが国の経済社会の活力を

維持するためには、意欲と能力がある限り年維持するためには、意欲と能力がある限り年維持するためには、意欲と能力がある限り年維持するためには、意欲と能力がある限り年

齢にかかわりなく働き続けることのできる社齢にかかわりなく働き続けることのできる社齢にかかわりなく働き続けることのできる社齢にかかわりなく働き続けることのできる社

会の実現を図り、できるだけ多くの高齢者が会の実現を図り、できるだけ多くの高齢者が会の実現を図り、できるだけ多くの高齢者が会の実現を図り、できるだけ多くの高齢者が

経済社会の支え手としての役割を果たしてい経済社会の支え手としての役割を果たしてい経済社会の支え手としての役割を果たしてい経済社会の支え手としての役割を果たしてい

くことが必要不可欠となっています。しかしくことが必要不可欠となっています。しかしくことが必要不可欠となっています。しかしくことが必要不可欠となっています。しかし

ながら、わが国において、何らかの形で６５ながら、わが国において、何らかの形で６５ながら、わが国において、何らかの形で６５ながら、わが国において、何らかの形で６５

歳まで働ける場を確保している企業の割合は歳まで働ける場を確保している企業の割合は歳まで働ける場を確保している企業の割合は歳まで働ける場を確保している企業の割合は

全体の約７０％、そのうち希望者全員が６５全体の約７０％、そのうち希望者全員が６５全体の約７０％、そのうち希望者全員が６５全体の約７０％、そのうち希望者全員が６５

歳まで働ける場を確保している企業は全体の歳まで働ける場を確保している企業は全体の歳まで働ける場を確保している企業は全体の歳まで働ける場を確保している企業は全体の

約３０％にとどまっています。また、現下の約３０％にとどまっています。また、現下の約３０％にとどまっています。また、現下の約３０％にとどまっています。また、現下の

厳しい雇用失業情勢では、中高年齢者は一た厳しい雇用失業情勢では、中高年齢者は一た厳しい雇用失業情勢では、中高年齢者は一た厳しい雇用失業情勢では、中高年齢者は一た

ん離職すると再就職は大変に困難な状況にあん離職すると再就職は大変に困難な状況にあん離職すると再就職は大変に困難な状況にあん離職すると再就職は大変に困難な状況にあ

ります。ります。ります。ります。

国及び政府においては「団塊の世代」の高国及び政府においては「団塊の世代」の高国及び政府においては「団塊の世代」の高国及び政府においては「団塊の世代」の高

齢化や厚生年金の支給開始年齢の引き上げな齢化や厚生年金の支給開始年齢の引き上げな齢化や厚生年金の支給開始年齢の引き上げな齢化や厚生年金の支給開始年齢の引き上げな

どを踏まえ、高齢者が何らかの形で６５歳まどを踏まえ、高齢者が何らかの形で６５歳まどを踏まえ、高齢者が何らかの形で６５歳まどを踏まえ、高齢者が何らかの形で６５歳ま

で働き続けることができるようにするため、で働き続けることができるようにするため、で働き続けることができるようにするため、で働き続けることができるようにするため、

下記のような定年年齢の引き上げや継続雇用下記のような定年年齢の引き上げや継続雇用下記のような定年年齢の引き上げや継続雇用下記のような定年年齢の引き上げや継続雇用
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制度の義務化をはじめとする法的整備や再就制度の義務化をはじめとする法的整備や再就制度の義務化をはじめとする法的整備や再就制度の義務化をはじめとする法的整備や再就

職促進策などの高齢者の雇用環境整備等、所職促進策などの高齢者の雇用環境整備等、所職促進策などの高齢者の雇用環境整備等、所職促進策などの高齢者の雇用環境整備等、所

要の措置を講ずるよう強く求めるものです。要の措置を講ずるよう強く求めるものです。要の措置を講ずるよう強く求めるものです。要の措置を講ずるよう強く求めるものです。

記記記記

１．厚生年金の支給開始年齢引き上げを踏ま１．厚生年金の支給開始年齢引き上げを踏ま１．厚生年金の支給開始年齢引き上げを踏ま１．厚生年金の支給開始年齢引き上げを踏ま

え、定年年齢の引き上げまたは原則希望者え、定年年齢の引き上げまたは原則希望者え、定年年齢の引き上げまたは原則希望者え、定年年齢の引き上げまたは原則希望者

全員を対象とする継続雇用制度の導入を企全員を対象とする継続雇用制度の導入を企全員を対象とする継続雇用制度の導入を企全員を対象とする継続雇用制度の導入を企

業に義務づけるように高年齢者雇用安定法業に義務づけるように高年齢者雇用安定法業に義務づけるように高年齢者雇用安定法業に義務づけるように高年齢者雇用安定法

の改正を行うこと。の改正を行うこと。の改正を行うこと。の改正を行うこと。

２．厳しい経営環境等を考慮し、労使双方の２．厳しい経営環境等を考慮し、労使双方の２．厳しい経営環境等を考慮し、労使双方の２．厳しい経営環境等を考慮し、労使双方の

意見に耳を傾け、これらの制度の導入に向意見に耳を傾け、これらの制度の導入に向意見に耳を傾け、これらの制度の導入に向意見に耳を傾け、これらの制度の導入に向

けた事業主の取り組みに対する財政上の支けた事業主の取り組みに対する財政上の支けた事業主の取り組みに対する財政上の支けた事業主の取り組みに対する財政上の支

援策を講じるなど、円滑な制度の導入・整援策を講じるなど、円滑な制度の導入・整援策を講じるなど、円滑な制度の導入・整援策を講じるなど、円滑な制度の導入・整

備に努めること。備に努めること。備に努めること。備に努めること。

３．高齢期には、個々の労働者の意欲、体力３．高齢期には、個々の労働者の意欲、体力３．高齢期には、個々の労働者の意欲、体力３．高齢期には、個々の労働者の意欲、体力

等個人差が拡大し、その雇用・就業ニーズ等個人差が拡大し、その雇用・就業ニーズ等個人差が拡大し、その雇用・就業ニーズ等個人差が拡大し、その雇用・就業ニーズ

も多様化することから、多様なニーズに対も多様化することから、多様なニーズに対も多様化することから、多様なニーズに対も多様化することから、多様なニーズに対

応した雇用・就業機会が確保されるよう、応した雇用・就業機会が確保されるよう、応した雇用・就業機会が確保されるよう、応した雇用・就業機会が確保されるよう、

短時間勤務の導入や多様就業型ワークシェ短時間勤務の導入や多様就業型ワークシェ短時間勤務の導入や多様就業型ワークシェ短時間勤務の導入や多様就業型ワークシェ

アリングの導入について支援策を講じるこアリングの導入について支援策を講じるこアリングの導入について支援策を講じるこアリングの導入について支援策を講じるこ

と。と。と。と。

４．ハローワークや民間団体、ＮＰＯとの連４．ハローワークや民間団体、ＮＰＯとの連４．ハローワークや民間団体、ＮＰＯとの連４．ハローワークや民間団体、ＮＰＯとの連

携を図りつつ、職業紹介等の就労に関する携を図りつつ、職業紹介等の就労に関する携を図りつつ、職業紹介等の就労に関する携を図りつつ、職業紹介等の就労に関する

相談、就労機会の提供、情報提供等の総合相談、就労機会の提供、情報提供等の総合相談、就労機会の提供、情報提供等の総合相談、就労機会の提供、情報提供等の総合

的な就労支援を行う窓口として、シルバー的な就労支援を行う窓口として、シルバー的な就労支援を行う窓口として、シルバー的な就労支援を行う窓口として、シルバー

人材センターを活用し、高年齢者をサポー人材センターを活用し、高年齢者をサポー人材センターを活用し、高年齢者をサポー人材センターを活用し、高年齢者をサポー

トすること。トすること。トすること。トすること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。見書を提出します。

平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日平成１６年３月２４日

北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会北海道美唄市議会

なお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりでありなお、提出先は、案文記載のとおりであり

ますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただますので、何とぞ原案のとおりご承認いただ

きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由きますようお願い申し上げまして、提案理由

の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。の説明を終わらせていただきます。

●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。

ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書

案第１号ないし意見書案第３号の以上３件に案第１号ないし意見書案第３号の以上３件に案第１号ないし意見書案第３号の以上３件に案第１号ないし意見書案第３号の以上３件に

ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、

原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません

か。か。か。か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

意見書案第１号北海道警察捜査用意見書案第１号北海道警察捜査用意見書案第１号北海道警察捜査用意見書案第１号北海道警察捜査用よって、よって、よって、よって、

報償費等不正支出疑惑の徹底究明を求める意報償費等不正支出疑惑の徹底究明を求める意報償費等不正支出疑惑の徹底究明を求める意報償費等不正支出疑惑の徹底究明を求める意

見書 意見書案第３号３０人以下学級実見書 意見書案第３号３０人以下学級実見書 意見書案第３号３０人以下学級実見書 意見書案第３号３０人以下学級実ないしないしないしないし

現等教育予算の充実を求め、義務教育費国庫現等教育予算の充実を求め、義務教育費国庫現等教育予算の充実を求め、義務教育費国庫現等教育予算の充実を求め、義務教育費国庫

の以上３件の以上３件の以上３件の以上３件負担法を守ることを求める意見書負担法を守ることを求める意見書負担法を守ることを求める意見書負担法を守ることを求める意見書

は、原案のとおり決定されました。は、原案のとおり決定されました。は、原案のとおり決定されました。は、原案のとおり決定されました。

これより意見書案第４号について質疑を行これより意見書案第４号について質疑を行これより意見書案第４号について質疑を行これより意見書案第４号について質疑を行

います。います。います。います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。

これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。これより討論を行います。

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］

これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。

これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。

［「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決いご異議がありますので、起立により採決い

たします。たします。たします。たします。

本件は、原案のとおり決することに賛成の本件は、原案のとおり決することに賛成の本件は、原案のとおり決することに賛成の本件は、原案のとおり決することに賛成の

諸君の起立を求めます。諸君の起立を求めます。諸君の起立を求めます。諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）

起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。

意見書案第４号年金「改正」法案意見書案第４号年金「改正」法案意見書案第４号年金「改正」法案意見書案第４号年金「改正」法案よって、よって、よって、よって、

は、原案のとおり決定は、原案のとおり決定は、原案のとおり決定は、原案のとおり決定の撤回を求める意見書の撤回を求める意見書の撤回を求める意見書の撤回を求める意見書
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されました。されました。されました。されました。

お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。

ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書ただいま提案理由の説明ありました意見書

案第５号ないし意見書案第９号の以上５件に案第５号ないし意見書案第９号の以上５件に案第５号ないし意見書案第９号の以上５件に案第５号ないし意見書案第９号の以上５件に

ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、ついては、別にご発言もないようですので、

原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません原案のとおり決することにご異議ありません

か。か。か。か。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。

意見書案第５号ＢＳＥ、鳥インフ意見書案第５号ＢＳＥ、鳥インフ意見書案第５号ＢＳＥ、鳥インフ意見書案第５号ＢＳＥ、鳥インフよって、よって、よって、よって、

ないないないないルエンザなど、食の安全に関する意見書ルエンザなど、食の安全に関する意見書ルエンザなど、食の安全に関する意見書ルエンザなど、食の安全に関する意見書

意見書案第９号６５歳まで働ける雇用環境意見書案第９号６５歳まで働ける雇用環境意見書案第９号６５歳まで働ける雇用環境意見書案第９号６５歳まで働ける雇用環境しししし

の以上５件は、原案のの以上５件は、原案のの以上５件は、原案のの以上５件は、原案のの整備を求める意見書の整備を求める意見書の整備を求める意見書の整備を求める意見書

とおり決定されました。とおり決定されました。とおり決定されました。とおり決定されました。

●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期●議長中西勇夫君 以上をもちまして、今期

定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了

いたしました。いたしました。いたしました。いたしました。

これをもって、平成１６年第１回美唄市議これをもって、平成１６年第１回美唄市議これをもって、平成１６年第１回美唄市議これをもって、平成１６年第１回美唄市議

会定例会は閉会いたします。会定例会は閉会いたします。会定例会は閉会いたします。会定例会は閉会いたします。

午後２時２５分 閉会午後２時２５分 閉会午後２時２５分 閉会午後２時２５分 閉会


